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　―――大陸暦一五四七年一月一日




　エルフリーデン王国がアミドニア公国を併合し、『エルフリーデン及びアミドニア連合王国（通称「フリードニア王国」）』となってから初めて迎える新年最初の日。

　王都パルナムや元公都ヴァンなど玉音放送の受信装置がある広場を持つ都市では、またかなりの数の人々が集まっていた。なんでもあの若き王様が今日、玉音放送で国民に向けて新年の挨拶をするらしい。その挨拶を聞くために人々は集まったのだ。

　べつにソーマは拝聴することを国民に強制してはいない。

　ただ玉音放送を使う度に、やれ人材集めのイベント開催だ、やれ食料問題解消のために食べられる物を教えますだ、やれ音楽番組を作りました……だのと、突拍子もないことばかり放送していたものだから、国民たちはまたなにかおもしろそうなことをするのだろうかと興味を惹ひかれたのだ。また、人が集まれば稼ぎ時だと屋台が出る、屋台が出ればお祭り騒ぎ目当てに人が集まる……というサイクルもできあがっていたので、ソーマはただ挨拶するとしか言っていないにもかかわらず、ここまで人が集まったのだ。

「王様、またなにかするの？」

「そうねぇ。なにをするのかしらねぇ」

　放送を待っている母子がそんな会話をしていた。

　すると、噴水設置型の受信装置にソーマの姿が映し出された。

　その後ろには婚約者であるリーシア姫と、アミドニア併合と同時に婚約を発表された元アミドニア公国公女のロロア姫が控えていた。するとリーシアとロロアは屈託のない笑みを浮かべながら、国民たちに向かってヒラヒラと手を振って見せた。敵対国家だった二国のお姫様が笑顔で同じ画面の中に映っている。このことは連合王国となったエルフリーデン・アミドニア両国の国民を安心させた。

　やがて映像のソーマが口を開いた。

『親愛なるエルフリーデン及びアミドニア連合王国の国民たちよ。〝新年、あけましておめでとうございます〟』

　そう言うと、ソーマとリーシアとロロアは揃そろって頭を下げた。国王が新年から頭を下げたことに国民はざわめいたが、顔を上げたソーマは悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

『これは俺のいた世界での新年の挨拶だ。昨年はお世話になりました。今年もよろしくお願いします。そんな気持ちがこもっている』

　国民たちが呆あつ気けにとられている中で、ソーマは本題を切り出した。

『さて、アミドニア〝地方〟では新年の際に、王がその年の国としての方針を宣言する習慣があるらしい。それを俺にもやるようロロアから進言があったので……とりあえず、やってみることにした。とりあえず今年のこの国の方針についてだが……』

　アミドニア地方で聞いていた聴衆たちに緊張が走った。

　アミドニア公国民だった者たちは、新年に方針を宣言するガイウス八世の顔を憶おぼえていたからだ。厳いかつい顔でエルフリーデンへの復ふつ仇きゆうを誓い、国土奪還を標ひよう榜ぼうするあの姿を。だからアミドニアの人々にとっては、「新年の方針＝戦意高揚」なのだ。

　またどこかと戦をするのかと身構えたのも無理はないだろう。

　一体この国はどこに向かうのだろう。どこかの国に侵攻しようというのか、帝国を打倒して大陸の覇権を狙うのか、あるいは魔王領に攻め込み、大陸北部を解放するのか……聴衆たちが固唾を吞のんで見守る中、やがてソーマは口を開いた。




『「良い国を造ろう」で行こうと思う』

「「「　………　」」」




（（（　漠然としすぎ!!　）））

　聴衆たちは一様にそう思った。それを見越していたようにソーマは笑った。

『漠然としすぎだと思うかもしれない。でも、これはとても大事なことだ。まず、なにをもって「良い国」とするかだが、これは逆にどんな国が「悪い国」であるかを考えたほうがわかりやすいだろう』

　ソーマはグーの形に握った手の指を一本一本立てながら説明しだした。

『まず一つめ。人々が飢える国。二つめ。人々が凍える国。これらは貧困に喘あえぐ国と言い換えてもいいな。人が餓死するのも、凍死するのも、食べ物を買えず、住居や着る物を用意できないからだ。これらの国は言うまでもなく悪い国だ。餓死・凍死が起こるような国では、国民の心を繫つなぎ止めておくこともできないだろう』

　この言葉にはエルフリーデン・アミドニア両国の国民が納得した。

　どちらも食糧難を経験しているからだ。とくにアミドニア側の国民は痛切に感じていた。当時はエルフリーデン憎しの風潮に煽あおられて目を背けていたが、王国の支援を受けて回復したいまだからこそ、去年のような状況には戻りたくないと強く思う。

『三つめ。治安の悪い国。たとえ飢えや寒さと無縁な国であっても、野盗・山賊・海賊が蔓延はびこる国に暮らしたいとは思わないだろう。もっとも、そういった不ふ逞ていの輩やからを生み出す源泉はさきに述べた貧困にある。俺のいた世界には「衣食足りて礼節を知る」という言葉がある。自分が生きることに精一杯の間は、他者を気遣う心も失われるからな。

　四つめ。戦争に明け暮れる国。百戦百勝できたとしても、戦争は国庫の負担になるし人も死んでいく。負ければなおさら悲惨だ。他国の恨みを買えばテロ行為も起こり、治安も悪くなる。諸君らの大切なものが奪われる。

　五つめ。四つめとは逆に自らを守ることができない国だ。戦争をしたくないからといって自衛を疎おろそかにすれば、他国に付け入られる。結果は四つめと同じだ。ましてやいまの時代は、魔王領という予測の付かない脅威も存在するわけだしな』

　そう言いながら、ソーマはパーの状態になった手を国民たちに向けた。

『ざっと数えただけでも、この五つの国は悪い国だろう。ならば良い国とは、そんな悪い国の反対側にあるのではないだろうか』

　ソーマは手を裏返して甲を向け、指を逆に畳みながら言った。

『国民が飢えることなく、寒さに震えることなく、治安も良く、やたらに他国を攻めず、他国や魔王領の脅威に攻められようとびくともしない、独立独歩の国。それがおそらく「良い国」であり、この国が目指すべき国の形だ』

　ソーマは握った拳を国民たちに向けて見せた。

『一つ一つは当たり前に思えることでも、すべて兼ね備えるとなると大変だ。ましていまのご時世は魔王領の出現によって乱れている。当たり前のことを、当たり前にすることが難しいそんな時代だ。成し遂げるには平時よりも数倍の力が必要だろう。それこそ、いっそこの大陸を制覇するほうがよっぽど簡単なんじゃないかと思えるほどの力が』

　そこでソーマは一度言葉を句切り、大きく息を吸い込んだ。

『……そこでだ。国民たちに是非ともやってもらいたいことがある』

　聴衆たちは再度息を吞んだ。

　ソーマの言う〝力〟を得るために、自分たちにやってもらいたいこと。

　真っ先に浮かんだのは『増税』だった。税が重くなれば国の収入も増え、軍事費を増やすこともできる。状況次第では間違っているとは言えないが、国民たちの生活は苦しくなるだろう。次に考えたのは『徴兵』だ。この国にはすでに職業軍人がいるのだが、民間人であろうと徴兵訓練を受けさせられるのではないかと怖おそれたのだ。

　これはソーマの言った力を〝武力〟だと思ってしまった結果だった。

　しかし、これは誤解だった。ソーマは言った。




『国民たちよ、勉強をしてくれ！』




　◇　◇　◇




「国民たちよ、勉強をしてくれ！」

　王城の『玉音の間』で俺は声を張り上げた。

「喩たとえを出そう。二人が剣を持って戦うとする。大抵の場合、勝つのは腕っ節の強いほうか、より良い剣を持っているほうだろう。では、まったく同じ腕っ節の者同士が、まったく同じ強度の剣で戦うとき、最も早はや、勝敗は運でしかないのか？

　否だ。より剣について〝識しっているほう〟が勝つ。たとえば腕っ節は同じ、使う武器も同じでも、料理人と鍛冶職人が剣で戦ったら、おそらく鍛冶職人のほうが勝つだろう。鍛冶職人は日頃から剣を見慣れていて、剣の長さや間合いを熟知しているからだ」

　俺は自分のこめかみを指でトントンと叩たたいた。

「人より多く〝識る〟ということは、それ自体が武器になるんだ。

　名将が百戦して百勝するのは、戦という物を識り、自軍の実力を識り、相手の実力さえも識っていて、負ける戦は絶対に避けて勝てる戦のみを行うからだ。

　凡将が大事な局面で負けるのは、戦を知らず、自軍の実力も相手の実力も知らず、むやみやたらに戦って勝ち負けを繰り返し、大事な局面に注力することもできないからだ。

　このことを俺のいた世界の兵法家は『彼を知り己を知れば百戦殆あやうからず』と言ったのだが……これは戦の世界だけの話じゃない。

　同じ商品を扱っているのに、甲という商人は儲もうけて乙という商人が儲からないのは、甲という商人のほうが商売のなんたるかを心得ているからだ。

　同じ素材を使っているのに、名工と呼ばれる者の作品が一般的な職人の作品よりも数段素晴らしいのは、素材の性質について熟知しているからだ。

　同じ作物を作っているのに、自分の畑で採れた物より隣の畑で採れた物のほうがおいしく感じるのは、隣の農家がその作物を育てるのに適したノウハウを持っているからだ。

　同じ料理を作っても、自分の物よりも他の料理人が作った料理のほうがおいしく感じるのは、料理人のほうが食材の良よし悪あしやその調理法について熟知しているからだ。

　優れた狩人かりゆうどが毎回獲物を仕留めて帰るのは、その地形や獲物の習性を熟知しているからだ。芸事の世界で名優が毎回人を感動させられるのは、人の心の機微を熟知しており、どうすれば感動させられるのかを熟知しているからだ。王様や貴族だってそうだ。名君と呼ばれる王様は、どうすれば国民・領民に反発されることなく、良く国を治められるのかを熟知していた。俺はまだまだだが、それでも熟知しようと努めている」

　福沢諭吉が『学問のすゝめ』の中で言っている。『天は人の上に人を造らず、人の下に人を造らず』という言葉があるのに、どうして現実世界では貧富や貴き賤せんなどの差が生じるのだろうか。それはただ、その人に学問があるかないかの違いなのだと。学がないと肉体労働しかできないから身分が低くなる。学があると難しい仕事ができるから偉くなる。

　ちょっと暴論すぎる気もするけど、読み進めていくと納得できる部分もあった。

「そして物事を熟知する方法こそが『学ぶ』ということだ。自分より優れた知識・技能を持つ者に学び、自分が他者より優れた知識・技能を持っていればそれを教え、教えを乞う側は教える側を敬い、教える側は教えを乞う側を慈しみ、そうやって学び合うことによっていまよりも優れた技能を生み出す。そうすることでたとえどんな職種であろうとも、いまよりもずっと豊かな暮らしができると確信している」

　教えを乞う側は教える側を敬い、教える側は教えを乞う側を慈しみ……という一文を挿入したのは、権利関係を意識してのことだ。為政者側としては教える側の一方的な損にならないように気を配らなくてはならないからな。まあ、いまの国民たちにそんなことを言っても理解できないだろうから詳しくは言うつもりはない。

「俺はこの国に住まう一人一人の生活水準を上げたいと思っている。そうすることで国の〝力〟も上がっていくからだ。一人一人が豊かになれば税収も増える。税収が増えれば軍備や新たな産業の育成にも資金を回せるだろう。国全体が強く豊かになる。そのためにも国民たちには是非とも学んでもらいたいと思っている。まずは読み書きから始めて欲しい。読み書きさえできれば遠くにいる人間とも知識のやりとりができるからだ。次に計算だ。これができれば学問の幅が段違いに広がるからだ」

　俺が合図を送ると、背後に控えていたリーシアが前に出てきて『文』という記号が書かれた紙を掲げた。その文字を指差しながら俺は話を続けた。

「俺はこの国の成人のほぼ全員が読み書き・計算ができるようになって欲しいと思っている。いま我が国では各都市に訓練所という総合教育機関を、各町にはそれを簡易化した塾の設置を進めている。この『文』マークが国家公認の訓練所及び塾であるという証あかしだ。昼は子供たちのみを教えているが、夜には大人たちも学ぶことができる。仕事終わりに余力があったら、少しずつでもいいから学んでいって欲しい。ちなみにこの『文』マークがある場所でなら、読み書き・計算を無償で習うことができるというだけで、べつに個人が私塾を開くことを咎とがめる物ではないからそのつもりでいてくれ」

　俺はそこで一度呼吸を整えた。ペース配分を考えずに力説したせいで頭がクラクラしてきた。でもまだやめるわけにはいかない。まだすべてを伝え切れてないからだ。

「……そしてすでに読み書き・計算ができる者たちに告げる。そこで満足しないで欲しい。俺たちはまだ〝なにも知らない〟のだから」

　合図を出すと今度はロロアが進み出てきて、この世界の地図を広げた。

「知ってのとおりこの大陸の北部には魔王領が出現した。しかしだ。我々はこの魔王領についてなにも知らない。魔王がいるらしい……と言われているが、その姿を確認した者はいない。そもそも魔王領とはなんなのか？　魔王領の魔物とダンジョンの魔物。そこに違いはあるのか？　ないのか？　魔王領内の魔王、魔族、魔物の繫がりは？　従属関係なのか？　それとも敵対関係なのか？……我々はなにも知らない。なにも知らないまま攻め込んだ結果がかつての大惨敗だ。もし彼我の戦力差を理解できていたなら、無謀な戦を仕掛けて徒いたずらに人死にを増やすような真ま似ねはしなかっただろう」

　俺はリーシアとロロアを下げて話を続けた。

「魔王領のことだけじゃない。この世界にはわからないことが多すぎる。いい例なのが魔法だろう。こんなに身近にあるのに、俺たちは魔法についてなにも知らない。そもそも魔法ってなんだ？　なんでみんな当たり前のように使えるんだ？　俺のいた世界には魔法なんてなかったから不思議だ。なぜ、なにもない空間から炎などを出せるんだ？　魔素があるから？　じゃあ魔素ってなんだ？　気体なのか、液体なのか、固体なのか？　一般種族では顕微鏡なしには見られない、細菌や微生物でさえ見える三つ目族にも『魔素』なるものは見えないそうだ。それの存在をどうすれば証明できる！」

　俺は話す言葉に力を込めた。

「このように、世界は謎で満ちている。そんな謎を当たり前のことだからと思考を止めるな！　言い伝えではこうなってるからと安易に信じるな！　声の大きなヤツの意見に惑わされるな！　神の御み業わざだから人間にはわかるはずがないなどと逃げるな！　きっと魔王のせいだで片付けるな！　すべてを疑い、研究し、他者と意見をぶつけ合い、真実を見つけ出せ！　真実を探求する心こそが、我らが知的生命体である証なのだから！」

　そして俺はこの演説をシメた。

「以上をもってこの国の方針とさせてもらう。静聴に感謝する」

　この言葉を最後に新年一発めの玉音放送が終わった。

　放送が完全に切れたのを確認してから、俺はその場にへたり込んだ。

「あ～、疲れたぁ……」

「お疲れ様。立派だったと思うわよ？」

「うんうん。ちゃんと王様しとったわ。惚ほれ直したで、ダーリン♪」

　リーシアとロロアがそう言ってくれたけど、俺としては一杯一杯だった。

　番組の司会とかならもうだいぶ慣れたけど、王様らしく国民の前で演説するのはまだまだ緊張する。有事の際なら余計なことを考えている余裕もないので演説できるけど、平時にまで王様の仮面を被かぶるのはなかなかにしんどかった。

「あ～嫌な汗搔かいたわ。悪い、水を一杯もらえる？」

「わかったわ。ロロア、お願い」

「あいあいさー」

　ロロアは敬礼すると部屋の隅に置かれた水差しとコップをトレイごと持ってきた。俺がそこからコップを受け取るとリーシアが水を注ついでくれた。

　それを一気に飲み干して、ようやく一息吐つけた気がした。

「ふう……生き返った気分」

「ふふ。これで国民たちに読み書き・計算を学ぶ大事さは伝わったのかな？」

　水差しを持ったままリーシアがそう尋ねてきた。

「あはは、そう簡単にはいかないさ。勉強ってのはやっぱり、つまらなくて退屈なものだからな。ちょっとやそっと煽あおったくらいじゃ長続きはしないだろう」

「演説してもあまり意味がないってこと？」

「言って聞かせるだけならな。でも、やりようならある」

「やりよう？」

「楽しく自然に学ばせる方法だってあるってこと」

　そんなことを話していると、不意に部屋の扉が叩かれた。扉に向かって「どうぞ」と声を掛けると、ジュナさんとなにやら大きな箱を持ったアイーシャが入ってきた。

「お召しにより参上いたしました。陛下」

「それと玉音放送制作部門から、これを陛下にと言われて持って来たのですが」

　アイーシャが自分の身長くらいありそうな箱を床に置くと、中からガシャリという音がした。置かれた箱をロロアが興味深そうに見ていた。

「なあダーリン、この箱なんなん？　なんやガシャて言うとったけど」

「ああ、多分だけど製作を頼んでおいた〝装備〟だな」

「装備？　ソーマが着るの？」

　リーシアが頭に疑問符を浮かべながら聞いてきた。実力的にも立場的にも戦場に出ることはほぼないであろう俺の口から出た装備という言葉に、リーシアだけでなく他のみんなも怪け訝げんな表情を浮かべていた。そんなみんなに俺はニヤニヤしながら言った。

「俺のじゃないさ。ま、細工は流々仕上げをご覧じろってね」

「……ソーマがそういう顔するときって、なにか突拍子もないことをしでかすのよね」

　リーシアが呆あきれたように言うと、他の婚約者たちも頷うなずいていた。

「……信用ないなぁ」

「信用はしてないけど、信頼はしてるわよ」

「？　違いはなに？」

「これまでの経験から、ソーマに振り回されるだろうことがわかっているのが信用しない理由。それでも結果的には、なんだかんだで上う手まくいきそうなのが信頼する理由」

「「「　同意です／します／やわ　」」」

　リーシアの言葉にみんなも真顔で一様に頷いていた。

　ハハハ、皆さんよくわかってらっしゃるようで……はぁ……。
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　―――大陸暦一五四七年一月十日夕方・王都パルナム




　新年のお祝いムードも落ち着いてきたこの日。

　パルナムにある玉音放送が映る噴水広場はまた人でごった返していた。またしてもあの新国王が新しい番組を放送するらしく、それを観みに人が集まっているのだ。これは玉音放送が映る都市ではもうすっかりお馴な染じみの光景だった。こういった放送が企画される度に人々が集まり、その人々目当てに屋台も出てお祭り状態になるのだ。

　そんなお祭りムードの噴水広場にディスやユノたち冒険者ＰＴパーテイも来ていた。

「は～、相変わらずすっごい人だな。さすが王都って感じ」

　童顔スレンダーな女シーフのユノが、行き交う人の多さに圧倒されながらそう感想を漏らした。ギルドから受けていた護衛依頼を終えた一行は、折角だからと玉音放送を観に来ていた。すでにムキムキ拳闘士のオーガスは、温和な青年神官フェブラルを引きずるようにして屋台巡りに行ってしまったので、ここにいるのはユノの他には熱血イケメン剣士のディスとおっとりグラマー魔導士のジュリアの二名だけだった。

「いまや放送番組はこの国の名物になってるからな。とくに音楽番組とか最高じゃないか。歌姫ローレライちゃんたちは可愛かわいいし、彼女たちの声が聴けなくなるかと思うと、冒険者なのに他よ所その国に行く気がなくな……あ痛っ」

　饒じよう舌ぜつに語っていたディスだったが、笑顔のジュリアに二の腕をつねられていた。女心がわかっていない様子のリーダーに、ユノはやれやれと肩をすくめた。これは自分もどこかのタイミングで気を利かせてふけるべきかなと思っていた、そのときだった。

　放送が始まったらしく、国民たちが噴水の上のほうを見つめていると、そこに映し出されてたのはずんぐりむっくりとした謎の生命体（？）だった。呆あつ気けにとられる国民たちの中で、もっとも大きな反応を示したのはユノだった。

「はあっ!?　なんでムサシ坊やの旦那が映ってるんだ!?」

　そう。そこに映し出されていたのはなにを隠そう、雪だるまでも鏡餅でもなく『ムサシ坊や君』だったのだ。ムサシ坊や君は画面に向かってパタパタと手を振った。




『みんな～。ボクの名前はムサシ坊や君。よろしくね～』




「「「　喋しやべったああああ　」」」

　ムサシ坊や君のどこか子供っぽくて可愛らしい声を聞いて、ユノ、ディス、ジュリアが声を揃そろえて驚いていた。依頼クエスト中、どんなピンチのときも決して声を発さなかったムサシ坊や君が、画面の中で喋っているのだ。三人が驚くのも無理はないだろう。

「この声、子供か女性の声っぽいけど、旦那の中身は女の子だったのか!?」

　ディスがそう驚嘆していたが、ユノは即座に否定した。

「いや、以前に旦那の手だけなら見たことあるけど、普通に男の手だったぞ？」

「でも、現にこの声は女の子っぽいじゃないか」

「着ぐるみだから中身が違っててもいいんじゃないの？」

「「　……で、ですよねー　」」

　ジュリアにおっとり口調でそう言われて、二人はそれもそうかと納得した。仕草がやたらと人間くさいため忘れていたが、かの御仁は着ぐるみだったのだ。もしかしたらあの着ぐるみも単に王城に貸し出したものなのかもしれない。そんなユノたちの混乱などつゆ知らず、映像の中のムサシ坊や君は高らかに宣言した。




『それじゃあ、「おねえさんといっしょ」はっじまっるよ～』




　◇　◇　◇




　―――同時刻・パルナム城の大広間




　いま、俺たちの目の前では、流れ出したゆる～い感じのメロディーに合わせてムサシ坊や君が踊っていた。その様子を玉音放送に映らない位置で俺と一緒に見ていたリーシアは、口をぽかんと開けて呆気にとられたような顔をしていた。

「………」

「あの……なにか言ってくれない？」

「もうなにからツッコンでいいやら……いやまず、なにあれ？」

「ムサシ坊や君」

「うん。それは知ってる。そうじゃなくてなんで喋ってるの？」

「そりゃあ中に人が入ってるからさ。声はパミーユ・キャロルに担当してもらってる」

「あの中にパミーユが入ってるの!?」

　うん、実はそうなんだ。録音する機材とかはないので、アフレコすることもできず、ムサシ坊や君の中から声を出すしかなかった。動きは俺が能力で操っているので、中のパミーユも重くはないのだが、それでも中は蒸し暑いらしく苦情を言われた。

「あの着ぐるみって冒険者として登録してるんでしょ？　玉音放送に出しちゃって良かったの？　王家と繫つながりがあるとわかったらまずいんじゃない？」

　あー、ユノとかが見てたらちょっと面倒かもしれないな。

「まあ、着ぐるみだしな。『街で見かけた着ぐるみが可愛かったんで、王城が一着譲ってもらって番組キャラとして利用してる』……って感じの筋書きでいいんじゃない？」

「だからってねぇ……というか、そもそもこの番組ってなんなの？」

「なにって、教育番組だよ」

「教育番組？」

「あ、ホラ、本編が始まるぞ」




　◇　◇　◇




　ゆるい歌が終わり、次に映し出されたのは舞台の風景だった。

　舞台上にはそこが森の中であることを表すように、木や草や切り株などの『書き割り』が並んでいる。そんな全体的に薄っぺらい森の中ではムサシ坊や君が、手に白墨を持って地面になにかを書いていた。よく見ると、どうやら数字のようだ。

『え～っと……１＋１は２、２＋２は４……う～ん、算数って難しいなぁ』

　頭を捻ひねるムサシ坊や君。仕草がとても子供っぽい。そこに帽子にシャツにオーバーオールというボーイッシュな格好をした青髪のお姉さんが通りかかった。青髪のお姉さんはムサシ坊や君に気付くと、にこやかな笑みを浮かべながら話しかけた。

『どうしたの？　ムサシ坊や君。そんな困った顔（無表情）をして』

　ムサシ坊や君は顔を上げると、お姉さんのもとにポテポテと歩み寄った。

『こんにちは、ジュナお姉さん』

　ここで大人の視聴者たちは気がついた。
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　このお姉さんはあの『第一の歌姫プリマ・ローレライ』として名高いジュナ・ドーマだと。

　ジュナと言えば女性が見とれるほどの美女という印象が強いため、このボーイッシュな姿と結びつかなかったのだ。口調も格好に合わせたフランクなものになっている。いまのジュナは年齢以上に大人びた色気こそ失われているものの、年頃の娘らしい可愛らしさが引き出されていた。ムサシ坊や君はそんな〝ジュナお姉さん〟に相談した。

『ジュナお姉さん。算数が難しくって困ってるんだ。本を見ても、数字や記号が並んでいるだけで、全然おもしろくないし』

　このムサシ坊や君の言葉には多くの視聴者が頷いていた。

　九日前にソーマ王が国民に対して読み書き・計算の習得を奨励していたけれど、「読み書きはともかく、商人でもないのに計算などできてなんになるのか」と、普段計算とは縁遠い生活をしている者ほどそう考えてしまうようだ。しかし、ジュナはそんな視聴者の意見を代弁しているムサシ坊や君に、ふふふと笑うとお茶目にウインクして見せた。

『あら、算数って実はとっても楽しいのよ？』

『え～、本当～？』

『本当よ』

　訝いぶかしげなムサシ坊や君にジュナはそう断言すると、またどこからともなく楽しげで明るいメロディーが流れてきた。そのメロディーに合わせてジュナが歌い出した。曲は『たのしいさんすう』。ソーマのいた世界の『みんなのうた』だった。

　歌のお兄さんでもあった田中星児さんが歌っていたこの曲は、足したり引いたり、十ずつのグループで位が変わったり、どんな大きな数字であろうと０を掛ければ消えてしまうといった、数の世界の事象をコミカルに歌い上げた曲だった。ジュナとムサシ坊や君は輪になってこの歌を歌い、とても楽しそうに踊っていた。

　歌い終わってムサシ坊や君は、興奮したように手をバタバタとさせた。

『算数が楽しくなった気がするよ。勉強すれば、もっと楽しくなるのかな？』

『もちろん。ちゃんと勉強すれば、もっと凄すごいことだってできるようになるのよ』

　そしてジュナは算数を勉強するとできるようになることを、ムサシ坊や君に歌って聞かせた。楽しげなメロディーと楽しげな歌詞が並んでいるが、よくよく聞いてみれば数学の事象を表現している、まさに教育番組的な歌詞だった。

　放送を観みていた子供たちは、無邪気にジュナやムサシ坊や君の真ま似ねをして歌詞を口ずさんだり踊ったりしていた。逆に大人たちは歌詞の意味を吟味して、フムフムなるほどそういうことなのかと興味深そうに頷うなずいていた。

　そんな中、ただ一人べつなことを考えていたのがユノだった。

（旦那は着ぐるみを貸しただけ？　ううん……そんなわけない）

　ユノはジーッとムサシ坊や君の動きを観察していた。

（あの動きはムサシ坊やの旦那の動きそのものだ。だけど、聞こえてきた声は可愛らしい女の子の物だった。あのとき見た手は男の人の物だった。中身は違うのにまったく同じ動きをしている……どういうことなの？）

　そこまで考えたとき、ユノはあることを思い出した。

（そういえば前にムサシ坊やの旦那が冒険者ギルドに手紙を運んでいたっけ。その手紙を見た受付嬢が、王城で宴うたげが開かれるのを教えてくれたんだ。つまり、あの手紙は王城からのもの。そして、この放送も王城によって制作されてるらしい。もしかして、ムサシ坊やの旦那は王城となにか繫がりがある人物なのかな？）

　ユノは映像越しに見えているパルナム城のほうを睨にらんだ。

（……気になる。調べてみたいところだけど……王城だと忍び込むってわけにもいかないよなぁ。見つかったら罰せられるだろうし。う～ん、どうにか調べられないかな？）

　ユノがそんなことを考えている間にも番組は進んでいた。ムサシ坊や君とジュナのショート劇が終わると、放送の映像は別の場所へと移っていた。

　今度は舞台ではなく大広間のような場所が映し出され、そこには十人前後の三～五歳くらいの幼児たちがいた。幼いがゆえにまとまりなどあるはずもなく、座り込んだり、駆け回ったり、寝そべったりとフリーダムに動き回っていた。

　この子たちは城内に設置している託児所で預かっていた城勤めの者たちの子供たちだった。教育番組と言えば子供の観客だろうと思ったソーマが、親たちの了解をもらった上で（もっとも国王に頼まれたら、嫌とは言えないだろうが……）出演してもらったのだ。

　すると、そんな子供たちの中に一人、十六歳ほどの少女がまざっていた。

「あれってたしか、ロロア姫じゃなかったか？」

　視聴者の一人が指摘したようにその少女は元アミドニア公女のロロアだった。ジュナお姉さんと似たようなボーイッシュな格好をしているロロアは、元気よく声を上げた。

『ほな、みんな～。これから歌のお姉さんを呼ぶで～。せ～っの！』




『『『　じゅなおねーさ～ん！　』』』




　ロロアの掛け声で、子供たちが声を揃そろえて言った。すると、

『は～い♪』

　ジュナが手を振りながら再登場した。ジュナさんはロロアの隣に立つと、

『さあ、みんな。お歌の時間ですよ♪』

　そう言って手拍子を始めた。




　◇　◇　◇




　一方そのころ、撮影現場の王城ではリーシアが驚きの声を上げていた。

「ロロア!?　あの子ったらなにやってるのよ！」

「ロロアに教育番組を作るって話をしたら、『おもしろそうやな！　ダーリン、うちも出たい～』……ってねだられたんだ。しょうがないから、ジュナさんのアシスタント役として出演させることにした」

「そんな思いつきで配役を決めちゃっていいの？」

「……泣く子と地頭と出資者には勝てないさ。この教育番組はセバスチャンが表、ロロアが陰の代表を務める『銀の鹿の店』の一社提供でお送りしてるからな」

　いま、うちの国では様々な事業・研究に対し出資している。

　食糧と医療、軍事の研究開発などは国民の生命にも関わるため重点的にな。

　おかげで国庫は常にギリギリの状態が続いている。いずれ人口が増えれば、税収も増えて元も取れるようになるだろうけど、いますぐにというわけにはいかない。

　そのため財務大臣コルベールの財布の紐ひもも堅く、実績のない新番組作りなどには予算を出してくれないのだ。そこでロロアの商会に出資をお願いしたわけだ。そのため出資者ロロアのおねだりを聞かざるを得なかったのだ。事情を聞いたリーシアは溜ため息いきを吐ついた。

「世の中お金なのね。世知辛いわ」

「まったくだ」

　……まあ、こういう事態を想定してロロアは自分の商会を立ち上げたのだろう。

　実際、ロロアが出資してくれなければこの放送はできなかったわけだしな。多少のわがままくらい聞いてあげなければ罰が当たるだろう。広間のほうを見ると、ジュナさんとロロアが子供たちと一緒に『むすんでひらいて』を歌っていた。

　ロロアの大おお袈げ裟さめな動きを見て、子供たちが真似して踊っている。ぴょんぴょん跳ねながら、手足をバタバタ動かしている姿は見ていてとても微笑ほほえましかった。天使たちの仕草にほっこりとした気分になっていると、リーシアにまた尋ねられた。

「教育番組を作りたいのはわかるけど、歌が多いのはどうして？」

「幼いころに聞いた歌って、妙に記憶に残ってたりしない？」

「子守歌とか？」

「そうそう。歌や旋律は耳に残るし、人の口にも上りやすい。だから歌で教育すれば、普通に教えるよりも頭に残るし、広く伝搬していくんじゃないかな」

　たとえば俺は「いろはにほへと」は学校で習うよりも前に『みんなのうた』の「いろはまつり」で憶おぼえていた。それに、干え支とをいまでも混乱なく順番どおりに言えるのは、「エトはメリーゴーランド」という曲で憶えているのが大きい気がする。大人になったいまでもちゃんと憶えているのだから、『みんなのうた』はやはり凄いものなのだろう。

　リーシアは「なるほどね……」と、感心したように唸うなった。

「ホント、よく考えられてると思うわ」

「んー……まあ、考えるのが仕事だからな」

「言うほど簡単じゃないわよ。国民のことを考えて政策を行うのは」

　リーシアから好意的な眼まな差ざしを向けられて……俺は目を逸そらした。

「ちょっと、どうしてそこで目を逸らすの？」

「その……国民のためだけかというと、ちょっと私情も挟んだというか……」

「私情？　どんな？」

　リーシアがジーッと見つめてきた。……仕方ない。白状するか。

「俺が王位を継ぐのと同時に、俺たちの婚礼の儀を行うことになっているだろ？」

「そ、そうね」

　婚礼と聞いてリーシアの頰がほんのり赤くなった。つい先日の十二月三十二日おおみそかの夜にプロポーズをし、リーシアもそれを受け入れてくれたとはいえ、意識してしまうとやはり気恥ずかしいものがある。その仕草にはぐっときたけど……話を進めよう。

「で、その婚礼の儀には正妃・側妃の区別なくお披露目させたいと思っている」

　王位継承権を持たない側妃は、元々は国王の愛人枠であったこともあって正妃よりも低く見られる。そのため、同じ妃きさきとして扱われるいまでも、国民の前で大々的に行われる結婚式には出さない場合も多いそうだ。側妃のほうが正妃に対して気を遣い、出席を辞退するというケースもあったらしい。後の禍根になることを怖おそれたのだろう。

　だけど俺はその風習は変えたかった。

「ロロアは側妃でもいいって言っていたけど、アミドニア地方の統治のことを考えると第三正妃にしておきたいしな。そうなると、妃の中でジュナさんだけ婚礼の儀に参加できないことになるだろ？　できるなら、みんな一緒に結婚式を挙げたいと思ってさ」

「そうね。それがいいと思うわ」

　リーシアは迷うこともなくしっかりと頷いた。

「アイーシャやジュナさんには困難だった時期を一緒に乗り越えた、戦友みたいな感じがするもの。あ、べつにロロアだけのけ者にしてるわけじゃないわよ。たまに鬱陶しく思うこともあるけど、なんだかんだで妹みたいにじゃれてくるのは可愛かわいいしね。だけどアイーシャとジュナさんは特別ね。正妃とか側妃とか関係なく蔑ないがしろにはしたくないの」

「そうか……安心したよ」

　第一正妃のリーシアがこのことに対して寛容で良かった。リーシアたちは仲が良いし、あまり心配はしていなかったけれど……それでも、リーシアの口からそう言ってもらえたことにはホッとした。本当に俺にはもったいないくらい素敵な女の子だ。

　するとリーシアは小首を傾かしげた。

「でも、それと今回の放送となにか関係あるの？」

「ああ。いまはジュナさんとの婚約自体が秘密になっているけど、結婚式が近くなればそうもいかなくなるだろ？」

「それはもちろん。結婚式は全国中継されるはずだし」

「うん。だからいずれ俺との婚約発表は行わなければならないんだけど……そのとき【『歌姫ローレライ』のジュナさん】と、【『歌のお姉さん』のジュナさん】だったら、どっちが国民の反発が少なくなるかなぁ……なんて……」

　そう言うと、リーシアはジト目で睨んできた。

「……もしかして、そのためにこの番組を企画したの？」

「いやいや、企画自体は最初から国民の教化のためだったぞ。でも、その……そこにちょっと私情を混ぜたといいますか……」

　俺が目線を泳がせながらそう言うと、リーシアは溜息を吐いた。

「呆あきれた。そこまで国民の目を気にしなくてもいいんじゃない？」

「いやいや、結構、切実な問題なんだぞ!?」

　なにせジュナさんは国民議会から「玉音放送での出番を増やして」って陳情が届くくらい、国民的アイドルになっている。このまま婚約を発表したら本当に暴動が起きるかもしれない。だからその反発を抑えるためにも、これからはジュナさんの仕事を『アイドル』から『歌のお姉さん』へと、徐々にシフトさせていこうと考えたのだ。

　そのことを心苦しく思いながらも、ジュナさんに伝えると、

『私は陛下のそばで歌えるなら、どんな身分でも構いません』

　そう言って微笑んでくれた。そして、すぐに自分の路線を継承してくれそうな新たな歌姫ローレライコマリ・コルダを推挙してくるあたり、ジュナさんも乗り気なのだろう。

　と、そんなことを話しているうちに、子供たちと歌うパートも終わったようだ。

「ハイ、皆さん。上手にできましたね」

「放送を見とるみんなも、上手に歌えたんかな～？」

　ジュナさんとロロアが、このコーナーのシメに入っていた。

「このあとの予定はどうなっているの？」

　リーシアが小声で尋ねてきた。

「このあとは体操の時間だな。みんな身体からだを動かそうって番組」

「体操？　身内ばかりのこの流れで行くと……アイーシャとか？」

「いいや。体操に関してはちゃんと専用の人材を用意しているんだ」

「専用の人材？」

　リーシアが首を傾げていると、広間のロロアが音頭を取りだした。

「ほな、次は体操の時間や。一緒に『体操のお兄さん』を呼ぶで～。せ～っの！」




「「「「　たいそーのおにーさああああん!!　」」」」




　ロロアの音頭で子供たちが声を揃えて呼んだ。すると、




「とおおーうっ！」




　吹き抜けになっている二階部分から一人の男が飛び降りてきた。男はシュタッと子供たちの前に着地すると、白い歯を輝かせながら画面に向かって親指を立てた。

　男は人間族の青年で身長は一八五センチぐらいと長身だ。服の上からでもわかる逞たくましい身体つきをしている。顔もトータルで見ればイケメンの部類に入るんだけど、太くつり上がった眉、ギラギラとした目、輝く白い歯……と一つ一つのパーツが妙に〝濃い〟。







[image: ]







　青年は腕を腰に当てると、子供たちに向かって言った。

「待たせたな、子供たち！　さあ、俺と一緒に身体を動かそう！」

　暑苦しい笑みを浮かべながら、暑苦しいことを言う青年。

　そんな青年を見ていたリーシアが、口をあんぐりと開けたまま呟つぶやいた。

「……誰？」




　◇　◇　◇




　―――時間は少し遡って大陸暦一五四六年、十二月下旬




　一段と冷え込んだこの日、俺は……。

「我が領内では穀物の生産方法を変えまして、食糧自給率が大幅に上がっております。陛下が整備してくださった流通網のおかげで、我が領はいままで以上に潤い……」

「ほ、ほう。なるほど……」

　ベラベラと喋しやべる逞しい肉体の中年男性の隣で愛想笑いを浮かべていた。

　男性の名前はモルトフ・ジュニーロ。この国の中では十指に数えられるほどの有力貴族であるジュニーロ家の当主だ。今日はジュニーロ家の晩ばん餐さん会かいに招かれていた。

　このころの俺は、毎日のように有力貴族の晩餐会に招かれていた。

　どうもこの国の貴族の間には十二月中旬から下旬にかけて、親交のある客を招いての晩餐会を開き、その年の付き合いを感謝し、来年もまた変わらぬお付き合いを願うという風習があるらしい。まあ、言ってしまえば忘年会だ。そして、招待される客の「数」と「格」が主催者である貴族の権勢のバロメーターとなっているそうだ。

　そんなわけで貴族たちはこのころになると、できるだけ多くの人を招き、できるだけ格の高い者を招待したがる。では、この国においてもっとも格の高い人間は誰かと聞かれれば、それは王位を預かっている俺ということになる。もちろん招きたいと思っても、生半可な貴族では、特別な親交でもないかぎり国王を招くことはできない。俺自身、こういう晩餐会は苦手だからな。普段から招待状をもらっても多忙を理由に断っていた。

　そして、そんな俺が晩餐会に参加せざるをえない相手というのは、生半可以上の貴族たちということになる。エクセルまでとはいかないまでも有力な貴族はいる。そういった貴族の招待は断りづらいのだ。部下と親睦を深めるのも上司の務め。普段はなにかにつけて断っているぶん、ハクヤからも「年末の晩餐会くらいは参加してください」と言われていた。そのため、ここ数日は連日のように有力貴族の晩餐会に参加させられていた。

　晩餐会用のいつもより気合いの入った服（袖にまでフリフリのついた凄すごく貴族っぽい服）に着替えながら、「嫌だなぁ」とか、「行きたくないなぁ」とか、「めんどくさいなぁ」とか愚痴っていると、着替えを手伝ってくれていたリーシアに窘たしなめられた。

『これも国王の務めよ。私たちも婚約者として参加するんだから、しっかりしてよね』

　リーシアの言うとおり、晩餐会にはリーシアたちも俺の妃候補パートナーとして参加することになっている。それでも、リーシアたちはまだマシだろう。婚約が発表されていないジュナさんを除く婚約者三人でローテーションを組んで誰か一人が俺に付きそう形になっているからだ。俺なんて常に強制参加させられているのに……。

「このように我が領内の状況は、すこぶる良好でありまして……」

「………」

　晩餐会のなにが嫌かって言ったら、主催者貴族の〝もてなし〟という名の長話を延々と聞かされるところだ。豪華そうな食事が並んでいても飲み食いする暇もない。

　しかも、どの貴族の話も似たり寄ったりなのだ。

　まずは領地の経営自慢。これは貴族の評価方針に領地の経営手腕を加えたことが大きいだろう。大体の貴族は自分の経営になにも問題がないことをアピールするし、やり手の貴族はここぞとばかりにいかに自分の経営が素晴らしいかをアピールする。

　評価に関しては領地に監査員を派遣し、きちんと土地の人の意見を聞くなどして評価しているので、晩餐会の席でいくらアピールしても意味はないのだけど、それでも機会があれば少しでもと思うのが人情だろう。王の目が光ってると思うことで、領民たちが暮らしやすくなるならそれでいいのかもしれないけど、晩餐会に出席する度に似たような話を聞かされるのはさすがに辟へき易えきする。

「陛下。なにか飲み物を取ってきましょう」

　今日のパートナー役であるアイーシャが、小声でそう言った。

　アミドニアで音楽番組の司会をしたときにも着ていた銀色のドレスが似合っている。俺の疲労を察して、気を利かせてくれたのだろう。ちょうど喉も渇いていたのでお願いすると、アイーシャは静かにその場を離れた。

「……ところで、陛下」

　アイーシャがそばを離れた瞬間、饒じよう舌ぜつに話していたモルトフの雰囲気が変わった。

　まるで獲物を見つけた蛇のような、ギラギラとした目をしていた。

　俺はその瞬間、内心でしまったと思った。このパターンはすでに何度も経験している。国王から妃候補パートナーが離れた瞬間こそが、彼らにとってのチャンスタイムなのだ。

「少し、場所を変えて話しませんかな？」

「……まだアイーシャが戻ってきていないのだが」

「お時間は取らせません。すぐに合流できましょう」

　そう言うとモルトフは俺の手を取り、半ば強引に場所を変えた。

　ああ……このパターンは間違いない。

（嫌だなぁ……。モルトフにとってはチャンスタイムなのかもしれないけど、俺にとっては針のむしろタイムなんだよなぁ……）

　そんなことを考えていると、案の定、移動した先には一人の少女が待っていた。歳としは十六かそこらだろうか。見るからに深窓の令嬢といった雰囲気の可か憐れんな少女だった。

「紹介しましょう、陛下。娘のシエナです」

「初めましてソーマ陛下。シエナ・ジュニーロにございます」

　そう言ってシエナはスカートの端を持ち上げ、会釈をした。……やっぱりか。彼らにとってのチャンスタイムとは、俺に自分の親類縁者の女子を見合わせる時間だった。

　いつの時代も、王家と縁戚になることは貴族の憧れだった。妃きさきとなればその家は安泰だし、状況次第によっては世継ぎを産むかもしれない。加えて、俺の婚約者はジュナさんは公表されていないので三人。この数は、先代のアルベルト王のような特殊な事例（女王への婿入り）を除けば、少ないらしい。そのため各貴族は売り込みに必死だった。

　とくに俺は即位してから半年程度でアミドニアを併合して見せたりと、派手な活躍が多かったので期待も大きいらしい。王城には常に相当な数の縁談が舞い込んでおり、侍中のマルクスがてんてこ舞いになりながらも捌さばいているようだ。

『断ってばかりは心苦しいので、何人か会っていただけませんか』

　……と、マルクスにすがるような目で言われたけど、面倒臭いのでパスしていた。

　もっとも、だからこそこういったときに、チャンスを逃すまいとする貴族の猛烈なアプローチを受ける羽目になるのだけど……。

　さすがの貴族たちも婚約者たちがそばにいるときには、そういった縁談は振ってこないけど、リーシアと来ようがロロアと来ようが、必ず隙を見つけ出してはこういった時間を作り出す。そんな貴族のスキルには呆あきれを通り越して感心してしまう。

　俺は仕方なくその少女に挨拶した。

「初めましてシエナ殿。ソーマ・カズヤだ」

「陛下のご高名はうかがっております。知勇兼備の名君とお聞きしていたのですが、こうしてお会いしてみるとおやさしそうな方で安心しました」

「その噂うわさ話ばなしには尾ヒレどころか、手足も生えていますね」

「あらあら、それはとても可愛かわいらしそうです」

　シエナはおっとりとした微笑ほほえみを浮かべた。純朴そうな子だ。

　こういった場合、もっとも扱いにくいタイプだな。玉たまの輿こし欲が見えている相手なら袖にするのも気が楽だけど、純朴な娘はむげに扱いにくい。本人にお見合いという意識があるかもわかりにくいしな。まあ、本人がどう思っているかはべつにしても、親は確実に玉の輿を狙っているわけで、モルトフはシエナを少し遠ざけると俺に話しかけてきた。

「どうでしょう？　うちのシエナは」

「……純朴そうなお嬢さんだ。とても可愛いらしい」

「おう、そうですか！　陛下さえよろしければ娶めとってやってくださいませんか？」

「いや、私にはすでに三人（正確には四人だけど）の婚約者がいるし……」

「なにを仰おつしやるのです。陛下もまだお若い。王家の繁栄のためにも妃は増やすべきです。リーシア姫に対し義理立てしているのでしたら、側妃でも構いませんので……」

　マシンガントークで畳み掛けようとするモルトフ。あーもう、本当にめんどくさい。アイーシャ、早く戻ってきてくれないかな……と、そんなことを考えていたときだった。




「はーっはっはっは！　はーっはっはっは！」




　いきなり会場に、暑苦しい笑い声が響き渡った。

「イワン!?　あのバカ！」

　さっきまで好こう々こう爺やじみた顔で娘を薦めてきていたモルトフが、苦虫を嚙かみ潰したような顔で吹き抜け構造になっている晩餐会場のバルコニーのほうを睨にらんでいた。その視線を追うと、バルコニーの手すりの所に誰かが立っていた。

　それは二十代半ばくらいの男性で、高身長に逞たくましい身体つき。そして太い眉、ギラギラした目、輝く白い歯と、妙に濃い顔立ち。一度見た者の脳裏からなかなか離れてくれない、暑苦しい青年だった。……いや、ホントに誰なんだ？

　すると青年は「とう！」とバルコニーから飛び降りた。その瞬間、

　ババーン!!

　青年の背後で大きな爆発が起きた。燃え上がる炎と腹に響く爆音。一瞬、テロかと思って焦ったが、周囲の客はなぜか苦笑いを浮かべているだけだった。

　え、なに？　これってどういう状況？

「陛下！」

　ここでアイーシャがようやく俺を発見し、駆けつけてきた。

「陛下、襲撃かもしれません！　どうか私の後ろに！」

「……いや、なにか様子がおかしい」

「え？　おかしい、ですか？」

　周囲を見回しても慌てている人間はわずかだった。大半の人間は苦笑いや嘲笑を浮かべながら、その青年を見ているだけだった。よく見ると、すでに爆発が治まった青年の背後は、あれほどの炎が上がったにもかかわらず焦げあと一つなかった。

「あらあら、お兄様ったら」

　振り返ると、シエナが困ったような笑みを浮かべていた。

「お兄様？」

「はい、陛下。あちらにいるのが私のお兄様、イワン・ジュニーロです」

「えっと……爆発したように見えたんだけど」

「あれはお兄様の能力です。見た目や音は派手ですけど幻のようなもので、威力とかは全然ないんですよ。ふふ、格好良いですよね？」

「えっ……あ、そうだな……」

　あれを格好良いで片付けるのか……この子、ある意味大物かもしれない。

　なるほど、ここに招待されている人々は、普段からジュニーロ家と親交がある家の者たちだ。当然、この変なご子息についても知っていたのだろう。だから爆発が起こっても、苦笑いするだけだったのだ。すると、モルトフが怒りの声を上げた。

「イワン！　貴様、陛下の前でなんと無礼な！」

「黙れ、親おや父じ！」

　イワンが決めポーズをとると、今度は後ろに雷光が走った。

「シエナが純朴なのをいいことに、勝手に婚儀を進めようとする狸たぬき親父め！　このようなこと、天が許してもこの兄がゆるっ、さん！」

　そう言った瞬間、イワンの目だけが燃えていた。文字どおり目から炎を吹き出している。……なんだろう。ちょっと楽しくなってきた。しかしモルトフは激怒していた。

「王のもとに嫁ぐことは、貴族の家に生まれた女にとって最大の誉れ！　父親が、娘の幸せを願ってなにが悪いというのか！」

「シエナの幸せを決めるのはシエナ自身だ！　親父が勝手に決めて良いことではない！」

「うるさいわ！　能力と同じく、見た目だけの半端物のくせに！」

「親父も同じ能力を持っているだろ！　これは、遺伝だ！」

　二人の視線がぶつかり合い、火花を散らし、二人の間に暗雲が漂い、ちょうど真ん中に雷が落ちた。これは比喩ではなく実際に目に見えている。それでいて被害はゼロだ。端で見ているぶんにはとてもおもしろいな。俺は隣のシエナに尋ねた。

「えっと……止めなくていいの？」

「いつものことですから（ニコッ）」

「あ、そう……」

　そうこうしている間にも二人はどんどんヒートアップしていた。

「今日という今日は、その性根、たたき直してくれるわ！」

「それはこっちの台詞せりふだ！　こい、親父」

「ちょああああああああああああああああああああああああああああっ！」

「だあああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　ズダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダ!!

　接近した二人の間に、腕や足がたくさん現れ、殴る蹴る守るの応酬を繰り広げていた。ドラ○ンボールを実写化したような光景に、オラ、わくわくしてきたぞ。しばらくの間、いいぞ、もっとやれ、とテンション高く見ていたのだけど、

「あの手足のほとんどは幻ですな。本体は真ん中でポカスカ殴り合っているだけです」

「………」

　武人としての動体視力で見切ったアイーシャにそう言われ、少しだけ冷めた。

　それから五分後。モルトフとイワンはほぼ同時に、その場に仰あお向むけに倒れた。

「くっ……やるじゃないか、親父」

「ふんっ。まだまだ貴様にまけるほど落ちぶれてはおらんわい」

　いや、見た目は派手だったけど、ポカスカ殴り合っていただけだろうに、そんな『ライバル同士が拳で語り合った』みたいな雰囲気を出されても困るんだけど……まあ、いいか。

　ともかく、俺は倒れているモルトフに歩み寄った。

「モルトフ」

「こ、これは陛下！　お見苦しいところをお見せして、申し訳ありません！」

　慌てて立ち上がり恐縮するモルトフに、俺は「いやいや」と手を振った。

「構わないさ。良い余興だったよ。ところでものは相談なんだが……」

「な、なんでしょうか？」

「シエナはいいから、そこのイワンを国に貸してくれないか？」

「「　……はい？　」」

　俺の申し出に、モルトフとイワンは揃そろって目をパチクリさせていた。




　◇　◇　◇




「……と、まあ、そんな感じで登用したのが、あの『体操のお兄さん』ことイワン・ジュニーロってわけ」

「また変なのを拾ってきたわね……」

　リーシアが呆れたような目で見てきた。うん、いつものことです。

　すると広間にいる『体操のお兄さん』ことイワン・ジュニーロは、子供たちに向かって親指を立てながら、ニカッと白い歯を見せて笑って言った。

「健全な精神は健全な身体からだに宿るものだ。さあ子供たち！　強く、やさしく、逞しい人間になれるよう、俺と一緒に身体を鍛えようじゃないか！」

　イワンはそう言ったものの、子供たちの反応はまちまちだった。

　おもしろそうにはしゃぐ子、暑苦しい笑顔に気け圧おされていまにも泣き出しそうな子、怯おびえてジュナさんにしがみついてる子……そして圧倒的に多いのが、目の前に現れたこの人物に幼い頭では理解が追いつかなくて、ポカンとしている子だった。

　そんな広間の様子に、リーシアが心配そうに尋ねてきた。

「ちょっとソーマ、これ大丈夫なの？」

「う～ん……ちょっと堅いかな？　もしかしてイワン、緊張してるのか？」

「これから体操の時間なんでしょ？　こんな状況じゃ無理じゃない？」

　たしかにこのままでは子供たちは体操をしてくれないだろう。

　本家教育番組の体操のパートにも、駆け回ったり、寝っ転がったり、お兄さんに攻撃したりと、結構フリーダムに振る舞っている子供もいたしなぁ……。でも、

「大丈夫だと思う。ちょっとした仕掛けがあるし」

「仕掛け？」

　すると、




「ふふふ……くっくっくっ……あーはっはっは！」




　広間に女性の声で、そんな笑いの三段活用が響き渡った。

「誰だ!?」

　イワンは周囲を見回した。すると、子供たちが「あそこー」「あそこだ！」と上のほうを指し示した。さっきまでイワンが立っていた二階部分に何者かの姿があった。

「子供たちを強く、やさしく、逞しくですって？　片腹痛いわね！　そのようなこと、世界征服をもくろむ悪の組織、我らブラック団が許さぬ！」

　そんな妙に説明くさい台詞を言うのは、顔の上半分が隠れる仮面を被かぶり、マント付きの胸元が大きく開いた大胆な水着のような衣服に、世紀末的な肩パッドやトゲトゲをあしらったような衣装を着た女性だった。こめかみには二本の角が生えており、背中には竜ドラゴンのような羽を持ち、鞭むちのような尻尾が生えている。

　イワンはその女性に向かって吼ほえた。

「貴様、一体何者だ!?」

「……ブラック団の女幹部『ミス・ドラン』」

　女性はそう名乗った。そんな様子を俺の隣で見ていたリーシアは、しばらくポカンとしていたけど、やがて我に返ると困惑しきった顔で尋ねてきた。

「あれって……カルラよね？」

「いいえ。悪の女幹部『ミス・ドラン』です」

「え……？」

「あれは悪の女幹部『ミス・ドラン』、いいね？」

「アッハイ……って、それで納得できるわけないでしょ！」

　俺がリーシアに締め上げられている間にも、広間のほうでは話が進んでいた。ミス・ドランはイワンを威嚇するように大きな翼を広げた。

「子供たちに強くなられては、我らブラック団の世界征服計画に支障をきたすおそれがある。その前に、貴様を拘束させてもらうぞ。イワン・ジュニーロ！」

　多分、露出の多い衣装の恥ずかしさからヤケクソになっているのだろう。ミス・ドランは実に熱のこもった演技をしていた。ミス・ドランがオーバー気味なアクションを起こす度に、彼女のいろんな部分が〝揺れて〟いた。玉音放送の画質ってそこまで良くないから、放送を見ている人々にまでは伝わらないとは思うけど……正直、目のやり場に困る。

　横ではリーシアがジト目で睨んでくるしな。

「ミス・ドランの衣装、際どすぎない？」

「セリィナの全面監修のもと作成されたものだ。一応、子供向け番組だから控えめにするように言ったんだけど……衣装製作とか手伝ってもらった手前、断り辛づらくてなぁ」

「やっぱり……。むしろセリィナのほうが悪の幹部向きだったんじゃない？」

「それ、本人に言えるか？」

「絶対に無理！」

「だろ？」

　そんなことを話していると、イワンがミス・ドランに指を突き付けた。

「世界征服だと!?　そんなこと、この俺がゆる、さんっ！」

「ふん、威勢だけはいいが、貴様ごときになにができる。やれ、戦闘兵！」

　ミス・ドランが命じると、物陰からワラワラと全身黒ずくめの男たちが現れてイワンを取り囲んだ。危なくないように、子供たちからは少し離れているのがポイントだ。

　イワンはファイティングポーズをとると、「来い！」と叫んだ。それを合図に黒ずくめの男たちが順番にイワンに襲いかかる。イワンは一人一人に応戦していった。

　ズビシッ、ズバシッ、ドカンッ

　戦闘兵にパンチやキックが当たる度にド派手な音が鳴る。攻撃を受けた戦闘兵は、宙返りしたり、きりもみ大回転しながら倒されていく。見た目は派手だけど、音はイワンの能力で出した物であり、吹っ飛ばされるのもすべて演技なので実際のダメージは皆無だ。

　ちなみにこの間、子供たちは怯える子と、イワンの戦いに目を輝かせてる子が半々くらいだった。音とか派手に鳴ってるからな。エフェクトが派手なのも考え物だ。怯えている子たちは自然とジュナさんやロロアの周りに集まり、二人が「大丈夫ですよー」とか、「あの兄ちゃんがやっつけてくれるから安心しぃ」と声を掛けると落ち着いてきた。

　やがてイワンはすべての戦闘兵を倒し終えた。

　しかし、ミス・ドランは余裕の笑みを崩さなかった。

「ふふふ、やるではないかイワン・ジュニーロ。それでは、これならばどうかな？　出いでよ、紙箱怪人『ダンボックス』！」

「ダンボオオオ―――ックス！……です」

　すると今度は段ボール箱を人ひと形がたに重ねたような怪人が現れた。

　顔部分の箱には紙製のつり目二枚が貼り付けられているものの……全体的にしょぼい。シルエットは完全にレ○ブロックの人形だし、箱と箱とのつなぎ目が動かす度にカサカサいっている。そんな怪人ダンボックスを、リーシアが冷めた眼まな差ざしで見ていた。

「あの怪人、他のに比べてクオリティーが低すぎない？」

「情熱はあった。しかし時間と予算がなかった」

「本当に世知辛いわね……」

　等身大の着ぐるみともなると自作もできないからな。発注するにしても時間が掛かってしまう。そのため今回は、あんな〝やっつけ感〟満載の怪人で許してもらうことにした。特撮初期の、敵怪人・怪獣製作者の苦労が偲しのばれるな。

　ただ、見た目こそイマイチなものの、ダンボックスは強かった。

　イワンに襲いかかると、身長一八五センチ、体重九十キロ弱はあるイワンの身体を、サーファーがサーフボートを掲げるように、いとも簡単に持ち上げてしまった。ダンボックスはその体勢のまま、レスラーが力自慢するような感じでその場で一回りした。

　その見た目に反した馬鹿力には、リーシアも啞あ然ぜんとしていた。

「凄すごい怪力ね。あっ、もしかして中に入ってるのは……」

「うん。アイーシャ」

「未来の第二正妃になにをやらせてんのよ……」

「ジュナさんやロロアだって出てるのにいまさらだろ。リーシアも出る？　いまならイワンのサポート役が空いてるんだけど」

「絶対に、イ・ヤ」

　すると、持ち上げられていたイワンがジタバタと暴れ出した。

「くそうっ、放せえ！」

「ダンボーックス、です」

「ぐおっ！」

　イワンの言葉が通じたのか、ダンボックスは頷うなずくと、イワンを用意された壁に向かって勢いよく投げつけた。勢いよく叩たたきつけられ、イワンは壁にめり込んだ。ちなみに、やわらかく壊れやすい素材でできているためにめり込んでいるのでダメージは軽微だ。

　しかし、イワンは満まん身しん創そう痍いな演技をしながら唸うなった。

「く、なんて強い怪人なんだ……」

「ダ～ン、ボッボッボックス！　です」

　ダンボックスは勝ち誇ったように（？）笑った。イワンはよろけながらも壁から抜け出すと、子供たちに向かって叫んだ。

「このままでは負けてしまう。よい子のみんな！　俺に力を貸してくれ！」

　そんなイワンに呼応するように、ロロアとジュナさんが子供たちに語りかけた。

「ほな、みんな。配った光る棒を円を描くように回すんや。『がんばれー』って」

「みんなの力をイワンお兄さんに届けましょう。せー、のっ」

『『『　がんばれー　』』』

　二人に言われて、子供たちは手にした新品のチョークぐらいの大きさの光る棒で円を描きだした。ちなみにこの棒は番組が始まる前に配っておいたものだ。ほんのり光っているのは、街灯にも使われている光を吸収して暗闇で放つ苔こけが練り込まれているからだ。

　イワンはなおも苦しそうな演技をしながら子供たちに叫んだ。

「まだだ！　まだ足りない！　もっと大きな声で頼む！」

　頼む、と大人に言われると、子供は俄が然ぜん張り切るもの。今度はさっきよりも、さらに真剣に大きな声で応援し始めた。

『『『　がんばれええええ！　』』』

「もっとだ、もっと大きな声で！」

『『『　がんばれえええええええええええええええええ!!　』』』

　子供たちが声の嗄かれんばかりに叫んだ、次の瞬間、

「よーっし！　子供たちの元気、たしかに受け取ったあ！」

　イワンの身体が閃せん光こうに包まれた。そして光の中、イワンの声が響く。




「変へんー、貌ぼう！」




　するとどこからともなく、メタリックな鎧よろい、籠こ手て、ブーツ、そしてサーリットを改造したフルフェイスの兜かぶとが飛んできて、大の字のまま動かないイワンの身体に〝自動〟で次々と装着されていった。その変貌の格好良さに子供たちは歓声を上げていた。

　一方そのころ、舞台裏では俺が能力【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】でメタリック装備を動かしていた。そう、あのイワンの装備は、俺が能力で動かし、自動で装着しているように見せかけていたのだ。この距離なら人形じゃなくても動かせるからな。

　そんな俺を、リーシアは本日何度めかわからない呆あきれた顔で見ていた。

「酷ひどい能力の無駄遣いを見たわ」

「宴会芸でも芸は芸さ。さて、ちょっと行ってくる」

「あ、ちょっとソーマ!?」

　イワンの装着が終わったことを確認してから、俺は放送に映らないように玉音放送の宝珠の横へと移動した。広間のほうでは閃光が収まり、光の中からメタリックな装備を身につけたヒーローが登場していた。イワンは変貌完了のポーズを決めながら、叫んだ。




「突貫!!　シルバン!!」




　その名乗りのあと、俺は声だけが放送に乗るように宝珠に語りかけた。

「説明しよう。体操のお兄さんことイワン・ジュニーロは、子供たちの元気をもらうことにより、メタリックな超人『シルバン』へと変貌するのだ」

　俺は拳を握りしめながら力強く説明した。ヒーローの変身後って言ったらナレーションでの解説がオキマリだからね。さすがに変身プロセスの再現はやらないけど。役目を終えてリーシアのところへ戻ると、リーシアは酷く疲れたような顔をしていた。

「なんかもう、いろいろ言うのもバカらしくなってきたわ……」

「特撮は『考えるな、感じろ』だよ。あれこれ深く考えずに、ただ流れに身を任せればこれほど楽しいコンテンツもないさ」

「……そうするわ」

　さて、話を広間のほうへと戻すけど、変貌したあとのシルバンは強かった。

　さっきは軽くあしらわれてしまったダンボックスに対して、パンチやキックの連打を浴びせ終始押していた。強い、強いぞシルバン。子供たちも大盛り上がりだ。

「だ、ダンボッ……クス……です……」

　やがてダンボックスがよろよろと膝を突いた。いまがチャンスだ！




「くらえダンボックス！　必殺・迅雷脚！」




　シルバンが跳び蹴りを放つと、足先からバチバチと電光が迸ほとばしった。そんな雷を帯びたキックがダンボックスへと突き刺さる。何度も言うけど、この電光はイワンの能力によるものだ。実態はただの跳び蹴りなのでダンボックスの中の人アイーシヤへのダメージは皆無だ。

　しかし、ダンボックスは数歩よろめくと、

「だ、……ダンボオオオオオオオオックス!!　ですぞ!!」

　と、そんな叫び声を残して爆発四散した。

　もちろんイワンの能力で出した爆発エフェクトにあわせて身を隠しただけだ。

　ダンボックスが倒されたことに、いままでとくにすることもないので手持ちぶさたに戦いを見ていた女幹部ミス・ドランが、思い出したかのように地団駄を踏んだ。

「おのれ、シルバンめ！　今回はこのくらいにしておいてやる！　次に会うときは覚悟しておれ！」

　そう言って踵きびすを返し、視聴者へ見えない位置へとハケていった。ミス・ドランを見送ったシルバンはフルフェイスのヘルメットだけをとると、拳をミス・ドランが去っていったほうへと突き付けた。

「世界征服を企たくらむ悪の組織、ブラック団！　来るなら来い！　貴様らの野望は、この俺が何度だって打ち砕いてみせる！」

　そんな決意を宣言したあとで、イワンは子供たちのほうに向き直った。そして少し暑苦しい笑顔を向けると、声高らかに号令を出した。

「さあみんな！　悪者たちに負けないように、『シルバン元気体操』で、俺と一緒に身体からだを鍛えよう！　隣のお友達にぶつからないように、少し離れてくれ！」

　次の瞬間、広間に軽快な音楽がかかり、ジュナさんとロロアがタイミングよく子供をばらけさせた。そしてその音楽に合わせて、ジュナさんは歌い始めた。




　つよーいからだを作るなら、シルバンげーんきたいそーだ♪




「さあ、まずは上半身の運動からだ。みんなで猩しよう々じようの真ま似ねをするぞ！」




　ウッキーウッキーウッキャッキャ　ウキーウッキーウッキャッキャ♪

　ボクたちしょうじょう　ウッキャッキャのーキャ♪




　イワンが歌に合わせて身体を動かすと、子供たちもその真似をし始めた。

　この体操はジュナさんの歌うコミカルな歌詞にのせて、この世界の動物の真似をするといった内容だった。歌詞の内容は子供向けだけど、体操自体は日本人にはお馴な染じみのラジオ体操をもとにしている（猩々の真似で言うと『横曲げの運動』）ので理にかなった動きになっているはずだ。

「ソーマってよく突拍子もないことをするけど……今回はとくにわからないわ」

　体操を見ていたリーシアがボソリと呟つぶやいた。

「これって教育番組なんでしょ？　さっきの寸劇やこの体操にもなにか意味があるの？」

　少し前なら「なんの意味があるの？」って聞いてきたところだろう。

　だけど、いまのリーシアは「なにか意味があるの？」と聞いてきた。二文字違うだけだけど、それだけでニュアンスがわずかに変わる。前者なら「意味などない」と思っているということ。後者なら「意味がある」ことを確信して聞いてきてるということ。

　その微妙な変化に彼女の信頼が感じられて、ちょっと嬉うれしかった。

「もちろん意味ならある。寸劇で注目を引ければ、より多くの人に見てもらえるようになるだろう。体操だって健康や子供の発育に良い。積極的に普及させようと思ってる。……でも、それ以上に俺が広めたいのは〝ヒーローの言葉〟なんだ」

「ヒーローの言葉？」

　ちょうどそのとき、広間では『シルバン元気体操』の間奏部分に突入した。すると、イワンが子供たちに向かって語りかけた。

「みんな、良い調子だぞ！　さて、ここで聞いてもらいたいことがある。本当に強い人になるには、力が強いだけじゃダメなんだ。やさしさを忘れたら、ただの乱暴者だぞ」

　そして今度は玉音放送の宝珠、つまり視聴者に向けて語りかけた。

「それからシルバンは、本当ならブラック団とだって仲良くしたいんだ。ちゃんと話し合えれば、拳を交える必要もないかもしれない。だからどんな相手とも、わかり合うことを諦めないで欲しい。それでも理不尽な暴力を受けたらどうするかって？　そうだ！　大切な人を守れるように、『シルバン元気体操』があるんだ！」

　ちょうどいいタイミングで間奏が終わり、イワンは再度流れだした歌に合わせて体操し始めた。そんなイワンの言葉を聞いたリーシアは、しばし瞑めい目もくしたあとで、

「強いだけじゃダメ。やさしさを忘れないで。わかり合うことを諦めないで……これが、ソーマの伝えたかった言葉ね」

　嚙かみしめるようにそう呟いた。俺は静かに頷いた。

「子供のころ、大人から聞いた言葉って妙に残るだろ？　ましてやヒーローが言った言葉なら、大人になっても心の片隅には残るはずだ。ついでに子供に聞かせることによって、保護者の耳に入ることも期待できるしな」

　そして俺はいままでのような軽いノリをやめて、真面目なトーンで語った。

「……いまは小康状態だけど、いずれ各国は魔王領と向き合うことになる。この言葉はそのときに、どちらかが滅ぼされるまで終わらないような、泥沼の全面戦争をしないための布石なんだ。トモエちゃんの能力や帝国との情報交換によって、魔王領の存在は決して一ひと括くくりにできるものではないことを俺たちは知っている。できるならば戦う前に、妖よう狼ろう族を助けたコボルトのような、話がわかりそうなものとは会談したい」

「そうね……」

「そのとき、未来のこの国に、強く、やさしく、わかり合うことを諦めない大人がどれくらいいるかで国の命運が変わってくる気がする。単純に『魔族は滅ぼせ』としか考えない者が多ければ全面戦争まっしぐらだ。『魔族の中にだってきっと話のわかるヤツがいる』と考える者がある程度いれば、それ以外の道だって見えるはずだ」

　俺がそう言うとリーシアはクスリと笑って、肩で俺の肩を小突いた。

「納得したけど……ソーマにしては少し理想的すぎない？」

「作ったのは子供向け教育番組だぞ？　子供には理想を持って欲しいじゃないか。妙に現実を見てる子供なんて、見てて居たたまれなくなるだけだしな」

「……それもそうね」

「それに、子供が理想を語れるように、現実を見るのが大人の役目だ」

　そして王様の役目でもある。明るい未来を模索しつつも、暗い未来が訪れたときのために備えなければいけない。やさしさを貫くためにも、強さは必要不可欠だ。国力を高め、軍備を増強し、たとえ全面戦争に陥ったとしても耐えられる屋台骨を作る必要がある。地にしっかりと根を張り、嵐に揺るがぬ大木のような国を造らなくては。

　そんなことを思っていると、どうやら体操も終わったようだ。イワンは「よくできたな！」と近くの子供たちの頭を撫なでていた。あとの進行はジュナさんが引き継いだ。

「お送りしてきました『おねえさんといっしょ』、いかがでしたでしょうか。今回は王城内での撮影となりましたが、いずれは各地の劇場での生放送も考えております。その際には一緒に歌ったり、体操をしたりする子供たちを募集しますので、お父様・お母様方はお子さん連れで遊びに来てくださいね。それじゃあみんな、一緒に～」

　ジュナさんが合図を出すと、子供たちとロロアとイワンと、エンディングにはさりげなく交ざっていたムサシ坊や君が宝珠に向かって手を振り出した。

「「「『　ばいば～い♪　」」」』

　みんなの声とともに、この世界初の教育番組の第一回は終了した。







「暑い……死ぬぅ……」

「お疲れ様でした。パミーユさん」

　ムサシ坊や君の中の人をやっていたパミーユがグロッキー状態でぐったりとしていた。着ぐるみ内は相当暑かったのだろう。そんなパミーユをジュナさんが扇で扇あおいでいた。

　そんなパミーユの横ではカルラが膝を抱えてメソメソしていた。

「あんな格好が放送されるなんて……恥ずかしさで死にそうです」

　どうやらあのいろいろと際どかったミス・ドランの衣装姿が放送されたのがショックだったようだ。……うん、多少は同情する。セリィナ、本当にドＳだよなぁ。

「これは、誰のせい？　ご主人のせい？」

「なんか俺に矛先向いた!?　あの衣装を決めたのはセリィナだからな!?」

「あハハハ……そこはホラ、部下の責任は上司の責任って言うじゃないですかぁ」

　カルラがなんだかヤンデレキャラみたいな目をしていた。なんかいまにもキュッとされたり、シュパッとされたり、ブスブスッとされたり（描写するのも怖おそろしい、残虐な場面を想像してしまったので擬音で表現してみた）しそうなんですけど！

「落ち着け、カルラ！　俺を殺したらお前も死ぬぞ！」

「恥ずかしくて死にそうなんです……シナバモロトモ」

　やばい。少しマジな目だ。

「アイーシャ、助けてくれ！」

「カルラ殿！　城中ですぞ、城中ですぞ！」

「どいてアイーシャ殿、そいつ殺して私も死ねない！」

　アイーシャがカルラを羽交い締めにしているうちに、俺はそそくさとその場を離れた。なんでセリィナのＳっ気のとばっちりがこっちに来るんだよ。まあ、カルラもどうしようもない恥ずかしさを怒りとして発散しているだけなのだろう。……多分。







　結論から言うと『おねえさんといっしょ』の評判は良かった。

　とくに〝大人たち〟に。

　子供向け番組として作ったはずなのだけど、なぜかメインターゲットである子供以上に、その親御さんや関係ない大人たちのほうが熱中しているそうだ。

　女性だったらムサシ坊や君の愛らしさと、少し暑苦しいがイケメンであるイワンの格好良さに。男性だったら初めて見る特撮ヒーローの格好良さと、カルラ扮ふんする女幹部の色っぽい姿に大ハマりしてしまったようだ。日本でもイケメン俳優目当てに子供以上にヒーロー番組にハマる奥様方もいたようだし、そんな感じなんだろうか。

　そんなわけでフリードニア王国では、『おねえさんといっしょ』が放送される日には、子供たちが親に「見に行こうよー」とせがむのではなく、親が子供に「見に行こう」とせがむ光景が多々見られたようだ。

　ま、まあどちらにしろ、子供に番組を見せられるので結果自体はオーライなんだけど、この状況を知ったリーシアからは冷たい眼まな差ざしを向けられることになった。

「現実を見るのが大人の役目（キリッ）」

「ま、まあホラ、大人が夢を見たっていいんじゃない？」

「……（ジト目）」

「……いやホント、どうしてこうなったんだろうね」

　フリードニア王国の珍妙不可思議度が少しだけ上がった気がした。
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　―――大陸暦一五四七年二月某日




　この日、フリードニア王国の誇る『黒衣の宰相』ことハクヤ・クオンミンは、グラン・ケイオス帝国の妹姫にして大軍を率いる武将でもあるジャンヌ・ユーフォリアと、玉音放送の簡易受信機を通じて会談を行っていた。王国・帝国間の交渉事で、国王ソーマや女皇マリアが直接会談を行うほどではない事案は大体この二人が行っている。

『ハクヤ殿。まずは帝国の駐フリードニア大使選任が遅れている件をお詫わびします』

　この日の会談はそんなジャンヌの謝罪から始まった。

『これはという人物がいないのです。我らの秘密協定を打ち明けられるほど信用があり、かつ王国を対等の同盟国と見ることができる人材となると、なかなか……』

「……我が国は対等たり得ない、というのが大方の意見と？」

『気分を害したのならすみません』

「いえ、実際に我が国と帝国との国力の差は歴然ですからね」

『無論、姉上も私も、王国とソーマ殿、そしてハクヤ殿を頼りにしています』

　そうジャンヌに笑いかけられて、ハクヤは苦笑いを浮かべた。

「それは、さすがに買いかぶりかと思います」

『そうでしょうか？　家臣たちのことは……肥大化しすぎた国の弊害ですね。国土面積の大きさが国の力、威信だと勘違いしている者が多すぎる」

「あながち間違ってはいないのでは？』

　国土が大きければそれだけ人口も多くなる。土地と人口の増加はそのまま生産力の増加に繫つながる。国の生産力は軍事力にも直結する。しかし、ジャンヌは首を振った。

『正解にはほど遠いですよ。ソーマ殿ならそんなことを言うと思いますか？』

「……言わないでしょうね。陛下はまず『人』を求められる」

　少し思案顔になりながらハクヤは言った。

「以前、陛下に『なぜ、まず最初に人材を集めようと思い立ったのですか？』と尋ねたときに言っておられました。『人は濠ほり、人は石垣、人は城』であると」

『「人は濠、人は石垣、人は城」……なるほど、良い言葉ですね』

　ジャンヌは感心したように唸うなった。ハクヤは「まあ、これは陛下自身が考えた言葉ではなく、陛下がおられた世界にいた軍略家の言葉だそうですが」とネタ晴らしをしつつ、心中ではジャンヌが唸るのもわかると思っていた。ソーマはこうも言っていた。

『これは俺のいた国に実在した大名……軍略に優れた領主の言葉なんだけど、大体同じころ、遥はるか西の国のマキャベッリ政治思想家も似たようなことを言っているんだ。

　平時においては国内の城塞はむしろ壊すべし、ってな。

　平時の城塞が役立つときというのは、民に反抗されたときだ。城塞を頼みに苛政を行えば民に背かれ、外国勢力を招き入れられてしまう。だったら城塞を築くのではなく、民衆を味方に付けたほうが君主にとっては安全だ、ってことらしい。大体同じ時代に、洋の東西で似たようなことを言っているというのがおもしろいよな』

　ソーマは笑っていたけど、ハクヤはその言葉に感銘を受けていた。歴史に習い、政事を行うソーマらしい言葉。先人の言葉に学び実践できるソーマだからこそ、多種多〝才〟な仲間たちが集い、ハクヤもまた招かれたのだろう。ジャンヌは頷うなずいていた。

『姉上も似たようなことを言っています。民こそ国の礎だ、と』

「お互い、良い主君にお仕えできているようですね」

『私の場合は肉親でもあるのですけど……良い主君だと思います。少々、危なっかしいところもありますけどね』

　そう苦笑するジャンヌを見て、ハクヤは普段は物事を効率重視で考えるくせに、身内への情だけは捨てない主君の姿を思い出した。非効率的に思い、もどかしく感じるときもあるが、不思議とその情を捨てさせたいとは思わなかった。

「おおむね同意ですが……そこは我らが支えればいいかと」

『そのとおりです。さて、交渉を始めましょう』

　こうして二人の交渉が始まった。

『さてと……帝国こちらの麦と、王国そちらの調味料（醬しよう油ゆ・味み噌そなど）で交易したいというお話ですが、こちらに異存はありません。あの〝しょうゆ〟なる調味料は、姉上もたいそう気に入っています。じつに魚料理に合う』

「肉料理にも合いますよ。簡単なレシピをお教えしましょう」

『それは嬉うれしいです。麦をご所望とのことですが、そちらの食料問題は解決したのではありませんでしたか？』

「仰おつしやるとおりなのですが、まだ余剰分に不安がありまして。今年が不作だったときに備えるためにも輸入したいのです」

『承知しました。……ところで、いずれこちらでも調味料を生産したいのですが、職人を派遣してはもらえないでしょうか？』

「国内ではまだ妖よう狼ろう族による専売の期間中なのですが……見返りによりますね」

『わかっています。生産力のあがる特殊なたい肥の配合法でどうでしょう？』

「よろしいかと。陛下に話を通し許可をいただきたいと思います」

『次に……王国の玉音放送を参考に、帝国でも番組とやらを制作してみました』

「ふむ……反応はどうでしたか？」

『歌番組などはおおむね好評だったのですが、まさか一番人気が、姉上の一日の動静を追う番組だとは思いませんでした。私にはなにがおもしろいのかわかりませんが……』

「さすが聖女と呼ばれるだけありますね。マリア殿は我が国でいうところの『第一の歌姫プリマ・ローレライ』ぐらい愛されているのですね」

『私生活で抜けているわりに、顔だけはいいですからね。姉上は』

「顔だけかどうかはわかりませんが……妹であるジャンヌ殿も美しいですからね」

『……まさかハクヤ殿の口からそんなおべっかを聞くとは思いませんでした』

「？　私は交渉の場でおべっかなどは申しませんよ？」

『あぅ……』

「？」




　―――十数分後




『あのソーマ殿のことです。すでになにか、こちらの思いつかないような、おもしろい技術を開発しているのではないのでしょうか？』

「……さて、どうでしょうか」

『ふふ、相応の代価は払いますので、一部でも開示してはいただけないでしょうか？』

「そうですね……帝国の主力であるグリフォン部隊の騎獣の飼育法と調教法の開示と、繁殖用に何頭かお譲りいただけるなら考えますが？」

『あー、それは無理ですね（ニッコリ）』

「でしたら、お諦めください（ニヤリ）」

「『　ふふふふふ　」』







　その後も交渉事はスムーズに、和やか（？）な雰囲気のまま進行した。

　本来、交渉事は粘り強く、腰を据えて少しでも自国に有利なように持っていこうとするものだ。しかし、ハクヤとジャンヌはお互いに頭が切れるので、交渉事の妥協点が最初からわかっているから、あとはその妥協点に向けてお互いの考えをすり合わせればよかった。そのため、交渉開始から三十分もすれば、大体の交渉事は終わっていた。

　一通りの交渉を終えてジャンヌは「ふう」と溜ため息いきを吐ついた。

『やはりハクヤ殿との交渉はスムーズです。そのぶん、一瞬たりとも気は抜けませんが……うちの頭の固い連中にも見習わせたいものです』

「同意しますが……こればかりは相手によります。きちんと妥協点を見み出いだす能力があり、しかも誠実であることを信頼できる相手でないとこうはいきません」

『そのとおりですね……と、それじゃあお茶を淹いれましょうか』

「そうですね」

　二人は立ち上がると、各々お茶の準備を始めた。

　なにかと多忙である二人の会談に割り当てられた時間はおよそ一時間ほどだ。しかし、二人の交渉はスムーズに進むので時間いっぱいまでかかることはほとんどなかった。

　そしていつのころからか、余った時間でお茶をしながら、世間話や主君への愚痴を言い合うのがお決まりになっていた。簡易受信機越しではあるけど、二人はこの時間をとても楽しみにしていた。

『ふぅ……駐アミドニア大使の件。私が行ければ良かったのですが』

　淹れたお茶を飲み一息吐くと、ジャンヌはそんなことを言った。

『そうしたら貴殿と、画面越しでなく、お茶ではなくお酒を酌み交わせるのに……』

「あまりお酒に強くないんです。まったく飲めないわけではないのですが……」

　ハクヤは苦笑とともに応じた。

『おや、それは意外ですね』

「酔いが回るのが早いのです。グラス二杯も飲んだらすぐに寝てしまいますね」

『ふふ、いざとなったら私が介抱しましょうか？』

「男として情けないのでやめていただきたい」

『あはは……はは……』

　だんだんとジャンヌの笑顔が小さくなっていった。

『まぁ……そんなことを言っても、私は帝国を離れられないのですがね。職責もあるし、それに、私がいなくなったら姉上は本当に一人になってしまう』

「……一人だなどと。帝国に人材はきら星の如ごとくいましょう」

『そういう意味ではありませんよ。家臣と家族は違うのです』

　ジャンヌは痛ましそうに瞳を伏せた。

『姉上は、父上から引き継いだ帝国を必死に背負っています。そんな姉上に忠誠を誓う家臣は多いです。ですが、姉上の安らぎたりえる存在はいません。本来その役割は私たち家族が担うべきなのですが、私は私で職務が忙しく、下の三女にいたっては変わり者でして……まあ、あまり期待できないでしょう。いっそ婿でも迎えてもらえばと思うのですが、帝位の存在は大きく、近づこうとする者は野心ある者ばかりです。まあ……野心なき者が姉上に近づこうとしても、野心ある者に阻まれるのがオチでしょうが……』

「………」

　女皇の孤独。それを聞いて、ハクヤは自分の主君を思い浮かべた。

　政務以外の時間は婚約者四人や義妹殿に囲まれて、威厳もなにもお構いなしに普通の生活をしているソーマの姿を。あまりに王らしくない姿に、何度か、

『家臣も見ているので、プライベートとはいえ、もう少しシャキッとしてください』

　と苦言を呈したことがあるが、ソーマにとっては必要なことだったのかもしれない。

　孤独に陥らないために。そう思い至ったとき、ハクヤの口元が弛ゆるんだ。

『？　どうかしたのですか、ハクヤ殿？』

　訝いぶかしむジャンヌに、ハクヤは頭かぶりを振りながら答えた。

「いえ……孤独を埋めるのは、案外、気持ち一つなのかもしれないと思いまして」

　その後も二人の楽しい時間はしばらく続くのだった。
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　―――大陸暦一五四七年二月中旬




「おお！　これは陛下、ようこそお越しくださいました」

　城内に作った玉音放送の収録スタジオの扉をくぐると、逞たくましい身体からだつきの中年貴族に大仰な仕草で迎えられた。彼はフリードニア王国初の特撮ヒーロー『シルバン』の中の人こと、イワン・ジュニーロの父親、モルトフ・ジュニーロだ。

「やあモルトフ。番組作りのほうはどうだ？」

「はっ。陛下の見様見み真ま似ねでやっております」

　実は先日、子息のイワンがシルバンとして人気になっていることもあり、思い切ってモルトフを放送番組の制作監督に任命してみたのだ。俺が多忙なときでも番組を制作できるようにしたかったからな。モルトフもイワンと同じ特殊効果いらずの能力を持っているので適任だと判断したのだ。モルトフは顎あご鬚ひげに手を当てながら言った。

「いやあ、この番組作りというのは奥深いですな。国民の見たいもの、見たくないもの、国民に見せたいもの、見せたくないもの……バランスをとるのがとても難しい」

　悩ましげに唸るモルトフ。真面目に考えてくれているようで安心した。

「やめたくなったか？」

「いえ！　やり甲が斐いがあるというものです！」

　そう言ってモルトフは快活な笑みを浮かべた。心なしか、娘のシエナを妃きさきにと迫ってきたときよりもいい顔をしている気がする。このことについて、いまはシルバンのサポートヒロイン（スト○ンガーでいうところの○ックル的なポジション）として、兄イワンとともに特撮番組に出演しているシエナはやわらかな笑顔でこう言っていた。

『お父様は生き甲斐を見つけたんだと思います。貴族の栄達の仕方は限られています。軍事・内政で勲功を挙げるか、あるいは王家の外戚となるかです。それしかないから、それだけに一生懸命になってしまう。しかし陛下はお父様に教えてくださいました。放送番組を作り、国民に喜ばれるという喜びを。本当にありがとうございます』

　はー……あのなにかと騒々しい父子と、本当に血が繫つながっているのか怪しくなるくらいできた娘さんだ。と、話を戻そう。シエナの言うとおり、モルトフはイキイキと番組制作に取り組んでいた。俺はモルトフに手を差し出した。

「期待しているよ、モルトフ。このまま研けん鑽さんを続けていくならば、いずれは宝珠の一つを預けることになるだろう」

「なんと！　宝珠をですか!?」

「ああ。そして公共放送ではない、独自の放送局を開いてもらいたい」

　つまり『民放局』を造って欲しいのだ。いつまでも公共放送だけだと、制作できる番組数も限られてしまうからな。これを実現させるためには、さらなる技術の進歩を待たないといけないし、法整備も必要となるのですぐにというわけにはいかない。それでも五年、十年後を見越して準備しておくべきだろう。モルトフは楽しそうに笑った。

「独自の放送局を任せてもらえるのですか！　それは夢が広がりますな！」

「ああ。だから頑張ってくれ」

「お任せあれ！」

　モルトフはドンッと胸を叩たたいた。

「ところで陛下。本日はどうしてこちらに？」

「あっ、そうそう。ここにジュナさんが来ていると思うんだが……」

「ジュナ・ドーマ殿でしたら、いまは『教育番組』の撮影中にございます」

　モルトフはスタジオのほうを指差した。

　いまはちょうど、ジュナさんの『教育番組』を生放送しているところだった。ジュナさんがいま歌いながら踊っている曲は、少しアジアンテイストの入った向こうの世界の子供向け音楽だった。ジュナさんが袖に巻いた紐ひもをヒラヒラと棚引かせて舞う姿はまさに天女のようだった。思わず「雲の通い路ふきとじよ」と念じたくなる。

　やがて放送が終わると、こっちに気付いたジュナさんが衣装のまま駆け寄ってきた。

「どうしたのですか、陛下。今日はこちらに来る予定はありませんでしたよね？」

「そうなんですが……ちょっとジュナさんに頼みたいことがあったので」

「私にですか？」

　そう尋ねるジュナさんに、俺は頷うなずいた。

「明日から三日ほど、王都を離れて人と会うことになっているのですが、ジュナさんには俺の付き添いとして来て欲しいんです」

「それは構いませんが……三日も王都を空けるのですか？」

　ジュナさんは小首を傾かしげた。

「おそれながら、陛下がいないと公務が滞ってしまうのではありませんか？」

「あー、そこらへんは大丈夫。ジーニャに作らせていたものが完成したので」







「これは……なんといいましょうか……」

　ジュナさんの着替えを待ってから政務室に行き、実物を見せると、ジュナさんは言葉に窮していた。うん……気持ちはわかる。

　近この衛え騎士団長ルドウィンの婚約者にして、自称『超科オーバー・サイ学者エンテイスト』のジーニャ・マクスウェルに、俺は〝あるもの〟の製作を依頼していた。

　俺の能力【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】は、物に分裂した自分の意識を移し、浮かせ、俯ふ瞰かん視点で操ることができる能力だけど、有効範囲は百メートルくらいだった。政務室でペンに仕事をさせているときには、つねに政務室から半径百メートル圏内にいなければならなかったのだ。そのため、仕事が立て込んでいた王位譲渡直後の時期は、有事の場合を除いては日をまたいで王都の外に出かけることはできなかった。

　また知ってのとおり、この能力の有効範囲は意識を移す対象が人形だった場合は無視できるのだけど、残念なことに人形では文字を上う手まく書けなかった。ペンを直接操ればちゃんと書けるのに、人形にペンを持たせて書かせようとすると非常に難しいのだ。まるでペンを持たせたロボットアームをリモコンで操作している感じで、酷ひどく集中力が必要なわりにはミミズがのたくったような字しか書けなかった。重要書類を汚い字で残すわけにはいかない。誤読したら大事になりかねない書類もいっぱいあるからな。

　結局、人形が能力の有効範囲を無視できても、俺が王都を長期間空けることができない現状に変化はなかった。せめて『文字を書ける人形』があれば、離れた場所にいても仕事ができるし、俺も安心して王都を空けることができるようになるのに。

　ジーニャという人材を発見したのはそんなときだった。

　彼女は竜ドラゴンの骨を基礎フレームにして、様々な金属や生物の素材を組み合わせることで機械仕掛けの竜ドラゴン『メカドラ』を造り上げた。彼女ならば人間の手のような動きができる人形を作れるんじゃないだろうか。そう思って製作を依頼し、つい先日完成したのがこの『コーボー・アーム１号』（命名者は俺）だった。

　横から見ればＬ字型になっている台座から、妙に腕が一本伸びている。簡単に言ってしまえば義手かマニピュレーターみたいなものだ。ただ、その腕が妙に生々しく人間っぽくて気味が悪いのだ。それはこれを見たジュナさんのリアクションを見ればわかるだろう。ジーニャよ、なぜこんなリアルな造形にしたんだ。

　俺は【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】で実際に『コーボー・アーム１号』を動かしてみた。

　人工の腕が滑らかに動き、ペンを持ち、紙面に文字を書き上げていく。……動くと気持ち悪さが二割増しになるな。これが『不気味の谷』というヤツか。

「これが仕事をしているのを見た官僚は、必ず金縛りにあったみたいになりますね。あとお茶を持ってきた侍従メイドが、よく悲鳴を上げて卒倒します」

「その気持ち、凄すごくわかる気がします」

　さすがのジュナさんも笑顔を引き攣つらせていた。怪談話みたいな光景だからね。

「ともかく、この『コーボー・アーム１号』に仕事をさせられるおかげで、俺は王都を離れられるようになったんです。もう何機か造らせているところです」

「これがたくさん蠢うごめく姿は……見たくないですね」

　ジュナさんは申し訳なさそうに言ったけど、俺も同意見だった。

　誰もいない部屋で、この腕だけ人形が文字を書き続けている。想像するだけでＳＡＮ値がゴリゴリ削られそうだ。ジュナさんは気を取り直すように頭を振った。

「ですが陛下、今回はどうして私をパートナーに？　姫様やアイーシャさんやロロアさんではダメなのですか？」

「う～ん……今回は相手が相手ですからね。ジュナさんに力を貸して欲しいんです。他のメンバーだと……ちょっと相手が悪い気がしますし」

「相手？　どなたのことですか？」

「国防軍総大将エクセル・ウォルターです」

「……なるほど、大おお母かか様さまですか。だから私なのですね」

　自分の祖母に当たる人物の名前が出て、ジュナさんは納得したように頷いた。

　しかし、すぐに小首を傾げた。

「ですが陛下。大母様はずっと陛下のお味方をしてくださっていますよね？　相手が悪いなどと、そんな対決姿勢で臨むべきことでもあるのでしょうか？」

　不安な顔をするジュナさんに、俺は「ああ、そうじゃないんだ」と首を振った。

「三日も王都を離れる理由は、エクセルと進めてきた計画の進捗状況を視察するためなんだけど、それとはべつに……最近、マルクスがエクセルに接触しているらしいんです」

「侍中殿がですか？　またどうして……なにか、重大なことでも？」

「あ、いや、そんな大事ではないです。秘密にしている感じでもないし。単純に相談にのってもらってるって感じなんだけど……その相談内容がなぁ……」

「……その相談内容とはどんなものなのですか？」

「それがどうも……俺への〝性教育係〟について相談しているらしいんです」

　そう言った瞬間、ジュナさんの口元がわずかにピクッとなった。

　性教育係とはこの国の上流階級（騎士・貴族階級以上）にある風習で、その家の男子が成人として認められたとき、〝経験のある女性〟を派遣して、いつか妻を迎えたときに恥を搔かかないために、その……〝夜の作法〟などを教えるのだそうだ。

　その教え方は保健体育のような座学が基本なのだけれど、なかには〝実践学習〟まで行う家もあるようだ。俺はなんだか気まずくて頭をガシガシと搔いた。

「俺は今年で二十歳だし、そばにはリーシア、アイーシャ、ジュナさんといった綺き麗れいどころが揃そろっていましたからね。健康男児なら放っておいても手を出すだろうってことで、いままでそういった話が出なかったんです。……でも、いつまでたっても俺が手を出さないものだから、マルクスがしびれをきらせて、ここは一つ教育すべきなんじゃないかって話になったらしい。ハクヤもその意見に賛成したようです」

「なるほど……そういうことですか」

　ジュナさんは引き攣った表情のまま頷いていた。

　この国の王族は先々代国王崩御後の王位継承戦争でほぼ全滅に近い状態にあるため、マルクスは口を酸っぱくして「早くお世継ぎを」と言っていた。婚礼の儀はまだであるものの、すでにリーシアたちとは婚約していることから、婚前交渉には当たらないという判断らしい。それほどまでに王族不足はこの国の心配事となっているわけだ。

「そして、二人は五百年生きてて、恋愛経験豊富なエクセルに相談したわけです。『ちょうどいい女性に心当たりはありませんか』って。そうしたら……」

「……なにか、嫌な予感がします」

「エクセル本人が手を挙げました」

「あの御人は！」

　珍しくジュナさんが声を荒らげた。

　まだ秘密とはいえ自分の婚約者と、自分の祖母が関係を持つ事態を想像して、平静ではいられなかったようだ。焦りと怒りが入り交じったような、こんな顔もするんだな……少し新鮮だ。ちなみにマルクスから相談を持ちかけられた際にエクセルは、

『あら、だったら私がお教えすればいいんじゃないかしら？　経験はそれなりに積んできたし、なんなら実践学習のお相手を務めてもいいわよ？　長命種族だからそう簡単には子供もできないでしょうし。うふふふふ』

　と、どこまで本気かわからない感じで笑っていたらしい。相談を持ちかけたマルクスたちによると、二十代半ばほどの美しい見た目とは裏腹に、その目は『獲物を見つけた蛇』のようにギラギラと輝いていたとか。……さすが蛟こう龍りゆう族といったところか。

　そのことを伝えるとジュナさんは悩ましげに、こめかみに指を当てていた。

「アクセラ叔母様（エクセルの娘で、カルラの母）から聞いてはいたんです。叔母様がまだ少女だったころ、大母様は叔母様に懸想した殿方を誘惑して、からかっていたって」

「うわ……それって最悪なんじゃ……」

「いえ、一応、叔母様にその気がない者だけが対象で、娘への横恋慕をスッパリと諦めさせるといった意味合いもあったようなのですが……『自分の母に言い寄っては玉砕する同級生なんて見たくなかったわ』と、叔母様は疲れた表情で言っておりました」

　それは、そうだろうな。たしかカストールは最初、エクセルに言い寄ったって話だったっけ。順番が逆だったから袖にしたのか？　たしかに見み惚とれるほどの美人だし、リーシアたちで耐性ができてなかったら俺も危なかったかもしれない。

「そんなわけなので、ジュナさんに付き添いをお願いしたいんです。頼めます？」

「……承知しました。陛下のことは全身全霊をかけてお守りいたします」

　ジュナさんは決意を秘めたような顔で一礼した。

　守るって一体なにから……なんて、聞くまでもないことだろう。するとジュナさんはなにかを言いたそうな表情でこっちを見ると、なにやら言いにくそうに視線を逸そらした。なんだろうと思って待っていると、ジュナさんは意を決したように口を開いた。

「あの……今回の件は、その……陛下が手をお出しになれば解決するのではないでしょうか？　姫様でも、アイーシャさんでも、ロロアさんでも……その……私でも……」

　うつむきがちに、少し上目遣いにそう言われ、凄くグッと来たのだけど、涙を吞のんでグッと堪こらえた。マルクスに言わせればここらへんがいけないのかもしれない。

「俺は……その……まだ父親になる覚悟ができてないというか。いや、ジュナさんたちのことはもちろん好きだし、そういった行為に興味があるのはたしかなんだけど……絶対に子供を作れと言われると尻込みしてしまうんです。いまの俺で、いまのこの国で、ジュナさんたちを、生まれてくる子供を幸せにできるのかって……」

「そうですか……」

　ジュナさんは少し残念そうな顔をしたけど、すぐにやわらかく微笑ほほえんだ。

「陛下らしいと思います。私たちを大事に思っていただいているのを感じます」

「それはもちろん！」

「でしたら、私は覚悟の決まる〝そのとき〟を楽しみに待ちたいと思います」

　その笑顔があまりに素敵だったので俺はジュナさんの身体からだをグッと抱き寄せた。ジュナさんは驚いたようだけど、抵抗はしなかった。やわらかくていい匂いがする。

　まだ覚悟は持てていないけど……これぐらいはしてもいいだろう。
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　―――数日後・ラグーンシティ




　ウォルター公領中心都市『ラグーンシティ』。

　フリードニア王国北西部にあり、その名称どおり潟ラグーンに建設された水上都市だった。高温多湿な土地柄で、街の造りはイタリアのヴェネツィアに似ていて、都市のいたるところを水路が走っている。この都市の風景を見ていると昔に読んだ癒やし系マンガを思い出すけど、残念ながら可愛かわいい女の子のゴンドリエーレはいなかった。

　かわりに屈強な男たちが、小舟から荷揚げ・荷下ろしを行っている光景がそこかしこで見られた。いまは冬なので男たちもちゃんと着込んでいるけど、これが夏だったなら男たちの格好はほぼ裸（褌ふんどし一丁みたいな感じか）になるそうだ。想像するだけで暑苦しい。

　そんなラグーンシティの風景を、俺はジュナさんと一緒に馬車の中から見ていた。

「ジュナさんはやっぱりこの街の生まれなんですか？」

「いえ、私はもう少し北西の、東方諸国連合との国境線に近い、小さな港町で生まれました。ここほどの活気はありませんが、おいしい魚がいっぱい捕れるんですよ？」

「へぇ、いつか行ってみたいですね」

「ええ、ぜひ」

　そんな和やかな会話をしているうちに、馬車はエクセルの『館』へとたどり着いた。

　海軍の拠点であるこのラグーンシティには基地はあっても『城』がない。それはこの都市が陸上での籠城戦を想定していないためだそうだ。海軍は海で戦ってこそその実力を発揮でき、もしこの地が外敵に侵されようものなら船に乗り込み、都市ごと敵を艦砲射撃で殲せん滅めつするという考えが反映されているらしい。誰よりもこの地を愛するがゆえに、誰の手にも渡さない。蛟こう龍りゆう族のこの地への思いはかなりヤンデレちっくだ。

　馬車に乗ったまま敷地の中に入ると、館の正面玄関前にエクセルが立って待っているのが見えた。日の光で輝く青い髪と、そこから覗のぞく美しい顔。あいかわらずエクセルは、遠目に見てもわかるほどの美人だった。さすがジュナさんの祖母（これほど祖母って言葉が似合わない人もいないと思うけど）といったところか。

　青色の着物とドレスを足して二で割ったような装束がよく似合っている。そんなことを思っていると、ジュナさんの表情が険しくなっていた。

「ジュナさん？　どうしたんです？」

「あの着物……」

「着物？」

「大母様お気に入りの一張羅です。これは……本気で警戒するべきかもしれません」

「あのぅ……一応今回の目的はあくまでも軍備の視察なんだけど……」

　ただならぬ雰囲気にそう言った俺に対し、ジュナさんは俺の腕に自分の腕を絡ませてギュッと抱きついてくると、至極真面目な顔で言った。

「陛下。ウミヘビの前では、いかなる隙もお見せにならないように。でないと……」

「でないと？」

「喰くわれます」

「………」

　……言葉の意味はよくわからないけど、気をつけようと思った。
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「お久しぶりです、陛下。ようこそ我がラグーンシティへ」

　馬車から降りると、エクセルがにこやかな顔で出迎えた。ジュナさんにはああ言われたけど、いまのところ、とくに変わった様子は見受けられなかった。俺はとりあえず警戒心を見せないように、なるべく友好的に語りかけた。

「国防軍の総大将に任命したとき以来だな。壮健そうでなによりだ」

「ふふ、陛下ったら、こんな年寄り（自分で言うぶんにはいいらしい）に大任を押し付けるんですから。でも、ありがとうございます。ジュナも、元気でしたか？」

「お久しぶりです。海姫様」

　隣に立ったジュナさんが嫋たおやかに頭を下げた。エクセルは元海軍のあいだでは『海姫様』と呼ばれている。多分、海軍用語の『マム』とかそんな感じの言葉なのだろう。

　しかし、エクセルは首を振った。

「ジュナ、貴女あなたはすでに海軍籍ではありませんし、側妃とはいえ陛下に嫁ぐのです。残っているのは家族としての立場だけです」

「うみ……いえ、わかりました。大母様」

　うん。二人の家族の絆きずなが見えるいいシーンだ……と思っていたのだけど。

「ふふふ。だからジュナ。私と貴女は〝対等〟です」

　……なんだろう。いま妙に『対等』の部分に力を込めていなかっただろうか。それに『対等』って聞いた瞬間に、ジュナさんのこめかみがピクッてなったような気がした。

「……ふふふ、どういう意味でしょうか？　大母様」

「いえ、長すぎる人生に飽きないコツは、常に誰かに興味を持つことなのですよ」

「そうですか。ところで、陛下に興味はおありですか？」

「勇者なんて初代陛下以来ですからね。とても興味深いですわ」

　ニッコリと笑うエクセル。ただその笑顔には妙な圧が見えた。対するジュナさんもよく似た笑顔で迎え撃っている。……なんだろうこの空気。凄すごく逃げ出したい。

「と、とりあえず中に入らないか？　いつまでも立ち話もなんだろう」

「ふふ、失礼しました。さあ、どうぞこちらへ」

　とりあえずの挨拶（？）を終えると、館の中へと案内された。

　中に入れば品位のある洋館といった内装で、ところどころに置かれている調度品もケバケバしくなく、この落ち着いた雰囲気に溶け込んでいた。美術関係には疎い俺でもセンスの良さがわかる。やがて俺たちは応接室というプレートのある部屋へと通された。

　すると、応接室の中ではすでに一人の人物が直立不動で立っていた。

　フリードニア国防海軍の下士官服に身を包んだ背の高いその男には、コウモリのような翼とトカゲのような尻尾が生えていた。男は俺に向かって敬礼すると、お茶の準備を始めた。俺たちが懇談用のソファーに座り、お茶を配り終わっても、その男だけはエクセルの背後に控えるように立っていた。俺はこめかみのあたりを揉もんだ。

「……そこに立っていられても気になってしょうがないんだが」

「私は普通にしていてもよいと言ったのですがね」

　エクセルが苦笑していた。背後に立つ男の名はカストール。

　元三公の一人で空軍大将だった男だ。カルラの父親でもある。国王に反抗したことを咎とがめられ、職務を解任され、家督は幼い息子のカルルに譲って隠居し、自身はエクセル預かりの身となっていた。ちなみにカルルの補佐は本人たっての希望もあり、元バルガス家家宰にして現・国防空軍大将のトルマンが務めている。エクセルの話では、カストールはいまは国防海軍の一兵卒として彼女に扱しごかれているそうだ。

　カストールも敗軍の将となったことで頑かたくなだった部分がとれて素直になったのか、はたまたただ意固地になっているだけなのか、あくまでも国防海軍の一兵卒として振る舞っているようだ。道で会えばいままで格下だった者たちに頭を下げ、当番の日になれば艦内すべてのトイレ掃除もこなしているらしい。……カルラのときにも思ったことだけど、この血筋はどうも自分の置かれている立場に忠実すぎる傾向にあるらしい。

「……命令だ。お前も座れ、カストール」

「はっ！　失礼いたします！」

　俺が命じることで、ようやくカストールは腰を下ろした。やれやれ。

「それと、なんか気持ち悪いからその敬語はやめろ。公の場や他に部下のいるときをのぞく、私的な場では普段どおり話せ。これも命令だ」

「はっ……しかし……」

「カストール。下士官が陛下の命に逆らうのですか？」

「……承知」

　エクセルに窘たしなめられてカストールは渋々ながらも承諾した。

　ふぅ……これでようやく落ち着いて話ができる。

「さて、久しぶりだなカストール。海軍暮らしはどうだ？」

「はっ。汐しおの臭いにももう慣れま……慣れた。それと、その……」

「ん？　なんだ？」

「カルラは、元気にしているのだろうか？」

　俺の奴隷身分に降格された娘の身を案じているようだ。まあ、父親だしな。

「安心しろ。カルラは………………あー、元気にやってるよ」

「いまの間はなんだ!?　あと、途中の『あー』は!?」

「いや、元気なことは元気なんだけど……」

　たしか今日の予定では、カルラはいまごろ……。
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　そのころ、パルナム城の撮影スタジオでは……。

「フハハハハ―――ッ！　シルバンよ、今日こそ貴様の息の根を止めてくれる！　やれぇい！　車輪怪人『タイヤルゴン』！」

『タイヤルゴ～ン！』（中の人はアイーシャからモルトフになった）

「おのれ、ミス・ドランにタイヤルゴン！　この国の平和は俺が守おおおる！」
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「……うん。（多分）元気にやっていると思う。肉体的には健康そのものだよ。王家所有の奴隷身分ではあるけど、手を出すようなこともしていないしな」

　精神的にはどうかわからないけど。よくセリィナの玩具おもちやになってるからなぁ……。

「なにもしてない……それを聞くと、逆に不安になるな」

「ん？　なんで、そこで浮かない顔になる？」

「手を出してもらっていたほうが、カルラにとっては安全だと思ったからだ」

　そう言うと、カストールは小さく溜ため息いきを吐ついた。

「エクセル公から聞いた。お前は家族を大事にし、なにがあっても守り抜こうとする人間だと。ここに預けられてからお前の風聞を耳にしているうちに……俺もそう感じた。だから、カルラとのあいだに既成事実ができていて家族と認識されているなら、あいつにとってこれほど安全なこともないだろうと、そう思っていた」

　外戚になるためとかではなく、娘の安全のためか。親心は複雑だな。でも……。

「カルラを妃きさきに迎えるつもりはないよ」

「………」

「だけど、カルラになにかあればリーシアが悲しむことになる。リーシアの悲しむ顔は見たくないからな。そう酷ひどい扱いはしないことを保証する」

「そうか……それを聞いて安心した。娘のこと、どうかよろしく頼みます」

　そう言ってカストールは深々と頭を下げた。

　最後に敬語になったのは心からの願いだからだろう。エクセルに扱かれて少しは人間的に（半竜人ドラゴニユートだけど）成長したのだろうか。俺はエクセルのほうを見た。

「それでエクセル、こいつは〝使いもの〟になりそうなのか？」

「ふふ、しっかりと〝仕込み〟ましたわ。さすがに一軍を率いていただけはあって、物覚えはいいようです。この調子なら……可能かと」

「そうか……なら、行くとしようか」

　二人にしかわからないだろう会話をし、俺とエクセルは立ち上がった。急に立ち上がった俺たちを見て、ジュナさんとカストールが目を丸くしていた。

「あの、陛下。行くとはどちらに？」

　ジュナさんにキョトン顔で尋ねられ、俺は苦笑した。

「忘れたんですか？　今日の予定は軍備の視察だったでしょう」

「あ、そういえば……そうでしたね」

　恥ずかしそうに頰を染めたジュナさん。おそらくエクセルへの警戒で頭がいっぱいだったのだろう。恥じらう姿は年相応に見えて、とても可愛かわいらしかった。いつまでも見ていたいところだけど、ちゃんと王様としての仕事もしなくてはね。

「さてと、それじゃあまずは……」

　俺はなにがなんだかわからないといった表情をしているカストールを見た。

「とりあえず、カストールには目隠しをしてもらおうか」




　◇　◇　◇




　カストールに目隠しをさせたまま飛竜ワイバーンのゴンドラに乗り込み、途中で船に乗り換えてゆくこと一時間程度。ようやく目的の場所に到着したとき、カストールに言った。

「さあ、目隠しをとるがいい」

「……なんでそんな高圧的なんだよ」

　そうぼやきながらカストールが目隠しをとると、そこは林の中だった。

　この場にいるのは俺、ジュナさん、カストール、エクセルの四人だけで、まわりには木だけしかない。「なんでこんな場所に……」と、カストールは訝いぶかしげな表情を浮かべていたけど、不意になにかに気付いたように眉をひそめた。そして俺に、

「ここは……島かなにかか？」

　と、そう尋ねてきた。

「へえ……どうしてそう思うんだ？」

「四方から汐の臭いがするからだ。海が近いんだろう。途中で船にも乗ったしな」

「……するどいな」

　ずっと目隠しをしていたのに、すぐに四方を海に囲まれていると察することができたのだから大した物だ。エクセルに相当仕込まれたと見える。

　と、そこでジュナさんが呆ぼう然ぜんとしていることに気付いた。

「どうしたんですか？」

「あ、いえ……ここに来る途中、なんだかいろいろ凄いものを見てしまったので……」

　自身の気の抜けたところを見られていたことに気付いたジュナさんは、少し恥ずかしそうにそう言った。あー……そういえば〝ここ〟のことはジュナさんには話してなかったっけ。この件に関してはずっとエクセルたちに任せきりにしていたし。

　そんなジュナさんを見て、カストールがさらに訝しげな顔になって尋ねてきた。

「一体ここはどういった場所なんだ？」

「ん？　簡単に言えば……秘密兵器及び兵科の試験場ってところかな？」

「秘密兵器？」

「見てもらったほうが早いだろう。こっちに来てくれ」

　俺はみんなを先導して歩き出した。少し歩くと林が終わり開けた場所に出た。

　そこは背の低い草が一面に生い茂った原っぱだった。

　高い物がなにもないので頭上には青空が広がっている。見上げた青空ではいま、飛竜ワイバーン騎士たちが編隊飛行をしていた。俺はそんな飛竜ワイバーン騎士たちを指差した。

「カストール。あれを見てどう思う」

「凄く……速いな……」

　カストールは眩まぶしそうに目を細めながらそう言った。

「むしろ速すぎる。飛竜ワイバーンの出せる速度じゃないぞ。魔法でも使っているのか？」

「いいや、魔法は……使っていると言えば使っているか。でも、もし魔法で追い風なんかを吹かせたとして、あんな風に編隊飛行ができると思うか？」

「……無理だな。魔法で加速しているなら、もっとバラバラになるはずだ」

　カストールの言うとおり魔法の能力には個人差がある。同じ系統の魔法が使えても、威力も範囲も燃費も人によりけりだ。だから仮に同じ『風を操ることができる』能力者を集めたとしても、魔法で加速した状態ではあんなに綺き麗れいな編隊飛行をすることはできないだろう。だからあの速度は『魔法』ではなく、『技術』で出したものだった。

「飛竜ワイバーン騎士の鞍くらの後ろの部分を見てくれ」

「……なんか付いてるな。あの輪っかか？」

　よくよく見ればたしかに、飛竜ワイバーン騎士の鞍の後ろのほうに輪っかが二つ、左右に分かれてくっついて見える。俺は空を見上げながら答えた。

「鞍の後ろに付いているあれは『ススムくん・マークＶフアイブ（マクスウェル式推進器）』を小型化・軽量化したものだ。あれを装備することによって、飛竜ワイバーンはいままで以上の速さと航続距離を手に入れることになる」




　◇　◇　◇




　それはルドウィンに案内されて、ジーニャのダンジョン工房を訪れた日のことだ。

　ジーニャに『ススムくん・マークＶ』や『メカドラ』などの発明品を見せられ、一部不安（とくに『メカドラ』の取り扱い）は残るものの、この国を革新させられる確信を得られて満足して帰路につこうとしたときだった。俺はあることを思いついた。

「……なあ、ジーニャ。この『ススムくん・マークＶ』の量産は可能か？　それと小型・軽量化はできるか？」

「う～ん……特殊な金属を確保できるかが問題だけど、それさえなんとかなるなら量産は可能だね。小型・軽量化はできないこともないけど、そのぶん出力は落ちるよ？」

　ジーニャは少し考えてからそう答えた。

　金属か。このときはまだアミドニア公国を併合する前だったので、王国側の鉱物資源の乏しさを考えると難しいかな……とか考えていると、ジーニャが首を傾かしげていた。

「なんに使う気だったの？」

「いや、空気さえ取り込んではき出せるんだろ？　だったら飛竜ワイバーンの腹部なり、鞍の後ろなりに搭載できないかと思ってさ」

「!?　なるほど！　その利用法は見落としていたよ！」

　この世界で航空機のような扱いを受ける生物は、一般的に普及している飛竜ワイバーン、帝国のみが飼育に成功しているグリフォン、そして星竜連峰の竜ドラゴンの三種だ。それぞれの航空速度、旋回性能、航続距離にＳ・Ａ・Ｂ・Ｃの評価を与えると以下のようになる。




【飛竜ワイバーン】　　　航空速度Ｂ　旋回性能Ｃ　航続距離Ａ

【グリフォン】航空速度Ａ　旋回性能Ｓ　航続距離Ｃ

【竜ドラゴン】　　　　航空速度Ｓ　旋回性能Ａ　航続距離Ｓ




　……とまあ、大体こんな感じになるようだ。

　これを見れば、飛竜ワイバーンは長距離飛ぶことはできるけど格闘戦の強くない爆撃機タイプで、グリフォンは長距離は飛べないものの、格闘戦は強い戦闘機タイプということがわかるだろう。竜ドラゴンはオールマイティタイプだけど数は他二種に比べれば極めて少ないし、そもそも知性を持っているために使役できるような存在ではない。北のほうに竜ドラゴンと騎士とで契約を結んでいる国があるそうだけど、それは例外中の例外だった。

　つまり、絶対にそんな事態は避けたいけど、万が一、帝国と戦争になった場合、うちの飛竜ワイバーン騎兵では帝国のグリフォン騎兵には太刀打ちできないということだ。

　だけどもし、ジーニャの開発したこの推進装置を小型・軽量化し、取り付けることができたらどうだろう。旋回性能以外は底上げされるんじゃないだろうか？　もし、




【飛竜ワイバーン（装置装備時）】航空速度Ｂ（Ｓ）　旋回性能Ｃ（Ｃ－）　航続距離Ａ（Ｓ＋）




　……にすることができたら、グリフォン騎兵とだって格闘戦はできないまでも、一撃離脱戦法で渡り合うことができるんじゃないだろうか、と、そう考えたのだ。

　もっとも、量産化するための特殊金属を確保する目め処どが立たなかったため、この話はいったん流れたのだけど、後日、ロロアにアミドニアを押し付けられる形になったことで状況が変わった。アミドニアは食糧自給率こそ低かったものの、鉄以外の貴重な鉱物資源は豊富に産出された。その資源の中に特殊金属もあったのだ。

　懸念材料だった特殊金属が安定して供給される目処が立ったことで、俺は改めてジーニャに飛竜ワイバーンに装備できる『ススムくん・マークＶ』小型版を開発させることにした。




　◇　◇　◇




「そして開発されたのが、あの『ススムくん・マークＶ・ライト』ってわけだ」

　巨大だった『ススムくん・マークＶ』を小型・軽量化し、飛竜ワイバーンの鞍の後ろに装着できるように改良した。輪っかが二つになったのは、一つだと前の位置に来る騎手を引きずり込んでしまうため、そうならないよう左右に分けて配置したためだ。ちなみに使わないとき（小回りを重視し、飛竜ワイバーンが自分で羽ばたくとき）は貝の殻のように閉じることもできる。逆にこの装置を使うとき（高速・長距離飛行をするとき）は、飛竜ワイバーンは翼を開いた状態で固定し、揚力を生むことだけに専念する。

　この『ススムくん・マークＶ・ライト』の発明によって我が国の飛竜ワイバーンは期待どおり、旋回能力以外の能力で、帝国のグリフォン部隊を上回ることができるようになった。

　そんな説明を聞いて、元空軍大将だったカストールは感心していた。

「たしかに、凄すごい発明だとは思うが……その名前はどうにかならなかったのか？」

　……と、そこだけは残念そうだった。気持ちはわかる。

「一応、『マクスウェル式推進器・軽量型』で登録しておいたけどな」

「ああ、そのほうがいいと思う」

　すると、ジュナさんが浮かない表情をしているのに気がついた。

「あの、どうしたんですか？　ジュナさん」

「その……陛下は帝国と戦うつもりなのですか？」

　ジュナさんが心配そうな顔でそう聞いてきた。あー……いままでの説明を聞けばそう思ってしまうか。たしかに兵器を開発するにあたり帝国軍を仮想敵にしている部分はある。想定は常に、自分より強いものに対して行うべきだしな。でも……。

「グラン・ケイオス帝国女皇のマリア殿が理想を捨てず、踏ん張っている間は大丈夫でしょう。こちらも、いまの帝国とは事を構えるつもりはありません」

「……そうなのですか？」

「ええ。ですが……未来がどうなるかなんて誰にもわかりません。帝国がずっといまの方針を続ける保証はないし、いつか帝国とはべつの強国が興って我が国の前に立ちはだかるかもしれません。甘い見立てで、いざそのときになって慌てることのないように、常に最悪の状況を想定して備えておかなくてはならないんです」

　それこそ石橋を叩たたいて壊して、最新技術で新たに架け直すぐらいでちょうどいい。マキャベッリも『君主は常に運命の変転に備えなくてはならない』と言っているしな。

「最悪の状況を想定……そうですね」

　ジュナさんはそうとだけ言うと、それ以上はなにも言わなかった。まだ不安はあるだろうけど、最後には俺を信じてくれたのだろう。リーシアもアイーシャも似たようなところがあるよな。ロロアだけは不安を感じることなくむしろ給油してくるけど。本当に……俺にはもったいない婚約者たちだ。すると、カストールが尋ねてきた。

「さっきここは秘密兵器及び兵科の試験場と言ったよな？　兵器はわかったが、秘密の兵科とは一体なんなんだ？」

「……それを知りたいなら、少し歩く必要があるな」

　俺はもう一度、みんなを先導して歩き出した。原っぱを進んでいくと不意に草地が終わり、剝むき出しの地面が現れた。赤土が敷き詰められたその場所はスポーツ用のグラウンドのようだった。しかし、そこには野球のベースもサッカーゴールもなく、あるのは日ひ除よけテントらしきものが二軒と、対空連れん弩ど砲ほうが一台おかれているだけだった。

　そのテントの中では、現在ではルドウィンの副官となっているキツネ耳の魔導士カエデ・フォキシアが、研究員や技術者らしき人物たちと話し込んでいるのが見えた。

　俺たちが近づいていくとカエデもこっちに気付いたようだ。

「これは陛下。それにエクセル公も。ようこそなのです」

　カエデはそう言いながら笑顔で出迎えてくれた。

「久しぶり。カエデたちも元気にしていたかい？」

「はい。私もハルも元気なのですよ。あれ、今日は姫様は一緒じゃないのですか？」

「（ああ……今日はこちらのかたが俺のパートナーだ）」

　そう小声で言って俺は、ジュナさんの腰のあたりをポンと押した。ジュナさんは一歩前に出ると、カエデに向かって軽く頭を下げた。

「初めまして。元海軍所属のジュナ・ドーマです」

「はわわ！　『第一の歌姫プリマ・ローレライ』さんじゃないですか!?　ファンです、握手してください！」

　カエデはジュナさんの手を両手で持ってブンブンと振った。

「まさか海軍に所属していたとは……あれ？　いま陛下はパートナーって……」

　カエデは目をパチクリさせながらこっちを見てきた。べつにカエデにだったら婚約していることを知られてもいいかと思ってパートナーって言ったけど、改めて自分の口で説明するとなると少し気恥ずかしいな。見ればジュナさんも少し赤くなっている。

「あー、まぁその……そういうことだ」

「……なるほど。そういうことですか」

　俺たちの表情を見比べて、賢い女の子のカエデはすべて察したようだった。そこからは少し声のボリュームを下げながら聞いてきた。

「（未発表ということは、まだ内緒ってことなのですね？）」

「（察しが良くて助かるよ。ジュナさんの人気は凄いからな）」

「（まあたしかに、いま発表したら暴動が起きそうなのですよ）」

　カエデに真顔で言われた。まあそれがわかっているからこそ、アイドルとしての人気から、歌のお姉さんとしての人気にシフトさせようとしているんだけどね。

「それはともかくとしてだ。エクセルたちに新兵科を見せたいんだ」

「なるほど。それでしたら、ちょうどいま訓練を行うところなのですよ」

　そう言うとカエデは近くにいた技術者たちに指示を出し、グラウンドの中央に白墨で大きな二重丸を描かせた。その円の中央に、カエデが土系魔法（重力操作）で対空連弩砲を運び込む。対空連弩砲を設置し終えたカエデがこっちへと戻ってきた。

「ふい～、準備完了なのですよ」

「……一体なにをおっぱじめようというのだ？」

　カストールに尋ねられ、俺は空を指差した。

「上を見ていればすぐにわかるさ」

「上？」

　そうやって見上げた先の空に、また飛竜ワイバーンの編隊が通りかかった。そこまではさっきと同じ光景だったけど、今回の飛竜ワイバーンはその後ろ足（飛竜ワイバーンは竜ドラゴンと違い、鳥と同じように前足部分は翼になっている）に〝なにか〟を抱えているようだった。そんな飛竜ワイバーンの編隊が俺たちの上空を通過しようとしたとき、その〝なにか〟を一斉に落とした。

　空中に投げ出された無数の〝それ〟は、一直線にここに向かって落ちてくる。

　それが地表に近づくにつれ、徐々にその姿がハッキリとしてきた。人だ。無数の人が空から落ちてくる。しかもどいつもこいつも手に武器を持っているのがわかった。

　そしてかすかにだけど、彼らの絶叫のようなものも聞こえてきた。




「うおおおおおおおおおお!!」




　そんな絶叫を上げている者たちの中に、ハルバートの姿があった。

「お、おい！　なんか人が投げ出されたぞ！」

　カストールが焦ったように叫んだ。……知らなければ当然の反応か。

「大丈夫だよ。まあ見てな」

　俺がそう言うのとほぼ同時に、空中に投げ出された者たちの背中から、円形のパラシュートが花開いた。途端にガクンと落下速度が遅くなる。空に花開く白いパラシュート、まるで遠くから見る打ち上げ花火のようだった。もっとも、あれが花火みたいに消えてしまったら、ハルたちは真っ逆さまなんだけど。

　そんなパラシュート部隊を見て、カストールは呆ぼう然ぜんとしていた。

「あれは……一体なんなんだ？」

「装備のことか？　それとも兵科のことか？」

「両方だ」

「装備はパラシュート。あれを広げることで落下スピードが殺されて、安全に着地できるという代物だ。俺が開発部に『こういった物がある』って説明して作らせたんだ。そして兵科だけど……飛竜ワイバーン降下式空くう挺てい兵、命名して『竜挺兵ドラトルーパー』という」

「ドラトルーパー？」

「ああやって空から部隊を降下させて敵を奇襲し、敵の後方を攪かく乱らんさせたり、拠点を制圧したりするための兵科だ。本来なら航空機があって初めて作られる兵科なんだけど、この世界には飛竜ワイバーンがいるからな。すでに開発できる土壌があると判断し組織した」

　前にいた世界にあった兵科をこの世界でも再現できないかと思い、まず思いついたのが空挺兵だった。ドイツなどではとくに降下猟兵とも呼ばれるこの兵科は、第二次世界大戦のころから使われている。主な任務はさきほど言ったとおり奇襲・攪乱・拠点制圧など。構成員はムキムキマッチョマンが多く、日本の第１空挺団ではどこのマンガのキャラだよって思う逸話（例：二ミリワイヤーを素手でちぎる）を多く持っている。

　初期の空挺兵は装備をコンテナで降ろしていたので、コンテナから離れた位置に降りてしまうとハンドガンなどで戦わなければならなかったらしい。この世界は剣と魔法の世界なので、得物一本持って降りればわりとそのまま戦えてしまう。ハルとかなら槍やり一本さえ持たせておけば、降ろした敵陣で無双してくれそうだしな。そういった面から見ても、この兵科はこの世界と相性が良かった。しかし、カストールは首を傾かしげた。

「飛竜ワイバーンから飛び降りても竜挺兵ドラトルーパーなのか？」

「そ、それはべつにいいだろ？　飛竜挺兵ワイブトルーパーより竜挺兵ドラトルーパーのほうがかっこいいし」

「……それもそうか」

　うむ、格好良さは大事だ。べつに竜ドラゴンから飛び降りてもいいわけだしな。

「それはそれとして……この竜挺兵ドラトルーパーを組織したのには、またべつの目的があるんだ」

「？　まだなにかあるのか？」

「見てればわかるって。それじゃあカエデ、頼む」

「ハイなのです」

　俺が合図を出すと、カエデが右手を掲げた。そして、

「それでは……撃てえ！　なのです」

　カエデが手を振り下ろすと同時に、白墨で書いた二重丸の中心に置かれた対空連弩砲が一斉に矢を放った。魔力で飛距離と命中精度を強化された矢がハルたち目掛けて飛んでいく。一応、矢の先端部分にある鏃やじりは当たってもケガをしないような素材を使用しているのだけど、あの勢いで飛んでくるとなると当たればそれなりに痛いだろう。

「ザッケンナ、オラアアアアアア!!」

　するとハルはわけのわからない雄お叫たけびを上げつつ、飛んでくる矢を手にした槍で叩き落とし始めた。他の者たちも剣で切り落としたり、大きめの盾で防いだり、バックラーでいなしたりと、それぞれ工夫して矢の雨を防いでいる。やがて地上が近くなると、ハルは手にしていた槍に炎を纏まとわせ……ることなく、対空連弩砲に目掛けて投とう擲てきした。

　ドゴッ！

　槍が対空連弩砲へと突き刺さる。もしハルが槍に炎を纏わせていたら、対空連弩砲は貫通されて炎上し、完全に沈黙させられていたことだろう。つまり……降下成功だ。

「撃ち方やめえ！　なのです」

　カエデの合図で対空連弩砲は停止した。二重丸の中にハルや他の竜挺兵ドラトルーパーが次々に降り立っていく。俺はそんな光景を横目で見ながらカストールに説明した。

「これがもう一つの使い道、対空連弩砲キラーとしての運用だ」

　飛竜ワイバーン騎兵、グリフォン部隊、竜騎士など、強力な空戦力に対抗するために開発された対空連弩砲。付与魔法で射程距離と追尾性能が大幅に上がった連弩は、飛竜ワイバーン騎士などの空戦力の天敵だ。攻撃側はこれがあるせいで、守備側はこれがあるおかげで、空戦力は都市に対していきなり爆撃を仕掛けることができない。空戦力が都市に爆撃を行いたいなら、まずは城壁などに設置されたこの対空連弩砲を破壊する必要がある。

　そのためには必ず、陸軍などの地上戦力による攻城戦を仕掛けなければならない。

　陸軍が城壁を制圧したり、あるいは攻城兵器などで対空連弩砲を破壊して初めて、空戦力は都市に対し、爆撃を敢行することができるのだ。

　もっとも、都市が爆撃されるような事態になれば守り手はもう詰みなので、空爆が可能になった時点で降服するのが一般常識のようだ。だから攻城戦の場合、空軍の出番はせいぜい、相手方の空軍が味方陸軍を攻撃しないように撃破するぐらいしかないそうだ。

　そこで俺は考えた。もしも、もっと簡単な対空連弩砲への攻撃手段があれば、もっと早く空軍を投入できて、すみやかに戦を終わらせることができるのではないかと。

「そこで組織したのがこの竜挺兵ドラトルーパーだ。ハルとかを見ればわかるとおり、精鋭になれば飛んできた矢を切り落とすことができるみたいだからな。竜挺兵ドラトルーパーは矢の雨を切り伏せつつ対空連弩砲のもとへと降り立ち、これを無力化するための特殊部隊だ」

「ぜー……ぜー……か、簡単に言ってくれるぜ……」

　疲れた様子のハルが肩で息をしながら合流してきた。相当ハードな訓練だったのか、まだ二月だというのに汗をダクダクとかいている。パラシュートを切り離し、暑いのか上はタンクトップだけになっている。ハルはカエデから水筒を受け取りながらぼやいた。

「ったく、何度も何度も空から落としやがって」

「一応、安全は考慮するようには命じてあるぞ。危険域までパラシュートが開かない場合は、飛竜ワイバーン騎士が回収する手はずになっているらしいし」

「そういう問題じゃねぇよ。空に放り出されるのってホントに怖いんだからな。こう耳の前で風がゴーッて唸うなるんだぞ。何度かマジで死ぬかと思った」

「あー、うん……俺なら絶対にやりたくない」

「俺だってやりたくてやってるわけじゃねぇ！」

　ハルとそんな軽口を叩たたいていると、カストールが疑問を呈した。

「竜挺兵ドラトルーパーを降下させるには、相手方の空戦力をあらかじめ破っておく必要があるんじゃないか？　飛竜ワイバーン騎兵も竜挺兵ドラトルーパーを抱えている状態では満足に戦えないだろう？」

　ふむ……さすが元空軍大将。いい着眼点だ。

「だからこそ飛竜ワイバーンの能力を『ススムくん・マークＶフアイブ・ライト』で強化したんだ。これは陸軍部門に所属する竜挺兵ドラトルーパーと、空軍部門に所属する飛竜ワイバーン騎兵の一体改革なんだ。まだ量産体制はできてないから、優先順位を付けて配備を進めているところだけどな」

「なるほど……国防軍に統一したからこそできる強化というわけか」

　カストールが感心したように唸った。そしてふと、飛竜ワイバーン騎兵たちが編隊飛行を行っている空を見上げると、少し淋さびしそうに呟つぶやいた。

「グリフォンより速く、竜ドラゴンよりも遠くまで飛べる飛竜ワイバーンか。乗ってみたいものだ。いまほど海軍所属になったことを悔しく思ったことはない……」

「……カストール？」

「はは……負け犬の遠とお吠ぼえだ。聞き流してくれ」

「……そうかい」

　負け犬……ね。たしかに俺は勝者側で、カストールは敗者側だ。そんな俺たちがいまは並んで空を見上げているのだから、なんとも不思議な気分になる光景だった。

　俺とカストールのそんなやりとりを、エクセルが苦笑しながら見ていた。







「さて、次は下を見てもらおうか」

　ハルやカエデと別れた俺たちは、また歩いてきた平原へと戻ってきていた。俺はこの場所からでも見えている小山ほどの大きさの岩山を指差した。

「ここからならあの岩山が近いだろう。それじゃあ行こうか」

　みんなを先導して岩山の麓部分までたどり着いたとき、ちょうど訓練を終えた飛竜ワイバーン騎士たちが降りてきていた。その岩山の麓部分には、巨大なライノサウルスさえ悠々通れるような巨大な洞窟が口を開けていた。その中へと飛竜ワイバーンたちが入っていく。

　その光景を見て、カストールが尋ねてきた。

「あそこがここの飛竜ワイバーンたちの厩きゆう舎しやなのか？」

「へえ……よくわかったな」

「飛竜ワイバーンは本来、ああいった岩山の洞穴なんかに巣を作る。紅こう竜りゆう城じよう邑ゆうでも似たような施設を作っていた。普通に建てた厩舎よりも、飛竜ワイバーンたちがリラックスできるからな」

　なるほど。餅は餅屋ってヤツだな。

「そのとおり。あの洞窟は下の階層へと繫つながっている。その階層には横穴状の小部屋が百個ほどあって、飛竜ワイバーンたちを休ませているんだ。いまいるのは二十頭くらいだけど」

「百個!?　俺が大将だったころの飛竜ワイバーン騎兵隊の十分の一にもなるじゃないか！　この島にそんなに配備する必要があるのか!?　もしかして前線基地なのか!?」

「まあまあ、いろいろ考えてのことさ」

　驚くカストールをなだめつつ、俺たちは洞窟の中へと入っていった。

　中に入ると牧場みたい（もしくは動物園みたい）な臭いがした。一応、換気には気を配っているのだけど、こればっかりはしょうがない部分だ。

「それで……お前の見せたい下ってのは飛竜ワイバーンたちのねぐらのことなのか？」

　いろいろ秘密にされて、そろそろフラストレーションが溜たまっているのか、カストールが不満気な顔をしながら聞いてきた。

「いや、そのさらに下だ。ほら、ここに入って」

　ちょうど目の前にあったのが、洞窟の中の光景に似つかわしくないいかにも人工物な扉だった。その扉の両脇にはハンドルのような物が付いていて、それぞれのハンドルの横には警備の兵士が直立不動で立っていた。その扉の向こうは四角い小部屋だった。

「あの、陛下……ずいぶんと狭い部屋のようですが？」

　ジュナさんが頭に疑問符を浮かべながら尋ねてきた。あ、ジュナさんも〝これ〟は初体験か。それは反応が楽しみだな。

「さあみんな、乗った乗った」

「乗る？　これは乗り物なのですか？」

「いいから。それじゃ、下の階層まで頼む」

　両脇の兵士に声を掛けると、二人は敬礼した。

「「　はっ！　了解しました！　」」

　全員がその小部屋に入ったことを確認すると、兵士たちは伝声管で「中部、下へ参ります」と宣言して、伝声管から『上部了解』・『下部了解』の声が聞こえてきてから、扉脇のハンドルを回しだした。すると小部屋はスルスルと下へと下がっていった。

「きゃっ」

　わずかとはいえ突然の落下感に、ジュナさんはバランスを崩して俺の胸に寄りかかってきた。抱き留めると密着させた身体からだのやわらかさと、ジュナさんの髪のいい匂いが鼻び腔こうをくすぐって、ちょっと得した気分になれた。

「す、すみません。陛下」

　ジュナさんが顔を赤らめながらそう言った。

「俺のほうは問題ないけど、大丈夫？」

「は、はい。……この小部屋は下に下がっているのですか？」

「ええ。扉の横にハンドルがあったでしょう？　あのハンドルを回すことによってこの小部屋を昇降させることができるんです」

　そう。この箱のような部屋はごくごく簡易的な手動昇降機エレベーターだった。

　設計者はあのジーニャ・マクスウェルだ。俺も（理科系は苦手だったので）仕組みはよくわかってないんだけど、なんでも滑車を隔てたこの昇降機の反対側にはオモリがついていて、ハンドルでも自転車を漕こぐ程度の力で昇降させられるんだとか。

　本当はあのジーニャのダンジョン工房に取り付けるつもりで設計したらしいのだけど、考えてみればあの出不精なジーニャが、階段昇降の手間を省いたところで外に出るようなこともなかったので企画倒れになっていたんだとか。

　それを俺が派遣したジーニャの設計図整理部隊（あまりにも乱雑に保管されていたのでお掃除部隊を派遣したのだ。隊長はもちろんルドウィン）が見つけてきたので、ためしにここに設置してみたのだ。人力なのであまり速度は出せないし、常に回す人手が必要になるものの、一時間ごとの交代制ならさして苦労することもないだろう。

　いまのところは出口は『洞窟入り口付近』、『最下層』、『最上層』の三つしか作ってないので、ハンドルを回す兵士もこの昇降機一つあたり六人ですむ。

　本当はこの昇降機を動かすための労力は一人（交代要員を含めると二人）いれば十分なのだけど、各階での注文が重なると混乱するということで、各階で注文を受けた兵士が宣言してから回す六人体制になった。ここにはこういった昇降機が複数（三階があるのは岩山にあるものだけだけど）設置されている。近いうちに王城などにも設置するつもりだ。広い王城は階段昇降だけでも一苦労だったからなぁ……。

　そんな説明を聞いたジュナさんは、なぜか色っぽい溜ため息いきを吐ついた。

「姫様がたまに疲れた表情をしている理由がわかった気がします」

「なんでそこでリーシアが出てくるんです？」

「この装置が素晴らしいものだということはわかりますが、こうも自分の理解を超えるものをポンポン出されてしまうと理解が追いつかないのです」

「そう深く考えることもないんじゃないですか？　ここにいるヤツらだって、便利なものができたなー、くらいにしか考えてないと思いますよ？」

「そうもいきませんよ」

　ジュナさんは俺の胸に身を寄せたまま、やわらかく微笑ほほえんだ。

「たとえ疲れることになっても……私たちは貴方あなた様を理解したいんですから」

「……なんか照れますね」

　そんなことを言っているうちに、俺たちは最下層へとたどり着いた。

　昇降機の扉が開き、降りた先は高い天井とだだっ広い空間だった。

　そこにはたくさんの装置、わけのわからない実験機材、そして現在製作途中と思われる〝なにか〟など、ジーニャのダンジョン工房で見たような光景が広がっていた。

　違うところと言ったら人の数だろう。そこかしこにいかにも研究員といった感じの白衣を着た者たちや、建設作業員たちが行き交っていた。俺は三人にこの場所の説明をした。

「ここにはいま、軍事関係の研究開発部門を置いてるんだ。あの飛竜ワイバーン用装備『ススムくん・マークＶ・ライト』の製作もここで行っている」

「島で作っているのか？　工こう廠しようを置くには不便だと思うんだが……」

　カストールがそう疑問を呈した。たしかにそのとおりだけどちゃんと理由がある。

「軍事系の技術は他国への漏ろう洩せつが怖いからな。こういった海に囲まれた場所のほうが、外部からの侵入や内部からの持ち出しを制限できて都合が良いんだ。まあ、ここも手狭になってきたし、いずれもっと大きな場所へ移そうとは思っているけどな」

　少し歩くとガラス張りの小部屋が見えてきた。

　その中では研究員たちが、『ススムくん・マークＶ・ライト』を囲んで動作試験を行っていた。一応、このガラスは強化ガラス（素材的な物ではなく付与魔法で強化したガラス）なので、もし万が一、装置がぶっ飛んだり、研究員が吸い込まれて射出されるなんて事態になっても外には被害を及ぼさないように配慮されている。……まあ、中の被害については別問題なので、研究員はくれぐれも注意して実験に当たってもらいたい。

「ここは工廠であると同時に研究機関でもあるんだ。もっとも、いま行っているのはほとんど、ジーニャ・マクスウェルの発明品の検証なんだけどな」

　超科オーバー・サイ学者エンテイストであり発明家でもあるジーニャは典型的な天才肌で、発明品を作り上げるとそれで満足してしまい、それをさらに詳しく研究したり改良を加えたりはしないらしい。そんなことをするくらいなら、またべつの作りたいものを作りたいそうだ。

「それは……なんとももったいない話ですわね」

　エクセルが小首を傾かしげながらそう言った。うん、俺もそう思う。あの発明品『ススムくん・マークＶ』から、軽量版の『ライト』を開発できたわけだし。……だけど、

「多分それがジーニャにとって効率のいい動き方なんだと思う。人には向き・不向きがあって当たり前だからな。ジーニャのように突飛な発想でいろんなものをポイポイ開発する天才型もいれば、ここの研究員たちのように一つの物事をじっくり研究して成果を残す職人型もいる。俺はどちらも等しく評価したいと思っているよ」

「ふふ、ご立派な考えだと思いますわ。陛下」

　エクセルがそう言ってクスリと笑った。二十代半ばほどの見た目に反して、五百年近く国を支えてきた重臣に手放しで褒められると、なんというかこそばゆくなるな。

「……まあすべてがすべて、成果が出るわけじゃないんだけどね」

「ん？　どういうことだ？」

「それを説明するには……えーっと、こっちだったかな？」

「なんで自信なげなんだ？」

「図面で確認していただけで、俺だってここに来たのは初めてなんだよ。見晴らしのいい地上部分はともかく、中はゴチャゴチャしててわかりづらいしな」

　図面の朧おぼろ気げな記憶を頼りに歩くと、しばらくして目的の場所にたどり着いた。

　そこは壁と網で囲まれた的場だった。壁には弓が立てかけられているのだけど、なぜか的の部分には革かわ鎧よろいが二つ置かれていた。奥行きは十メートルほどしかない。

「的場まであるのか。しかし、こんなに的が近くては修練にもならないだろ」

　カストールはそう言うと立てかけてあった弓を一つ手に取った。

「訓練用じゃないからな。訓練がしたかったら地上の平原部分でやればいい」

「それもそうか……」

「ここはむしろ弓矢のテストや、鎧の耐久テストなんかを行う場所なんだよ」

　そう説明しながら、俺はカストールに矢を手渡した。

「カストール。弓の腕は？」

「馬鹿にするな。元だが大将たるもの、武芸全般は習得している」

「ならいい。まずは右に立てかけられた革の鎧を普通に射てみてくれ」

「あれを射ればいいんだな？　よし」

　カストールは弓を構えて弦を引き絞り……放った。カンッと弓が鳴るのと同時に矢は鎧に向かって真っ直すぐに飛んでいき、立てかけてあった革鎧に突き立った。しかし、刺さっているのは鏃やじりだけで内側まで貫通はしていないようだ。カストールは首を傾げた。

「あの革鎧……なにか仕込んであるのか？」

「ああ。裏に薄めの鉄板を貼り付けてある。じゃあ次。今度は実戦さながらに、矢に魔力を込めて射てみてくれ」

「……わかった」

　カストールはまた同じように矢を放った。見た目に変化は見られなかったけど、今度は放たれた矢は同じ革鎧を貫通していた。込められた魔力のおかげだろう。これで属性を帯びさせた矢だったら、鉄を仕込んである鎧でも貫通できることがわかったわけだ。

「じゃあ次に、左の鎧を同じように魔力アリで射てみてくれ」

「了解」

　カストールはまた同じように矢を放った。すると今度はバシンッという音とともに、矢ははじかれた。革鎧には傷一つついていなかった。

「あの鎧は帝国が所有する魔装甲兵団の鎧……モドキだ」

「モドキ？」

「うちの技術ではあそこまでのものは再現できないらしい。ただこの鎧も、防御系の魔法でガッチガチに固めてある。実際に魔法を打ち消し、矢をはじき返しただろ？……そして、こういった鎧に対抗するために考案して、失敗したのがこの矢だ」

　俺はカストールに黒い鏃のついた矢を手渡した。

「この矢は？」

「俺は『破は魔ま矢や』って読んでいる。鏃部分が呪カース鉱こう石せきでできているんだ」

「呪カース鉱こう石せき!?」

　カストールはまじまじと鏃を見ていた。呪カース鉱こう石せきは魔法のエネルギーを吸収してしまう性質を持つ鉱石だ。ジーニャがこの鉱石の性質を利用して『ススムくん・マークＶフアイブ』を動かすためのエネルギー源にしたのは記憶に新しいところだろう。しかし、そばにあると魔法を使えなくしてしまう（正確にはエネルギーを吸収してしまう）この石は、魔法は神や精霊からの賜たま物ものと考えられているこの世界では呪われた鉱石と呼ばれていた。

「呪カース鉱こう石せきは魔力を使えなくするのではなく、そのエネルギーを吸収する働きがあることがわかったんだ。それならば付与魔法で装備に付与された魔力も、吸収してしまえるんじゃないかと考えた。そして実験してみると……そのとおりだった」

「凄すごいじゃないか!?　それが本当なら魔装甲兵団も怖くないな！」

　カストールは興奮したようにそう言ったけど、俺は首を横に振った。

「言っただろ？　失敗作だって。呪カース鉱こう石せきが吸収するのは相手の魔力だけじゃない。こちらも属性を付与して、矢を強化することができないんだ」

「あっ、それってつまり……」

「試しに射てみればわかるだろう」

「お、おう」

　カストールが『破魔矢』を放った。すると破魔矢は付与魔法付き革鎧の表面にわずかに傷を付けたものの、当たった瞬間に鏃は粉々に砕け散った。呆あつ気けにとられるカストールたちに、俺は肩をすくめて見せた。

「結果は一番初めの、ただの鎧をただの矢で射たときに戻ったようなものさ。しかも、この呪カース鉱こう石せきはかなり脆もろい。単体では鏃にもならない。かといって溶かして鉄鏃に仕込むにしても、呪カース鉱こう石せきの量を減らすぶんだけ効果は薄くなる。かといって量を増やせば、今度は重く大きくなって矢として機能しなくなる。ハッキリ言って手詰まりだ」

「……だから失敗作なのか」

「そういうことだ」

　もっとも、成果はほとんどなかったものの、ゼロというわけでもない。それはあの付与魔法付き鎧についたわずかな傷だ。砕かれた呪カース鉱こう石せきが付着したあの鎧は、すでに〝付与魔法が失われている〟状態なのだ。この状態でもし、弾丸などの魔法の力なしでも貫通力の高いものを撃ち込めば、あの鎧を貫通することができてしまう。

　そう、俺がこの破魔矢を開発させるに当たって考えていたのは、この世界ではあまり有益ではなかったために発展しなかった、『銃』の導入だった。

　呪カース鉱こう石せきの存在を知ったとき、もしこれで弾丸が作れたら魔装甲兵さえ撃ち抜けるんじゃないかと思ったのだ。しかし、結果はごらんのとおりだ。

　ただの弾丸では付与魔法によってはじかれる。かといって呪カース鉱こう石せきで弾丸を作ろうとすると脆くて使い物にならない。それに呪カース鉱こう石せきは王国では頻繁に採掘されるとはいっても、『ススムくん』など用途も多いためそんなに無駄遣いができるほどではない。

　また弾丸として使用した場合、その後のことも問題になってくる。外れた弾丸の残る土地はしばらく魔法が使えなくなってしまう。日常生活の中でも魔法を使うこの世界にとって、それはその土地が生活環境でなくなることを意味する。致死性こそないものの、戦後に残って市民生活に影響を与えるという意味では、クラスター爆弾や劣化ウラン弾なみに厄介なものなのだ。だからこそ、慎重に取り扱い、研究を重ねる必要がある。

「……と、まあそんなわけで、ここでは日々、成功と失敗を繰り返している。そして一歩ずつだけど、着実に時代を前へと進めているというわけだ」

「……ずいぶんと手広くやっているのだな」

　カストールが感心と呆あきれが半々といった感じで言った。

「まあ物にならない研究もあるけど、国王として打てる手は打っておかないと」

「王として……そうか。すっかり王様になったんだな……」

「まあね。さてと、それじゃあ今度は上に行こうか」

「まだ、なにかあるのか？」

　いろいろ見てきて食傷気味な様子のカストールに、俺は笑いながら言った。

「次が本日のメインイベントだよ」

「上と言ったな？　今度は岩山にでも登るのか？」

　そう尋ねるカストールに、俺はチッチッチと指を振った（少し古いか？）。

「もっと〝上〟だよ」







　地上部分へと戻り、乗り込んだのは飛竜ワイバーンのゴンドラだった。

　ゴンドラが上がっていき地面がドンドン遠くなる。今度は目隠しをしていないカストールは「一体なにを見せようってんだ？」と訝いぶかしげな顔をしていたけど、高度が上がり、眼下の様子が一望できるようになったときには驚嘆の声を上げた。

「なっ!?　なんだこれは!?」

　眼下にあったのは大海原に浮かぶ一隻の超巨大な船だった。

　その船の上には土が敷き詰められていて、岩山や森や草地や赤土のグラウンドなどがあった。上から見れば絶海の孤島にしか見えないだろう。しかしその地面の下は金属の塊だった。よく見れば岩山があるのはその船にとっての艦橋部分だった。

　そう。さっきまで俺たちがいたのは〝島〟ではなく、あの船だったのだ。

「飛竜ワイバーンは海を怖おそれる」

　俺はあまりの光景に言葉を失っているカストールに語りかけた。

「それは航続距離が竜ドラゴンより劣る飛竜ワイバーンは海を渡ることができないから、だったよな？　より正確に言うなら、飛竜ワイバーンが嫌うのは『陸地の見えない海』だ。だから『飛竜ワイバーンを海上戦に投入することはできない』というのがこの世界の常識なんだよな？」

「あ、ああ……」
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　カストールは頷うなずいた。竜ドラゴンならば航続距離がずば抜けているため、一回の飛行で海を渡ることもできるので海を怖れたりはしない。しかし、航続距離で劣る飛竜ワイバーンは海を渡ろうとすれば、途中で力尽きてしまう。そのため、羽を休める場所のない陸地の見えない海を怖れるのだ。これは飛竜ワイバーンよりさらに航続距離で劣る帝国のグリフォン部隊にも言える（むしろ対岸の見えない大河さえ怖れるので、こちらのほうが深刻らしい）ことだ。

「っ!?　そういえばさっき飛竜ワイバーンが編隊飛行をしていたな!?　いや、このゴンドラをつり上げている飛竜ワイバーンにしたって、こんな海の真ん中でちゃんと飛んでいるし」

　ようやくカストールも事態が吞のみ込めてきたようだ。しかし、その事態を理解すれば理解するほど目が驚きに見開かれていった。口がワナワナと震えている。

「お前は……一体なんてもんを造り上げたんだ……」

「航空戦力を海上輸送し、またその基地にもなる艦船。俺のいた世界ではこういった船を『航空母艦』……『空母』と呼んでいる」

　そう。あの島型の船は飛竜ワイバーン騎士を戦闘機にみたてた空母なのだ。俺はこの世界で飛竜ワイバーンと鋼鉄製の戦艦を見たとき、これを組み合わせて空母が造れないものかと考えていた。その構想を始めたとき、真っ先に指摘された問題が飛竜ワイバーンの海嫌いだった。

「そこで考えたんだ。どうにか飛竜ワイバーンの海嫌いを誤魔化せないかってね」

　そこでヒントになったのが、俺のいた世界にあった兵法三十六計の第一計『瞞まん天てん過か海かい』、『天を瞞あざむきて海を過わたる』という故事だ。策を日常の光景のように見せかけて、相手の油断を誘うという計略だけど、これは『海嫌いの唐の皇帝を船に乗せるために、家臣が船に土を盛って陸上のように見せかけた』という故事がもとになっている。

　この方法が飛竜ワイバーン相手にも使えるんじゃないかと思ったわけだ。

　まずは巨大な船を造り、その甲板部分には土を敷き詰め、一部はグラウンドとして残したものの、大部分に草を生やし、木を植えたりして森や平原などを再現する。艦橋は周囲を古代コンクリートで覆い、色を塗るなどして岩山に偽装する。そして飛竜ワイバーンのストレスを軽減させるために、厩きゆう舎しやは甲板の下に洞窟を再現して用意した。

　つまり、飛竜ワイバーンにこの空母を〝島〟であると認識させようというのだ。

　問題となったのは、この『島型空母』を動かすための推進力をどう確保するかだったのだけど、その問題はジーニャの『ススムくん・マークＶ』のおかげで解決できた。上空からだと見えないが、この島型空母の側面（海中に沈んでいる部分）には『ススムくん・マークＶ』が四基設置されている。飛竜ワイバーン装備の『ライト』の配備があまり進んでないのも、この大きいほうの生産を優先させたからだった。

　そして建造されたこの島型空母なのだけど、まだまだ未完成だ。

　飛竜ワイバーンを空母に慣らすためには相当な時間が必要なので、まずは船としての最低限の機能を整えて外観を島っぽくし、とにかく海に出られるように注力した結果だった。

　推進力の『ススムくん・マークＶ』も本当なら倍は設置される予定（いまの設置数ではノロノロ運航しかできない）だし、いまは軍事技術の開発・研究場所となっているあの空間も、いずれは装備の保管庫や、船員たちの居住空間（現状では甲板にテントを置いて寝泊まりしている）などになる予定だった。

　そんな作りかけ空母を呆ぼう然ぜんと見つめていたカストールは、信じられないものでも見るような目を俺に向けてきた。

「しかし、こんなどでかいもの……お前は一体、いつから造ってたんだ？」

「ん？　計画と資金・資材集めなら王位を渡されてすぐにやってたぞ？」

「はぁ!?　俺らやアミドニアと戦う前からなのか!?」

「富国強兵策の一環として計画していたんだ。……帝国への切り札としてな」

　俺は腕を組みながらゴンドラに設置されているソファーの背にもたれた。

「あの当時は帝国の思惑もわからなかったからな。いざ敵対したときのために、切り札となるよう計画を練っていたんだ。国力や人口で勝る帝国相手に、陸上戦力で軍拡競争をやっても絶対に勝てないからな。むしろ技術が物を言う航空・海上戦力の拡張にこそ活路があると考えていたんだ。まあ……そのころは計画を練って資金・資材を貯ためていただけで、本格的に建造に取りかかったのはアミドニアとの戦いのあとだったけどな」

　それに、同時期に新都市建設計画も進めていたため、用意できた資金や資材もとてもじゃないが足りないだろう程度にしか貯まっていなかった。ロロアとコルベールの加入によって資金繰りに目め処どが付き、アミドニアを併合することによって資源を確保できていなかったら着工はもっと遅れていたことだろう。

　ただ、一度着工が開始されればこの世界の建艦スピードは速かった。

　というか、交通網整備や新都市建設のときにも感じたことだけど、この世界の建設スピードは異様に速い。この世界には魔法があるために大きな建設機材が必要ないのだ。

　たとえば地球で大きなものを建造しようと思ったら、それを建造するためのクレーンなどの機材を建造しなくてはならない。下手したら、その機材を建造するための機材を建造するための機材を……みたいなことだってある。

　しかし、この世界の土系魔導士は重力を操れるため、そういった機材が必要ないのだ。それに熟練の火系魔導士ともなれば、金属の成型や溶接なんかもあっという間に行ってしまう。できることとできないことがアンバランスなこの世界では、どちらかと言えば資金や資材を調達することのほうに、より時間を取られた気がする。

　俺は立ち上がると、呆あつ気けにとられたままのカストールの前に立った。

「さて、これが俺が王としてやってきたことだ。カストール」

　真っ直すぐにカストールの目を見ながら言った。

「お前は俺が王位を簒さん奪だつしたものと思って反発した。その疑惑自体はリーシアやエクセルの説得で解けていたみたいだけど、結局、お前はゲオルグ・カーマインとの友ゆう誼ぎに殉じる覚悟で俺たちと相対する道を選び、敗北してエクセル預かりの身分になった」

　俺がそう言うと、カストールは顔を伏せた。

「いまさら言われるまでもない。俺は敗れた……それだけだ」

「そういうことが言いたいんじゃない。俺はいま、お前に国王としての力を見せている」

「あの空母とやらのことか？」

　カストールはそう言ったけど、俺は首を振った。

「違う。あの『空母』そのものが俺の力なんじゃない。俺が国王として唯一誇れるとすれば、才ある仲間を集め、彼らが活躍できる場所を用意し、空母を造れるほどの国を創ったことだ。この資質は、お前を従えるのに相応ふさわしくないものだろうか？」

　俺がそう問いかけると、カストールは苦笑しながら首を振った。

「完敗だ。アルベルト王がどうして国を譲ったのか……いまならハッキリとわかる。……だが、俺にはもうお前に仕える資格すらない」

「それじゃあ、俺をこの国の王として認めてくれるんだな？」

「？　ああ、認めるよ。お前は大した王様だ」

　国王として認める。カストールからこの言葉を引き出せたことで、俺はようやく確信が持てた。カストールに以前までの高慢さは感じられない。敗北し、エクセルのもとで磨かれたことで人としてちゃんと成長している。これならば……任せても大丈夫だろう。

　俺はカストールの肩に手を置き、真っ直ぐに目を見ながら言った。

「カストール。この『空母』というのは極めて特殊な兵器だ。海軍所属の艦船の一つでありながら、積んでいるのは空軍戦力だ。これを上う手まく運用しようと思ったら、操船・海戦の知識だけでなく、空軍を統率できるだけの知識と経験が必要になる。そういう技能を持つ者に、俺はこの艦を任せたいと考えている」

「っ!?　それは……まさか……」

　俺の言わんとしていることがわかったのだろう。〝元空軍大将でありながら、エクセルのもとで海軍の運用について学んできた男〟カストールは目を瞠みはっていた。

　俺はそんなカストールに、ニヤリと笑いながら聞いた。

「海軍所属になっても、研けん鑽さんは積んできたんだろうな？」

「……はっ！　エクセル公より叩たたき込まれました！」

　カストールは椅子から立つとその場に膝を突き、手を前に組んで頭を下げた。俺はそんなカストールの頭に持って来ていた艦長帽をかぶせた。カストールには角があるので、その部分にはあらかじめ穴が開けてある特注品だった。

「よし。それでは……いまは家名なきただのカストールよ！　貴殿をあの航空母艦の初代艦長に任命する！」

「はっ！　謹んで承ります！　ご主君！」

　ご主君……か。少しこっ恥ずかしい呼ばれ方だけど、カストールが真に俺を主君と認めた証あかしみたいなものだし甘んじて受けよう。そんなことを考えていると、それまで黙って成り行きを見守っていたエクセルが、

「うふふ、よかった。これで肩の荷が下りましたわ」

　と、笑みを浮かべながら話しかけてきた。彼女にはカストールを空母の艦長に据えたい旨をあらかじめ伝え、教育してもらっていたのだ。
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「ところで陛下。あの空母はたしかに素晴らしい艦だと思いますが、いつまでも『空母』と呼んでいてもしまりません。ここは一つ、命名していただきたく」

「ん？　ああ……そうだな。どんな名前が良いだろう」

「そうですね……地名や、建造した王の名前を付けるのが一般的でしょう。『航空母艦ソーマ』などいかがでしょう。これ以降に建造される空母はソーマ型になります」

「絶対に嫌だ」

　それは勘弁して欲しい。これから海軍の主力になる空母に自分の名前を付けるとか、自己主張が強いヤツみたいで嫌だわ。それにもし自分の名前が付いていると、「ソーマ発進！」とか、「ソーマ戦線を離脱していきます！」とか、「ソーマ撃沈！」とか言われるんだろう？……絶対に嫌だ。なんとかべつの名前を提案しないと。

「あっ、そうだ。俺のいた世界の空母の名前を付けるってのはどうだろう？」

「陛下の世界のですか？」

　俺は頷いた。そうだ、どうせなら俺のいた世界に存在した、逆境にくじけず、戦うことを諦めなかった空母の名前を付けよう。積載しているのは飛竜ワイバーンだから、ピッタリな名前だろう。俺は眼下の島型空母を見つめながら宣言した。

「あの空母の名前は『ヒリュウ』とする！」







　カストールを航空母艦『ヒリュウ』の艦長に任命し、するべきことを終えた俺たちはウォルター公領のラグーンシティへと帰ってきた。帰ってきたときにはすでに日も落ちかけていたため、今日はエクセルの屋敷に逗とう留りゆうすることになった。

　湾岸都市ということもあり、海産物がふんだんに使われた夕食をいただいた後、俺、ジュナさん、エクセル、カストールの四人は応接室でお茶をしながら談笑をしていた。

　のんびりとした空気の中、不意にエクセルがカップを置いて尋ねてきた。

「そういえば陛下、このあとの予定はもうなにもないのですよね」

「大母様？」

　いきなりだったのでジュナさんも首を傾かしげていた。なんだろう、急に。

「ああ……王城に戻れば仕事はあるだろうけど、持ってきてはいないからな」

「なるほど。では、〝時間がある〟のですね？」

　そう言った瞬間、エクセルの目が不気味に輝いた。途端にゾクッと、なにか背中に冷たいものが走った気がした。肌が粟あわ立だち、本能が警戒しろと告げている。これは……危機感か？　思わず、ソファーから立ち上がろうとしたとき、

　パタンッ

「ジュナさん!?」

　横に座っていたはずのジュナさんが横に倒れた。ソファーの手すり部分にもたれ掛かってすでに寝息を立てている。寝ている姿もチャーミングだな……って、そんなこと言っている場合か！　エクセルのほうを見ると、微笑ほほえむエクセルの手には小瓶があった。

「心配しなくても大丈夫です。ちょっと眠ってもらっただけですから」

「眠り薬!?　自分の孫娘に一服〝盛った〟のか!?」

「この子が起きていたら邪魔してきそうですからね」

　頰に手を当ててエクセルは溜ため息いきを吐ついた。いやいやいやいや！　なんか「やれやれ困ったものです」みたいな顔してるけど、やってることはかなりえげつないからな！

「仕方ないのです。侍中殿から陛下をご指導するよう頼まれたんですから」

「マルクスから!?　ご指導ってまさか……」

「いわゆる性教育ですね。年上の女性として陛下を教育して欲しいと」

「年上ってレベルじゃないんだけど！」

「あらまあ失礼ですね。まだまだ身体からだはピチピチですわ」

「心は、とかじゃないんだ！」

　するとエクセルは立ち上がり、ゆっくりと近づいてきた。

「国にとってお世継ぎ作りは重大事項です。ましてやこの国の王族不足は深刻です。婚約を実質的な結婚と見なし早くお世継ぎをと周囲がせき立てても、いまだ姫様にも、ジュナにも、アイーシャさんにも手をつけていないとか。侍中殿が心配するのも当然です」

「い、いや……そういったことはもう少し覚悟ができてから……と」

「それでは心配なのですよ。いまならまだ若気の至りですむかもしれませんが、正式な夫婦になったあとで〝こと〟に及んで、不手際があっては、夫婦仲に影響を及ぼすかもしれません。そして国王夫妻の不和はそのまま、未来のお家騒動にも繫つながります」

　エクセルはソファーの背もたれに腰掛け、俺の首に腕を絡めてきた。なんだこれ！　まるで蛇に睨にらまれた蛙カエルみたいに、身体が動かせないんだけど！

「だからこそ、経験豊かな私が陛下をご指導するようにと侍中殿に頼まれたのです。さあ陛下、部屋を移動しましょう。明日の朝までみっちりと女性の扱い方について教育して差し上げますわ。まずは座学から参りましょう」

　座学って、いまさら保健体育の授業を受けさせられるのか!?　高校卒業したのに……って、保健体育ではさすがにそこまで詳しいことは教わってないか。

「って、ちょっと待て！　いま〝まずは〟って言ったか!?」

「うふふ、どんな学問でも、実践に勝る学習はないと思いませんか？　陛下がお望みならばジュナたちには内緒で一夜の過ち的な実践学習をしても構いませんのよ？」

　望んでないから！　エクセルは良い笑みを浮かべながら、両肩に手を置いて顔を覗のぞき込んできた。これ、絶対に俺の反応を見て楽しんでいるだろう。俺はこんな事態になっても見て見ぬふりでお茶を飲んでいるカストールに助けを求めた。

「カストール！　俺を主君と認めたよな！　主君のピンチだ！　助けてくれ！」

「……たしかに俺はご主君には忠誠を誓った」

　お茶を置いたカストールは真面目くさった顔で言った。

「しかし、忠義を捧ささげるご主君の子孫繁栄はむしろ望むところ。エクセル公の邪魔をするわけにはいかない。俺は涙を飲んで、ご主君の要請を無視させてもらおう」

「そんなこと言って、巻き込まれたくないだけだろ！」

「………（プイッ）」

　露骨に目を逸そらしやがった。図星じゃないかコノヤロー。

「さあ、陛下、参りましょうか」

　エクセルはガッと俺の襟首を引っ摑つかむと、そのまま俺をズルズルと引き摺ずって応接室の扉を出て行った。逃げようと踏ん張っているのに全然抗あらがうことができない。俺の非力さを差し引いても、とんでもない力だ。華きや奢しやな身体のどこにこんな力があるのだろうか。

「いや待て、待ってくれエクセル、おい」

「はいはい。お姉さんに任せていれば大丈夫です。たっぷり勉強してもらいます」

「いや、だから……わかった、座学は受ける！　だけど実践はしないからな！」

「……やれやれ、仕方ないですね。でも、手を出したくなったらご自由にどうぞ？」

「出すか！」

　結局、俺はこのあとエクセルの講義を延々と聴かされることになったのだった。ジュナさん似のエクセルから保健体育を教わるのは死ぬほど恥ずかしかった。







[image: ]




　フリードニア王国の王都パルナムの旧貧民街にある学問機関。

　人材確保と奴隷制度を有名無実化させる一手として、ソーマ王の肝いりではじまった『ジンジャーの訓練所』は、いまでは学べる学問も多岐にわたってきており、敷地面積も増えて『ジンジャーの専門学校』と呼ばれるまでになっていた。初等教育機関は残しつつ、様々な専門的な学問を研究する部門が創設されている。ここで実績が認められた学問は、他の都市にそれ専門の学園が創られることになっている。

　すでにいくつかの学問が独立し、他都市にその専門的な学校を築き始めているのだが、いまだに『農業』と『医療』の部門はこの専門学校に残っていた。パルナムには農林大臣のポンチョ・イシヅカ・パナコッタや、ヒルデ・ノーグやブラッド・ジョーカーといった医者がいるためだった。歴史的に見ても食料と医療の充実が、人口の維持・増加に直結することを知っているソーマが、これらを重要視していることを意味している。

　そんな『ジンジャーの専門学校』の正門の仕切りを挟んで、いま、二組の男女が向かい合っていた。一組は三十手前くらいのまんまるお腹なかの太っちょの男と、たたずまいさえ瀟しよう洒しやな理知的な美人さんといった組み合わせ。もう一組は見方によっては女の子にさえ見えそうなやさしげな顔立ちをした少年と、少年よりも少し上くらいの勝ち気な瞳が印象的な洗せん熊ゆう族ぞくの美少女といった組み合わせだ。奇妙なのは、女性のほうはどちらもクラシカルなロングスカートの侍従メイド服を着ていることだろう。

　敷地内に入ろうとしている男女は現王国農林大臣のポンチョと、パルナム城の侍従メイド長ちようでありリーシア姫付きの侍従メイドでもあるセリィナ。敷地内で彼らを出迎えたのはこの『ジンジャーの専門学校』の学校長であるジンジャー・カミュと、彼に秘書兼侍従メイドとして仕えているサンドリアだった。ポンチョとジンジャーは笑顔で握手を交わした。

「ようこそおいでくださいました。ポンチョ殿」

「じ、ジンジャー殿も、お元気そうでなによりなのであります、ハイ」

「あの……僕に敬語は結構ですよ？　年上ですし、この国の大臣じゃないですか」

「こ、これは癖でして、どうにもならないのですハイ」

「弱気な御お方かたなのです。お諦めください」

　ポンチョがあせあせしていると、セリィナが口を挟んだ。

「まったく……その知識で多くの国民を飢えから救ったというのに、いい加減少しはご自分に自信を持っていただきたいものです」

「あの、あなたは？」

「申し遅れました。私は王城内で侍従メイド長ちようをまかされております、セリィナと申します」

　そう言ってセリィナは瀟洒な仕草で一礼した。

「こ、これはご丁寧に。ここの学校長をやらせてもらってます、ジンジャーです」

　セリィナに頭を下げられて、今度はジンジャーが慌てふためいていた。そんなジンジャーの様子を見てセリィナはクスリと笑った。

「ジンジャー様こそ、一侍従メイドに対して敬語を使う必要はありません」

「そ、それは……」

「ご主人様は綺き麗れいなお姉様に弱いのです」

　今度はサンドリアが口を挟んだ。これにはジンジャーが面食らった。

「サンさん!?　なにをいきなり言い出すの!?」

「事実でございましょう。女医のヒルデ様のような美人を前にすると、ご主人様はいつも緊張しているではないですか……と、こちらもご挨拶が遅れました」

　するとサンドリアはエプロンドレスの裾をつまみ上げて礼をした。

「はじめまして。ジンジャー様の秘書兼侍従メイド兼愛玩奴隷のサンドリアと申します」

「人聞きが悪すぎるよ！　それに僕が任せたのは秘書だけで、侍従メイド仕事はサンさんが勝手にやってることじゃないか！　あと、愛玩奴隷ってなに!?」

　そうジンジャーが抗議したが、サンドリアはどこ吹く風といった様子で聞き流し、ポンチョに対して深々と頭を下げた。

「ポンチョ様ですね。お噂うわさはかねがねうかがっております。奴隷仲間たちが極限状態で飢えずに済んだのは、貴方あなた様のおかげです。皆を代表してお礼を申し上げさせてください」

「そ、そんな！　滅相もないですハイ！」

　サンドリアに頭を下げられてあたふたするポンチョ。そんなポンチョの様子をセリィナは若干冷たさのこもった目で見ていた。

「ポンチョ殿。いくら大好きな〝未成年の女の子〟に褒められたからって、そんなに慌てないでくださいな」

「へ、変なレッテルを貼らないで欲しいのですハイ！」

「おや、事実ではないのですか？　私は知っているのですよ？」

　そう言って微笑むセリィナの目だけは笑っていなかった。

「この前、陛下と開発なされた〝ホットサンド〟なる食べ物。トモエ様にだけ振る舞っておられましたよね？　私にはなんのお声掛けもなかったというのに」

「もしかしてここ最近機嫌が悪かったのはそのせいなのですか!?」

　パルナム城においてもっとも食い意地の張っている人物は誰かといえば、それはもちろんアイーシャだろうが、それでは次点は誰なのかといえばセリィナだった。

　ただその食い意地の張り方には微妙な違いがある。

　おいしければ（とくに甘い物なら）なんでもいい、量があるともっといい……といった感じのアイーシャとは違い、セリィナは量は求めないものの、ソーマとポンチョの作るいわゆるジャンクフードやＢ級グルメに強い関心を示していた。

　ソーマとポンチョはこれまでに多くの料理を編み出してきた。

　正確にはソーマのいた世界の料理を再現しているだけなのだが、そんな料理の中でもナポリタンパンや焼きそばパンなど、豪ごう奢しやなレストランではまずお目にかかれないであろう料理に、セリィナは心を奪われていた。

　じつはセリィナの家は、これまでに多くの王族専属執事・侍従メイドを輩出している名家なのだった。そのため、幼いころから王家の人間の前に出て恥ずかしくないよう、情操教育が施されてきた。食事にも気を遣われ、良い品を、正しい作法で食べることが常に求められてきた。当然、そこらの屋台で買い食いなどといったことを認められるわけもない。

　そんな家庭に育ったセリィナにとって、ソーマとポンチョが作る料理は衝撃だった。

（主食の上に主食がのっています！）

　ナポリタンパンに初めて触れたセリィナは、それを一口食べた途端にいままでの固定概念がすべて打ち砕かれた気がした。こんな野卑な食べ物がこんなにおいしいなんて。

　それ以来、セリィナはポンチョとよく連つるむようになった。彼のそばにいれば、おいしい試作品をお相伴できるからだ。ポンチョの作る料理は、セリィナがカワイイ女の子以外で興味を示す唯一のものになっていた。だからこそ、お相伴できないと根に持ってしまうわけなのだが。彼女の不機嫌さを感じ取ったポンチョは慌てて説明した。

「あ、あれはまだ試作品でしたので、数もなかったので……」

「人前にでることに慣れない貴方様を気遣われた陛下と姫様の命を受けて、私は誠心誠意貴方様の補佐に努めてまいりました。それなのに私に試食させていただけなかったのは、私がすでに成人している女性だからなのでしょうか」
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「帰ったら！　帰ったらちゃんとご馳ち走そうしますですハイ！」

　わずかに悲しげな表情をするセリィナにポンチョは慌てて言った。すると、

「約束ですよ」

　セリィナはもうケロッとした顔でそう言った。どうやら言質を取るための演技だったらしい。ポンチョはがっくりと肩を落としていた。そんな二人のやりとりを見てジンジャーは呆ぼう然ぜんとしていたが、サンドリアはなにやらしきりに頷うなずいていた。

「お二人は私とご主人様のような関係なのですね」

「？　私の主あるじはリーシア姫様ですが？」

「そういう意味ではないのですが……」

　首を傾かしげるセリィナに、サンドリアは困ったような笑みを浮かべていた。そんな二人のやりとりを、男二人は揃そろって頭にクエスチョンマークを浮かべながら見ていた。







　挨拶を終えると、ジンジャーはサンドリアとポンチョとセリィナを連れて、『ジンジャーの専門学校』の外へと出て行った。ジンジャーの専門学校の中には農業技術の研究棟があり、ここでは主に農作物やたい肥などの研究や品種改良などが行われている。しかし専門学校の敷地内に、その研究の成果たる畑はない。旧貧民街は城壁の近くにあり、畑は城壁を挟んで向こう側に作られている。研究棟と畑が城壁の内と外に分かれているが、距離的にはとても近く、簡単に行き来をすることができるようになっている。

　門をくぐり、ジンジャーはポンチョたちに『専門学校』が所有する畑へと案内した。

　畑を見張る衛え士じたちに挨拶しながら、四人はある二つの畑の前にたどり着いた。二つの畑ともなにも植えられていないようだったが、一つの土はごく普通の黒土のように見え、もう一つはカラッカラに干上がっていた。

　そんな畑を前にしてジンジャーはポンチョに尋ねた。

「本日、ポンチョ殿が来られたのは例の研究に関してのことですよね？」

「ええ。例の研究に関しては陛下も私わたくしめも大きな期待を寄せていますから」

　そう言って頷くポンチョに、ジンジャーは申し訳なさそうに首を振った。

「……先に申し上げておきましょう。期待するような成果は得られませんでした」

　ソーマやポンチョが期待していた研究。

　それは超科オーバー・サイ学者エンテイストジーニャ・マクスウェルが開発した『失敗作』の研究だった。

　まだ先代王アルベルトの治世だったころ、ジーニャは戦争があった場所が緑でいっぱいになるようにと、植物の種子を組み込んだ鏃やじりを開発した。

　その鏃は付与した光属性の魔法との効果も相まってかもの凄すごい早さで生長・増殖し、危うく研究棟の半分が植物に吞のみ込まれるかという大失態をやらかした。

　その結果ジーニャは禁軍へと異動になり、研究は凍結されていた。

　しかし、国王が交代し、その研究に有用性を見み出いだしたソーマはジーニャに研究再開を命じた。鏃についてはともかく、建物を吞み込むほどの速度で生長する植物を研究すれば砂漠地帯の緑化や、食料生産力の向上に繫つながると期待したからだ。

　ただ、天才肌であるジーニャはすでにその研究に対する興味を失っていたので、代わりにジンジャーの専門学校内にある農業技術研究部門に命じられることになった。

　しかし……ジンジャーは成果を挙げられなかったと言った。

「たしかに生長の早い植物は作ることができました。その植物の特性である生長と増殖のうち、増殖を消すことに成功しましたのでもう緑に吞み込まれることもないでしょう」

「コントロール可能になったのですか？　それは成功なのではないのですか、ハイ」

　ポンチョは不思議そうに尋ねたが、ジンジャーは苦笑しながら首を横に振った。

「この研究は食料生産力の向上と砂漠地帯の緑化を期待して行われましたが……研究の結果、それらの役にはたたないことがわかりました。ジーニャ殿の術式は、ただ植物の生長を早めるだけなのです。ポンチョ殿、植物の生長にはなにが必要だかわかりますか？」

　ポンチョはしばらく考え込んだあとで、

「肥えた土と水……それとお天道様でしょうか、ハイ」

　そう答えた。ジンジャーは頷いた。

「ええ。このうちお天道様は問題ないのです。水もやりようによっては、なんとかなるかもしれません。問題なのは肥えた土です。植物としての生長を早めたとはいっても、その生長に必要な水と土から吸収する養分の量はかわりません。ジーニャ殿もわかっていたのでしょう。術式の中には土中から栄養や水を吸収する機能が組み込まれていました」

　そう言うとジンジャーはカラッカラに干上がっているほうの畑を指差した。

「この畑は生長を強化した麦を収穫したあとです」

「……まるで砂漠の砂のようになってますです、ハイ」

「いくら植物の生長を早めたといっても、土を肥やすにはかなりの時間がかかります。結果として、植物は土中の水分や養分を吸い尽くしてしまい、こんなカラッカラの状態にしてしまうのです。こうなってしまってはもうなにも育てられません」

「どうにかして、土に栄養を与え続けることはできませんか？」

「無理でしょう。水ならともかく、肥料を生長速度に合わせてあげ続けるというのも、現実的ではないですからね。そもそも肥料だって有限です。生長速度を上げるために枯渇させて、結果として生産力が上がらないなんてことになるかもしれません」

「それは……ダメですね」

　育った物が朽ちればまた栄養は地面に還かえるかもしれないが、食用作物だとそれもできない。まさか食べたぶんの排はい泄せつをすべてこの畑にするというわけにもいくまい。

「これが食用には向かないと判断する理由です。もう一つの砂漠の緑化についてですが、そもそも水がないので無理です。仮に用水路が引けたとしても、今度は早い生長速度がネックになります。朽ちるのも早いということですからね」

「ままならないものですねぇ、ハイ……」

　ポンチョはガックリと肩を落としていた。期待していた研究だけに、その成果がゼロというのは残念でならなかった。しかし、ジンジャーはまた首を振った。

「いえ、まるっきり成果がなかったわけではないんです。隣の畑を見てください」

「……ただ土があるだけのように見えますが？」

「ええ。ここにあるのはただの土です。〝ただの土〟にしたんです」

　ジンジャーはしゃがみ込むとフカフカの土を手に取った。

「ここの土はアンデッド系の魔物が多く生息するダンジョンから持ってきたものです。当然、持ち運んだ当初はアンデッド系の魔物が放つ瘴しよう気きによって汚染されていました」

「しょ、瘴気ですと!?」

　ポンチョは思わず上擦った声をあげた。スカルドラゴンやゾンビのようなアンデッド系と呼ばれる魔物は、存在するだけで生き物に害を与える瘴気をまき散らす。瘴気は病魔を蔓まん延えんさせ、物を腐食させ、生き物がその地に留とどまることを許さない。しかも長く土中に留まる性質がある。そのため、一度スカルドラゴンが暴れたり、ゾンビなどが大量発生するような土地は長く作物の育たない不毛の土地となってしまう。

　しかし、ジンジャーは危険なはずの土を躊躇ためらいなく手に取っていた。ポンチョはその土をマジマジと見つめていた。

「この土は……安全なのですか？」

「ええ。瘴気は完全に抜けきってます」

「一体どうやったのでしょうか、ハイ」

「さきほどの生長の早い植物を応用した結果なんです。アンデッド系の魔物が多くいるダンジョンにだけ咲く花があるんです」

　そう言うとジンジャーはサンドリアに一輪の花を持ってこさせた。

　その花は赤紫に緑がかった黒の斑点が付いているという、見るからに毒々しい色をしていた。お祝い事の席ではまかり間違っても贈ってもらいたくない花だ。

「これはダンジョンに潜る冒険者たちの間では『瘴気の花』と呼ばれています。この花が咲いている場所は、そこがアンデッド系モンスターの活動領域であることをあらわすんだとか。だからダンジョン内でこの花を見つけたら瘴気対策をするそうです」

「そのような花があるのですね。いやはや知りませなんだ」

　ポンチョは食べられる植物には詳しい。それと食べられる植物に似ているが、実際は食べられない植物にもだ。それはポンチョの知識が彼の食欲に根ざしているからだ。

　だから、こういった見るからに食べられそうになく、実際に食べられない植物に関しては興味が湧かず、詳しくもなかった。ジンジャーはクスリと笑った。

「この瘴気の花はその名のとおり、瘴気を養分として生長します。だからアンデッド系の魔物が多いダンジョンに群生しているんです。この瘴気の花に、ジーニャ殿の植物の生長を早める術式を組み込み、この汚染された土に植えれば……」

「!?　なるほど！　凄い速さで土中の瘴気を吸収してしまうわけですな！」

　ポンチョは合点がいったとポンと手を叩たたいた。

　生長促進の術式を普通の植物に組み込んだ場合、土地の養分を急速に吸ってしまう。しかし、それが瘴気の花ならば吸収するのは瘴気だけだ。ジンジャーは頷いた。

「あとは育ちきったところで収穫して、焼却処分するだけです。瘴気は生長のために使い切っているので燃やしても灰が残るだけです。それを二度ほど繰り返せば、このような普通の土へと戻るんです」

「す、凄い発見ではないですか！　これでアンデッド系の魔物が引き起こす、畑や農作物への影響を鎮静化させることができますです、ハイ！」

　ポンチョは興奮気味に喜んだ。その有用性もそうだが、期待していた研究がまったくの無意味でなかったことが嬉うれしかったからだ。そしてポンチョはふと思った。

（そういえば……人材集めのときに陛下が仰おつしやっていましたですね、ハイ。『有用か無用かはこちらで決める』と。あれはもしかしたら、この世にまったくの無用なものなんて、そんなにないという意味だったのかもしれませんです。食べることしか能のなかったこんな私めでも……少しはこの国のお役に立てたように……）

　ポンチョは少しだけ自分に自信が持てた気がした。

　そんな風に話し込み始めたポンチョとジンジャーの様子を、セリィナとサンドリアは少し離れた場所から呆あきれた様子で見ていた。こちらのほうをチラリとも見ずに、二人は楽しそうに研究についての意見を交わしている。すでに彼らの頭の中に彼女たちの存在はなくなっているのだろう。そんな主人を見て、サンドリアがセリィナに尋ねた。

「……殿方というのは、みんなこうなのでしょうか？」

「そうかもしれません。姫様もよく、陛下を見ながらやきもきしているようですね。政務にいそしむ陛下を、頼もしくももどかしく見ていたような気がします」

「セリィナ様はどうなんでしょうか？」

「私ですか？」

「いま、やきもきしていますか？」

「？　私の主は姫様です。たしかにポンチョ殿とは日頃から親しくさせてはいただいておりますが、誰かと話しているのを見てやきもきなどするはずがありません」

　顔色を変えずにそう言うセリィナに対し、サンドリアは少し考え込んだあとで、

「……では、ジンジャー様が女性だったらどうでしょう？　ポンチョ様といま楽しそうに話しているのが女性だったとして、それでも貴女あなたはやきもきしませんか？」

　そう言ってジーッとセリィナを見つめた。尋ねられたセリィナは話し込むポンチョとジンジャーを見つめた。もしいま、ポンチョの話し込んでいる相手が女性だったら……。

　しばらく考え込んでからセリィナはやっと答えを口にした。

「べつに誰となにを話していても、なんとも思わないと思います」

「……そうですか」

「ええ。……ですが、ポンチョ殿がその人にばかり新作料理の試食を任せるようになったら……その……嫌、ですね。たとえその相手が家族や奥方のような、一緒に食事をするのが当たり前の相手であっても……私は嫌な気持ちになるかもしれません。変ですね。どうして私はそんな風に思ってしまうのでしょうか？」

　セリィナは自分でも自分の気持ちがわからないといった表情だった。その顔を見てサンドリアは少し驚いた顔をしていたが、それ以上はなにも聞かなかった。

　いまの言葉が食い意地〝だけ〟から出たものなのか、セリィナ本人もわかっていなかった。ただ、モヤモヤした自分の胸に手を当てながらセリィナは、

（王城へと帰ったらさっそく約束どおりホットサンドを作ってもらいましょう。そうすればこのモヤモヤした気持ちも晴れるでしょう）

　……と、そんなことを考えていた。
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　―――大陸暦一五四七年三月某日




　どうも、ソーマの第一正妃候補のリーシア・エルフリーデンです。

　冬の終わりが近くなり、春の訪れを感じ始めたこの日、私ことリーシア、東こ風ち侍じのアイーシャ、歌姫ローレライのジュナさん、そして元アミドニア公女のロロアという、いわゆるソーマの婚約者たちが王都にあるパルナム城の一室に集められていた。

　ここにソーマの姿はないし、いつもは部屋の隅に待機している侍従メイドたちも今日は席を外している。それに……この部屋の様相も変ね。黒板があって、教卓があって、机と椅子が四つずつある。机は横並びになっていて、これではまるで士官学校の教室だ。

「ねえシア姉ねえ？　今日はうちら、なんで呼ばれたん？」

「私に聞かれても困るわよ。知っているとしたら……」

　ロロアに尋ねられて、私は視線をジュナさんのほうへと送った。しかし、ジュナさんは伏し目がちに静かに首を振るだけだった。

「ごめんなさい。最近のあの御お方かたの考えは、私にもわかりかねます」

「ジュナ殿がわからないなら、我らにはなおさらちんぷんかんぷんですなぁ」

　アイーシャが椅子の背に手を置きながら首を傾かしげていた。もっともな意見ね。あの御仁の行動は本当に読めないもの。今度は一体全体なにを考えているのだろうか。

　すると部屋の扉が開き、今回の集まりの発起人が入ってきた。

「みんな、揃そろっているようですね」

　そう言って入ってきたのは青髪の蛟こう龍りゆう族の美女、エクセル・ウォルターだった。

　国防軍総大将でありながら、二十五歳前後にしかみえないとても美しい女性。小さな鹿角の生えた青髪を靡なびかせて歩く姿はいつ見ても絵になるけど、今回はなにやら手に荷物を持っていた。辞典ほどの大きさの二つの包み。一つは白く、一つは黒い布に包まれているようだ。エクセルは教卓に包みを置くと、眼鏡と博士帽を取り出して身につけた。

「さて、それでは席に着いてもらいましょうか」

「あ、あの……大母様？」

　ジュナさんが恐る恐るといった感じに手を挙げて尋ねた。

「なんです？」

「あの……大母様はたしか目は良かったはずでは？」

「ああ、この眼鏡ですか。ただのガラスで度は入っておりません」

「では、なぜ掛けておられるのですか？」

「気分が出るからです」

　気分の問題なの!?　というか、一体なにを始めるつもりなのよ!?
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　結局わけがわからないまま、私たちはエクセルに促されてそれぞれ席に着いた。教卓のエクセルから見て左から、アイーシャ、ロロア、私、ジュナさんという配置になった。するとエクセルは黒板になにやら文字を書き始めた。その文字を読むと、




『第一回・花嫁育成講座』




　……と書かれていた。うん、もうどこからツッコミを入れたらいいのやら。

　まず第一回って、もしかしてこの集まりは複数回やるつもりなの!?　それに花嫁育成講座ってなに!?　するとエクセルは教卓を軽くパンと叩いた。

「さて、貴女たちは今年、ソーマ陛下の妻となります」

「「「「　………　」」」」

　いきなり今年妻となると言われて、私たち四人は押し黙った。もちろんその覚悟はあるし、いまとなってはそうなることを望んでもいるけど、他人から改めてその事実を突きつけられると照れくさいものがある。そんな私たちにエクセルは言った。

「正妃と側妃の違いはありますがその本質はかわりません。夫と妻がいて、家庭を築き、やがて子を生なし、家族となる。家庭が円満ならば幸せであり、そうでないならば不幸せということになります。問題なのは、王家の家庭の不幸は、国民の不幸に直結してしまうということです。リーシア姫」

「は、はい！」

　思わず返事をして立ち上がってしまった。完全に士官学校時代の空気になっている。そんな私に、エクセルは真面目な顔で問いかけてきた。

「リーシア姫に父君・母君以外の近縁の親族はいませんね？」

「えっと……はい。そう聞いてます」

「その理由は？」

「母上の父上……つまり先々代の陛下が崩御なされたのちに起こった王位継承の争いで、母上以外の王族はほとんど全滅に近い状態になってしまったと」

「ええ。あれは痛ましい出来事でした」

　エクセルは実際に痛ましそうな表情でそう言った。

「私をはじめとして当時の三公はあの争いからは距離を置いていました。あの争いに私たち軍部が関われば内戦になってしまいますからね。それぞれ配下の軍を抑えるのに必死でした。その代わりに、王族内では親戚同士・親子同士・兄弟姉妹同士で争う、凄惨な事件が繰り広げられることになったのですが……」

「あの……その諍いさかいは結局、誰が世継ぎになるかが問題だったのでしょうか？」

　アイーシャが手を挙げながら質問した。エクセルは首を横に振った。

「それは二次的な要因に過ぎないと考えています。一番の原因は、先々代王の急激な拡張路線にあったのでしょう」

「拡張路線、ですか？」

「ええ。先々代王のころ、我が国は幾度もの外征により領土を大きく広げました。一方で、広がった領土は国内に不和の種をばら蒔まきました。占領した者、された者、領地を広げた者、削られた者、身内を殺した者、殺された者……そういった対立構図が多く生まれてしまったのです。領地を削られた他国からの介入もありました」

「……まあ、親おや父じ殿も爺じい様さまも、相当恨みに思っとったみたいやな」

　元アミドニア公国の公女であるロロアがそう言って肩をすくめた。

　そうやって他人事のように言ってくれたことに少し安心した。うちの不正貴族を煽あおったりして、何度も介入してきたアミドニア公国。その行動には悩まされたけど、それはうちの国が自分で蒔いた種とも言える。そんなアミドニアの公女であるロロアが我関せずといったスタンスでいてくれることがありがたかった。「姉」と慕ってくれるロロアに国同士の諍いで恨まれたら……やはり悲しいし。エクセルは頷うなずくと話を続けた。

「そういった不和の種は時間をかけて取り除いていくべきものなのだけれど、急激な拡張はそんな時間を与えませんでした。やがて先々代王もなくなり、残されたままだった不和の種は、王位継承騒動として芽生えることになったのです。嫌いな相手がこの王族を支持するなら、自分は対抗馬であるべつの王族を支持する……そんな風に王位継承の争いは、王国内の不和の代理戦争の様相を呈しました。だからあそこまで泥沼になったの」

　エクセルは悲しげに溜ため息いきを吐つくと真っ直すぐに私たちを見た。

「幸い、ソーマ陛下の治世は先々代王のような危うさはないわ。アミドニアを併合したにもかかわらず国内が揺らいでいないのは、その程度では揺らがないだけの基礎を地道に建造しているからよ。王としての華やかさとかなら初代様などには及ばないけれど、政権の安定感だけなら歴代随一の国王と言えるでしょう。だからたとえ、ソーマ陛下が退位したあとでも、あれほど酷ひどい継承争いは起こらないと思います」

　エクセルはそんな風にソーマの治世を評した。うん。私もそう思う。

　ソーマの治世はときには回りくどいと思えるほど、慎重に慎重に国を動かしている。勇者として召喚されたことを考えれば、これほど地味な勇者はいないだろう。だけど私はそんなソーマに安心感を抱いていた。ソーマ自体はひ弱なのに、なにか大きなものに守られているような、そんな気がするのだ。するとエクセルは黒板をバンと叩たたいた。

「だからといって、それで安心していてはいけません！　王と妃きさきの間、あるいは妃と妃の間に隙があれば、そこに付け入ろうとする者が出てくることを忘れてはなりません。この国のためにも、貴女あなたたちには円満な夫婦関係を、円満な家庭を築いてもらう必要があります。そのためにも、貴女たちには『花嫁育成講座』を受けてもらいます」

　エクセルはそう力説した。話もおおむね納得できるような内容だった。でも、最後の最後で現れた『花嫁育成講座』ってなんなのだろうか？

「あの……そもそもなんでウォルター公が講義するんですか？」

　私がそう尋ねると、エクセルはフフフと自信ありげに微笑ほほえんだ。

「私はこれでも五百年生きてます。そんな中で幾名かの殿方と恋に落ちましたが、その方々とは死別以外で別れたことがありません。毎回きっちり一人は子供を産んでますし」

　それは……たしかに凄いことなのかもしれない。

　そういえばエクセルって二十代中盤くらいにしか見えないけど、これでも経産婦なのよね。ジュナさんのような孫娘もいるわけだし。エクセルはその豊かな胸を張った。

「そんな私が貴女たちに、妃として……いえ、一人の女として、愛した男ときっちりと添い遂げられる方法を教えます。妻としての在り方、殿方の心理、夫の立て方といった精神的なものから、夫婦生活を円滑にするための夜の〝オツトメ〟についてまで」

（（（（　よ、夜のオツトメ……　））））

　その単語を聞いた瞬間、私たちはみんな露骨に反応してしまった。みんなそれぞれ、自分とソーマの〝そういった場面〟を想像してしまったのだろう。

　ロロアは顔を赤くしながら苦笑いを浮かべているし、ジュナさんも頰を染めながら口元を手で隠して視線を泳がせている。アイーシャなどはデレデレとしまりのない顔をしているので考えていることは丸わかりね。……私は私で両頰が熱くなっているし。

　そんな私たちの反応を見て、エクセルはコホンと咳せき払ばらいをした。

「そういったことについて、これから貴女たちに学んでもらおうと思います。すでにソーマ陛下にも個別で授業は受けてもらっていますからね」

　そう言われた瞬間、私とジュナさんはハッとした表情になった。

　数週間前、ソーマはジュナさんを連れて王都を離れたことがあった。そのとき、エクセルはジュナさんを眠らせてソーマと二人っきりになって……その……男女の夜の営みに関する授業を行ったという。私だけはそのことをジュナさんから聞いていた。ちなみにアイーシャとロロアには秘密にしてある。二人に知られると大騒ぎしそうだからだ。

　ジュナさんからはそのときソーマとエクセルの間になにがあったのか、一緒にいる時間の長い私にそれとなく聞いて欲しいと頼まれていた。

（「あの、姫様……」）

　ジュナさんがアイーシャとロロアに見えないように耳打ちしてきた。

（「それで……陛下はそのときのことをなんと？」）

（「それが、ソーマも憶おぼえていないんだって」）

（「憶えていない？」）

（「うん。その……こ、子供の作り方についての座学を受けたところまでは憶えてるんだけど、そこから先の記憶が飛んでるんだって」）

　私がその日のことを尋ねると、ソーマはこう言って首を傾げていた。

『すっごく、こっ恥ずかしい座学を受けたところまでは憶えてるんだけど……そこから先の記憶がないな。いや、記憶がないというよりは、思い出すことを精神が拒否している感じかな？……本当にあのあと、なにがあったんだ？　たしか受けた座学が恥ずかしすぎて、凄すごく喉が渇いていたから……エクセルに飲み物をもらって……ダメだ、そっから先は思い出せない……いや、思い出さないほうがいい気がする』

　ソーマはなんとか記憶をひねり出そうとしていたようだけど、結局なにも思い出せなかったようだ。なにかを隠しているとか誤魔化しているとか、そんな感じではなかった。

　本当に記憶がなくなっているというか、閉じているように見えた。一体全体、座学のあとでソーマになにが起こったのだろう。そんなことを考えていると、

「さて、戦においても、夫婦間においても、まず重要視されるのは情報です。相手が自分をどう思っているか、どんな風に見ているのかがわかれば、自分がどんな風に振る舞うべきなのかが見えてきます。ときには相手の意表を突いて、不快に思われない範囲で相手の認識とのギャップを演出するのもマンネリ対策になります。相手を知り、相手が見ている自分を知れば夫婦仲も危うからずです」

　エクセルがそんなことを言い出した。それを聞いてアイーシャが挙手をした。

「たしかに、陛下に自分がどう思われているのかは気になりますが……ここに陛下はいませんし、呼んだとしても素直に教えてくださるでしょうか？」

　するとエクセルはニヤリと笑った。な、なにか嫌な予感がするわ。

「心配はいりません。ここに、これがあります」

　そう言うとエクセルは白いほうの包みを解いた。中にあったのは数冊の白いノートだった。その白いノートを、エクセルは私たちに一冊ずつ配り始めた。その表紙には『門外不出』・『極秘』といった意味の言葉が綴つづられている。怪しすぎだわ……。

「あの、ウォルター公？　このノートは一体……」

　私がそう尋ねると、エクセルは自分のノートをヒラヒラと翳かざしながら言った。

「フフフ、今配ったこの白いノートにはね。なんと、ソーマ陛下が貴女たちのことをどう思っているかが書いてあるのです！」

「「「「　なっ!?　」」」」

　みんな一斉に手元のノートを見た。このノートに!?　いや、でも……どうやって？　するとエクセルは、なんだか妙にツヤツヤテカテカした顔で言った。

「このノートには陛下に〝個人授業〟を行った際に、陛下から聞き出したことが記されています。陛下は座学のあとに喉が渇いたと仰おつしやったので、テキュールを混ぜたジュースをお出ししました。そしていろいろ質問したところ饒じよう舌ぜつに喋しやべってくださいました」

（（　これかっ！　））

　私はジュナさんと思わず顔を見合わせた。

　テキュールはとても強いお酒だ。それでいて口当たりは軽く、ジュースなどに混ぜられたらまったく気がつかないという代物だった。きっとソーマは気付かずに痛飲して、エクセルに私たちへの思いを根掘り葉掘り聞き出されてしまったのだろう。そのときの恥ずかしさから、記憶を閉ざしてしまったんじゃないだろうか。

　そんなことを考えながら、目の前に置かれたノートを見る。

　エクセルの話が本当ならば、このノートには普段のソーマが胸の奥にしまい込んでいる本心が綴られているということになる。

（うぅ……そう考えると急にドキドキしてきた……）

　知りたいような、知りたくないような……それでも、やっぱり知りたい。だって私たちはソーマにどう思われているか気になるくらい、ソーマのことを思っているんだもの。

　そんな風に考えていたのだけど、エクセルは私たちの躊躇ためらいなどお構いなしに、さっさとノートを開くと話を続けた。

「さて、さきほども言いましたように夫婦円満の秘ひ訣けつは相手を知り、相手が見る自分を知ることです。それではソーマ陛下が貴女たちを、それぞれどんな風に見ているのかを見ていくことにしましょう。まずは……ロロアさん」

「にゃっ!?」

　いきなり指名されて、ロロアが驚いた猫みたいにビクッとなった。

「まずはロロアさんの評価からいきましょう」

「な、なんでうちなん!?　こういうときは婚約者筆頭のシア姉からちゃうん？」

「とくに意味はありませんが、陛下と出会ったのが新しい方からにしようかと」

「そりゃあこん中やったらうちが一番新参やけど……まあトリに回されるよりマシか」

　ロロアも渋々ながら納得したようだった。……あれ？　じゃあ私が最後ってこと？　うぅ……それはそれで緊張の時間が長くなって嫌だなぁ……。

　するとエクセルは眼鏡をクイッとあげると、ノートに目を落とした。

「それでは、ソーマ陛下のロロアさんの評価です」

「な、なんや、妙に緊張するわ」

「コホン……陛下曰いわく、『ロロアは明るくて人懐っこいところが好きだな。スルスルと相手の懐に入っていけるのは凄いと思う。ちょっと腹黒なところもあるけど、そんなところもチャームポイントだろう。リーシアたちを姉と慕っているのも見ていて微笑ましい。それにロロアは財政の才能がずば抜けている。ハッキリ言っていまの王国の経済は、ロロアやコルベールがいなかったら回らなかっただろう。そばにいてくれることに、婚約者になってくれたことに本当に感謝している』」

「お、おうふ……」

　ロロアが机に突っ伏していた。真っ赤になった頰に手を当てていた。

「これは……めちゃめちゃ恥ずかしいわぁ」

　軽く身み悶もだえながらロロアはそう言った。うん、聞いてるこっちもちょっと恥ずかしくなってきた。ソーマはこういうことをストレートに言うタイプじゃないし、着飾らない本心で『好きだ』とか『そばにいてくれて感謝している』とか言われる破壊力は抜群だった。こうなってくると俄が然ぜん、自分がどう思われているのか気になってくる。

　私たちが悶もん々もんとしている間も、エクセルは平然とした顔で読み上げた。

「またソーマ陛下に『ロロアさんに対して思うことはないか？』と尋ねた際には、『戦だったとはいえ、彼女の父君を討ってしまったことが気になっている』と答えています」

「なっ!?」

　身悶えしていたロロアが、一瞬にして我に返った。

「『討たなければ討たれる状況だったとはいえ、俺は彼女にとって親の仇かたきになるだろう。ロロアは心が離れていたって言っていたけど、もしそれが本心じゃなくて、本当は俺に嫁ぐのは嫌だったとしたら……とか考えてしまうときがある』だそうです」

「あ、アホか！」

　ロロアが叫んだ。私たちも頭に冷や水をかけられた気がした。あーそうか……ソーマの本音ってことは、普段は見せない弱音なんかも聞けるってことなのよね。ロロアに対してそんなことを思っていたなんて……全然気付かなかった。

　ロロアは立ち上がると地団駄を踏んで悔しがった。

「ダーリンのアホゥ！　んなもん、全部織り込み済みや！　うちはうちの意志でダーリンと一緒にいたいと思っとるのに、なんでそないなこと言うねん！」

「ロロアっ」

　私は立ち上がり、涙目で地団駄を踏むロロアを抱きしめた。

　ソーマがロロアに罪悪感を抱いてしまう気持ちもわかる。それもロロアのことが大事だからこそだろう。だけど、だからといってこの子の好意を真っ直すぐに受け取らないのは間違っている。ロロアはぐずりながら私の胸に顔をこすり付けてきた。

「うぅ……シア姉ぇ」

「わかってる。ソーマにはあとで説教しないとね」

　アイーシャもジュナさんも頷うなずいていた。無意識下でのことかもしれないけど、妹分を泣かせてくれた落とし前はあとでキッチリとつけさせてもらおう。

　ロロアが落ち着くのを待ってから、エクセルはロロアに語りかけた。

「陛下がそんな風に考えるのも、ロロアさんのことが大事で大好きだからです。それはわかっていますね？」

「……うん。だから気持ちが伝わってへんのが悔しい反面、ダーリンがうちのこと大事に思ってくれとるんがわかって、ちょっと嬉うれしかってん」

「それがわかっているなら、貴女あなたたちは大丈夫でしょう」

　そう言ってエクセルはロロアに微笑ほほえみかけた。こうして若干の波乱もあったけど、ロロアの番が終わった。次にエクセルはジュナさんの名前を呼んだ。

「ジュナ。貴女に対する陛下の評価は、『綺き麗れい、美しい、これにつきる。その容姿や歌声だけでなく心根もだ。仲間の中ではいつも一歩引いた場所から、全体を見てくれている気がする。まさに理想の女性だ。こんな人が自分の婚約者でいいのだろうかと思うけど、他の誰にも渡したくないと思っている。ジュナさんの夫として相応ふさわしい振る舞いをしようと心がけているけれど、なかなか上う手まくいかないのがもどかしいなぁ』だそうです」

「陛下がそのようなことを……」

　ジュナさんが小さく、しかし、とても嬉しそうに微笑んでいた。そりゃあ女の子としては「誰にも渡したくない」とまで言われてしまったら……ねぇ？

「そして『ジュナに対して思うことはないか？』という質問に対しては、『ジュナさんは大人すぎて甘えベタな面があるみたいなので、たまに甘えてくれると年下の男として冥利につきるんだけどなぁ』だそうです」

「……あの、私と陛下は同い年だったはずなのですが？」

　そういえばジュナさんはソーマと同じく今年で二十歳という話だったはずだ。

「これは陛下もあとで気付いたことらしいのですが、なんでも陛下のいた世界では一年は三六五日だったようです。この世界では三八四日なので、その差分の関係で、貴女はソーマ陛下のいた世界では一年ほど年上になるようですね」

　二つの世界の一年間の日数の差は十九日。三六五を十九で割ると……大体十九年くらいで一歳年上になってしまうわけね。この事実にジュナさんは珍しく取り乱した。

「わ、私はソーマ陛下より年上だったのですか？　あの、そのことについて陛下はどのように仰っているのでしょうか？　年上の女性は嫌とかじゃありませんよね？」

　ソーマがジュナさんを年上だからと嫌がるとか、そんなことは絶対に考えられないと思うけど、本人としては気になってしまうのだろう。ちなみに、「年上の女性は嫌」の部分で、流れ弾をくらったアイーシャもオロオロしていた。長命種の実年齢は見た目からじゃわからないものね。彼女がいま何歳なのかは私たちも教えられてないし。

　するとエクセルはジュナさんにニッコリと微笑んだ。

「安心なさい。ソーマ陛下はこうも言っています。『俺のいた国には【一つ年上の女房はカネのわらじを履いてでも探せ】という諺ことわざがあった。ジュナさんは、どんなに履いても磨すり減らないカネのわらじで世界中を探し回ってでも、妻に迎える価値のある女性です。だからまったく問題なし』……とのことです」

「……よかったです」

　ジュナさんは心底ホッとした顔をしていた。次はアイーシャの番だった。

「アイーシャさんに対するソーマ陛下の評価は……………………」

「あの？　なぜそこで黙るのですか？」

「その……『愛玩動物ペツトっぽい』」

「なんですとぉ!?」

「「「　ああ……　」」」

「うえぇ!?　どうして皆さんも納得ムードなのですか!?」

　いや、だって……ねぇ？　ソーマのそばにいるときのアイーシャって、獲物を捕まえてきてご主人様に「褒めて、褒めて」と尻尾を振っている愛犬のような感じだし。

「ソーマ陛下が言うには、『アイーシャは強く、気高く、美しい戦士だ。その武勇はこの国随一と言っていいだろう。そんなアイーシャがそばにいてくれるのは心強い……はずなんだけど、どうにも放っておけないところがあるんだよなぁ。俺を護まもるのが職務のはずなんだけど、逆に護ってやりたくなるというか……。まあ神護の森の災害の際には、精神的に脆もろい面も見ているしな』だそうです。『思うことはないか？』という質問に対しては、『いつまでも一緒の食卓につけたらいいかな』だそうです」

「うわああ！　護衛としては失格ですぅ！　それなのに『放っておけない』とか『護ってやりたい』とか言われて、ちょっと嬉しく思ってしまった私のバカぁ!!」

　嬉しさと情けなさの板挟みになって机に突っ伏してしまったアイーシャの背中を、ロロアがやさしくポンポンと叩たたいていた。アイーシャはショックを受けているみたいだけど、私としては……ちょっと妬やけるかな？　愛玩動物ペツトっぽいということはつまり、それだけ可愛かわいがられているってことだし、護ってやりたくなるとか私も言われたいわ。

（っ！　私ってこんなに嫉妬深かったっけ？）

　他の婚約者たちがソーマに褒められているのを聞いて、羨ましく思っている自分の内心に気付いてしまいドキッとした。これは抱いちゃいけない感情なんじゃないだろうか。

　私はソーマの第一正妃候補なのよ。ここにいる誰よりも、妃きさき同士の和を尊ばないといけないのに。襟元を握る手に力が入る。そしてついに私の番になった。

「さて、最後にリーシア姫に対してですが……これは『リーシア姫に対して思うところはないの？』という質問の答えから言うべきでしょうね」

「えっ……」

　どうして私だけ最初から『思うところについて』の質問なのだろう。みんなみたいにソーマが自分のことを『どう思っているか』についても知りたいのに。そんな風に思っていると、エクセルは口元に笑みを浮かべたまま静かに首を振った。

「その必要はないでしょう。リーシア姫に対する評価も、この質問の答えに集約されていると思います。陛下はこう仰おつしやいました。……『ない』……と」

　ない？　私に思うところがないってこと？

　そんな……他のみんなにはなにかしら思うところがあったじゃない。

　それなのに……私には『ない』だなんて……。どうして……。

「姫！」

　考え込みそうになったところをエクセルの声で我に返った。

「あっ、はい」

「話はしっかりと最後まで聞いてください。陛下は続けてこう仰いました。

『一番大事な気持ちはあの雪の日に伝えてある。あれ以外に思うことなんてないよ』

　……と。その雪の日とやらになにがあったのか……詳しい内容は敢あえて聞きませんでしたが、リーシア姫には心当たりがあるのではないですか？」

　エクセルにそう尋ねられて、私は思い出していた。

　これまでソーマと過ごした日々の中で、雪が降っていたことを鮮明に憶おぼえている日がある。大陸暦一五四六年十二月三十一日。去年の大おお晦みそ日か前日のことだ。

『本当は……アイーシャよりも、ジュナさんよりも、ロロアよりも先に伝えなければいけなかったことなんだけど……』

　あの夜、政務室のテラスでソーマは私に言った。

『リーシア……キミを愛している。俺と結婚してくれ』

　降り出した雪の中でソーマにされたプロポーズ。

　一番大事な気持ちはすでに伝えてある、あれ以外に思うことなんてない。ソーマはそう言ってくれたんだ。そうか……私はすでに受け取っていたのね。ソーマが一番、大事にしている気持ちを。そう思った途端に胸の中が温かくなった。すると、

　ペシペシペシペシ……

「痛っ……ちょっとみんな！　痛いって！」

「「「　………　」」」

　ロロア、アイーシャ、ジュナさんが私の背中を無言でペシペシと叩いた。

「なんやろな。シア姉ばっかりずるい気がするわ」

「うぅ……二人だけの特別なんて、羨ましいですぅ」

「はっ。私ったらなんてはしたない真ま似ねを……」

　私を羨ましそうに見ているロロアとアイーシャ、それと自分のとった行動に顔を赤くしているジュナさんを見て私は笑みがこぼれた。うん……そうよね。ずるいとか、羨ましいって思う感情は誰にだってあるわよ。第一正妃だからとかそんなことは関係なくて、ただその人のことを大事に思うからこそ抱く気持ち。だったら……。

「……私だって、ロロアたちを羨ましく思っているわよ？」

「ん？　そうなん？」

「うん。私だって『～なところが好きだ』とか、『誰にも渡したくない』とか、『護りたい』とか言われたかったもの」

「んー。まあ、そういうもんかもしれへんね」

　だから否定せずにちゃんと受け入れよう。この気持ちも大事なものだと思うから。







　私たち全員の評価が終わったところで、エクセルはポンと手を打った。

「さて、みんな自分がソーマ陛下にどう思われているか理解したわね。それじゃあここからは、夫婦仲を良好にするための、より具体的な知識を伝授していこうと思います」

「具体的な知識？」

　思わず聞き返すと、エクセルは凄すごく良い笑顔で頷いた。

「最初に言ったではないですか。この講義では、妻としての在り方、殿方の心理、夫の立て方といった精神的なものから、夫婦生活を円滑にするための夜の〝オツトメ〟について教えると。それはもう徹底的に教えてあげますわ」

「「「「　………　」」」」

　そうだ。そういえばそんなことを教えるための講座だって言っていたっけ。

「あの、大母様？　他はともかく、その……よ、夜の〝オツトメ〟についての講義は、絶対に受けないといけないのでしょうか？」

「じゅ、ジュナ殿の言うとおりです。……さすがに恥ずかしくて……」

「うちはちょっと興味あるけど？」

「ロ、ロロアっ」

「え、シア姉は気にならんの？」

「それは……少しは気になるけど……」

　私たちがそんな風に渋っていると、エクセルは『そんな反応など想定済みです』とばかりに、自信満々の表情で残されていた黒い包みをポンと叩いた。

「あら？　このチャンスを逃してしまっていいのでしょうか？　もし私の講義をちゃんと最後まで受けたならば、修了の証あかしとしてこれを差し上げますのに」

　そう言いながらエクセルが黒い包みを開くと、中にはさっきと同じようにノートが入っていた。ただこちらのノートのほうが薄く、表紙も黒かった。その表紙には『最重要極秘文書』、『読了後、要焼却処分』という、さらに物騒な意味の文字が躍っている。

　まるで禁書のような扱いだけど、エクセルはそのうちの一冊を手に取り、私たちに向けて見せびらかすようにヒラヒラと揺らして見せた。

「この黒いノートには、ソーマ陛下が〝貴女たちにして欲しい〟、あるいは〝貴女たちとしたい〟と思っている【自主規制】や、そのシチュエーションなどが書かれています」

「「「「　えっ……えええええええ!?　」」」」

　みんなの目の色が変わった。【自主規制】って……え、本当なの!?

「テキュール入りのジュースをもう少し勧めてから聞き出したことですので、間違いはないかと。つまりこのノートには、ソーマ陛下の普段は自制し、胸のうちに秘めている貴女あなたたちへの『欲望』などが、赤裸々に綴つづられているわけですね」

（（　こっちだったのね!!　））

　私とジュナさんは再び顔を見合わせた。これは記憶を閉じるはずだ。

　こんな恥ずかしいことを聞き出されたのを憶えていたら、もう私たちの顔を見ることもできないだろう。みんな食い入るようにその黒いノートを見つめている。エクセルはわざとらしく、そのノートを自分だけに見えるようにパラパラと捲めくった。

「興味深いですね。婚約者によって一人一人、やって欲しいことは違うようです。ロロアさんとは……ほうほう。アイーシャさんとは……そういう感じがお好みなのですね。ジュナとは……あらあら若いっていいわね。姫様とは……ウフフフフ♪」

　ウフフフフ♪ってなに!?　一体なにが書いてあったの!?

　こっちに流し目を送りながら妖艶に笑うエクセルは美しかったものの、魔王のようにも見えた。なんだろう……さすがにソーマが可か哀わい想そうな気がしてきた。

「あの……ウォルター公？　さすがにそのノートは……」

「あら、いらないのですか？　でしたら表紙のとおり焼却処分に……」

「「「「　いります!!　」」」」

　四人の声が揃そろった。エクセルは満足そうに頷うなずいていた。

（……ごめん、ソーマ。でもきっと、これも王国のためだから）

　内心でここにはいないソーマに言い訳しながら、私はエクセルに屈服した。

「さて、それでは講義を始めましょう」

　こうしてエクセル主催による『第一回・花嫁育成講座』が始まった。

　授業内容には当然、恥ずかしくなるような内容も含まれていたけど、婚約者たちはみんな真面目に授業を受けていた。もちろん私も。そりゃああの黒いノートが欲しいというのもあるけど……安定した家庭と、安定した国を造るには必要なことだと思う。

　みんなでずっと、仲良く暮らすために。




　◇　◇　◇




　この黒いノートなのだが、後日、妃候補たちからの正式な依頼を受けて、エクセルが〝定期的に〟発行することになる。当初は毎号、読了後には焼却処分にしていたのだが、そのうちまた使えるかもしれないと厳重に保管するようになった。後年、そのうちの数冊が入った箱を発見した歴史学者が、その内容を歴史学会に発表しようとしたのだが、直前になって発見した資料は『偽書』であったと発表を取りやめた。彼が数日前、怪しげな男たちと接触していたという報告もあるが、事の真相は闇の中である。
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　最近、リーシアたちの様子がおかしい。

　リーシアも、アイーシャも、ジュナさんも、ロロアもなにか様子が変だ。

　なにがおかしいのかを具体的に説明しろと言われると上う手まく答えられないのだけど、どうも俺と顔を合わせると顔を真っ赤にして、恥ずかしそうにそそくさと歩き去ってしまうのだ。無視するという感じではないのだけど、避けられているようで少し凹へこむ。

（……なにか気に障ることでもしたんだろうか？）

　思い返してみてもなにも思いつかなかった。

　最近は平穏な日々が続いていたし、みんなを不安にさせるようなことはなにもしていないと思うんだけど。もしかしたら無自覚でなにかやらかしたのではないかと不安になったので、俺は四人に直接聞いてみることにした。すると……。

『ソ、ソーマのせいじゃないから安心して』

『えっと……陛下の顔を見るのが気恥ずかしいといいますか、なんといいますか』

『すみません。完全に私たちの事情ですのでお気になさらないでください』

『うん、まあ、乙女の秘密にさせといてぇな』

　……といった答えが返ってきた。ホント、わけがわからない。

　あ、そうだ。おかしいと言えば四人の言動にもおかしな点が見受けられた。

　まずは朝、政務室のソファーでロロアと向かい合って、予算について打ち合わせをしていたときのことだ。国の事業についての話し合いが終わり、話はロロアの商会がスポンサーの個人的な事業へと移った。内容は主に特撮番組制作についてだ。

「『超人シルバン』なんだけど、もう少し予算を増やせないか？　いつまでも怪人が同じようなのばかりというわけにはいかないし、使い回すにしてももう何体かは……」

「……せやね……」

　ん、空返事？　そこでロロアが心ここにあらずで俺を見ていることに気付いた。

「ロロア？」

「んっ!?　ああ、うん、聞いとる聞いとる」

　……どうやら聞いてなかったようだ。ボーッとしてどうしたのだろう。

「なにか心配事でもあるのか？　俺にできることがあれば協力するぞ？」

「いや、そういうんとはちゃうねんけど……せやね。協力はしてもらおか」

　ロロアは俺の隣に移動すると、肩と肩がくっつくほどに身を寄せてきた。ふむ……甘えたいのかなと思って見ていると、ロロアは真っ直すぐに目を見つめながら言ってきた。

「ソーマ……兄にい？」

「んなっ!?」

　上目遣いに兄と呼ばれて俺は大きく仰のけ反った。な、なんだ急に!?

「本当にどうしたんだよ、ロロア!?」

　熱でもあるのかと思っておでこに手を当ててみたけど、べつに熱はなさそうだった。

　すると、ロロアはなんだか悔しそうに手足をバタバタとさせた。

「う～……思っとった反応とちゃうわ。うちがシア姉たちを慕ってること、見てて微笑ほほえましい言うてたやん。つまり妹っぽいのが好きなんちゃうん？」

「妹？　一体なんの話をしてるんだ？」

　言うてたやん……って、そんなことを言った憶おぼえはない……はずなんだけど、あれ？　言ったような気がしないでもない。なんなんだこの感じ。

「ふん、もう知らんわ！」

　ロロアは拗すねたように顔をプイッと背けた。よくわからないけど怒らせたようだ。う～ん、どうしたもんか……と考えて、俺はロロアの頭にポンと手を置いた。

「ロロアは大事な婚約者だから、妹にはなって欲しくないな」

「……ホンマに？」

　顔を背けたままのロロアだったけど、チラッと視線を送りながら聞いてきた。俺はそんなロロアを安心させるように大きく頷いて、頭を撫なでた。

「もちろん。さっきの妹っぽい仕草も可愛かわいかったけど、やっぱりロロアには奥さんになって欲しいよ。そばにいてくれるだけで気持ちが明るくなるからな」

　ストレートに気持ちを伝えると、ロロアの顔が真っ赤になった。どうやら照れているようだ。その反応を見てこっちまで照れくさくなってきた。

「だから兄って呼ぶのはやめてくれ。でないと……」

「で、でないと？」

「自分の婚約者に敢あえて『お兄ちゃん』って呼ばせてるみたいで、なんとなく背徳的な気分になるから」

　茶化すようにそう言うと、ロロアはプッと吹き出した。

「にゃはは、そうかもね。うん、兄呼びはやめとくわ。望んでた反応とは違うたけど、これはこれで悪くあらへん気分やわ」

　そう言うとロロアは俺の腕に抱きついてきた。どうやら機嫌は直ったようだ。

（まあ、妹っぽいロロアも可愛かったことは本心なんだけどね……）

　愛くるしいロロアに上目遣いで兄って呼ばれて、ドキッとしちゃったからな。

　変な性癖の扉を開きたくないし、やめてくれて本当に良かった。







　次に昼過ぎ。二時ぐらいに少し遅い昼食をとったあと。

　今日は朝からずっと働き通しだったので、自室の炬こ燵たつで少し休憩を取っていると、いつもなら扉の近くで護衛しているはずのアイーシャが炬燵の向かい側に入ってきた。

「………」

　そんなアイーシャの顔を見て……絶句してしまった。

　アイーシャの頭になぜか猫耳が載っかっていたからだ。……ニャンだこれ？

　猫耳ダークエルフという、わけのわからない存在になってしまったアイーシャ。

　あまりの出来事に掛ける言葉を見つけられないでいると、アイーシャは両手をグーの状態で前にクイッと曲げて、いわゆる両手招き猫みたいなポーズを取った。

「ニャ、ニャ～……」

（鳴いた!?）

　ニャーと鳴いちゃったよ。いやこれ一体全体どういう状況なの!?

　するとアイーシャは沈黙に耐えかねたのか、両手で顔を覆った。

「うう……やっぱり恥ずかしいです」

「自分でやっといて!?　なにがしたかったのさ！」

「なにがって、陛下に可愛がって欲しかったんですよ。愛玩動物ペツトのように」

「愛玩動物ペツト!?　人としてではなく!?」

「首輪代わりに姫様のチョーカーをお借りしたかったのですが、陛下からいただいた大事な物だからと断られてしまいました。隷属の首輪は外すのが手間ですし……」

「お前は俺を変態に仕立て上げるつもりか！」

　女の子に首輪を着けて喜ぶ趣味はない！……うん、多分ないと思う。

　自分の内面が少し心配になっていると、アイーシャが涙目になって言った。

「うう……陛下は私のこと愛玩動物ペツトっぽいって思ってるみたいですし、だったらせめて愛玩動物ペツトとして可愛がっていただこうと思ったんですよ」

「そんなこと……思ってるけど、せめて人間として可愛がらせてくれないか!?」

「……どんな風に可愛がっていただけるのでしょうか？」

　アイーシャに縋すがるような目をされて、俺は頭をフル回転させて考えた。

　ここでなにか案を出さないと、アイーシャはまたしょんぼりしてしまうだろう。周囲を見回すと爪切りなど日用品が入っている小物入れが目に入った。……そうだ。

「……耳かきをしてあげる、とかどうだ？」

「やってください」

　即答だった。俺は小物入れから耳かきを取り出すと、アイーシャを隣に座らせた。

「いや～、アイーシャの長い耳を見てて、一度耳かきをしたいと思ってたんだ」

「あ、あの、陛下？　それはいいんですけど……こういう耳かきをするときは膝枕をしてやるんじゃないのですか？」

「それだと耳みみ垢あかが鼓膜のほうに落ちるからよくないって祖ば母あちゃんが言ってたぞ。こうやって真横から搔かき出すのが正しいやり方らしい」

「そ、そうなのですか？（うう……ちょっと期待しちゃったのですが）」

　アイーシャの横髪をかき上げて、特徴的な三角耳に耳かきを挿入する。

「ひゃうっ!?」

　入れた瞬間、アイーシャの身体からだがビクッと震えた。

「動くと危ないだろ。ジッとしていてくれ」

「ひゃ、ひゃい……はううう!!」

　そのまま中をポリポリと搔いてやると、急にアイーシャは身み悶もだえしだした。

「あっ……うあ……はうっ……」

　なんか、凄すごく甘い声が漏れてきた。なんだかイケないことをしている気になる。

「へ、変な声出すなよ」

「だ、だって……そこは敏感な部分で……あああああ!!」

　アイーシャの甘い吐息混じりの声を聞きながら反対側の耳も掃除して、耳かきは終了となった。最終的にはアイーシャは蕩とろけきった顔になっていたけど、どうやら満足してもらえたみたいでなによりだった。……また今度してあげようかな。

　ちなみに、このときのアイーシャの声が外に漏れていたようで、外を通りがかった侍従メイドによって『陛下とアイーシャ殿が自室で【自主規制】していた』という噂うわさを立てられ、その噂を聞きつけた侍中のマルクスは『ついにお世継ぎが』と小躍りして喜んだそうな。

　一方、俺は噂を聞きつけたリーシア、ジュナさん、ロロアから『順番が違う（手を付けるなら第一正妃候補のリーシアから）でしょ！』と糾弾されることとなった。

　アイーシャが事情を説明してくれたおかげでお怒りは解けたけど、妃きさき候補の誰か一人でも粗略に扱ったら他の妃候補たちの怒りも買うというのが身に染みた事件だった。

　もちろん粗略に扱うつもりはないけど……肝に銘じておこう。







　夕方。午後も午前と同様に書類仕事をしていて、そろそろ休憩しようと手伝ってくれていたリーシアを誘って、アフタヌーンティーを楽しんでいた。

　毎日が国王としての重責と戦う日々なので、こんな風にのんびりと、リーシアと二人でとりとめもないことを話しているだけで楽しかった。

　そんな会話の中で、今日のロロアとアイーシャの様子がおかしかったことが話題に上った。一通り話を聞き終えたリーシアはなんだか納得したように頷うなずいていた。

「なるほど……二人とも、さっそく活いかしてるってわけね」

「活かしてる？　なにを？」

「ううん。こっちのことよ」

　尋ねたけど、リーシアは曖昧な笑みを浮かべながら誤魔化した。う～ん……本当になんなんだろう？　すると、リーシアはクスリと笑った。

「でも、二人にアピールされて、ソーマも満更じゃなかったんじゃないの？」

「そりゃあ……まあね。二人とも可愛かったし」

　素直に認めると、リーシアは口元に指を当てて思案顔になった。

「………（二人はヒントがあっていいわよね。私は『思うところはない』って言われちゃったし。嬉うれしかったけど、どんな風にアピールしていいかわからないのよね）」

「ん？　なにか言った？」

　リーシアがなにやらブツブツ言っていたので尋ねたのだけど、リーシアは「べつになんでもないわ」と首を横に振ると、なにかを思いついたようにポンと手を打った。

「そうだ。ねぇ、ソーマ。私にやってみて欲しいことってある？」

「なんだよ、急に」

「いいから。ほら、二人みたいにドキドキするシチュエーションみたいなの」

（リーシアにやって欲しいシチュエーションねぇ……）

　考えてみたけど……意外と難しいな。リーシアって超王道の正統派ヒロインって感じだし、キャラ付けみたいな余計なオプションは蛇足になる気がするんだよなぁ。

　だとすると、変化を加えられるのはリーシア自身ではなく、俺たちの関係性かな。

「なあ、リーシア。俺たちってお互いのことをまったく知らないまま婚約したよな？　しかも自分の意志ではなく、アルベルト殿に勝手に決められる形で」

「まあ……そうね」

「いまはもう、そのことに対して不満はないし、むしろリーシアと引き合わせてくれたことを感謝しているくらいなんだけど……もしも、俺たちが最初から知り合いだったらどんな感じだったんだろうな？　ハルとカエデみたいな幼おさな馴な染じみだったらさ」

　そう尋ねると、リーシアはまた思案顔になった。

「う～ん……『ソーマ』が名前だと勘違いしなかったり？　呼び方は『カズヤ』かも」

「ああ、そうかもな。そして小さいころの思い出とか共有してるんだろうな」

　そして俺たちは試しに幼馴染みっぽい会話をしてみることにした。

「『そういえばカズヤってば昔から部屋の中でお裁縫して、女の子みたいだったわね。もっと外に出てお日様にあたらないと身体にカビが生えちゃうわよ？』」

「『リーシアだって男勝りのお転てん婆ばなのは変わらないだろ。嫁のもらい手がないんじゃないかってエリシャさんが心配してたんだぞ』」

「『いいのよ。そのときはカズヤにもらってもらうつもりだったし』」

「『俺との結婚を仕方なくみたいに言うなよ。小ちっちゃいころは［リーシアね、おおきくなったらカズヤくんのおよめさんになるの］とか言ってたじゃないか』」

「『そ、そんな昔のことなんて忘れたわよ！』」

「『あのころは素直で可愛かったんだけどなぁ～』」

「『あのころはってなによ！　もう、カズヤのバカああ！』」

「『………』」

「『………』」

（（　なにこれ、めちゃくちゃ恥ずかしい!!　））

　一分と演じていないのに俺もリーシアも顔が真っ赤になっていた。

「ああもう、顔が熱い。世の中の幼馴染みってこんな会話を素でやってんのかな？」

「恥ずかしくて死にそうよ。私たちはいまの距離感がいいわね」

　二人して火照った頰を手の平でパタパタと扇あおいでいると、

「いや、ご主人。一番恥ずかしいのはアレを見せられた私だと思うのですが？」

　実は少し離れた位置でずっと見ていた給仕役のカルラに気まずそうに言われて、俺たちはさらに羞恥に悶えるのだった。







　そして夜。毎夕放送している『歌番組』の収録を終えた俺とジュナさんは、その後の打ち合わせを終えてから城内にあるお食事処どころ『イシヅカ』に来ていた。

　ここは夜も深まった時間まで営業しているので、番組の打ち合わせが押して夕飯を食いっぱぐれたときなんかは、よく二人でここに夕食がてらお酒を飲みに来ていた。ここには俺たち専用の個室もあるので、家臣たちの目を気にすることなく飲むことができた。

　もちろん、時間が早ければ婚約者全員で来ることもあるのだけど、その場合はお酒はなしだ。ロロアが飲みたがるからな。一応、この世界では大人が監督する場所でなら十六歳くらい（一人では大体十八歳くらい）から飲めるのだけど、早くから酒飲みになっていいことはないので、ロロアには当分飲ませないことと、ロロアの前でお酒は飲まないことを（将来の）家族会議で決定したのだった。

　そんなわけで普段お酒を飲むのはこういう仕事で遅くなったときくらいだった。

「それでは、今日もお疲れ様でした」

「お疲れ様でした、陛下」

　個室の中で、ジュナさんと葡ぶ萄どう酒しゆの入った木製のカップで乾杯した。仕事で疲れた心と身体に葡萄酒を流し込むと、今日の仕事が終わったことを実感できた……って、完全に思考がサラリーマンだけど、実際、激務なのだからしょうがないだろう。

「今日も素敵な歌声でした、ジュナさん」

「ふふ、お褒めにあずかり光栄ですわ。陛下」

　葡萄酒を飲み、お摘つまみのタコの唐揚げと野菜とスパゲッティーをマヨネーズで和あえたサラダを食べながら、お互いの今日あったことを話す。なんとも楽しいひとときだ。

　しかし、話が今日のロロア、アイーシャ、リーシアの様子に及んだとき、ジュナさんはわずかに目を細めた。笑顔を崩してはいないものの、少し焦りのような物が見えた気がした。どうしたのだろうかと思って見ていると、不意にジュナさんは立ち上がった。

「……お隣、失礼いたします」

　そう言って俺の隣に座った。ロロアのときと同じ行動。もしかしてジュナさんまで「お兄様」とか言ってくるのだろうか。すると、ジュナさんは自分の葡萄酒を一気に飲み干すと、コテッと頭を俺の肩にもたれさせた。えっ、どういうこと？

「あの……酔いましたか？」

「ええ、少し。すみませんが少しこうしていていいでしょうか」

「それはもちろん」

「ありがとうございます」

　それからしばらく無言の時間が続いた。お互いになにも語ることなく、ただ寄り添いながらお酒を飲んでいる。それだけで妙にクラクラしてくる。顔が近いのでジュナさんの髪の匂いが鼻び腔こうをくすぐって、お酒以外のなにかに酔ってしまいそうだった。

　すると、ジュナさんが顔を合わせぬままポツリと呟つぶやいた。

「私は……上手に甘えられているでしょうか？」

「えっ？」

「甘え下手なのは自覚しているんです。寄せられた期待にはできるだけ応えたいと思いますし、それで皆さんが喜んでくださるのなら私も嬉しいです。……ですが、私は陛下には甘えたいと思うんです。お慕いしているからこそ、甘えを受け入れて欲しい」

　本当に酔っているのか、ジュナさんは少しトロンとした目でそう言った。なんでも器用にこなしてしまうジュナさんだけど、こういったところは不器用なのかもしれない。

「甘えてください。俺も、ジュナさんが甘えやすいように頑張りますから」

　そう言いながら頭を撫なでると、ジュナさんは満足そうに微笑ほほえんでくれた。




　―――そして一日が終わる。いろいろあったけど、総じて良い日だった。
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　フリードニア王国の北に位置する『東方諸国連合』は中・小規模国家の集合体だ。

　かつてこの地は中小様々な国が乱立し、ときに同盟を結び、ときに争ったりといったことを繰り返すまとまりのない土地だった。しかし、十数年前に魔王領が出現し、その脅威が間近まで迫るとこの地の中小国家は団結して『東方諸国連合』を結成した。

　統治は連合国内の各国がそれぞれに行っているのだが、各国には国力に応じた兵力の供出が求められている。小規模国家の場合、その保有兵数のうち一割、中規模国家の場合は三割がその目安だ。その供出された兵力によって、国家間の垣根を越えた『東方諸国連合軍（通称「連合軍」）』が組織されている。もし他国や魔王領の脅威が連合の加盟国に迫った場合、その連合軍が派遣されることになっている。

　そんな東方諸国連合の北西端に、魔王領とも、竜騎士の国『ノートゥン竜騎士王国』とも隣接している小規模国家『ラスタニア王国』はあった。

　総人口が二万人程度の小さな王政の国だ。吹けば飛びそうな小さな国でありながら、ノートゥン竜騎士王国と魔王領に接しているのだから、さぞや国民たちはいつ降り掛かるかわからない戦火に怯おびえていることだろう……と、思うかもしれない。

　しかし、実態は少し違っていた。たしかに魔王領に対しては不安があるが、竜騎士王国と隣接していることが逆に彼らを安心させていた。

　ラスタニア王国は東方諸国連合に所属しているものの、竜騎士王国とは昔からの同盟関係にあった。星竜連峰の竜ドラゴンたちと契約を結び、強力な竜騎士を有するノートゥン竜騎士王国は、防衛戦に限定するならばあのグラン・ケイオス帝国とさえ渡り合うことができる実力がある。しかし、その力を使って国土を拡張しようとはしなかった。

　それもまた、星竜連峰との契約によるものだった。




　竜ドラゴンは騎士の伴侶となり、愛竜となって共に戦場を駆ける。

　騎士は竜ドラゴンを伴侶として迎え、その子孫繁栄に協力する。

　ただし騎士が竜ドラゴンの力を我欲に使う場合、この契約は破棄される。




　これがノートゥン竜騎士王国と星竜連峰の契約だった。

　つまり騎士は竜ドラゴンの力を借りる代わりに、竜ドラゴンを妻として娶めとって子作りする、という契約なのだ。星竜連峰の竜ドラゴンが人の姿になれるからこそできる契約だろう。そしてもし、竜ドラゴンの力を我欲のために使い、他国を侵略しようとしたならばこの契約は破棄され、竜騎士王国は星竜連峰との関係を失うことになる。そんな理由から、竜騎士王国は専守防衛の国となっていた。帝国が主導した魔王領への侵攻にもこの国は関わっていない。

　そんな同盟国が近くにあることが、ラスタニア王国にとっての安心材料となっているのだ。魔王領からの脅威が迫ってきても、国土が小さいために竜騎士たちについでに守ってもらえるわけだ。

　だからかはわからないが、ラスタニア王国では、国王も国民も、のほほんとした性格をした者が多かった。国境を接する国を野心溢あふれる者が治めているよりはマシなので、竜騎士王国もこの国民性を歓迎している。東方諸国連合としても、竜騎士王国との外交窓口として機能するのでよしとしていた。

　そんなラスタニア王国の中心都市ラスタにある王館ではいま、一人の男がラスタニア王の前に平伏していた。ちなみに王館とはこの国の王の住居だ。この小さな国に大きな城はなく、国王は城壁都市の内側にある王館と呼ばれる立派な邸宅に住んでいた。

　その王館の謁見の間で膝を突いているのは、三十くらいの浅黒い肌をした男だった。顔にはペイントがあり、ネイティブ・アメリカンのような出いで立ちをしていた。

「そなたが……我が軍に加わりたいと申す者か」

　上座から人の好よさそうな顔をしたラスタニア王が声を掛けてきた。声を掛けられた男は平伏したまま返事をした。

「はっ。北の民の戦士を率いて参りました、ジルコマと申します」

「ジルコマ殿。面を上げてくれ」

　ジルコマが顔を上げると、ラスタニア王のいかにも人の好さそうな顔があった。隣には同じく人の好さそうな顔の王妃様と、少し線の細い可か憐れんな姫君が微笑んでいる。ラスタニア王はジルコマをやさしい目で見ていた。

「そなたらを歓迎しよう。この国は小さい。兵士の数も少なく、戦ともなれば一般市民たちにも武器を取らせなければならないほどだ。北の民の男は勇壮と聞く。そなたらが祖国に還かえるまでの間だけでも、力を貸してくれるならば心強い」

「はっ。この国に置いていただけるご恩を、この国のために戦うことで報いつつ、いつか故郷へと還れるその日を待ちとうございます」

　ジルコマはもう一度頭を下げながらそう言った。

　あの日、フリードニア王国に逃れた難民たちの長おさの座を妹のコマインに譲ったジルコマは、難民たちの中でとくに帰還意識の強い強硬派を率いてこのラスタニア王国へと来ていた。ラスタニア王国の募兵に応じ、この地にて故郷を奪還できる日を待つためだ。

　ラスタニア王は立ち上がるとジルコマのそばに歩み寄り、その肩に手を置いた。

「うむ。なにもない国ではあるが、いつかそなたらの願いが叶かなうその日まで、この国を第二の故郷と思ってくれたら嬉うれしい。そなたらを率いることになる部隊長には明日引き合わせよう。今日はゆっくり休まれるがよい」

「ははっ」

　ジルコマは平伏した。ジルコマからみてラスタニア王は、ソーマのような為政者としての安定感こそないものの、寛大な好人物であるように思われた。少なくとも難民の出である自分たちを酷使し、使い潰すような人間ではないだろう。

　そのことに安あん堵どしつつ、ジルコマはラスタニア王との謁見を終えた。







　国王との謁見が終わり、ジルコマが王館内の廊下を歩いていると、柱のところに誰かが立っているのが見えた。白いフードを深々と被かぶったその人物は柱にもたれながら腕組みをしていた。フードで顔がわからず、線は細いがおそらく男性だろう。

　ジルコマがその男の前を通過しようとしたとき、

「貴殿が難民兵たちを率いてきたものか？」

　そう声を掛けられた。ジルコマは眉根を寄せた。

「そうだが……なにか？」

　王様は人の好さそうな御お方かただったが、配下はそうでもないのだろうか。

　もしかして難民である自分たちが戦力として加わることを、快く思っていない家臣が釘くぎでも刺しに来たのだろうか。ジルコマがそんな風に思っていると、男はジルコマの警戒を察したのか詰問口調を改めて言い直した。

「ああ、すまない。少し尋ねたいことがあるだけなのだ。貴殿たちはエルフリーデン……いまはフリードニアだったか？　そこから来たと聞いている。相違ないか？」

「……ああ。そのとおりだ」

　どうやら隔意はないようなのでジルコマは素直に答えた。どうもこの男はフリードニア王国のことを気にしている風である。一体何者なのだろう。ジルコマが訝いぶかしく思っていると、フードの人物は半分自嘲気味に笑った。

「しかし、お前たちも物好きだな。あの国、フリードニア王国は……忌々しいが、いまは安定しているだろう？　せっかくあの国まで逃れられたというのに、わざわざこんな最前線の小国の募兵に応じるなんてな。私には理解できん」

「……この国の人間の言葉とは思えないのだが？」

「私は客将だ。この国の人間ではないから思ったことを言わせてもらっている」

　ジルコマはなんだか面倒な人間に絡まれたものだ、と思いながらも答えた。

「……たしかにソーマ王は故郷への帰還を一時諦める代わりに、フリードニアの国民となる道を示してくださった。だが難民たちの中にはそんな方針を受け入れられない者たちもいた。あくまでも故郷への帰還を望む者たちだ。そんな者たちを王国に残していては、王国民としての安寧を得ようとしている他の難民たちの妨げになる。だから私が率いて、北へと戻ってきたのだ」

「保障された安寧をわざわざ捨てる時点で理解に苦しむが……それならばなぜ、この国を選んだのだ？　小さな国だ。給金がいいとはいえないぞ？　それに、ラスタニア王は温厚な人物ではあるが覇気はない。先代のエルフリーデン王を彷ほう彿ふつとさせる凡庸な御仁だ。この国で待っていても、魔王領に攻め込める日はこないぞ」

「……魔王領に攻め込めるだけの力を持つ国はない。どこの国に行っても、防衛戦力として飼い殺しにされるだろう。ならばせめてもと、故郷に一番近い国を選んだのだ」

「故郷……故郷、か」

　故郷と聞いてフードの男は腕を組みながら唸うなった。

「それは……安寧を捨ててまで求める価値があるものなのか？」

「？　なにを言われる。貴殿にだって故郷はあろう？」

「それはあったさ……。……いや、いまもあるにはあるんだが……私は、故郷から捨てられた身だからな……」

　フードの男はどこか冷めたような声音でそう言った。

　そこに悲しみの色は見受けられなかったが、困惑や迷いのようなものがあるのは感じ取れた。するとフードの男はなにやらぶつくさと考え込みだした。

「私たちは故郷の民のためにと戦ったはずだ。それなのに……民心は離れていた。いや、違うのか？　私たちの戦いは民の意思ではなかったのか？　しかし、私たちは故郷の望んだように動いていたはずだ。いや……その望みさえ、本当は違っていたのか？　民たちが本当に望んでいたことは？　父上や私に望まれていたことは？　それがわかっていなかったから私たちは……私は負けたのか……？」

　ジルコマには彼の言っていることはさっぱり理解できなかったが、彼がなにかの答えを求めて自問自答を繰り返していることだけはわかった。

「貴殿はずいぶんとブレているな。そんなに自分に自信がないのか？」

「……自信？　そんなものはだいぶ前に打ち砕かれたさ」

　そう言うと、フードの男は自嘲気味に笑った。

「かつての私は自信に満ちあふれていた。しかし、その自信は故郷に捨てられたとき、粉々に打ち砕かれた。故郷のためだと思っていたことが故郷のためにならず、愛し愛されていると思った者たちに裏切られた。当初は私を裏切った者たちを……故郷を恨んだ。しかし、自問自答を繰り返していくうちにわからなくなった。私が正しいと信じてきたことが本当に正しかったのか。そう考えていくうちに、自分自身を信じられなくなった。国とはなんだ？　王とはなんだ？　王は国の意思ではないのか？　民とはなんだ？　民意とはなんだ？　民と民意は違うのか？　なぜ王位と民意がずれたのか？」

　ひたすらに自問自答を繰り返すフードの男を見て、ジルコマはまるで求道者のようだと感じた。道に迷い、道を求め続ける者。ただ話している言葉の内容から、ただ道を求め続けているだけの人物でないこともわかった。『王』や『民』といったものにまで考えを巡らせるこの男は……もしかしたら、もとは身分の高い人物だったのではないだろうか。

「貴殿は……一体何者なのだ？」

　ジルコマが尋ねると、男は被っていたフードを取り払った。

「……私はユリウス・アミドニア。もうこの家名にはなんの意味もないがな。フリードニア国王ソーマに敗れ、妹に国を奪われたマヌケな男だ」







[image: ]




　―――大陸暦一五四七年三月中旬・王都パルナム




　日が沈み、夜のとばりが降りたばかりの王都を走る三つの人影があった。

　影たちは光を避けるかのように、ヒガリゴケの街灯のない路地裏を進んでいく。なにかに追われているかのように、何度も何度も振り返る様子が見受けられた。すると、

「ぐっ」

「「　くっ！　」」

　影のうちの一人が倒れ伏した。その背中にはククリナイフ（刀身が曲がっている小刀）が突き立っていた。追っ手はもうすぐそばまで迫っている！　瞬時にそう悟った二つの影は、このまま纏まとまっていては危ないと左右別の方向へと分かれて走り出した。

　後ろから迫っていた気配はすべて左に逃げた者のほうへと行ったようだ。右に逃げた影は分かれた仲間に同情するも、逃げ切れそうなことに安堵した。しかし、

「……!?」

　影は立ち止まった。行く手にただならぬ雰囲気の大男が立ちはだかっていたからだ。

　その男の姿は不気味で異様だった。大柄で逞たくましい肉体に黒塗りの甲かつ冑ちゆうを着込み、顔には黒い剣虎ソード・タイガーを模した覆面を着けている。まるで物ものの怪けのようだ。

「『パルナムの黒虎』……」

　影は思わずそう呟つぶやいた。昨今、〝草〟の間で噂うわさになっていることがあった。

　フリードニア王国の王都には黒き虎がいて、それを見た〝草〟は帰還できないというものだった。見た者は帰還できないはずなのに、なぜそのような者がいるとわかるのかと言えば、その黒き虎は〝草〟だけを的確に仕留め、その姿を偶然見てしまったある商人には手を出さなかったからだ。その商人の朧おぼろ気げな証言と、同時刻、消息をたった〝草〟の状況から判断して、王都にそういった存在がいるという噂が立ったのだ。

　そしてこうも言われている。もし密偵中にパルナムの黒虎に出会ってしまったら、なににおいてもまず逃げよ。その者は戦って勝てるような相手ではない、と。もっとも、その噂は「……まあ、逃げられたらの話だがな」という言葉で締められるのだが。

　影は噂の黒虎と遭遇し、その噂が真実であると確信した。

　ただ立っているだけなのに、どこにも隙が見つからない。まるで数十年もの間、前線を護まもってきた歴戦の古ふる強つわ者もののような佇たたずまいだった。

『投降せよ。我が主あるじにも慈悲はある。抵抗しなければ貴君の身の安全は保障しよう』

　覆面の影響か、くぐもった声でそう言う黒虎。その言葉は相手を気遣うようなものではなかった。どこまでも形式的に、最後通つう牒ちようを突き付けたにすぎない。

　しかし、追い詰められているはずの影は〝笑った〟。

「～～め。我らは命を惜しまぬ」

　そう言うと影は腰から二本のショートソードを抜き放ち、黒虎に躍りかかった。

　二本の剣が黒虎へと迫る。しかし、黒虎は落ち着いた様子で腰に下げた〝大太刀〟を抜き放つと、その男を袈け裟さ斬りに一刀両断した。すると、

『!?』

　次の瞬間、二つに分かれた男の身体からだが炎に包まれた。

　最初から死んで自らの口を封じ、身体を燃やすことで証拠隠滅をはかったのだろう。

　黒虎は苦々しい気分のまま太刀に付いた血を振り払い、鞘さやに納めた。見事な忠義と、かつてだったら思ったかもしれない。しかし、いまの黒虎にはそうは思えなかった。忠義の死に意味があるとすれば、それは悲しんでくれる主君がいてこそだろう。このように、配下の命を使い捨てにするような主君のために死んだとて無駄死になだけだ。

「カゲトラ様」

　気付けば黒虎……カゲトラの周りを、黒覆面の男たちが取り囲んでいた。フリードニア王国を闇から護る、ソーマ直属の精鋭諜ちよう報ほう工作部隊『黒猫』のメンバーだった。

『……残りは？』

「ここと同じ状況です」

『そうか……』

　カゲトラはしばし考え込むと、配下の黒猫部隊に命じた。

『後始末を頼む。拙僧はこのことを陛下に報告する』

「「「　はっ！　」」」

　散開する黒猫部隊を見届けたカゲトラは、さきほどの影の言葉を思い出していた。

『―――不信心者め』

　カゲトラだから辛うじて聞き取れるくらいの小声で、あの影はそう呟いていた。

（不信心者、か。これはまた……面倒なことになりそうだ）

　そんなことを思いながらカゲトラは闇に紛れた。




　◇　◇　◇




　―――それから三十分後・パルナム城の政務室




　もうだいぶ暖かくなってきた三月の宵。

　今日も今日とてリーシアに手伝ってもらいながら書類仕事をしていて、夕飯時だしそろそろ切り上げようかと話していたときのことだ。

　不意にテラス側のガラス戸が開いた。ビックリして振り返ると、そこにはブラックメタリックの鎧よろいを血で染めたカゲトラが立っていた。部屋にいるのが俺たちだけでよかった。たまに給仕に来る侍従メイドたちがこの光景を見たら卒倒するんじゃないだろうか。

　まあ、他に人がいない時間を狙ってはいるんだろうけど。

「っ!?　血がっ」

　リーシアが血を手近な布で拭こうとしたけど、カゲトラはそれを手で制した。

『返り血です。姫のお手を煩わせることではありませぬ』

「そう……ですか」

『それと……陛下に頂戴したこの大太刀は見事な切れ味でした』

　カゲトラは腰に佩はいた大太刀の鞘に手を当てて、俺に頭を下げた。

　そういえば九く頭ず龍りゆう刀の研究中に試作された大太刀をカゲトラにあげたんだっけ。切れ味＋斬撃の範囲向上のために作られたのだけれど、その長さが災いして、生半可な身長の者では扱いにくい（鞘から抜けない、等）武器になっていたのだ。カゲトラくらい身長があれば問題ないだろうと下賜したけど、役に立ったのなら良かった。

「まあ、お前が無事ならそれでいいよ」

　半ば呆あきれ気味にそう言うと、覆面の内側からなにやら小さく笑う声が聞こえた。

「……なんだ？　なにかおかしなことを言ったか？」

『ふふっ……拙僧はよき主君に恵まれているなと思いましてな』

「？　なにかの皮肉か？」

『いいえ、本心にござる』

　なにか思うところでもあったのか、カゲトラは機嫌良さそうにそう言った。

　なんだか腑ふに落ちないけど……まあ、いまはそんなことよりもだ。精鋭諜報工作部隊『黒猫』の長おさが、ただの世間話のためだけに会いに来るわけがない。

「それで、なにか報告があるのだろう？」

『はっ。昨今、〝草〟の動きが活発になっております』

　草……密偵か。つまり最近、他国の密偵が城下で暗躍していると。

「グラン・ケイオス帝国か？」

『帝国ならばこのような苦労はしませんな。ある程度の〝繫つなぎ〟はとれていますし、殺し合うような事態になる前に手を引くでしょう』

「繫ぎって……取引とかしているのか？」

『第三国に対する情報の交換は頻繁に行っております』

「闇には闇のルールがあるってことか……」

　これは下手に口出しせずに任せたほうがいい分野だな。

「じゃあ暗躍している密偵というのは、どこの国のヤツらだ？」

『隠滅されたので証拠はありませんが……おそらく正教皇国かと』

「……『ルナリア正教皇国』か」

　ルナリア正教皇国。ルナリア正教の教皇が治めている宗教国家だ。最近の話ではアミドニアに住む信徒を煽あおって反乱を起こさせ、それに介入しようとしていたっけ。

「でも、うちは『正教皇国』とは表だって敵対してはいないんだが？」

『密偵とは敵国のみに派遣するものではござらん。たとえ友好を結びたい国であっても、情報収集や交渉の地ならしのためには、密偵を派遣するもの』

「ふむ……じゃあ、その動きが活発になっているということは……」

『おそらく、近いうちになにか動きがあるのかもしれません』

「厄介だな……」

　俺はロロアと初めてあったときに、ロロアが言っていたことを思い出していた。

『あの国は星竜連峰とグラン・ケイオス帝国を嫌っとるからな』

『ルナリア正教では「聖人」・「聖女」の認定は教皇の専決事項ってことにされとる。実際、ルナリア正教内にも「聖女」って呼ばれてる女はいるみたいやしな。だからルナリア正教皇国にとって、マリア殿は聖女を詐称している許し難い悪女っちゅうわけや』

『国力が増大したエルフリーデン王国を、正教皇国が放っておくとは思われへん。どこかで必ず接触をもってくるはずや。もしかしたらソーマはんに「聖王」とか適当な名前をあたえといて、帝国との争いに引きずり込もうとするかもしれへん』

　もしロロアの言ったとおりだとしたら……また面倒なことになりそうだ。




　―――その数日後。ルナリア正教皇国の聖女から謁見の要請がもたらされた。




　◇　◇　◇




「……というわけで明日、ルナリア正教皇国の聖女と謁見することになりました」

『そうですか……』

　パルナム城内にある『玉音の間』。そこで簡易受信機に映し出されたグラン・ケイオス帝国女皇マリア・ユーフォリアの美しい顔かんばせが愁いに沈んでいた。人類側では最強の国家である帝国にとっても、ルナリア正教皇国の動向は気になるところなのだろう。

　正教皇国の聖女から謁見したいとの要請が届けられたのが一週間前、その聖女が王国に入ったとの連絡が入ったのが昨日のことだ。そして明日、俺はその聖女と謁見する手はずになっている。この事態に対し、俺はハクヤとマリアの妹君ジャンヌのラインを通じて、急きゆう遽きよマリアとの放送トップ会談の場を設けることにしたわけだ。

　ルナリア正教の聖女がわざわざ世間話をしにくるわけがない。

　相手になんの思惑があるのかはまだわからないけど、我が国にとってはともかく、正教皇国から敵視されている帝国にとって良い話にはならないだろう。だからこそ、マリアに事前に連絡を取って、秘密同盟の盟友として連携を強化しておきたかった。あとで聖女と会ったことを知られて要らぬ邪推もされたくないしな。俺はマリアに尋ねた。

「帝国の聖女様も、もう一人の聖女は苦手ですか？」

『……私を聖女と呼ばないでください。フリードニア大王』

「うっ……」

　見事なカウンターで返された。まあ望みもしない持ち上げられ方は、された側にとっては迷惑なだけだからな。……俺はイカでもグソクムシでもデデデでもないし。

　そんなことを思っていると、マリアは艶っぽい仕草で溜ため息いきを吐ついた。

『正教皇国の聖女とは会ったことがないのでなんとも言えませんが……国民たちが勝手に呼び始めたことについて、私に文句を言われても困ります』

「……正教皇国側から打診はなかったのですか？　俺が正教皇国の人間なら、マリア殿がそれだけ聖女としての名声を得ているのなら、自前の聖女を押すよりもいっそマリア殿を聖女に任命したほうが早いと思うのだですが？」

『ああ……そういえば、そんな話もありましたね。断りましたけど』

　マリア殿はあっけらかんとした様子でそう言った。

「断ったんですか？」

『逆にお尋ねしたのですが、ソーマ殿なら受けますか？』

「絶対に断りますね」

『そうでしょう？』

　マリア殿はやわらかく、それでいて少し切なげに微笑ほほえんでいた。

『聖女となってなにをしろというのですか？　一体誰に、どのような号令を掛けるのですか？　正教皇国は大義名分を掲げて、弱者を守るためと言いながら人々を闘争へと駆り立てています。そのようなものの旗頭にはなりたくありません』

　それは超大国を背負って立つ女性の覚悟が見える言葉だった。

『帝国を預かる女皇という身分ですが、私はあくまでも人です。私は聖女として崇あがめられるよりも、人のまま、人として、人に愛されたいです』

　人のまま、人として、人に愛されたい……か。

　俺は同意を示しながら、彼女の言葉を胸に深く刻み込んだ。




　◇　◇　◇




　ルナリア正教皇国についてさらに詳しく語ろう。

　ルナリア正教の総本山であり、ルナリア正教の教皇が治めているこの国は、大体エルフリーデン王国と同じくらいの歴史がある宗教国家だ。大陸の混乱期を、エルフリーデン王国では勇者でもある初代国王が、様々な種族を纏まとめ上げて建国し乗りきったのに対し、ルナリア正教皇国は宗教の力で団結し乗りきったと言われている。

　教義である『弱者救済』などはこのときの経験を元にしているようだ。

　そもそもルナリア正教とは、『月の民ルナリアン』という種族が信仰していた宗教なのだそうだ。

　その『月の民』なのだが、もとからこの大陸にいたのではなく、外からやってきた種族であると言われている。その外とやらが九く頭ず龍りゆう諸島のような島を指すのか、それとも俺がいたような異なる世界なのかはわからないが、伝説としては空に浮かぶ月から来たとされているためにこの名称で呼ばれているようだ。

　その『月の民』の信仰対象は彼らの故郷とされる『月』であり、彼らは『月神ルナリア様』として崇めている。『月神ルナリア様』は『月』として頭上に輝いているため、偶像化することは禁止しているそうだ。また正教皇国の首都にあるルナリア正教の中央教会本殿には、その月の神託が刻まれていると言われている『月の碑文ルナリス』という物があるそうだ。

　最初は月の民しか信仰していなかったのだが、大陸の混乱期には人々の心のよりどころとして他民族・他種族にまで浸透し、信徒の数を増やしていった。その後、同教内で宗派対立などがあり、正統・異端論争などもあったらしいが、いまの『ルナリア正教』の形に落ち着くころには、大陸において母竜信仰と人気を二分する一大宗教となっていた。

　教義としては『弱者救済』と『相互扶助』を掲げている。

　困ったときはみんなで助け合いましょう、というわかりやすさが信者を獲得していった理由なのだろう。信徒たちはその教義どおりに恵まれない人々に対しての募金活動や、貧しい人々に対して炊き出しなどの事業を行っているようだ。

　このことを見ればわかってもらえると思うけど、ルナリア正教と正教徒自体は無害なのだ。しかし、『正教皇国』という国の形になると途端にきな臭くなる。

　各国に住んでいる信徒を用いてその国の政治に介入したり、反乱を起こすよう煽ったりしているという話だ。重ねて言うが、信徒自体は無害で純粋に弱者のために献身している者もいる。それらを一緒くたに取り締まることはできないし、そもそも宗教とは弾圧すればするほど加熱してしまうものだ。どんなに強大な軍事力を持っている国でも、兵士がルナリア正教を信仰していたら、正教皇国と敵対関係になった途端に治安は危うくなる。

　ことほど左様に、権力と結びついた宗教は厄介なのだ。




　―――大陸暦一五四七年三月末




　この日、そんな『ルナリア正教皇国』の聖女が俺の前に立っていた。

（……なるほど。たしかに聖女だな……）

　いや、他になにかないのかと思うかもしれないけど、その少女を形容するには『聖女』以上に適切な言葉はなかった。それほどまでに肩書きが体を表していたのだ。

　歳としは十八歳前後。整った顔立ちに、潤んだ艶っぽい瞳。髪は銀色で、二つお下げに結んでいる。隣に立つアイーシャが思わず感嘆の声をもらすほどの美少女だった。修道服に身を包んでいるその姿は、まさに聖女と言っていいだろう。

　いま、パルナム城の『謁見の間』にいるのはごくわずかな人数だけだ。これは正教皇国側がごく少人数での面会を希望してきたためだった。

　正教皇国側からは聖女一人のみが俺との謁見に臨むという。だから玉座につく俺の左右には第一正妃候補のリーシアと、第二正妃候補兼護衛のアイーシャが帯剣した状態で控え、俺と聖女の中間あたりに宰相のハクヤが立っているだけだった。もしこの少女が聖女を装った暗殺者だったとしても、アイーシャがいるから大丈夫だろう。

　まあ……数段下の絨じゆう毯たんに立つ美少女を見るかぎり、その心配はなさそうだ。リーシアたちで耐性ができていなかったら、目があっただけで見み蕩とれていたかもしれない。

（………ん？）

　だけど……なんでだろう。彼女の容姿が高スペックだと思うのとは裏腹に、なぜかあまり魅力を感じられなかった。それどころか彼女を見ていると妙な違和感を覚えた。可愛かわいらしい女の子だとは思うのだけど……なにかが引っ掛かっている。

　俺はそんな違和感を抱えながら、努めて冷静を装ってその聖女に告げた。

「ようこそ。ルナリア正教皇国の聖女殿。私が国王のソーマ・カズヤだ」

　するとルナリア正教の聖女は丁寧な仕草でお辞儀をした。

「フリードニア大王陛下には御機嫌麗しく。私めはメアリ・バレンティと申します。本日はルナリア正教皇国の使者として参りました。急な申し出にもかかわらず、このように謁見を許可していただいたこと、教皇様に成り代わりまして心より御礼を申し上げます」

　メアリ……名前の響きもマリア殿に似ているな。それに口上も丁寧だ。

　もっと上から目線で「我らの神を信じなさい」とか言ってくるのかと思っていたけど、肩すかしを食らった気分だ。まあ……さすがに一国の王に対して、初対面では高圧的な態度も取らないか。メアリは顔を上げると、真っ直すぐに俺の目を見ながら言った。

「大王陛下のご活躍はルナリア正教皇国にも届いております。勇者として召喚されて一年足らずの間に、エルフリーデン王国を立て直し、アミドニア公国を打ち破り、その国土を併合なされました。まさに勇者の偉業でしょう」
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「……買いかぶりだ。勇者らしいことはしていない。王国を立て直せたのは配下に恵まれたおかげだし、アミドニアを退けはしたが、併合したのは完全にその後の流れだ」

「流れとは人知の及ばぬ運命。陛下には神のご加護があったのでしょう」

　神のご加護ねぇ……宗教家らしいご意見だ。納得はしないけどな。

「いいや、この流れはあくまでも一人の人間によって起こされたものだ。称たたえられるべきは俺ではなく、一世一代の英断を下したアミドニア公女のほうだろう」

「ロロア・アミドニア殿ですね。まだお若いながら二つの国を相手取って、国民にとっての最高の利益を引き出されました。同じ女性として憧れてしまいます」

　……そのロロアはキミの国のことを嫌いだと思うけどね。

　ロロアの兄であるユリウスがアミドニア公王をやっていた時期、正教皇国は公国内の信徒を煽あおって反乱を起こさせた。その反乱はユリウスが鎮圧したのだが、自国民が血を流す結果になったことをロロアは怒っていた。

　本当なら第三正妃候補であり、この国の財政を担っているロロアにもこの場にいて欲しかったのだけど、正教皇国への悪感情を考慮してジュナさんたちと一緒に政務室に控えてもらっている。それを表に出すような子ではないけど、我慢はさせたくないからな。

　しかし……この子はどこまで本気で言ってるんだ？

　口調は淡々としていて特別な感情は読み取れない。なにか企たくらんでいる風でもない。

　自国の行いを知った上でこんな口上ができるならとんだ食わせ者だけど、自国の行いを知らない温室育ちの『脳内お花畑』という可能性もある。……いや、そのどちらかならばもっと感情が見えるはずか。彼女は平淡すぎる。

　前者なら相手を欺いてやろうと、自分は誠実ですよアピールをするだろう。

　後者なら自分は正しいことをしに来たのだと、張り切る感じがあってもいいはずだ。

　しかし、メアリの態度はまるで当たり前のことをしに来ましたと言わんばかりだ。国の使者とは本来そういうものなのかもしれないけど、それにしても彼女の場合はそれが極端すぎる気がする。だんだんと胸の中の違和感が大きくなっていくのを感じた。

「それでメアリ殿。本日はどういった用件があって参られたのか？」

　その違和感を顔に出さないためにも、ストレートに聞いてみた。

　するとメアリは「あら、そうでした」と素直に頭を下げた。

「本日は陛下にお願いがあってまいりました」

「お願い？」

　嫌な予感を感じながら尋ねると、メアリは邪気を感じさせない笑顔で答えた。

「我がルナリア正教を、フリードニア王国の国教にしていただきたいのです」

（国教……）

　国家宗教。地球の先進国では軒並み廃れた概念だ。たしか国家が国を挙げて保護し、信仰する宗教のことだったと思う。その宗教の祭事を国家の行事とするんだっけか。

　……どの道、多種族国家であるうちでやるのは現実的ではない。

「メアリ殿。貴女あなたは自分がなにを要求しているのかわかっているのか？　多種族国家であるうちが一つの宗教を優遇したら、国家を割ることになるのだぞ。貴女は俺にそんな愚を犯せというのか？」

　俺は少し語気を強めて言った。貴女の言動に苛いら立だっているとアピールするためだ。これでも俺は大王と呼ばれるくらいは権威を得ている。小物だったらこれだけで怒らせてはまずいと下手に出たことだろう。しかし、彼女はまったく表情を変えなかった。

「優遇して欲しいわけではありません。そうしてくださるならありがたいことですが、まずは国教としてくださるだけで結構です。我らルナリア正教は他者に対して寛容であることを説いています。それは他宗教に対しても同じです。他宗教の信徒を追い出したり、改宗を求めるようなことはしません」

　するとメアリは手の平を天井のほうへと翳かざして見せた。

「空の月は季節で趣が変わり、日にちや見る場所によっても顔を変えます。また月の模様は見る人によって、動物に見えたり、人に見えたりするものです。信仰とて同じこと。見え方が違っていても、神を信仰していることにはかわりません。私たちにはルナリア様に見えるものが、異教徒の方には違うものに見えるだけのことです」

「………」

　ずいぶんとまあ詩的なご意見だな。その意見が本心からの言葉ならば、たしかに寛容だけど……国としては実態が伴っていないように思えるんだけどなぁ。

「だが、星竜連峰のマザードラゴンを信仰する、母竜信仰は認めていないのだろう？」

「神とは空にあり、心の内にあるもの。実在するものを祀まつるのは、ただその存在の力を怖おそれているだけです。母竜信仰の信者にマザードラゴンがなにをしてくれるというのです。星竜連峰はノートゥン竜騎士王国としか国交を持っていないではないですか」

「自分より大きく、強いものに抱く畏怖が信仰になるのは自然なことだ。マザードラゴンは人知の及びもしない、自然そのものの象徴なんじゃないか？」

「考え方の違いです。我々は神が人を思い、人が神を思う絆きずなが信仰と考えます。我々には母竜信仰はマザードラゴンへの横恋慕に見えます。それを信仰とは認めることはできません。無論、そういった考えを持つ人々がいることは理解しております」

　淡々とそう語るメアリ。別段、おかしなことは言っていないか。むしろ理路整然としている印象を受ける。これが一個人としての意見だとしたら、一度ゆっくりと語り合ってみたいとさえ思えるほどだ。……ただ、いろいろ前提が違う。

「……ちょうど良い機会なので、意見を聞きたいことがあるのだが？」

「なんでしょうか？」

「昨今、この王都に頻繁に他国からの密偵が放たれているようなのだが……？」

「この国にでしょうか？　安定しているように見えるのに意外です」

　やはり顔色一つ変えずにそう言うメアリ。さっきから感情の起伏は一切見えない。こうなってくると、本当に正教皇国の暗部を知らないんじゃないかと思えてくるな。

「その密偵が、こちらの配下の者に討たれる瞬間、『不信心者め』という言葉を残したそうだ。おそらくいずこかの宗教の信者だったのだろう。同じように神を崇あがめる者として、メアリ殿には密偵が残した言葉の意味がわからないだろうか？」

「私はその密偵ではないのでわかりかねますが……」

　メアリは少しだけ考え込むと、とくに気負うことなく言った。

「おそらく、自分の使命を神の与えた試練と思っていたのでしょう。それを妨げる者は神を信じない者。つまり不信心者だと認定したのだと思います」

「つまり、相手が異教徒かどうかは関係なかった？」

「お話を聞き、そのように感じました。勝手な私見ではございますが」

「……いや、参考になった」

　……なんだろう。ますますわからなくなってきた。

　メアリの話す言葉に思惑っぽいものは感じられない。聞かれたことには真面目に答えている。……というか、これは交渉なんだろうか？

　交渉とはお互いに目的があって、そこに向かって意見を擦り合わせるものだ。だからこそ不利になるような情報は隠し、有利なほうへと話を持っていこうとする。そういった指向性のようなものが、彼女の言動からは一切感じられないのだ。

「……話を戻そう。ルナリア正教を我が国の国教に、ということだったな？」

「はい」

「それで我が国になんのメリットがある？　それに他宗教に関して寛容というなら、誰がなにを信仰していてもいいはずだ。ルナリア正教側が国教化を求める理由は？」

「一つめの問いにお答えします。ルナリア正教を国教としていただけるなら、こちらには大王陛下を『聖人』と認定する用意があります。大王陛下は国王でもあらせられるので『聖王』ということになります。また正教皇国からは私めが、専属司教として派遣されることになるでしょう。神に仕えるように聖王陛下にお仕えいたします」

　そう言って、メアリは頭を下げた。……大方はロロアの想像どおりか。

　まさか聖女自身まで仕えに来るとは思わなかったけどな。

「……まるで嫁ぎに来るみたいな言い方だな」

「聖王陛下がそれをお望みならば、この身如い何か様ようにしていただいてもかまいません。神にお仕えするように身も心も貴方あなた様に捧ささげましょう」

「俺はまだ聖王を受けるとは言っていないぞ」

「差し出がましいことを申しました」

　もう一度、頭を下げるメアリ。悪びれる様子もない……というより、悪いことをしたのかさえわかっていないような顔だ。嫁ぎに来る、ってところで横にいたアイーシャはピクッとなっていたけど、リーシアは動じていないようだった。ただただ、真剣な表情でメアリを見ていた。リーシアの目にはメアリはどう映っているんだろう？

「それで？　俺が『聖王』になって『聖女』が派遣されたとして、この国にどんなメリットがあるっていうんだ？」

「この国の規模はいまやグラン・ケイオス帝国に比肩しうるくらいに高まっております。これもソーマ陛下の徳の賜たま物ものでしょう。ここでさらにルナリア正教の権威を得れば、この国は帝国さえも凌りよう駕がする力を得ることができます」

「また大きく出たな。だが、国土も国力もまだまだ帝国のほうが上だぞ？」

　まあ、技術力だけなら一部抜いてる面もあるんだけど、ここは黙っておこう。

　しかし、メアリは静かに首を振った。

「帝国に住む国民の四割はルナリア正教徒です。かつての拡張期に星竜連峰と争った帝国では、母竜信仰はそこまで盛んではないため、この数字となっております。つまり国民の半数近くがルナリア正教徒ということなのです。もし、この国が帝国と争う事態に陥った場合、我らの権威が有れば帝国を割ることも可能になります」

「……怖いことをサラッというな。こちらに帝国と争う意思はないぞ」

「たとえばの話でございます。つまり帝国さえも凌駕できるような、人類側における最大の力を得ることができると申し上げているのです」

　……うん。まあ、中・近世ヨーロッパの君主とローマ教会の関係を見れば、わからない話でもない。君主の持つ権力と教会の持つ権威を併せて、国を統治し外敵を払う。手っ取り早い方法ではあるだろう。もっともその後に起こる君主と教会とのパワーバランスをめぐる争いに目を瞑つぶればだけどな。……だけどいま、俺たちは時代を前に進めようとしているんだ。古き時代に戻すような真ま似ねはしたくない。すると、

「少しよろしいでしょうか」

　そこまで黙って成り行きを見守っていたハクヤが声を上げた。

「聖女殿には申し訳ないのですが、少しだけ、陛下と話したく」

「どうぞ」

　聖女の了承をとってから、ハクヤは俺のそばまで近寄ってきた。そして玉座に座る俺の耳元に顔を寄せ、小声で話しかけてきた。

（「調子が悪そうですね。陛下」）

（「ああ……なんでか調子が出ないんだ。彼女に対しても妙な違和感を感じているし」）

（「……そのことなのですが、ここは分けて考えるべきなのかもしれません」）

（「分ける？」）

　ハクヤはコクリと頷うなずいた。

（「さきほどから観察していましたが、彼女は感情が乏しいように思われます」）

（「ああ、それは俺も感じていた」）

（「正教皇国にはなにか目的があって彼女を送り込んできたのでしょうが、メアリ殿はそのことについてはなにも知らないのではないでしょうか。彼女はただ聖女として、正教皇国上層部の意向を伝えに来ただけの、伝書クイのような存在なのでは？」）

（「っ!?　ただのメッセンジャーってことか」）

　メアリは交渉役じゃなかったのか！　どうりで……彼女と話していて交渉している感じがしなかったわけだ。きっと、こう質問されたらこう答えるようにという模範回答が決められていて、それに則のつとって交渉を行っていたのだ。だから「密偵の心理」とか、聞かれると思わない質問には素直に答えてしまったのだろう。

　もしくは、そういった質問に対しては、素直に答えるように教えられているのかもしれない。たとえば交渉相手が巧みに重要情報を聞き出そうとしても、そもそも教えていなければ素直に「わからない」と答えるだけだろうしな。これはもう交渉じゃない。文章読み上げソフトにメールを読み上げさせているようなものだ。俺はチラリとメアリを見た。

　彼女はこちらの視線に気付くと、無表情のまま小首を傾かしげた。

（……なるほど。たしかに『ＤＩＶＡ』みたいな子だ）

　俺のいた世界には『ＤＩＶＡ☆ろいど』という擬人化された文章読み上げソフトがあった。女の子の合成音声で自由に文章を朗読させたり、歌わせたりすることができることで話題となり、とくに動画サイトなどで一大ムーブメントを巻き起こしたっけ。可愛かわいい女の子のイラストも付けられて、バーチャルアイドルとしてライブも開催されていた。

　メアリと話していると、それと話している気分になるのだ。

（「ハクヤは……このあとはどう交渉するべきだと思う？」）

（「さきほどの質問の、二つめの答えを尋ねてみるとよろしいかと。ただし、推し量るべきは彼女自身ではなく、正教皇国自体の意向ということになりますが」）

（「……わかった」）

　ハクヤが元の位置に戻るのを確認してから、俺はメアリに語りかけた。

「お待たせした。ところで、さきほどした二つめの質問にはまだ答えてもらっていなかったな。ルナリア正教側が国教化を求める理由はなんなんだ？」

「全人類のためです」

　メアリは臆することなくそう言い放った。

「大陸の北方は魔王領となっています。いま現在は拡大は止まっているようですが、魔王領が存在するかぎり人類側に安寧はありません。安寧を得るためには魔王領へと攻め込み、その元凶を駆逐することが不可欠です。しかし、魔王領の魔物は手て強ごわく、一国で相手をすることは不可能です。人類側の国家すべての協力が必要になります」

　強硬な意見が目立つけど……理解できる範囲か。メアリは話を続けた。

「そこでソーマ陛下に聖王になっていただきたいのです。陛下のお力と、我らルナリア正教の権威とが併されば各国を纏まとめ上げることもできましょう。各国を纏め上げた上で協力を要請すれば、あの帝国でさえも陛下の指揮下に入ることでしょう。帝国民の四割はルナリア正教の信徒ですので無視はできません。そのように人類側国家を纏め上げ、魔王領に攻め込むのです。そして元凶とされる魔王を討ち、大陸の北方を解放するのです」

　メアリは堂々と語った。……まるで十字軍だな。失地回復を目指し、宗教の力で国家を纏め上げる。そして俺には聖王としてその旗振り役になることを求めるわけか。

（だけど……それは表側のことなんだろうな）

　メアリではなくその背後にいる者たちの存在を見ることによって、ようやくその思惑が見えてきた。メアリは本気で大陸北方を奪還するためだと思っていそうだけど、その背後にいる者たちの考えは多分違う。人類側国家を纏め上げって部分でピンと来た。すでにこの世界には人類側を纏め上げようとしている仕組みがある。

　マリアが主導している『人類宣言』だ。

　欠陥もある盟約だけど、いまのところは有効に機能しているように見える。

　ルナリア正教皇国としては、（彼らから見て）聖女の〝名を騙かたる〟マリアが『人類宣言』の盟主として尊敬を集めているこの状況はおもしろくないはずだ。マリアが活躍すればするだけ、自国の聖女の権威が薄れるわけだからな。宗教国家は宗教的権威によって国を統治している。つまり権威の失墜は国家にとっての死活問題となる。

　だから正教皇国は『人類宣言』とはべつの国際協調の仕組みを作りたいのだろう。自分たちの権威を強調できる新たな仕組みを。そして俺に白羽の矢を立てたわけだ。

　俺はハクヤのほうに視線を送った。ハクヤは俺の視線に気付くと、瞑めい目もくして一つ頷き、その後に首を横にふった。おそらく俺と同じ考えに行き着いたのだろう。

　その上で「この話は受けるべきでない」と暗に言っているのだ。

　……当然だな。となると、聞いておくべきことがある。

「ちなみにだ、国教化の申し出を断った場合はどうなる？」

「残念ですが諦めるしかないでしょう。無理に強いることはできません」

　……案外、簡単に引くんだな。要求を吞のまないんなら、国内の信者を煽あおって暴動を起こさせるぞとか言ってくるものだと思っていた。そんなことを考えていると、メアリはまったく表情を変えないまま「ですが、おそらく」と話を続けた。

「おそらく、私たちは待つことになるでしょう」

「待つ？」

「はい。陛下がお心変わりをしてくださるか、あるいは〝新たな聖王候補が出現〟することを待つしかありません」

「っ!?」

　くっ……そう来たか。つまりこれから少しでも強くなるような国や、名声を得るような君主が現れた場合、「この話をそっくりそのまま持っていくぞ」と言っているわけだ。もしそうなったら、さっきの「帝国の四割は信徒なので、その気になれば国を割れる」という事態がこの国にも降り掛かってくることになる。

　メアリにその気はないのかもしれないけど、とんでもない脅し文句だ。

（これは……いまここで即決すべきことじゃないな）

　承諾はしたくないけど、拒否するにしてもじっくりと対策を考えてから伝えなくてはならないだろう。少なくともハクヤとじっくり打ち合わせがしたいところだ。

　俺は立ち上がるとメアリに向かって言った。

「メアリ殿の申し出は理解しました。しかし、ことは重要ゆえ即答はできない。じっくりと考える時間が欲しい。続きはまた日を改めて行うことにしよう」

「当然でございます。良き決断を下していただけることを願っております」

　メアリは素直に引き下がった。

　交渉が纏まらなかったことに、ガッカリした様子などは見受けられなかった。メアリの顔をマジマジと見つめてみる。この会談の間中通して見ても、その表情はほとんど変わってなかったような気がする。まるで人形のような女の子だ。

（人形…………作り物………………っ!?）




　―――そこで俺は気付いた。彼女から感じた〝違和感〟の正体に。




　◇　◇　◇




　メアリとの会談を終えたときにはすっかり夜になっていた。

　俺たちが政務室へと戻るとロロアとジュナさんが迎えてくれた。部屋の隅に待機している侍従メイドたちの中にはカルラの姿も見受けられた。

「おかえりダーリン……って、どないしたん!?」

「あの、どうかなさったのですか？　陛下」

　最初は笑顔だった二人も、俺の顔を見ると途端に心配そうな顔になった。

　あはは……いまの俺ってそんな酷ひどい顔をしているのか。……そうかもしれないな。ジュナさんの白魚のような冷たくてやわらかい指が俺の額に触れた。

「熱は……ないようですが、気分がお悪いのですか？　少しお休みになりますか？」

「ちょっとシア姉！　ダーリンになにがあったん!?」

「わ、私に聞かれてもわからないわよ！」

　ロロアが焦った様子でリーシアに詰め寄っていた。俺は「ああ……大丈夫だから」と、力なくジュナさんの手をどけると、政務室の机によっこらせと腰掛けた。そして、

「すまない。リーシア、アイーシャ、ジュナさん、ロロア……こっちに来てくれ」

　俺はリーシアたちを呼んだ。四人は顔を見合わせると、ゆっくりと俺の近くへと寄ってきた。俺はそばに寄ってきた四人をガバッと、まとめて抱きしめた。

「ひゃっ!?」

「なんとぉ!?」

「あう……」

「ちょ、ダーリン!?」

　四人とも変な声を上げていたけど、俺は構わず抱きしめた。
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　端からはスクラムを組んでるようにしか見えないのであんまり色っぽくはないけれど、四人の温ぬくもりを感じることができて……俺はようやく落ち着くことができた。

　たっぷり一分くらいそうしてから解放すると、リーシアが少し乱れた服を直しながら少し怒ったような顔をしながら聞いてきた。

「まったくもう……ちゃんと説明してくれるんでしょうね？」

　怒った声の裏に見え隠れする俺への気遣う心が嬉うれしかった。

「ああ。ちゃんと話すよ」

「ソーマがそうなったのって会談の最後のほうよね？　一体なにがあったの？」

「あのメアリという女の子に対して……ずっと、違和感があったんだ」

「違和感、ですか？　べつだん怪しい素振りは見えませんでしたが？」

　首を傾げるアイーシャに、俺は静かに首を振った。

「そういうのとはちょっと違うんだ。メアリを一目見たとき、凄すごい美少女だと思った。だけど……それと同時になにか変な感じもしていたんだ」

「変な感じ？　なんやの、その変な感じって？」

「魅力的な女の子のはずなのにそう見えない……そんな感じだ」

「ふむ……私には可愛らしい少女のように見受けられましたが？」

　ハクヤがそう言った。うん……多分、他の人間では気付けなかっただろう。俺だからこそ変に感じて、俺だからこそその事実に気付いたんだ。

「俺も最初は気付かなかった。だけど、表情の乏しい彼女のことを『人形みたいだ』と……、もっと言えば『作り物みたいだ』って思った瞬間、それまで感じていた違和感の正体に気付いたんだ。彼女は……似ているんだ」

「似ている？　誰に？」

　そう尋ねるリーシアの肩に、俺はポンと手を置いた。

「キミにだ。リーシア」

「えっ、私!?」

「ああ。それとアイーシャとロロアにもだ」

「え、そうでしたっけ？」

「うちにもなん？」

　俺の言葉にアイーシャとロロアは顔を見合わせた。俺はハクヤのほうを見た。

「ハクヤ。その場にいなかった者にメアリの顔を伝えようとしたら、どう表現する？」

「そうですね……整った顔立ちに、髪は銀色で、それを二つお下げに……っ!?」

　ハクヤも気付いたようで大きく目を見開いていた。俺はコクリと頷うなずいた。

「俺ならこう伝えるだろう。整った顔立ちはリーシアに似ている。銀色の髪はダークエルフであるアイーシャの特徴で、それをロロアと似た髪型に結んでいる。つまり、メアリの顔はリーシア、アイーシャ、ロロアの顔を合成したような感じなんだ」

「わ、私たちの!?」

　ああ。美少女だったのに俺にはまったく魅力的に感じられなかったのは、そこらへんの認識のズレによるものだったんだろう。アイーシャがある日突然、人間族の顔になってたらビックリだし、リーシアやロロアが銀髪になったら違和感を抱いて当然だ。

　すると、アイーシャが手を挙げながら尋ねた。

「ちょっと待ってください。私たち婚約者の特徴を併せ持っているというなら、ジュナ殿の要素はどこにあったのでしょうか。見たところ体型も平均的でしたが？」

「そこだ。見たところ、メアリにジュナさんの要素はほとんどなかった。敢あえて言うなら艶っぽい目だけは似てたけど特徴としては弱すぎる。これは偶然だろう。そして……ジュナさんが、リーシア、アイーシャ、ロロアと違うところと言えば？」

「私だけ側妃候補です。それに……私だけまだ婚約を発表していませんね」

　ジュナさんがパンと一つ手を打ちながら言った。俺は頷いた。

「他の三人はすでに婚約を発表しているけど、ジュナさんだけは『歌姫ローレライ』としての活動を考えて婚約を発表できていない。つまり、婚約者であることを知られていないんだ。そして、ジュナさんを除く婚約者の特徴を持ったメアリが派遣されてきたこと、それと城下で正教皇国の密偵の動きが活発になっていたことをあわせて考えると、密偵が収集していたのは俺の婚約者たちの容姿だったことが推測される。俺の好むような、あるいは嫌がられない少女を、聖女として送り込むために」

「ソーマ、それって……」

「ああ……俺が『まるで嫁ぎに来るみたいな言い方だな』って言ったとき、メアリがなんて言ったか憶おぼえているか？」

『聖王陛下がそれをお望みならば、この身如い何か様ようにしていただいてもかまいません。神にお仕えするように身も心も貴方あなた様に捧ささげましょう』

　メアリはなんの気負いもなくそう答えた。俺の好みにあった少女が送られてきて、その少女が『この身を如何様にしてもいい』、『身も心も捧げる』なんてことを言う。そして、まるでその見返りであるかのように自分たちの要求を通そうとする。つまり、

「正教皇国にとって聖女とは、国家規模で行うハニートラップなのだろう」

「やってることが娘を売り込もうとする貴族たちと同じね……」

　リーシアが呆あきれたように言った。本当に、聖職者が治めている国にしては俗っぽいことをするものだ。国家としての正教皇国はどこまでも人間くさい国のようだ。

「違和感の正体に気付いたあと……俺はメアリに聖女の選定法について尋ねたんだ。そうしたら、懇切丁寧に教えてくれたよ」

　正教皇国の聖女は中央教会で働く修道女の中から、『月の碑ルナリス』の神託によって決まると言われているそうだ。その修道女たちはもともとは孤児だった者がほとんどで、その数はおよそ五十名。おそらく、籠絡したい君主のために多様な聖女候補をストックしておくのが狙いなのだろう。修道女たちは中央教会で修行を積み、世俗から切り離された場所で教義に従順な信徒として育てられる。そして聖女として選ばれることなく一定の年齢になると、各地の教会へ司祭として派遣されるらしい。

「それは……酷い話ですね」

　アイーシャが嫌悪感をむき出しにして言った。

「それでは本当に人形ではないですか。彼女たちの意思がまるでない」

「いやいや、アイ姉。うちにはそこまで酷い話には聞こえんかったわ」

　アイーシャは否定的だが、ロロアはまた違う意見のようだ。

「どこの国でも真っ当な孤児院ほど経営は苦しくなるもんや。働ける年齢になっても学がなければ結局、安い労働力としてこき使われてまう。うちみたいに読み書き・計算を教えてるところのほうが稀まれや。孤児院出身の女の子ならそれこそ……カラダを売るしかないことも多い。そんな環境下から引き上げてもろうて、衣食住足りてる教会で暮らせるんなら本人にとっては幸せなんとちゃう？」

「ですが、そうやって育てられているのも、聖女として他国の君主への貢ぎ物にするためなのですよ？」

「うちも気に入らんのは一緒や。でも、子女を使っての縁組みは貴族騎士階級以上の家ならどこでもやっとる。うちも……自分自身をそうやって政治利用した面もあるしな」

「あっ……」

　ロロアにそう言われてアイーシャは言葉に詰まった。たしかに国を護まもるために嫁いできたロロアは、女性としての立場を利用したと言えなくもない。「すみません……」と謝るアイーシャに、ロロアは「気にせんといて」とヒラヒラと手を振って言った。

「それに、聖女が複数いるって話は聞かへん。つまり、そのメアリだかって子以外の修道女にとっては、そんなことも起こらんわけや。聖女にしても、貢ぎ物っちゅうと聞こえが悪いけど、君主に手を出されたら玉たまの輿こしや。自分自身を政治利用したうちがいま、十分幸せだと思っとるように、その人が幸せか不幸かは他人が決めることやない」

　ロロアが強い口調でハッキリとそう言った。本当に……強い女の子だ。

「俺もロロアの意見に同意だ。気に入らないやり口ではあるけど、そのシステム自体には俺たちが口を出すことでもない。所詮は他国のことだしな」

「じゃあ……どうして、あんなに辛つらそうな顔をしていたの？」

　リーシアに真っ直すぐな目でそう尋ねられて、俺は額に手を当てた。

「俺がショックだったのは……メアリが『自分が聖女であること』を受け入れていて、すべてを割り切ってしまっていたことだ」




　◇　◇　◇




　会談の終わり際、俺は気になったことをメアリに尋ねた。

「メアリ殿は、自分を聖女として扱われることに対して疑問はないのか？　いきなり国の威信を背負わされ、他国の王の前に立ち、その王に対して『身も心も捧げる』と言うことを求められる。一個人には過ぎた重責だ。普通の少女なら到底耐えられないほど、苛酷な生き方だと思うのだが？」

　そんな俺の問いかけに対し、メアリは笑みを浮かべながら答えた。

「私は月神ルナリア様の御み心こころにより、畏れ多くも聖女の職を賜りました。聖女とは正教皇国の顔。その役割を賜った私は自分の感情よりも、与えられた聖女としての責務を全うしたいと思います。それが国のため、ひいては人々のためになるのですから」

「……他者のために自分を捨てるのか？」

「人よりも高い尊敬を受けた者には当然の責務でしょう。国王であるソーマ陛下にはご理解いただけるのではありませんか？」

「………」

「他ひ人と様さまに望まれるように生きる。とても誇らしく、素晴らしい生き方だと思います。聖女として敬ってくださる人々のために、この身を捧げて尽くす所存にございます」

　自分を聖女として敬う人々のために……か。

　他者に望まれるように生きることが誇らしいと、心から信じているのだろう。メアリの微笑ほほえみを見たとき、俺の脳裏にもう一人の聖女の言葉が浮かんだ。

『帝国を預かる女皇という身分ですが、私はあくまでも人です。私は聖女として崇あがめられるよりも、人のまま、人として、人に愛されたいです』

　片方の聖女は、聖女であることを誇りとし、聖女として振る舞った。

　片方の聖女は、聖女になることを拒否し、あくまでも人であろうとした。

『国王であるソーマ陛下には、ご理解いただけるのではありませんか？』




　―――俺はどっちの道を選ぶ……。




　◇　◇　◇




「俺も……メアリのように考えていたときがあるんだ」

　俺はここに集まった仲間たちに、教会で懺ざん悔げするかのように言った。

「カルラは憶えているだろう？　公国軍との合戦の最中のことだ」

「あのときのことですか……」

　部屋の隅に控えていたカルラがポツリと呟つぶやいた。

　あのときの俺は不正貴族やガイウス八世との戦いの中で、のし掛かるプレッシャーから心を守るために、自分自身を封印してあくまでも国王として振る舞おうとしていた。そうしなければ自分の命令で失われる命の重さに耐えきれなかったからだ。

「人でいるから責任の大きさに苦しむ。人でいるから下した決断に思い悩む。本当ならやりたくない、でもやらざるを得ない、そんな戦を強いられていたあのときの俺は、知らず知らずのうちに『国王』というシステム……機械として振る舞おうとしていた。機械なら、苦しんだり、思い悩んだりすることもないからな」

「ソーマ……」

　心配そうな顔をするリーシアに、俺は苦笑いして頭かぶりを振った。

「カルラに『死ぬのが怖くないのか』って尋ねられて、国王として死ぬことさえ受け入れてしまっている自分の歪いびつさに気付いたんだ。そのおかげですんでのところで踏み止とどまれた。もしあのとき、カルラに指摘されなかったらって考えると……ゾッとする。もしかしたら俺もメアリのようになっていたかもしれない。そう思ったら、気分が悪くなった」

　国王というシステムになった俺がリーシアたちの前に立っていたらと考えると……怖くなる。すべてを国王だからと割り切って考えるようになった俺は、リーシアたちの涙に気付けるだろうか？　リーシアたちを笑顔にできるだろうか？……否だ。




　―――人のまま、人として、人に愛されたい。




（ああ……そうだな、マリア殿）

　リーシアたちの涙に気付けないなら、

　リーシアたちを笑顔にできないなら、

　たとえ重責に苦しんでも、その決断に思い悩んでも、

　システムなんかにはなりたくない。

「うん。俺も、人でいいや」

「ソーマ？……ひゃっ」

　俺は机から降りると、リーシアのそばに歩み寄って、その細い身体からだをギュッと抱きしめた。俺の突然の行動にアイーシャ、ジュナさん、ロロアも呆あつ気けにとられていた。

「うなっ!?」

「あらあら」

「ちょ、シア姉だけなんて狡ずるいわ」

　三人の視線を受けて、リーシアは顔を真っ赤にしながら目を白黒とさせていた。

「あ、あの……ソーマ？　放してくれないかな？　さすがにちょっと……みんなの前では恥ずかしいんだけど……」

　リーシアがそんなことを言ったけど、俺は無視して抱きしめ続けた。本気で嫌だと思っているのなら、リーシアの力なら俺なんて簡単に突き飛ばせるだろうし。

　俺はリーシアを抱きしめた格好のままハクヤに言った。

「俺は聖王にはならない。それに正教皇国の良いようにはさせたくない。一応、正教皇国の思惑をかわす方策は思いついたんだけど……時間稼ぎにしかならないだろう。根本的な解決のためには、国内にいるルナリア正教徒が問題となってくる。これを無力化、あるいは無害化できるといいんだが……」

「ちょっと、なんでこんな格好で真面目な話をしてるのよ！」

「ふむ……でしたら、そちらの対策はお任せください。私めに考えがございます。つきましてはカゲトラ殿と黒猫部隊数名をお借りしたく」

「ハクヤも、なんで普通に会話しているの!?」

「わかった。明日、策の摺すり合わせをしよう」

「御意にございます」

「無視!?　私のことは無視なの!?」

「うむ、よろしく頼む。それとだ……」

　俺は頰を搔かきながら、今度はアイーシャ、ジュナさん、ロロアに向かって言った。




「悪いけど、今夜は俺とリーシアだけにしてくれ」




「「「　!?　」」」

　俺の言ったことの意味を理解した瞬間、アイーシャ、ジュナさん、ロロアの三人は驚きに目を瞠みはっていた。さっきから抗議の声を上げていたリーシアに至っては、

「あっ……う……」

　まともに言葉も出ないようで金魚のように口をぱくぱくとさせていた。いつもは凜り々りしいリーシアもこんな顔するんだなぁと思うと、ちょっとおかしかった。

「だ、ダーリン。それって……」

「ロロアさん」

　我に返って問い質ただそうとしたロロアを、ジュナさんが肩をポンと叩たたいて止めた。

　そしてジュナさんは、ロロアとアイーシャに小声でなにかを話すと、こちらに向かって優雅に一礼した。

「それでは陛下、姫様。私たちはこれにて下がらせていただきます」

　そう言うと、ジュナさんはしずしずと出て行った。

「えっと……お休みなさいませ。陛下、姫様」

「むー……シア姉！　どんなだったか、あとで聞かせてな！」

　アイーシャとロロアがジュナさんのあとに続いて出て行く。

「それでは明日。お休みなさいませ」

「へ、部屋の外の警備には私が立つので……ご主人たちはどうぞ、ごゆっくり……」

　最後にハクヤとカルラたちも出て行き、部屋には俺とリーシアだけが残された。

　俺はすっかり固まってしまっているリーシアを抱え上げた。

　結構、軽いな。うっすらと筋肉はついてるけど、全体的には華きや奢しやな身体つきをしているので、体重差で楽々持ち上げることができた。相変わらず部屋の隅に設置されたままになっている簡易ベッドへと座らせたころに、ようやくリーシアは我に返ったようだ。

　燭しよく台だいの光の中、俺たちは並んで腰掛けたベッドの上で見つめ合った。

「あ、あの、ソーマ？　これって……そういうことよね？」

　真っ赤な顔をしてそんなことを聞くリーシアに、俺の頰も熱くなってきた。

「あー……うん。そのつもり……なんだけど……」

「そ、そうなんだ……」

「………ダメ？」

「ううん！　ダメってことはないの！　私だって、待ってたんだし……」

　慌ててブンブンと首を振るリーシア。言葉は尻すぼみになっていたけど。

「で、でも、なんで急に？　あんなに渋っていたじゃない」

「あー……うん、まあ……もっと国が安定してから～とか、責任をとれるようになってから～とか、ちゃんとした手順を踏んで～とか考えていたんだけどな……」

　ああもう、本当に照れくさいな！　俺は頭をガシガシと搔いた。

「だけど……メアリを見て、人間でいたいと思ったら……抑えが利かなくなった。自分の……一人の人間としての衝動をリーシアに受け止めて欲しくなったんだ」

「そ、そうなんだ……」

　それと、マリア殿が語った『人のまま、人として、人に愛されたい』という言葉の影響もあるだろう。俺も人のまま、リーシアたちを愛したい。人として、リーシアたちに愛されたい。そう強く思ったら、もう我慢できなくなってしまったんだ。……まあ、さすがにこの場面で、他の女性の言葉に感銘を受けた、とは言えないけどな。

「でも、その……初めてが政務室って、色気がないわね」

　脱いだ上着を皺しわにならないように畳んでいたリーシアがはにかみながら言った。

　俺も上着を脱ぐと、白い下着だけを身に着けているリーシアを抱き寄せた。震えているのは俺か、リーシアか……両方かもしれない。お互い不慣れなせいもあって、どこかぎこちなく抱き合う。一度、口づけを交わしたあと、

「それじゃあ、場所を変えたほうがいい？」

　リーシアの耳元でそう尋ねた。

　するとリーシアはにこやかな笑みを浮かべながら、静かに首を振った。

「ううん。ここでいいわ。だってここは……」




　―――私とあなたが出で逢あった場所だもの。




　◇　◇　◇




「んん……ん？」

　窓から差し込む光で目が覚めると、目の前にリーシアの顔があった。

　一つの枕を二人で使っていたのでその距離はかなり近い。穏やかな寝顔だ。

　リーシアがスースーと寝息をたてる度に、毛布の下のやわらかな胸が上下している。その光景を見ただけで、嬉うれしさと気恥ずかしさと愛いとおしさが入り交じった得も言われぬ感情がこみ上げてきて、俺はその頰にそっと手を伸ばした。すると、

「むぅ……」

　リーシアはこそばゆそうに身を捩よじると、ゆっくりとその目を開いた。

　まだ半分夢うつつなんだろうか。ここがどこだかわからないようで周囲をキョロキョロと見回している。そして俺が真横にいることに気付くと……、

「あぁ……ソーマ。おはよう……」

　そう言ってニッコリと微笑ほほえんだ。差し込む日差しと同じやわらかな微笑み。

　そんなリーシアの反応がたまらなく可愛かわいくて、俺は彼女を抱き寄せると閉じかけている左の目蓋にキスをした。寝ぼけているリーシアは、くすぐったそうに笑った。

「もう、ソーマったら～。なにするのよぅ」

「う～ん、もっと見ていたいけど……ごめん、リーシア、起きてくれ」

「……へ？」

　軽く揺すると、今度こそリーシアの目がパッチリと開いた。

　そしてバッチリと目が合った瞬間、リーシアはボンッと音が聞こえるかと思うくらい顔を真っ赤にして毛布を鼻の位置まで引き寄せて隠れた。多分、いまの状況を完全に把握して羞恥心が一気にこみ上げてきたのだろう。それこそ、昨夜のぶんも含めて。

　俺はそんなリーシアの頭をやさしく撫なでた。

「おはよう。リーシア」

「お、おはよう。うぅ……あんまり見ないで」

「見ないでって、昨日はさんざん……ぐぶっ」

　リーシアに顔に枕を押し付けられた。

「それでも恥ずかしいものは恥ずかしいの！」

　リーシアは毛布を抱え込みながら恨めしそうに睨にらんできた。うん、やっぱり可愛い。このまま襲ってしまいたいくらいだ。でも、俺は枕をどかすと大きく伸びをした。

「う～ん……もう二度と政務室ではやりたくないな」

「……どうしてよ？」

「仕事場だし、早めに片付けを頼まないといけないからな。もっとイチャイチャしたいのに、起きなきゃいけないのが辛つらすぎる」

「そ、そう……」

　俺はベッドからでると、昨日着ていた服に袖を通した。

　着替えを持ってきていなかったので、部屋まで取りに戻らないといけない。ちゃっちゃと服を着てから、俺はリーシアに尋ねた。

「その……身体のほうは大丈夫？」

「う、うん……ちょっとだるいけど……」

「そっか……片付けは俺のほうから侍従メイドたちに頼んでおくよ」

「うん。お願いするわ」

　俺はリーシアのおでこにキスをしてから政務室を出た。

　扉を出ると、目の前には顔を真っ赤にして目を逸そらしているカルラと、やさしげな笑みを浮かべたセリィナが立っていた。護衛に立っていたカルラはともかく、なんでセリィナがいるんだよ。セリィナは無表情にかすかな笑みを見せながら言った。

「昨夜はお楽しみでしたね」

　うわぁ……その台詞せりふ、実際に言われるとイラッと来るな。

「……朝が早いな。侍従メイド長ちよう」

「私めは姫様付きの侍従メイドでもありますから」

　そんな答えになってるのかわからないことを言って、セリィナは瀟しよう洒しやな仕草で頭を下げた。あーこれは絶対おもしろがってるなぁ……とは思ったけど、それを指摘すると三倍くらい言葉のナイフが飛んできそうなので黙っていた。触らぬドＳに祟たたりなし。可愛い女の子をからかって楽しむ悪癖に目を瞑つぶれば、彼女はとても有能な人材だった。

「セリィナ、カルラ……リーシアと部屋のことを頼む」

「承知いたしました。行きますよ、カルラさん」

「は、はい！　侍従メイド長ちよう」

　一礼して政務室に入っていくセリィナとカルラ。しばらくすると中から、

『セ、セリィナ!?　私まだ裸なんだけど！』

『片付かないのでとっとと降りてください。さもなくばカルラさんに、ベッドごと室外に持ち出してもらいますよ』

『ちょっとカルラ！　ベッドを持ち上げないで！』

『……すまない。侍従長このひとに逆らうと、あとで私が恥ずかしい目にあうんだ……』

『きゃああああ！』

　……とまあ、そんな声やドッタンバッタンという物音が聞こえてきた。

　……うん、リーシアよ。強く生きてくれ。

「さてと……」

　俺は自分の頰をパンパンと叩いた。さあ気持ちを切り替えよう。リーシアと関係を深めたことによって、これまで以上に覚悟を決められるようになった気がする。

　愛しき家族を守るためにならば、宗教国家だろうが手玉に取ってみせよう。

「それじゃあ、ハクヤと悪巧みでも練るとしますか」

　俺は軽い足取りで廊下を歩き出した。




　◇　◇　◇




　―――数日後




　俺は王都にあるルナリア正教の教会に滞在していた聖女メアリに、再度面会を行うことを伝えた。メアリからはすぐに登城するとの返事があった。

　そして今日、俺とメアリはパルナム城の『謁見の間』で再び対たい峙じした。数日前と同じ顔ぶれ、同じ立ち位置での謁見。あのときはメアリの違和感が気になってあまり集中できなかったけど、タネがわかったいまは冷静に相手を見ることができた。

　数日ぶりに見たメアリの容姿はやはり美しく、やはりどこか作り物めいていた。

　俺はメアリと挨拶を交わしてから、さっそく本題を切り出すことにした。

「さて、ルナリア正教を国教にとの件だが……」

「………」

「二つの条件を吞のんでもらえるなら受けてもいい」

「条件……ですか？」

　メアリが小首を傾かしげた。俺は努めて軽い口調で言った。

「なに、それほど難しいことじゃない。一つは俺をルナリア正教の聖王にしないこと。そちらが勝手に任命するのもやめてもらいたい。このことについて確約して欲しい」

「なぜでしょう？　聖王ともなれば各国のルナリア正教徒の上に立てるのですよ？」

　不思議そうな顔をするメアリに、俺は苦笑しながら首を振った。

「俺はルナリア正教徒ではないからな。そんな者がいきなり聖王に任命されたとしても教徒たちには反発されるだろう。すまないが辞退させていただく」

「そう……ですか」

　メアリは残念そうにしていたものの素直に引き下がった。

　もちろん、いま言ったことは建前にすぎない。俺は聖王になんかなりたくないし、この国を宗教が科学を制約するような時代に後戻りさせるわけにはいかない。この条件は正教皇国側に勝手に聖王に任命されて、対帝国の旗頭にされるのを防ぐのが狙いだった。

「さて、二つめだが……これは宰相のハクヤから説明させよう」

　俺がそう言うと、ハクヤは胸に手を当てて一礼をしてから一歩前に出た。

「それでは説明させていただきます。こちらが提示したいもう一つの条件は、ルナリア正教皇国から、国内のルナリア正教徒を統轄する司教を招きたいということです」

「それはもちろんでございます。私が参るつもりでおりました」

　そう言ったメアリに、ハクヤは「いえいえ滅相もない」と手を振った。

「聖女殿のお手を煩わせるつもりはありません。こちらといたしましてはある人物を司教として招きたいと考えております」

「招きたい人がおられるのですか？　それはどなたなのでしょうか？」

「ソージ・レスター司教です」

「………」

　ソージ・レスターの名前を聞いた瞬間、メアリの眉根がわずかに寄った。

　そこに見えたのは一瞬だけではあったけど、たしかに嫌悪感だった。人形のようなメアリが初めて見せた人間らしい表情だった。メアリは少しこわばった表情で尋ねた。

「ハクヤ殿は……彼かの者がどういった者であるのかご存じなのでしょうか？」

「ええ。たいへん頭の切れる方だと伺っております」

「ずる賢いだけです。彼の者は……オススメできません。信者の方々から多額のお金を巻き上げ、酒を飲み、女性と遊ぶなど不ふ埒らちな振る舞いの多い者です。本来、禁欲であらねばならない神職にありながら、彼の者は世俗に塗まみれて自由奔放に振る舞っております。教皇猊げい下かや枢すう機き卿きようの方々も問題視しております。私めも……あの男は好きません」

　ハッキリとした拒絶。人形みたいな少女にも嫌われる男か。興味が湧いてきた。

「そんな男が、なぜ司教になっているんだ？」

　俺がそう尋ねるとメアリは口を引き結び、しばらくしてから口を開いた。

「それは……お恥ずかしい話ですが、私たち神職に携わる者は信徒の方々の寄付によって支えられております。やり方はどうであれ、多額の寄付を集めているのだからと、ソージ司教を擁護する枢機卿もおられまして……」

　ああ……なんとなく話が見えた。

　多分、そのソージって男は枢機卿の何人かを買収しているのだろう。聖女はともかく、正教皇国の上層部ってどうも人間くさいというか、生臭な感じがするからな。だから取り除こうと思っても取り除けないのか。メアリはハクヤに言った。

「ですが、そろそろ教会でも、彼の者を排斥すべしという声が上がっております。破門されるのも時間の問題かと思われます。そんな男を招きたいのですか？」

　反対の意思を込めた視線を向けられても、ハクヤは穏やかな笑みを崩さなかった。

「ちょうどよろしいではありませんか。排斥するというのでしたら、その男をこちらの国でお預かりいたしましょう。ソーマ陛下は無類の人材好きでございまして、そのような司教がいるならば見てみたいとの仰せなのです」

　……そんなことを言った憶おぼえはないけどね。俺はソージとやらの存在すら知らなかったわけだし。ただ、そのソージとやらが、ハクヤの立てた策のキーマンであることを事前に聞かされていたので俺はそれらしく頷うなずいておいた。

　メアリは不満そうな目をハクヤへと向けた。

「司教として派遣するということは、この国に住まうルナリア正教徒のトップに立つということです。彼の者に務まるとは思えません」

「不足と思えば改めてべつの御お方かたに来ていただけばよいだけの話です。もし眼鏡にかなわぬ人物だったなら、私どものほうで処理してもかまいませんが？」

　ハクヤが底冷えするような冷たい目をしながらそう言った。

　うわぁ……ハクヤってばすっごい悪い顔をしてるよ。もともと怜れい悧りな顔立ちだから、いわゆる『冷酷な微笑』がよく似合っている。ぶっちゃけかなり怖い。

　その迫力にメアリも一瞬吞まれて、それ以上なにも言えなくなっていた。

「……いいでしょう。もし万が一、彼の者が来られない場合は私が代わりに参ります」

「ええ。そのときはお願いします」

　真っ直ぐに見つめ合い、お互いの腹を探り合っている二人。能面顔と悪人顔がぶつかって、火花が散るどころか周囲が凍り付きそうな空気に包まれていた。

　この空気には俺もリーシアもどん引きしていたし、こういった空気に慣れていないアイーシャは気持ち悪そうにしていた。ともかくだ。これで話はまとまった。

　今回決まった内容をまとめると、以下の三点になる。




・フリードニア王国はルナリア正教を国教として認める。

・ルナリア正教皇国は俺（ソーマ）を聖王に任じない。

・正教皇国側から司教としてソージ・レスターを派遣してもらう。




　話がまとまったことにより、メアリはお礼を言って退出していった。俺を聖王として担ぐことはできなかったけど、王国にルナリア正教を国教として認めさせることができたのだから、まずまずの成果と言えるだろう。これでおとなしく正教皇国へと帰るはずだ。

　彼女が城外へ出たという報告を待ってから、俺はようやく緊張の糸を解いた。

「ふぅ……これでなんとかなったかな？」

「おそらく。聖女殿も成果を得たと思っていることでしょう」

　計画どおり……と言った感じに笑うハクヤに、俺は肩をすくめながら言った。

「ハクヤ、悪い顔のままだぞ」

「……失礼いたしました」

　ハクヤがいつもの涼しげな顔に戻ったところで、俺は尋ねた。

「それで、そのソージとかって司教を迎え入れる準備はできているのか？」

「はっ。すでにカゲトラ殿率いる黒猫部隊が正教皇国へと潜入しております。おそらくもう、ソージ殿を伴って国境付近まで来ていることでしょう。数日中にはこの王都へとお連れするものと思われます」

　ソージという司教の存在を知っていた情報収集能力といい、彼を護衛する段取りの手際の良さといい、この周到さはさすが『黒衣の宰相』といったところか。

「しかし、黒猫部隊で護衛までしないといけないのか？」

「聖女殿の反応を見るかぎり、国の汚点になりそうな人物を司教として派遣することに躊躇ためらいがあるようです。ルナリア正教を国教として認めることの確約を得るためにも、あの場では条件を吞みましたが、国に帰ってから〝なんらかの理由〟で反ほ古ごにされるおそれがありました。たとえばソージ殿が〝事故で負傷〟したためべつの者を派遣する……などですね。そのために黒猫部隊にさきに連れてきてもらったのです」

　事故で負傷……ねぇ。勝手なイメージだけど正教皇国ならやりそうな気がする。

　負傷程度ならまだいいけど、〝消息不明〟という名の〝幽閉〟や、最悪だと〝病による急死〟という名の〝暗殺〟とか、やらないともかぎらないだろう。

　そこまで読んで先手を打っているのだから、さすがはハクヤだ。

「まったく、よくそこまで悪知恵が働くもんだ」

　茶化すようにそう言うと、隣に立ったリーシアが冷ややかな眼まな差ざしを送ってきた。

「悪知恵というならソーマのほうが大概なんじゃないの？　なにせ、ある意味では純じゆん真しん無む垢くなあの聖女様を騙だまくらかしてるんだから」

「人聞きが悪いことを言わないでくれよ。俺は噓うそは言ってないぞ」

　ルナリア正教を国教として認めるというあの言葉に偽りはない。

「ただ、『国教』という言葉の認識に齟そ齬ごがあるかもしれないだけさ」

「ホント……物は言い様よね」

　リーシアの呆あきれた顔を見るに、どうやら俺も相当悪い顔をしていたようだ。




　◇　◇　◇




　―――それからさらに数日後




　フリードニア王国の王城は、すべての信仰・宗教を国家への認証登録制とし、認証された宗教はすべて『国教』にする旨を発表した。早い話が、王国内においては『国教』の持つ意味を、ただの『宗教法人』に変えてしまったのだ。

　久しぶりの国王自らが行う玉音放送で、ソーマ王は国民たちに呼びかけた。

『いままでこの国は、各人、各一族、各種族でそれぞれ勝手に自らの神を定め、祀まつってきた。信仰者の数が多い母竜信仰やルナリア正教以外にも、神護の森のダークエルフたちは森を護まもるという神獣を祀っているし、海や山などを海神・山神として祀る自然崇拝もある。種族や暮らす環境が違うのだから、それはとても自然なことだ』

　内陸の都市で、山の中の集落で、海辺の街で、この言葉を聞いた人は頷いていた。住んでる環境が違うのだから、畏れるものも、崇あがめるものも違うのは当たり前だ。

　映像のソーマはそんな国民たちに語り続けた。

『この国は多種族国家だ。様々な種族の習慣が溶け合い、混じり合って、日々新しい文化を形作っていく国だ。私は信仰に関してもかくあるべきだと思っている。この国に必要なのは一神教による団結ではない。各々に信仰の自由を認めた上での調和だと考える。自分にも信じる存在があるように、他者にもまた信じる存在があるのだ。どうかそのことを認め、寛容であって欲しい。さすれば他者もそなたの信仰に寛容であるだろう』

　ソーマのこの言葉に、国民たちは半信半疑だった。

　メディアの発達していないこの国では、他宗教に関しての情報はかぎられている。早い話が異教の教会の中で、なにが行われているのかわからないのだ。だから疑う。

　疑心は暗闇に鬼を生じさせ、枯れ尾花を幽霊に変える。

　実態はただの山岳信仰団体だったとしても、疑念が有れば悪の秘密結社のように思ってしまうだろう。ソーマもそれはわかり切っていたようだ。

『その寛容さを得る上で必要なことはなにか。それは相互理解である。いくら他宗教に対して寛容であれと言っても、「処女を生いけ贄にえに悪魔を召喚する」といった、邪教の類まで認めることはできない。そのような宗教にまで寛容であることは求めない。しかし、相手の宗教が邪教か否かは、外側からはわかりにくいだろう』

　そしてソーマは『そこで今回の「国教化」だ』と力強く言った。

『各信仰団体の代表は、それぞれの宗教を国に登録して欲しい。審査さえ通れば年数回の査察を条件に、その宗教を「国教」として認めよう。

　審査も単純なものだ。信仰の名の下に、人を殺す、人から財産を盗む、性的暴行を働くといった不法行為を行わないことを宣誓してもらうだけだ。

　人を傷つけることも基本的には禁止だが、中には自分自身を傷つけるような信仰もあるかもしれない。入れ墨を彫ることが傷つけることに当たるかどうかなど、細かいことは各地区の担当役人に確認して欲しい。自発的な場合は認めるが、望まぬ他者への強制は禁止など具体的なガイドラインを設定しているのでそれに従ってくれ。

　これらが宣誓できないような宗教や、登録しようとしない宗教は取り締まりの対象となるのでそのつもりでいてくれ。国民たちも危険思想の信徒が近くにいては、安心して眠れないだろう。この点は理解してもらいたい』

　そこまで言うと、ソーマ王は一呼吸置いた。

　そして今度は国民一人一人に語りかけるように言った。

『最後に、私は信仰は死人よりも、いまを生きる人のためにあるのだと思っている。悲しみを引き摺ずらないために、辛つらい日々を生き抜くために、人として真っ当に生きるためにこそ信仰はあるべきなのだ。どうか信仰によって傷つく人が出ないことを願う』

　信仰によって傷つく人が出ないことを願う。

　ソーマがもっとも言いたかったのはこのことだった。

　魔王領が出現してからというもの、国民の不安の種はつきない。こういう時代に信仰は民心の拠よりどころとして活性化する。そして信仰が活性化すると宗教対立や宗派対立が起こる。人々の拠りどころとなるべき信仰が人々を傷つけるようになる。そのことを完全に理解した国民は多くはないのかもしれない。しかし、耳には残ったはずだ。

　するとソーマは、空気を変えるようにポンと一つ手を打った。

『さて、堅苦しい話はここまでだ。登録した宗教をすべて「国教」とするにあたって、ちょっとしたイベントを企画している。説明はロロアに任せる』

『はいはーい♪　任せとって～』

　ソーマが脇によけると、隣に二つお下げの愛くるしい少女が立った。

『元アミドニア公女で、いまはソーマはんの三番目の婚約者やってるロロアや。フリードニア王国民のみんな、元気にしとる？』

　底抜けに明るいロロアの様子に、エルフリーデン側の国民たちはポカンとしていて、アミドニア側の国民たちは「姫様らしい」と苦笑していた。それまでの真面目な雰囲気が噓のように消え去った。これにはソーマ王も呆れ顔だった。

『……そのノリで行くのか？　ロロア』

『ええやんダーリン。ジュナ姉がやっとる「おねえさんといっしょ」にも出とるし、うちのキャラは国民中に知れ渡っとるやろ』

『あのキャスティングもかなり無理矢理だったんだけどなぁ……』

　ソーマは疲れた様子でガックリと肩を落とした。婚約者というより『妹に振り回される兄』といった構図だったが、観みている国民たちはホッコリとした気分になった。

　するとロロアが画面に向かって腰に手を当てながら言った。

『さて、これから登録した信仰すべてを「国教化」するんやけど、登録するときにちょっとお願いがあるんや。もしみんなの信じとる神様の祭さい祀しで、おもろい催しなんかがあったら教えて欲しいねん。ダーリンのいた世界やと、宗教関連行事がいつの間にか国民的なお祭りイベントになってて、信徒・異教徒・信心・不信心関係なく楽しんどったっちゅう話やから、この国でもみんなで盛り上がろうやないの』

　ロロアが腕を振り上げると、国民たちから歓声が上がった。

　言葉の意味はわからなくても、お祭りという言葉に反応したようだ。なにか楽しいことが起こりそうな予感に高まったのだろう。ちなみにロロアはそのすぐあとで『それにお祭りやったら、お金が動いてウハウハや』と呟つぶやいていたのだが、その声は小さすぎて、そばにいたソーマを苦笑させただけだった。ロロアは画面に向けてウインクした。

『まあ口で言ってもわかりづらいやろうし、具体的な実例を見せたほうがええやろな。てなわけで、ソージのオッチャン。こっち来て解説してくれへん』

『おいおい、ロロアの嬢ちゃん。オッチャン呼ばわりはないだろう……』

　そう言いながら現れたのは逞たくましい身体からだつきをした四十くらいの人間族の男だった。肌と同じくらい日焼けしたツルツルの頭を撫なでながら、男は苦笑気味に言った。

『これでも俺は、ルナリア正教の司教様なんだがねぇ』

　言われてみれば、男はルナリア正教の神官服（？）を着ていた。？マークがつくのは、その神官服が着崩し……と言うには崩されすぎていて、もはや魔改造に近い形状になっていたからだ。長いはずの袖は半分ほどで切り落とされていて、ズボンも直ひた垂たれも膝下程度の長さしかなかった。それを日焼けした体格の良い男が着たら、作さ務む衣えにしか見えない。

　そんな男にロロアは抗議の声を上げた。

『オッチャンはオッチャンやん。それに、次期第三正妃のうちをつかまえて、嬢ちゃん呼ばわりしとるタコオッチャンも大概や思うで』

　この売り言葉に、男も買い言葉で返した。

『タコをつけんな！　嬢ちゃんこそ、もうすぐ人妻になるってんなら、滲にじみ出るエロスの一つでも身に付けやがれってんだ』

『な、なにをー!?　ちょー見とき……アッハン♪』

　急にシナを作ったロロアを見て、男はプークスクスと笑い出した。

　渾こん身しんのセクシーポーズ（？）を笑われたことでロロアが怒りモードになったので、ソーマが慌てて羽交い締めにしていた。

『放してダーリン。そのタコ茹ゆでられない』

『落ち着けロロア。俺は可愛かわいかったと思うぞ』

　そう言って頭を撫でるソーマ。ロロアはくるっと首をソーマに向けた。

『……ホンマ？』

『ああ、カワイイカワイイ』

『ん……じゃあ、まあ許したるわ』

　それでいいのか！　と、国民たちは思った。夫婦めおと漫才などまだ知らない国民たちは、自分たちがなにを見せられているのかわからなかったが、なにやら丸く収まった様子にホッとしていた。ソーマは苦笑しながら改造神官服の男に言った。

『それじゃあソージ殿、あとの説明はまかせた』

『承知した。ソーマ王』

　そう言うと、ソージと呼ばれた男は一歩前に出た。




『フリードニア王国の皆様、お初にお目に掛かる。拙僧はルナリア正教会より、王国内のルナリア正教徒を束ねる司教として派遣された、ソージ・レスターと申すものだ』
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　―――大陸暦一五四七年三月上旬・聖都ユムエン




「いい加減にしたまえ。レスター司教」

　この日、ルナリア正教皇国の中心都市『ユムエン』にあり、正教徒たちの信仰の中心となっている『正教本教会』では、一人の男の査問が行われていた。

　暗めの室内で査問委員に囲まれて立つ男の名はソージ・レスター。役職は司教だ。

　ルナリア正教に関わる者にとって査問委員の前に立つことは、裁判官から有罪か無罪かの宣告を受けるに等しいこととされている。ここで破門を言い渡されれば、この国におけるすべての保護や権利を失うことになるからだ。この国で正教徒でなくなるということは、誰に殺されたとしても文句を言えない立場に追いやられるということだ。

　しかし、裁かれる側であるはずのソージに緊張した様子は見受けられなかった。むしろ不敵な笑みを浮かべ、この状況を楽しんでいるようにさえ見えた。

　そんなソージの様子に、査問委員の一人が苦言を呈した。

「貴殿はこの場に呼び出されていることの重大さがわかっているのか？」

　脅すように言う査問委員。しかし、ソージは不敵な笑みを崩さなかった。

「ええ。この場は正教徒にとっては破門されるか、されないかの裁きの場。悪いことをした者ならば誰しもこの場で震え上がるのでしょう。しかし、この身にはなんら恥じるところがございませんので、心穏やかにいられるのです」

　ソージは言葉遣いこそ丁寧だったが、態度は小馬鹿にしているようだった。

「よくもまぁヌケヌケと……」

　苦虫を嚙かみ潰したような表情で、査問委員は手元の資料に目を通した。

「貴殿の素行の悪さには目に余るものがある。ルナリア様は『聖職者たるもの、清貧であらねば、信者は耳を傾けない』と説いておられる。しかるに貴殿はその逆をいっているのではあるまいか？」

「おや、私は清貧に見えませんかな？」

　そう言うとソージは、自身が身に着けている神官服を広げて見せた。神官服は袖や膝下のあたりが切られていて、作務衣のようになってしまっている。

「私はこのような見み窄すぼらしい服を身に纏まとい、都市郊外のあばら屋に住んでおります。これを清貧と言わずしてなんと言いましょうや。むしろ、ここに居られる皆様方のほうがよほど上等なお着物をお召しになり、綺き麗れいな家に住んで居られるのではないでしょうか？」

「……しかし、信徒より多額の寄付を受け取っているようではないか」

　尚なおも追及する査問委員に対し、ソージは肩をすくめて見せた。

「下さるというものを拒む理由もありますまい」

「なんという言い草！　信徒の心付けをなんと心得るか」

「頂戴した寄付で私腹を肥やすならば、罪となりましょう。しかし私の腹は、ホラこのとおり、綺麗なシックスパックに割れております」

　そう言ってソージは上着を捲めくり、自分のムキムキの腹筋を見せびらかした。

　とても聖職者とは思えない、肉体を見せびらかしながらポージングするソージに、査問委員たちは一瞬呆あつ気けにとられたが、すぐに顔を真っ赤にして怒り出した。

「そういうことを言っているのではない！」

　査問委員の一人が机を叩たたいて怒鳴ったが、ソージはどこ吹く風といった様子だった。

「でしょうなぁ。太っている御お方かたなら〝枢すう機き卿きようの中にも居られますし〟」

「………」

　ソージに軽く睨にらみを利かせられ、査問委員たちは一瞬言葉を失った。

　枢機卿の中で太っている人物と言えば、ゴルド枢機卿だろう。ぶくぶくに太った聖職者にあるまじき体型をしている。実は査問委員たちはすでに、このソージが受け取った多額の寄付のほとんどが、このゴルド枢機卿のもとへと流れていることは摑つかんでいた。つまりソージは暗に、締め上げるべきは自分じゃなくそっちだろうと言っているのだ。

　しかし、相手は正教内の序列では教皇に次ぐ枢機卿。査問委員の権限は及ばない。

　これを弾劾できるとすれば、教皇か他の枢機卿の全員一致での決議が必要になる。そして教皇もまた枢機卿の全員一致で退位させることができるため、教皇も枢機卿たちも次に自分が対象となることを避けるために、弾劾の事例を作りたがらない。評判の良くないゴルド枢機卿がいまだに地位に留とどまっているのは、そんな理由からだった。

　査問委員にしてみればゴルド枢機卿と繫つながりのあるソージを締め上げ、教皇にゴルド枢機卿の弾劾を迫りたいのだが、そのソージもまたゴルド枢機卿の庇ひ護ご下にある。

　ここでソージを無理矢理裁こうとすれば、今度は査問委員がゴルド枢機卿から越権行為であると弾劾されかねないのだ。そのため寄付金問題で、この場でソージに破門が言い渡される確率は最初からゼロだった。ソージの余裕が崩れないのはそのためだった。

　査問委員は矛先を変えることにした。

「それ以外にも、貴殿は毎晩酒場を渡り歩いているという報告がある」

「酒を飲むのは罪でしょうか？　葡ぶ萄どう酒しゆは神聖な飲み物だったと思うのですが？」

「それでも限度というものがあろう」

「すみませんねぇ。私の説法を聞きに来る者たちは飲んべえが多いもんで。教会じゃなくて酒場でやってくれって言うものだから、ついつい飲みすぎてしまいまして」

　ちなみにソージが酒場でやってる説法とは、宴うたげの席で、

『ルナリア様は仰おつしやった。「今日を生きることに感謝せよ」と。乾杯！』

　……と、教典の一部を引用して乾杯するだけだった。

　これだけで安息日に教会で、神父が話す退屈な説法を長々と聞くのと同じだけの功徳が積めると（勝手に思い込んでいる）怠け者な信徒には大ウケだった。

　査問委員はイライラしたように、再度矛先を変えた。

「それだけではない！　貴殿の家には頻繁に遊女が出入りしているそうではないか！　それは聖職者として恥ずべき行為ではないのか！」

「おや。女性は不浄とでもいいたいのですか？　ならば、ここに居られる方々は、どこよりこの世界に生まれ出いでたのでしょうか。まさか畑からお生まれになったんですかい？　だとしたら野菜は食えませんねぇ。兄弟姉妹を食べることになる」

「ベラベラと下らぬ詭き弁べんを弄するな！　我らが真に敬愛すべきはルナリア様だ。正当な手続きを踏んだ婚礼でさえも、敬けい虔けんな信徒はルナリア様に対し申し訳ない気持ちになるというのに、それを遊女と通じるなど言語道断ではないか！」

　査問委員は完全に怒っていたが、ソージはカラカラと笑った。

「それはどうでしょうなぁ。ルナリア様はこう仰っている。『信徒は他者に対し誠実であれ』と。女性を抱きたいと思うのは生き物として自然なことです。なぜならばルナリア様がそのようなものとして我らを創り給たもうたからです。それを婚姻を結んだ身でありながら、聖職者という身分を隠して花街に行き、隠れてコソコソ遊女に会う者たちと、堂々と遊女を招く私と、どちらがより誠実でしょうか！」

　ソージがあまりに堂々と言うものだから査問委員たちは言葉を失っていた。

　冷静に考えるとただの詭弁なのだが、そのあまりに馬鹿馬鹿しいことを真面目くさって言うソージの姿に、査問委員たちは呆あきれて言葉も出なかったのだ。

　その後、ソージは査問委員たちが言葉を失っているのをいいことに、延々と女性という造形の美しさなど（とくにおっぱいとお尻）について力説した。そのあまりにどうでもいい内容に、すでに査問どころの空気ではなくなっていた。

「……もういい。今後は行動に注意したまえ」

　結局、ソージをどうすることもできずに査問委員会は解散となった。

　部屋をあとにしたソージが本教会の廊下を鼻歌交じりに歩いていると、一人の若い修道女とすれ違った。銀色の髪を二つお下げにした目も眩くらむような美少女だった。

（この出で立ち……聖女見習いの嬢ちゃんか）

　そんなことを考えながらソージは少女を見ていた。

　べつに変な意味では見ていない。ソージの好みのタイプはムチムチボインのお姉ちゃんなので、目の前の美少女には食指は動かず、純粋な興味からの観察だった。

　しかし、感情が薄いみたいに無表情で歩く銀髪の少女は、ソージを見るとわずかに眉根を寄せた。そしてすれ違いざまプイッと顔を背けて、スタスタと歩いていってしまった。

　そんな少女の様子を見てソージは苦笑しながら頭を搔かいた。

「……やれやれ。嫌われてるねぇ」

　このソージという男。だらしない性格をしているわりには、妙に男や爺じいちゃん婆ばあちゃんに好かれる節がある。反面、若い女の子からは毛虫の如ごとく嫌われている。

（まぁ、おじさんの滲み出る大人の魅力は、若い子にはわからんのだろうねぇ）

　無精ヒゲの顎を撫なでながら、ソージは負け惜しみ気味にそんなことを思った。




　◇　◇　◇




　―――それから二週間ほどが経たったころ




　その夜、ソージは聖都ユムエンにある歓楽街にいた。

　ユムエンはルナリア正教のメッカとも言える都市だが、そこで暮らす人々がいる以上、酒を飲み、女と遊ぶための歓楽街は存在する。さすがに歓楽街に聖職者の姿は見受けられないものの、おそらく一般人の格好をして紛れているだけなのだろう。この街で神父服（改造済み）で堂々とうろつき、遊んでいる聖職者はソージくらいのものだった。

　ソージがもらった寄付金のほとんどをゴルド枢機卿に流しているのは、偏ひとえにこの自由な生き方を守らんがためだった。ソージ自身は大金が欲しいわけじゃない。

　この堅苦しい都市の中で自由でいるためには、権力の後ろ盾が必要だったのだ。

「よお不良司教様。景気はどうじゃ？」

　ソージが道を歩いていると、店の軒先で飲んだくれている酔っぱらいの老人に声を掛けられた。ソージはその老人に向かって「よっ」と手を挙げた。

「おう爺さん。いつも寄付をありがとうな」

「なぁに、儂わしに身寄りはねぇからな。死後は国に持ってかれる金なら、飲み友達のために使いてぇのよ」

「かっかっか。よしきた。また今度飲もうぜ」

　老人と別れて十歩進まないうちに、今度は身なりの良い老婦人に声を掛けられた。

「なんだいアンタ、まだクビになってなかったのかい？　ルナリア様もなんでこんなロクでなしを司教にしとくのかねぇ……」

「なんでぇ口が悪いのがいると思ったら婆さんかよ。まだ生きてたのかい。ルナリア様にこっち来んなって拒否されてんじゃねぇか？」

「ふん！　アンタより先に死んだら、アンタに祈られちまうだろう？　アンタみたいなクソ坊主に祈られたんじゃ冥府の道で迷っちまうわ！　そんなのは御免だよ！」

「かっかっか。じゃあせいぜい長生きしねぇとな、クソ婆ばばあ」

　お互いに凄すごい毒舌だったが、交わしている二人はどちらも生き生きとしていた。気心が知れている者同士だからできる会話だったのだろう。

　すると今度は露出度高めの服を着た、艶っぽい美女が声を掛けてきた。

「ちょっとソーちゃん。近頃はめっきり遊びに来ないじゃないの。店の子が淋さびしがってるわよ？」

「おう、また今度な」

「そんなこと言って、〝いい人〟ができたんじゃないかって噂うわさよ」

「けっ、この頭で女がよりつくかっての」

　そう言ってソージが自分の日焼けしたツルツル頭をペシンと叩くと、その場に笑いが起きた。本教会では厄介者のソージだが歓楽街では人気者だった。

　そうやって歓楽街を歩いているとき、不意にソージは立ち止まった。

　そして振り返ると、暗い路地裏のほうに向かって言った。

「いい加減、姿を見せたらどうなんだい。男につけ回される趣味はないんでね」

　すると、土に汚れたフード付きマントで全身を覆い、巡礼者を装った男が暗がりの中から現れた。顔はフードで隠れていたが、獣人族の男らしい尖とがった鼻先が見えていた。

　男はフードを取らないまま、ソージに対して一礼した。

「これは失礼しました……いつからお気付きになられたので？」

「歓楽街に入ってからずっと付けてただろ。こっちとら元冒険者で、パーティの中じゃ索敵を任されたんだ。気配には敏感なんだよ」

「そのようなお方が、なにゆえ司教などに？」

「一回ダンジョン内でドジ踏んで大おお怪け我がを負ったんだ。そんときにいたのがこの国で、世話になった司教の爺さんの手伝いをしていたら……自然とな。そんときに結んだ信者たちとの縁は、爺さんが天寿を全うしたあとも続いたし」

「なるほど……」

　フードの男は納得したように頷うなずくとソージのほうへと歩み寄ってきた。そして懐に手をやり、なにかを取り出そうとした。ソージは武器かと思って身構えたが、差し出されたものを見て緊張を解いた。男の手に握られていたのは高価な酒が入った瓶だった。

「どこかで一本酌み交わしたいのですが？　できれば静かな場所で」

「……ふ～ん」

　どうやら自分を邪魔に思う教会上層部からの刺客ではないようなので、ソージは警戒を解いた。この国には獣人族は少ない。教会に雇われた刺客でないのなら、おそらくこの男は他国から来たのだろう。他国から来た男が自分に一体なんの用があるのか。

「かっかっか。なら俺んちでも来るかい？」

　ソージがそう誘うと、フードの男は「おお、是非に」と頷いた。

　そして二人は夜の繁華街を並んで歩き出した。







　聖都ユムエンの外れに建つオンボロな一軒家がソージの家だった。

　誰もいない真っ暗な室内に入ったとき、フードの男はヒクヒクと鼻を動かした。

「この臭いは……」

「臭かったかい？」

　ソージが燭しよく台だいに明かりをともしながら「かっかっか」と笑った。

「男の一人所帯なもんですまないねぇ。まあ、勘弁してくれ」

「いや、よく片付いていると思います」

　実際、男の一人所帯で、豪放磊らい落らくな性格のソージにしては、部屋の中はキチンと片付けられていた。ゴミがそのまま放ってあることもないし、床の隅にホコリが溜たまっているといったようなこともない。それよりも男が気になっていたのは……。

「この臭いは……薬品ですか？」

　フードの男がそう指摘すると、ソージの笑い声が止やんだ。しばらくジーッと男のほうを見たあとで、やがて観念したように肩をすくめた。

「……良い鼻を持っているみたいだな」

「獣人族は人間族に比べ、嗅覚がとくに鋭敏ですからね」

　そう言って男がフードをとると下から狼おおかみの顔が現れた。

「拙者はイヌガミと申す者。お見知りおきください」

　狼顔の獣人族はそう名乗り頭を下げた。ソージは顎に手を当てながら尋ねた。

「見知ってもいいが……それは本名なのかい？」

「お察しのとおり、偽名にございます」

「だろうねぇ。素性を隠してこの国に入り込んでいるヤツが、素直に本名を名乗るわけがねぇわな」

　そんなことを言いながらも、ソージは酒盛りの準備を終えていた。

　狭めのテーブルの上にはグラスが二つにパンとチーズが置かれていた。そんなテーブルを挟んで向かい合うように二人は座ると軽く乾杯をした。ソージはグラスにイヌガミからもらった酒を注つぎ、それをちびちびと飲みながら尋ねた。

「で、お宅はどこの国の者なんだい？」

「エルフリーデン……いまはフリードニア王国と言ったほうがいいでしょうか」

「あの異世界の勇者が王様をやってるってとこか」

　閉鎖的な教会の中で司教をやっていると世情に疎くなるが、そんなソージの耳にも『エルフリーデン王国の勇者王』の噂は耳に届いていた。なんでも召喚されてすぐに王位を譲られ、緩やかに衰退していたエルフリーデン王国を立て直し、内憂外患を駆逐し、いまではアミドニア公国さえも併合して、帝国とさえ渡り合える勢力になっているという。

　これだけ聞けば八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍と言えるだろうが、そのわりにはソーマ王自身の功績というのはあまり聞かない。他国に伝わるのは、武官では『白銀の近この衛え兵団長』や『赤髪の突撃隊長』、文官では『黒衣の宰相』や『食神イシヅカ様』といった、彼の周囲の人間の活躍ばかりだった。玉音放送が観みられたのならまた違っただろうが、ソーマ王の功績で他国に伝わっているのは、そんな彼らを登用した慧けい眼がんくらいのものだろう。

　だからソージも件くだんの勇者王を量りかねていた。

「国自体の勢いは盛んみてぇだが、王様はどんな御仁なんだい？」

「そうですね……拙者にもよくわかりません」

「おいおい……」

「武勇は市井の民とかわりません。鍛えてもせいぜいが一兵士のレベルでしょう。統率力も配下に任せているのでわかりません。知略はそれなりのものがあるようなのですが、国の制度造りなど、人目に付きにくい場所で発揮されているようです」

「……いまいちにしか聞こえないんだが？」

　ソージがそう言うと、イヌガミはニヤリと笑った。

「しかし、ただ一つ言えるのは、ソーマ陛下を軽く見た者たちは必ず手玉に取られ、痛い目を見ているということです。たとえルナリア正教の聖女であろうとも」

「聖女？　上の連中がなにかしたのか？」

　イヌガミはつい最近の出来事をソージに話した。

　正教皇国がフリードニア王国に対し、ソーマ王を『聖王』とする代わりにルナリア正教の『国教化』を求めてきたこと。国内のルナリア正教徒を煽あおられる危険があったため、王国としても断りづらかったこと。この事態に対してソーマ王は『聖王』就任を辞退し、ルナリア正教を『国教』として認めたことなどをだ。そして、ソーマは国内のすべての宗教に対し、「国の審査をパスし、登録された宗教すべてを『国教』として認める」という旨の通知を出し、国内で活動する宗教を管理下に置く予定だということも話した。

　ソージはしばし呆あつ気けにとられていたが、やがて快活に笑い出した。

「かっかっか、やるじゃねぇか！　上の連中の思惑は見事に外されるわけだな！」

　ある意味、同輩がしてやられたというのに、ソージは軽快に笑い飛ばしていた。そしてグラスの酒を一気に呷あおると、グラスを置きながら「ふむ……」と眉をひそめた。

「しっかし、それで上の連中がおとなしくなるかねぇ。あいつらはしつけぇぞ。それだと時間稼ぎはできても、しばらくしたら、またべつの手を打ってくるんじゃないか？」

「ええ。ソーマ陛下もそれを懸念されてました。そこでです」

　するとイヌガミは懐から、今度は一通の書状を取り出して差し出した。

「宰相のハクヤ殿より、貴殿宛ての書状にございます」

「俺に？」

「書状をお読みいただければおわかりになるでしょうが、宰相殿は貴殿に王国にお越しいただき、国内の正教徒を束ねる司教となっていただきたいとお考えなのです」

「俺を王国の司教に……ねぇ」

　ソージが書状を流し読みすると、イヌガミの言葉と大体同じ内容が丁寧な文言で書かれていた。ソージは読み終えた書状をポンとテーブルの上に置いた。

「なるほどねぇ。つまり……生臭な俺を司教に据えることで、国内のルナリア正教徒を正教皇国本国から切り離すつもりか」

　正教皇国から他国のルナリア正教徒に指示を出す場合、まずその国の正教徒の代表である司教に対して指示が届けられる。そしてその司教が、各地の教会に対して本国からの指示を伝えるのだ。だからもし、この司教の座に本国・本教会への帰属意識が薄く、容易に取り込むことができる人物を据えることができれば、本国からの指示をそこでシャットアウトすることも可能になる。

（なるほど……よく考えてやがる）

「これは王様の策かい？　それとも宰相さんの策か？」

「ソージ殿をお招きするのは、宰相殿のお考えです」

「なるほどね。主従揃そろって食えねぇ……いや、とんだ食わせ者ってことかい」

　ソージは腕を組んでじっくりと考えた。

（たしかにこの条件なら自分以上に適切な人材もいないだろう。そろそろ、ゴルド枢すう機き卿きようが排斥されるという噂もある。あの強欲枢機卿が失脚すれば、査問委員のヤツらはここぞとばかりに俺を弾劾するだろう。そうなりゃ年貢の納め時だ。だからこのタイミングで大手を振って国外に出られるというのは悪い話じゃない。……でもねぇ……）

　ソージには一つだけ懸念材料があった。

「その申し出を断ることは？」

「申し上げにくいことですが賢明ではないかと。すでにソージ殿を譲り受けたい旨は聖女殿を通じて、正教皇国の上層部へと伝えられております。上層部はおそらく、ソージ殿を王国に住むルナリア正教徒の代表には据えたくなどないでしょうから……」

「……俺の身が危ないってことか」

　イヌガミの見立てに、ソージは溜ため息いきを吐ついた。

「なんでぇ。最初から選択の余地なんざねぇんじゃねぇか」

「申し訳ありません。しかし、この場にて承諾していただけるなら、我らの手で、貴殿に傷一つ負わせることなく、安全に王国へとお連れすることができます」

「そういう問題じゃねぇんだよ……」

　ソージは髪のない頭をガシガシと搔かいた。そしてなにやら考え込むと、やがて意を決したかのようにイヌガミの目を真っ直すぐに見ながら、確認するように言った。

「……たしかアンタんとこのソーマ王は、人材狂いって話だったよな？」

「狂い、という言い方には語弊がありましょう。広く優れた人材を求めることは、為政者としては当たり前のことではないでしょうか？」

「あー、気に障ったんならすまねぇ。べつにアンタんとこの王様を悪く言うつもりはねぇんだ。ただ……ソーマ王は本当に、優れた人材なら登用するのか確認したかったんだ。それがたとえどんな人物であろうとも、才があれば重く用いるのか？」

　これまでのソージらしからぬ真剣な顔で尋ねられ、イヌガミは考えながら言った。

「そうですね……私見ではありますが、やはり陛下の判断材料は才があるかどうかのように思われます。種族、年齢、性別、経歴、それに容姿の美醜などにも拘こだわらず、幅広い人材を集めているように思われます」

「本当か？　たとえばルナリア正教会から〝魔女〟として追われている者でもか？」

「魔女？」

　ソージの口から語られた不穏な言葉にイヌガミが聞き返したとき、不意に入り口の扉が開いた。振り返るとそこには色鮮やかな反物を頭から被かぶった女性が立っていた。

　地味な色の服を着て綺き麗れいな色の反物を頭に被るのは、この国では遊女の証あかしだった。もともとは遊女が男の家に入るときに、顔が見えないように布で隠していたのが始まりなのだが、そこに〝見み栄え〟が加わることで色鮮やかな反物を被るようになったのだとか。

　家に入ろうとしたその遊女はイヌガミの存在に気がつくと、

「……お話し中でしたか。不作法をいたしました」

　お辞儀をして、そそくさと立ち去ろうとした。そんな遊女をソージが呼び止めた。

「待て、メルーラ。こいつのことなら大丈夫だ」

　遊女は立ち止まり、ゆっくりと振り返った。

「……本当なの？」

「ああ。どっちかといやぁ、この国とやり合った側だ」

「ソージはこの国の司教でしょうに……」

　なんでそんな人とお酒を飲んでるのよ、と遊女は疲れたように肩を落とした。

　そしてそのままテーブルのところまで来ると、空いている席に腰を下ろした。イヌガミが面食らっていると、遊女は被っていた反物を取った。すると、

「なっ!?」

　現れたのは透き通るような白い肌に、金色の髪、そして〝尖とがった耳〟を持った二十歳そこそこの美女だった。尖った耳はエルフ族の特徴だ。しかし、それに加えて、彼女にはもう一つ際立っている部分があった。瞳がルビーのように紅あかいのだ。

「ハイエルフ……そんなまさか、本物なのですか？」

　深紅の瞳はハイエルフの特徴だった。

　エルフやダークエルフなども異種族との接触を嫌うところがあるが、それでもフリードニア王国のような多種族国家などでは、他種族の中に交じって暮らしている者もいる。

　それこそ他種族と婚姻を結び、子を生なす者だっている。ソーマの配下で言えば、侍中のマルクスなどもライトエルフと人間族との間に生まれたハーフエルフだった。

　しかし、ハイエルフは他のエルフ族以上に他種族との接触を極端に嫌う。

　そのためハイエルフは大陸北西にある大小二つの島からなる、エルフ族以外の種族の侵入を許さないハイエルフの国『ガーラン精霊王国』にしかいないとされていた。

　またハイエルフは独自の精霊信仰を行っており、ルナリア正教皇国のような宗教国家とはもっとも縁遠い存在だと言えた。だからこそ、イヌガミは驚いたのだ。

　こんな異教の総本山である国で、遊女の格好をしているハイエルフがいるなどにわかには信じられなかった。言葉を失っているイヌガミの様子に、ソージは苦笑しながらポンとハイエルフの頭に手を置いた。

「紹介しよう。こいつはメルーラ・メルラン。お察しのとおり、ハイエルフだ。こんな見た目だが、俺の二倍以上は生きてる婆ばあさんだから気をつけろよ」

「失礼ですね。ハイエルフの百歳なんて、人間族で言えば二十歳手前なんですよ？　精霊王国で百歳ですなんて言っても、若わか僧ぞう扱いしかしてくれませんし」

「あの……二人はどういうご関係なのですか？」

　ナチュラルに会話を始めた二人に、面食らっていたイヌガミはなんとかそんな質問を絞り出した。関係を尋ねられてメルーラとソージは顔を見合わせた。

「どういうって……同居人かしら？」

「いやいや、家主は俺だからな。俺がお前を保護してやってんだろ？」

「ちょっと待ってよ！　お世話されてるのはどっちなのよ！　私が片付けないと貴方あなたはすぐに物を散らかすじゃない！」

「お前が神経質すぎるんだよ！」

　なんだか熟年夫婦のような喧けん嘩かを始めた二人。

　イヌガミはこめかみを押さえながら、説明を求めた。

「あの、できれば最初から……なぜここにハイエルフのメルーラ殿が居られるのか、から教えていただけないでしょうか？」

「ん？　ああ、すまんすまん」

　ソージは落ち着きを取り戻すと、腕を組みながらメルーラのほうを見た。

「俺の口から説明しちゃっていいか？」

「ん……お願いするわ」

　メルーラの承諾を得てソージは彼女の身の上を語り出した。
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　ハイエルフのメルーラは百年ほど前、ハイエルフの国である『ガーラン精霊王国』に生まれた。当時は魔王領も出現しておらず、ハイエルフたちは大小二つの島からなる『ガーラン精霊王国』を守り、他種族と交流を持つことなく暮らしていた。

　そんな排他的で島の外の世界には関心を持たないハイエルフ族でありながら、メルーラは好奇心の塊だった。幼少のころより目に映るものすべてに興味を持ち、大人たちにそれがなにかを聞いて回った。物心がつき、大人たちが自分たちが知らないことを〝噓うそ〟で誤魔化していることに気付くと、今度は自分の足で真実を求めるようになった。

　そして様々なことについて研究すること二十年。

　一人前の研究者となったころ、ある巨大な謎に行き当たった。

　ハイエルフ族が信仰する精霊とはなにか？

　ハイエルフたちは、自分たちが精霊たちに寵ちよう愛あいされている種族であると考えている。

　その証拠と言われているのが、ハイエルフたちが強い魔法を使えるという点だ。

　他の種族なら魔導士と呼ばれる者たちにしか使えない強力な魔法を、ハイエルフたちは当たり前のように使うことができる。これは精霊たちが常にハイエルフのそばにいて、力を貸してくれているからに他ならない……という理屈だった。

　メルーラはこの精霊信仰に対して疑問を持った。

（たしかにハイエルフは強い魔法を使うことができる。でも、それは本当に精霊のおかげなの？　精霊なんて目に見えないものの存在を、どうして信じることができるの？）

　精霊を見たという者はいる。しかし、その証言は、「枕元に死んだ祖父母が立った」というのと同じくらいの眉唾物ばかりだった。

　そもそも他種族の侵入を拒むハイエルフの国で、ハイエルフが強力な魔法を使えたとして、精霊とやらがハイエルフのみに恩恵を与えるとどうして言い切れるのだろうか。

　もしかしたら他種族だって、その精霊とやらの恩恵で強力な魔法が使えるようになるかもしれない。逆にハイエルフが島の外に出たらどうだろう。精霊とやらが常に傍らにいてくれるならば、たとえ島の外に出ていようと強力な魔法は使えるはず。

　そういった検証もせずに、ただ精霊に愛されている種族だと盲信していることが、メルーラには許せなかった。知識は島の中だけで完結できるものじゃない。

　外の世界に出て、様々な知識を吸収して、初めて真実に近づけるのではないか。そう考えたメルーラは五十歳の誕生日を迎えた日に国を飛び出した。そして魔法で瞳の色を変えて、ライトエルフの冒険者になりすまして各国を巡って知識を吸収したそうだ。

　その過程でわかったこともある。

　精霊王国を出てから、メルーラの魔法の力は減少した。

　これが「ハイエルフの力は精霊王国でしか発揮できない」からなのか、「精霊王国を抜けたので、メルーラは精霊の加護を失った」からなのかはわからない。

　もう一度、精霊王国に戻り、力が戻るようなら前者である可能性が高いことを立証できるのだが、精霊王国では国を抜けた者は反逆者と見なされる。

　帰還すれば問答無用で殺されてしまうため、この検証はできていない。

　話を戻そう。旅を続けていたメルーラは、同じように固有の信仰を有している『ルナリア正教皇国』に目を付けた。精霊王国は精霊信仰を掲げているが、精霊の存在は証明できていない。ならば月神ルナリア信仰を掲げる正教皇国はどうなのだろう。そのルナリア様とやらや、そのルナリア様の預言が刻まれるという『月の碑ルナリス』は存在するのだろうか。

　もし正教皇国の信仰と月神ルナリア様・『月の碑ルナリス』の関係がわかれば、精霊王国と精霊信仰の関係も透けて見えてくるのではないだろうか。そう考えたメルーラは、間違いなく実在しているという『月の碑ルナリス』を見るためにルナリア正教の本教会へと忍び込んだ。
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「す、少しお待ちください」

　そこでイヌガミはソージの話を遮った。

「まさか、メルーラ殿は本教会へ忍び込めたのですか？　あそこの警備は厳重なことで有名です。素人が単独で侵入できるような場所ではないはずでしょう？」

　イヌガミが驚きよう愕がくした様子でそう指摘した。ソージは「まぁ、そうなんだがよう……」と頭を搔きながら言うと、隣のメルーラの頭にポンと手を置いた。

「普通なら難しいんだが……メルーラにはこんな能力があるからな」

　ソージはメルーラを促すようにその頭をグリグリと動かした。メルーラは鬱陶しそうにその手を払い除のけると、なにかを呟つぶやいた。すると……。

「なっ!?」

　次の瞬間には、メルーラの姿がフッとかき消えた。

　いまのいままでそこにいたはずなのに、いまはどこにもその姿を見つけることができない。しかし、イヌガミの嗅覚はメルーラの存在を感じていた。見えない、でもたしかに存在している。キョロキョロと周囲を見回すイヌガミを見て、ソージは「かっかっか」と笑いながらさっきまでメルーラがいた場所に手をやった。

「いなくなったように見えるだろうが、メルーラはさっきの場所から動いてねぇんだよ。触ってみりゃあ、たしかにここにいるってことがわか……がふっ!?」

　いきなりソージが椅子から転げ落ちた。なにかと思ってイヌガミが身構えると、急に怒り顔で拳を突き出しているメルーラが現れた。彼女が殴り飛ばしたのだろう。

「どさくさに紛れて胸を触らないでよ！　このセクハラ男！」

　メルーラは倒れているソージに向かって怒鳴った。

「いてて……胸？　俺はてっきり身体からだの側面だと……ぐほっ！」

「凹凸たらなくて悪かったわね！」

　余計な一言に、ソージは踏みつけ攻撃まで喰くらっていた。

　イヌガミは呆あつ気けにとられながら尋ねた。

「メルーラ殿は姿を消せるのですか？」

「ええ、そうよ。自分でも理屈はよくわからないんだけど、身体や衣服の色を周囲に溶け込ませることができるの。精霊王国にいたころなら周囲の人間も消せたんだけど……いまは自分一人を消すのが精一杯ね」

　復活したソージが「トカゲみたいなヤツだろ？」とちゃちゃをいれて、また蹴られていたが、トカゲなどの擬態と比べて彼女の消え方は完璧だった。ここにソーマがいれば、メルーラの能力とは光の屈折を操る能力で、これは光学迷彩の完璧版なんじゃと指摘するところだろうが、残念ながらこの場に指摘できる者はいなかった。

　ソージは席に座り直しながら「ともかくだ」と話を戻した。

「こいつはこの能力で本教会に侵入し、『月の碑ルナリス』のところまでたどり着いちまったんだ」

「姿は消せても気配や臭いはわかるはずです。よく忍び込めましたね」

「運が良かったのもあるだろうが、教皇猊げい下かや枢すう機き卿きようでもないかぎり入れない場所だ。入り口のセキュリティは厳しいが、そのぶん、一度中に入ってしまえばバレにくかったんだろう。メルーラは出てくる教皇猊下たちと入れ違う形で侵入したそうだ。……まあ、こいつが忍び込んだことで、いまではかなり強化されてるみたいだがな」

　ソージがジト目を送ると、メルーラはバツが悪そうに顔を背けた。女性一人でなんて無茶をするんだと、イヌガミは内心で呆気にとられながら尋ねた。

「警備が強化されたということは、侵入がバレたのですか？」

「ああ。人の目は誤魔化せたんだが、こいつはあろうことか『月の碑ルナリス』に触れちまったんだ。そんで―――どうやら神託を見ちまったみたいなんだ」
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　メルーラの話によれば、そこは広くて無機質な部屋だったそうだ。

　薄暗く、天井の高い部屋の中央には真っ黒な石碑のようなものが鎮座していた。縦は五・六メートル、横は二メートル、厚さは一メートルに満たないくらいだろうか。

　近くで見ると、その石碑は薄ボンヤリとした淡い光を放っているのがわかった。

（これが『月の碑ルナリス』……本当にあったのね）

　ルナリア神からの神託が刻まれるという、ルナリア正教の信仰の対象。

　あると予想はしていたものの、それが実在しているのを目の当たりにして、メルーラは興奮した。さっそく研究者モードになって『月の碑ルナリス』の観察と考察をはじめた。

（いま現在、対象は発光はしているものの、文字のようなものは浮かび上がっていない。しかし、ルナリア正教ではこの『月の碑ルナリス』に、月神ルナリアの神託が下りると言われている）

　研究モードのときのメルーラの思考は、どこまでも研究者らしいものになる。頭の中で紡ぐ言葉からさえも女性らしさは消えて、まるで研究論文のような無駄を省いた文言が並んでいた。メルーラは『月の碑ルナリス』の周囲をグルグルと回った。

（仮説：『「月の碑ルナリス」には月神ルナリアの神託が刻まれる』。

　この仮説が真である場合、なんらかの方法で『月の碑ルナリス』には『神託』が刻まれる。その神託が文字であるか、絵であるかは不明。この仮説が偽である場合、『月の碑ルナリス』に神託は刻まれない。この場合は意味深な発光物体を『月の碑ルナリス』として祭り上げることで、ルナリア正教は自らの権威付けに利用していることが推測される……けれど……）

　そこまで考えて、メルーラは首を振った。

（その可能性は低いと推測される。権威付けにしてはやり方が迂う遠えんに過ぎる。実際には神託が下りない碑を祀まつるくらいなら、ルナリア神が使用した道具でもでっち上げたほうが簡単だから。実際、他の宗教ではそういった事例も多く見られる）

　メルーラは『月の碑ルナリス』の（多分）正面へと回った。

（仮説が真である場合を検証しよう。この場合は大きく二つのパターンに分類できる。

　パターン１：神託は定期的、あるいはランダムのタイミングで下されるものである。

　パターン２：神託は受け手がなんらかの操作を行うことで下されるものである）

　メルーラはどこまでも冷静な目でその物体を見つめながら思考した。

（パターン１の場合は、受け手である教皇などは任意のタイミングで神託を受け取ることはできない。この場合、送り手である月神ルナリアの意思が強く反映されることになる。

　パターン２の場合は、教皇などは任意のタイミングで神託を受け取ることができる。この場合、月神ルナリアは通常時では信徒に干渉しない存在であることが推測される）

　そして、メルーラはゆっくりと『月の碑ルナリス』に手を伸ばした。

（『月の碑ルナリス』は発光している。これは『月の碑ルナリス』が装置として起動状態にあることが推測される。もし、なんらかの方法で私にも神託を下ろすことができたのなら、仮説のパターン２が真である可能性が高まるだろう……って、感じかしらね）

　メルーラが思考の海から帰ってきて、『月の碑ルナリス』に触れた……次の瞬間、

「っ!?」

　急に『月の碑ルナリス』の輝きが増し、黒い表面に金色の線でいくつかの模様が浮かび上がってきた。メルーラは驚きのあまり飛び退のいたが、落ち着いて観察してみるとその模様には規則性のようなものが見受けられた。メルーラはそれを『文字』だと推測した。きっとこの模様こそが『月の碑ルナリス』に刻まれるという月神ルナリアの神託なのだろう。

　メルーラは神託の解読を試みたが、その文字は大陸の公用文字どころか、メルーラが旅をしたどこの国の文字ともかけ離れていてまったく解読できなかった。

　メルーラは少しだけ落胆したが、すぐに気持ちを切り替えた。

（ともかく、神託とやらは下ろせたわ。次に問題になるのは、ルナリア正教の教皇たちにこの文字が読めるのかどうかだけど……）

　メルーラがそんなことを考えていたとき、不意に近づいてくるいくつもの足音が聞こえてきた。その足音は荒々しくて走っているのがわかる。

（しまった……『月の碑ルナリス』に触れたことで、侵入がバレた!?）

　メルーラは能力で姿をかき消すと、慌てて部屋の壁際へと移動した。

　そのすぐあとに、重装備の男たち六人が部屋の中へと乱入してきた。

　ルナリア正教の紋章が刻まれた盾を持つ彼らは、正教皇国の精鋭部隊『聖騎士団』の団員だった。男たちの中でリーダー格と思われる男が部屋の中を見回して言った。

「……まだ気配がある。どこかに潜んでいるぞ！　二人は入り口を固めろ！　残りで室内を捜索する！」

（まずい！）

　リーダー格の聖騎士はメルーラの存在に感づいている。その上で入り口をガッチリと塞がれてしまっては捕まるのも時間の問題だ。そう判断したメルーラは走り出し、入り口を完全に塞がれる前に、聖騎士の一人を突き飛ばしながら部屋の外へと出た。

「っ！　逃げたぞ！　出口方向に投とう擲てきっ！」

「はっ！」

　リーダー格の聖騎士の指示を受け、入り口を守っていた聖騎士たちが盾の裏側に仕込んでいた短剣を取り出し、メルーラの逃げた方向へと投げた。

「ぐっ……」

　通路が狭かったこともあってよけることもできず、聖騎士の投げた短刀の一本がメルーラの肩へと突き立った。痛みで集中力が切れたせいでメルーラの姿が露あらわとなった。

　メルーラの姿を捉えた聖騎士は驚いたような声を上げた。

「エルフだと!?　止まれ！」

「だ、誰が……」

　エルーラは気力でもう一度姿を消して逃走した。流血していたために血の跡ができてしまい、かなり長いこと追跡されることになったが、本教会を囲むように流れている小川に飛び込むことで、なんとか追っ手をまくことができた。しかし、出血している状態で水に入ったことで余計に血が流れて、メルーラは小川に流されながら意識を失った。
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「で、川下でボロ雑巾みたいに打ち上げられていたこいつを、俺が拾って保護してたってわけだ。そして今日まで匿かくまってきたってわけさね」

「……むー」

　ソージがメルーラの背中をバシバシと叩たたいていた。メルーラは嫌そうだったが、助けられたことは事実らしいのでなにも言わなかった。イヌガミは首を捻ひねった。

「ソージ殿はルナリア正教の司教ですよね？　よく助ける気になりましたね」

「当時はただの行き倒れだと思ってたからな。助けて数日後に町中にこいつの似顔絵が張り出されて、『魔女』として手配されているとわかったときには驚いたけどよ」

「それでも、教会には差し出さなかった？」

「……まあ、助けちまった手前、あっさり差し出す気にもなれなかったのさ」

　そう言ってソージはグラスの酒をあおった。

「話を聞きゃあ、『月の碑ルナリス』で神託を下ろしちまったって言うじゃねぇか。ルナリア正教では『月の碑ルナリス』に神託を下ろせるのは教皇など、ごく限られた者だけってことになっている。それがもし、異教徒のハイエルフにも下ろせたという事実が広まれば、教会にとっては大打撃だ。自分たちが特別ではなくなるんだからな。教会の権威の失墜は、この国の求心力の低下を意味する。だからこそ、メルーラを『魔女』に認定して、血眼になって捜しているんだろう。その存在を抹消するために」

「なるほど……」

「……ソージには感謝しています」

　鬱陶しそうにしていたメルーラだったが、今度は素直にそう言った。

「お尋ね者の私を保護し、治療してくれたこと。また、行き場のない私を匿ってくれていることには感謝してもしきれません」

「おっ。やけに素直じゃねぇか」

「これは本心です。恩返ししたいとも思っています。だからこそ、ここに匿ってもらっている間は家事一切を引き受けたのです。ですがっ」

　メルーラは立ち上がるとソージに指を突き付けた。

「貴方あなたはだらしなさすぎます！　もっときちんと物を片付けないから、いつもいつも探すことになるんですよ！」

「そうは言うが、お前だって似たようなもんじゃねぇか」

　ソージも負けじと立ち上がって、メルーラを見下ろしながら言った。

「留守を任せたらいつの間にか地下の酒蔵を、わけのわからねぇ実験場に変えやがったじゃねぇか。家主の許可なく家を改造すんじゃねぇってんだよ」

「研究者ですから仕方ありません。資材は自費で揃そろえたんだからいいでしょう？」

「俺に売り払わせた故郷から持ってきたっていう装飾品の類か？　足が付かないようにするの大変だったんだぞ……ったく」

　ソージはそのときの面倒くささを思い出したのか、ガシガシと頭を搔かいた。どちらが保護者でどちらが被保護者なのか……。パワーバランスがよくわからない二人だった。

　ソージは「ったくよう……」と言いながら、ドカッと席に着いた。

「御覧のとおりだ。こいつのことをなんとかしねぇと俺は王国へは行けねぇよ」

「え、ちょっと!?　王国に行くってどういうこと!?」

　イヌガミはメルーラにも、正教皇国への対策のためにソージをフリードニア王国の司教として招きたい旨を説明した。説明を受けたメルーラは少し考え込むと、やがて決心したように頷うなずいた。そしてソージに向かって言った。

「ちょうどいい機会ね。私もフリードニア王国に行きたいわ」

「おいおい、いいのか？　そんな簡単に決めちまって？」

「貴方がいなくなったら、この国に私の居場所もなくなるわ。だったら安全なうちに、貴方と一緒に王国に行きたい。この国で調べられそうなことは大体調べたし、新天地で研究するのも悪くないと思うわ」

　そう言うと、メルーラは真っ直すぐにイヌガミの目を見て言った。

「どうかしら、イヌガミさん？　貴方が仕える王様は、正教皇国が魔女と敵視している女を受け入れてくれると思う？」

　万が一、自分が王国にいることが正教皇国側に知られると、外交的にとても面倒なことになりかねない。メルーラはそのリスクを承知した上で自分を受け入れてくれるのかと聞いているのだ。後々、正教皇国に差し出されることになったら命はない。そういったことはしないという確約がないかぎり、王国へ行くことはできなかった。

　イヌガミもメルーラの真剣さは理解していたので、熟考した上で答えた。

「……そうですね。陛下は常々『才あらば用いる』と申されております。貴女あなたほどに見識の広い御お方かたなら、きっと手厚くもてなされることでしょう」

　人材狂いとさえ言われるソーマのことだ。多少の外交リスクを抱えることになったとしても、メルーラのような賢人がいたならば登用を躊躇ためらったりしないだろう。

「念のため、王城には拙者とカゲトラ様の連名で推薦文を送っておきましょう」

「……決まりね。行きましょう、ソージ」

　メルーラにそう促されて、ソージは苦笑するしかなかった。

「ったく、こんな重大なことを勝手に決めやがって……」

　口ではそう言いながらも、ソージも満更でもなさそうだった。

「……まあ、この国にいても俺みたいなのは肩身が狭いだけだしな。しょうがねぇから、お宅の王様のところにご厄介になるとするかねぇ」

　ソージも仕方なくだという感じを装いながらも、あっさりとフリードニア王国行きを了承した。こうして王国は新たに二人の人材を迎え入れることになった。

　ルナリア正教皇国の破戒司教ソージ・レスターと、

　ハイエルフの研究者メルーラ・メルラン。

　この二人の加入が王国の未来にどんな影響を及ぼすのか、及ぼさないか。それを知る者などこの時点ではいるはずもないが、あるいは『月の碑ルナリス』は知っていたのだろうか。
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　回想終了。時間を現在へと戻そう。

　そんな経緯があって王国へと迎え入れられたソージ・レスター司教が、この日、玉音放送を通じて初めてフリードニア王国の国民の前にその姿を現したのだった。

　さきほどはソーマが国に登録した宗教はすべて国教と認めると発表したばかりであり、その直後に一神教であるルナリア正教の司教が登場したことに、正教徒ばかりか他の宗教を信仰する国民たちも、その言動を固唾を吞のんで見守っていた。

　しかし、そんな国民たちの空気など知ったこっちゃないとばかりに、ソージは簡単な自己紹介を済ませると軽い口調で語り出した。

『さて……ソーマ王は登録したすべての宗教を国教として認めるって話だったが、我らルナリア正教は縁あって一足早く「国教化」してもらった。他にも「母竜信仰」や、神護の森のダークエルフが崇あがめる「神獣信仰」も第二正妃のアイーシャ殿経由ですでに登録されたみたいだな。他の宗教・宗派のヤツらも早く登録したほうがいいぞ』

　軽いノリで言うソージに、国民のほとんどは面食らっていた。

　とくにルナリア正教徒の驚きは大きかった。フリードニア王国内の正教徒を束ねる立場にある司教が、他の信仰を認める発言をしたからだ。王国は多種族国家という特色上、国内の正教徒は他種族との軋あつ轢れきを嫌う穏健派が大多数を占めていた。それでも、他の宗教を信仰する人々と積極的に関わることにはさすがに躊躇いもあった。

　しかし、今回のソージの発言はその躊躇いを取り払うものだった。

（ああ。べつに仲良くしてもいいんだ……）

　王国内の正教徒たちは憑つき物が落ちたような顔をしていた。ソージは話を続けた。

『それと、ロロアの嬢ちゃんからなにか宗教的なイベントはないのかと聞かれてなぁ。ルナリア正教徒なら知っていると思うが、そろそろ「春告祭」の時季だ』

　春告祭とはルナリア正教の春の一大イベントで、冬が終わり、芽吹きの季節が来たことを喜ぶ祭りだ。この祭りでは正教徒の子供たちが、妖精に扮ふんして籠に摘んだ花を大人に配り歩く。つまり子供たちは『春の使者』になるわけだ。そして大人たちはそんな『春の使者』たちに花の代わりにお菓子をあげて、その年の豊作を祈るのだそうだ。

　とまあ、簡単に言うとハロウィンの春バージョンといった感じの祭りだった。

『その春告祭だが……喜んで欲しい。ロロアの嬢ちゃんが、国民的なお祭りイベントとして認めてくれた。さっそくだが来週末に開催されることになっている。すでにルナリア正教の教会がある村や町には通達が行っているはずだ。参加は自由。ルナリア正教徒であるなしに関わらず、子供はお菓子をもらえることになっている。他宗教の大人たちも、できれば協力して欲しい。子供が来たら花を受け取ってお菓子をあげるだけだ。簡単だろ？　大人も結構楽しめる祭りだと思うから、積極的に参加してくれ』

　ソージの言葉に聴衆の間から拍手が起こった。楽しそうだと思ったのだろう。

　ソーマが放送番組を作って以来、このようなイベント事を楽しむ風潮が王国民の中ですっかり形成されていた。きっと当日は多くの国民がこの祭りを楽しむことだろう。

　するとソージは『ご清聴感謝する』と言って下がり、再びロロアが前に出た。

『今回はルナリア正教のお祭りをやるんやけど、他の信仰関係者も楽しそうなお祭りイベントがあったら教えてな。いろんな宗教のお祭りでこの国の行事を彩っていく。それって素敵なことやと思うねん。教徒・異教徒関係なく、国民全体で盛り上がろう！』

　ロロアが拳を上げると国民たちは歓声を上げた。

　さあ、祭りの準備を始めよう。




　◇　◇　◇




　―――大陸暦一五四七年三月末日・春告祭当日




　この日、俺はアイーシャとトモエちゃんを連れて城下へと降りてきていた。祭りとあって城下は賑にぎわっていた。いつものお忍び用の九く頭ず龍りゆう諸島連合の旅人装束を着込んでいるけど、こうも人がごった返していたら変装しなくてもよかったかもしれない。

「は、春の恵みを運んできました……です！」

　そんな中で、白魔導士風のローブに妖精の羽根を縫いつけたものを着ているトモエちゃんが、露店のおばちゃんに花を差し出していた。おばちゃんはにこやかな笑顔で、

「おんやまあ可愛かわいらしい妖精さんだねぇ～」

　……と和やかな笑顔でトモエちゃんから花を受け取ると、お菓子の入った包みをあげていた。お菓子をもらったトモエちゃんはペコリと頭を下げてお礼を言うと、こっちに向かってトテトテと駆け寄ってきて、お菓子の包みを俺たちに見せてきた。

「義あ兄に様さま、もらっちゃいました！」

「あー見てたよ。良かったね」

「はい！」

　頭を撫なでてあげると、トモエちゃんは嬉うれしそうにブンブンと尻尾を振った。そんなトモエちゃんの様子を見て、学生服で変装したアイーシャの表情も弛ゆるみきっていた。

「はぁ～。やはりトモエ殿は愛らしいですな～」

「はい。アイーシャさんも一緒に食べましょう」

「いいのですか!?　大好きです、トモエ殿～♪」

「ひゃっ」

　トモエちゃんがアイーシャに抱え上げられて頰ずりされていた。相変わらずアイーシャのお尻にはブンブンと振られる尻尾が見えるようだ。……というか、十一歳の少女に餌付けされてどうするよ。そんなアイーシャの様子を呆あきれながら見ていると、

「よお。そこにいるのは王様じゃねぇか」

　と、いきなり声を掛けられた。声のしたほうを見ると、酒場のオープン席で葡ぶ萄どう酒しゆを飲んでいるソージがいた。木製の大ジョッキを手にすでに相当できあがっているようだ。真っ昼間から酒を飲むこの男は本当に聖職者なんだろうか。そんなソージの向かいにはフードを深く被った女性らしき人物もいて、こちらはチビチビとお酒を飲んでいた。
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「……まだ正午だぞ、聖職者。そっちはメルーラか？」

「こんにちは、ソーマ王」

　フードを被ったメルーラが軽く会釈をした。やっぱりメルーラだったか。ハイエルフだとわかるといろいろと面倒らしいので、目立たないようにしているのだろう。

　するとソージは酒をあおり、トロンとした目で言った。

「うぃ～……お祭りなんだ。堅いことは言いっこなしだぜ。そういう王様は今日はアイーシャ嬢とトモエの嬢ちゃんが一緒なのかい？　両手に花で結構じゃねぇか」

「まあね……家族サービスみたいなもんさ」

　今回のお忍びは城下の視察と同時に、アイーシャとのデートも兼ねていた。

　リーシアとは……その……関係を持ったものの、他の婚約者たちにはまだ手を出していない。子供ができる順番が違って、継承問題に発展するような事態を避けるためだ。とくにロロアは元敵国の公女という微妙な立場にあり、ロロア自身と、これから生まれてくるかもしれない子のためにも、いま手を出すわけにはいかないのだ。

　生まれてくる子が継承権を持たない側妃候補ジュナさんや、長命種族なのでそもそも子供ができにくいアイーシャならば手を出しても問題にはならないだろうけど、二人はロロアに気を遣って待ってくれている。本当に……素敵な女性たちだと思う。

　まあ、結果として他の婚約者候補からも「早くお世継ぎを」と求められることになったリーシアは、「プレッシャーで胃が痛いわ……」とぼやいていた。……なんかごめん。

　オホン……ともかく、手を出せないなら出せないなりに、アイーシャたちには他の部分でサービスする必要があるわけだ。そんな話を聞いたソージは、

「は～ん。若いのに世帯を持たなきゃならんとは大変だねぇ～」

　と他人事のように言うと、見せつけるようにジョッキの葡萄酒を飲み干した。

「ぷは～」

「飲みすぎなんじゃないか？」

「ルナリア正教じゃ、葡萄酒は神聖なものだとされている。つまり俺はこの液体を体内に流し込むことによって、功徳を積んでいるわけだ」

「完全に飲んべえの言い訳だろ。ホントいい加減だな」

「だが、俺がいい加減なほうが、王様たちにゃあ都合がいいんだろ？」

　ソージはニヤリと笑った。……ったく、このタコ親おや父じ。俺は肩をすくめた。

「まあな。アンタを利用して正教徒と本国を分断するのがハクヤの作戦だし」

「まっ、持ちつ持たれつでいこうや王様。俺は全力で〝サボる〟からよ」

「期待しているよ。それじゃ、俺はアイーシャたちのところに戻るわ」

「おう。あんたとあんたの家族に神のご加護と平穏のあらんことを」

　不良司教のどこまで本気かわからない祈りの言葉を背中で聞きながら、俺はアイーシャとトモエちゃんのもとへ戻って行った。
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　―――大陸暦一五四七年四月一日




　ルナリア正教が行った春告祭の翌日。

　昨日の春告祭は相当な盛り上がりを見せたので、今日の城下はお祭り騒ぎの後片付けに追われていることだろう。そんな日に俺は政務室で一枚の紙と睨にらめっこしていた。

　すると、部屋に入ってきたばかりのリーシアが訝いぶかしげな顔で聞いてきた。

「……どうかしたの、ソーマ？」

「んー？　こいつを見てたんだ」

　俺は睨めっこしていた紙をリーシアに見せた。

　紙には文字だか記号だかよくわからないものが三つほど並んでいた。左から順に『左の矢印っぽい三角と四角を組み合わせたもの』、『二本の縦線と、一本の縦線と五本の横線でできたもの』、『傘の形をした記号みたいなもの』といった感じだった。

　受け取った紙を見てリーシアもまた首を傾かしげた。

「これはなに？」

「メルーラが見たっていう『月の碑ルナリス』の神託の一部だそうだ」

　ルナリア正教対策のために招いた司教ソージ・レスターにくっついてきた、ハイエルフの研究者メルーラ・メルラン。主に精霊や魔法について研究しているそうで、長年の研究による知識量も凄すさまじく、俺は諸もろ手てを挙げて彼女を迎え入れることにした。

　いまメルーラは様々な機材のある超科オーバー・サイ学者エンテイストジーニャの研究所にいる。

　魔法を吸収してしまう呪カース鉱こう石せきはメルーラにとっても興味のある研究対象らしく、ジーニャと二人、日々研究に没頭していることだろう。超科オーバー・サイ学者エンテイストと魔法研究者の出で逢あいが、この国にどんな化学反応をもたらすのか。楽しみなような、不安なような……。

　そんなメルーラと初めて対面したときのことだ。

『月の碑ルナリス』に浮かんだという神託が話題に上り、その詳しい内容について尋ねたところ、メルーラは残念そうに首を横に振った。

『神託というからには浮かんだのは文字だと思うのですが、この世界のどこの国のものでもない文字だったので内容はわかりませんでした。もう少し時間があれば表音文字か表意文字かくらいはわかったかもしれませんが……』
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　どうやらまともに記憶する時間もなかったようだ。命の危機が迫っていたのだから仕方ないか。一応、わずかでもいいから憶おぼえていることはないのかと尋ねたところ、

『本当にごく一部だけなら。たしか……こんな感じだったと思います』

　と、言ってメルーラが紙に書いたのが、この三つの文字だか記号だかわからないものだった。メルーラの記憶も曖昧だったのでおそらくこれも正確ではないだろう。

　結局、こんな感じの文字だか記号だかわからないものが神託として浮かんでいた、ということしかわからなかった。すると、リーシアがなにかに気付いたように言った。

「あっ……この世界の文字じゃないなら、ソーマのいた世界のものとか？」

「ああ。俺もそれを疑ったんだけど、皆目、見当が付かないんだよなぁ……」

　地球にある文字のすべてなんて知るわけがないけど、少なくとも十年以上日本に住んでいて目にした記憶のない文字（？）だった。真ん中のものは見ようによっては、『拝』とか『侍』に見えないこともないんだけど、その前の矢印っぽいものや、後ろの傘みたいなものがなんなのか……さっぱりわからなかった。

　俺は諦めてその紙を政務机の引き出しの中にしまった。

「まあ、三文字だけじゃあ読めたとしてもどうしようもないだろう。気になるからって政務をほったらかしにはできないからな。このことはいったん忘れよう」

　そしてリーシアと今日のぶんの書類仕事に取りかかったのだけど……分裂させた一つの意識で考えていた。今回のことはフリードニア王国の外側で起こったことだ。

　気になることがあった場合、それが国内のことならば、人材を登用し、人員を割き、予算を回せば調査することができる。国王としての立場もあるしな。

　しかし、それが他国のことだった場合、調査することはできない。

　当事国がすでに調査を完了している事象ならば、交渉や諜ちよう報ほう活動の結果次第では情報を受け取れる可能性がある。だけど当事国が未調査だった場合、その事象についての知識を得る術すべはない。他国のことである以上、調査隊を派遣するわけにもいかないからな。

　もし、そんな自国では得られない情報の中に、自国の命運を揺るがしかねないものがあったとしたらどうだろう。対処が遅れて取り返しの付かないことになってしまったら。

　……そう考えると、いても立ってもいられない気分になる。

　世界は一国では完結しない。ましてや、王城の中にいたんじゃ、わからないことも当然あるだろう。俺はまだ……この世界のことについて知らなすぎる。

（もっと識しる必要がある。もっとたくさん、いろんな国を……）

　国王としての政務に追われながら、俺はそんなことを思った。




　◇　◇　◇




　―――それは摩ま訶か不ふ思し議ぎな空間だった。




　まるで光の届かない深海か、あるいは宇宙空間にでも投げ出されたかのような、どちらが上で、どちらが下かもわからない空間。そんな空間の中に、俺はいま浮いていた。

　呼吸は正常にできる。でも、思考はどこかぼやけている。

（ああ……多分、これは夢だ。夢の中の世界だ）

　夢の中で自分が夢を見ていることに気付くことはある。

　炬こ燵たつみたいなしっかりとは寝にくい場所で寝ているときなんかには、これは夢なんだから早く起きなきゃと思って〝起きた夢〟を見て、まだ自分は夢の中だと気付いて、起きる夢を見て……というのを延々と繰り返すこともある。いまの感覚はそれに近い。

　そんな風に微睡まどろみの中を揺蕩たゆたっていると、不意に目の前が光り出した。

　光は段々と大きくなり、自分の身体からだの数十倍はあろうかという大きさにまでなった。巨大化した光は、やがて自らを形づくり始めた。その姿を形成していくにつれて、強かった光は次第に弱まっていく。そして……。

　目の前に現れたのは、一頭の巨大な白銀の竜ドラゴンだった。

　その存在感は圧倒的だった。山や羊ぎのように巻いている角。鋼鉄さえも引き裂きそうな爪と牙。広げられた逞たくましい翼。体表はサラサラとした白銀の毛で覆われていて、碧あお色の瞳はどこかやさしげで、雄々しくもどこか母性を感じさせるそんな竜ドラゴンだ。

　飛竜ワイバーンと竜ドラゴンは別物だと聞いても、いまいちピンとこなかったけど……いまならわかる。

　この目ま映ばゆいまでに神々しい生き物を、飛竜ワイバーンと比べるのはおこがましいだろう。

「もしかして……聖母竜マザードラゴンなのか？」

　直感だった。話にだけは聞いていた。

　星竜連峰には知恵ある竜ドラゴンたちを束ねる、美しく巨大な白竜がいるという。

　この目の前の竜ドラゴンは白竜というよりは白銀竜とでも呼ぶべき美しさだったけど、そんなマザードラゴンのイメージどおりだった。マザードラゴンは肯定も否定もしなかったけど、俺の目から視線を逸そらさない相貌が「是」であると語っているようだった。

　するとマザードラゴンはその長い首を伸ばしてきた。頭部だけでもものすごい大きさがあり、その気になれば俺など即座に一ひと吞のみにしてしまうだろう。

　慌てふためいたけど、身体は縫いつけられたように動かなかった。

　幸い、近づいてきたマザードラゴンの頭は口を開くこともなく、その大きな鼻先を俺の胸元に近づけるだけだった。そしてゆっくりと鼻から息を吸い込む。そのまましばしの時間が流れたあとで、マザードラゴンはゆっくりと顔を離した。

『懐かしき匂いを持つ者よ』

（っ!?）

　声が聞こえた。その声色は穏やかな年配の女性のものだった。もしかして、マザードラゴンの声なのか？　そう思って見たけど、口を開いた様子はなかった。

『懐かしき匂いを持つ者よ』

　また聞こえた。やはりマザードラゴンのほうから聞こえた気がする。

「この……脳に直接響くような声の主は貴女あなたなのか？」

　そう尋ねると、マザードラゴンがゆっくりと頷うなずいたように見えた。

『竜ドラゴンの姿で語るにはこの方法しかありませんから』

「それはまた……」

　なんとも摩訶不思議な能力だった。交信の魔法か念話テレパシーかはわからないけれど、まあ、これは夢なのだからなんでもありなのだろう。しかしまぁ……夢の中で、竜ドラゴンと心で会話するなんて、まるで一昔前のファンタジー映画のようだな。

「……もしかして、この夢は貴女が見せているのですか？」

『いいえ。これは夢であり、夢ではありません。貴方あなたと私の意識をシンクロさせることで、擬似的な夢を生み出し、こうして対話が可能な空間を創造したのです』

　マザードラゴンはさも当然とばかりにそう言った。

　意識をシンクロ、擬似的な夢……ファンタジー映画のような光景なのに、ずいぶんとシステマチックな単語が出てきたな。まるで科学に精通しているみたいじゃないか。

　星竜連峰には知恵ある竜ドラゴンたちが住むと聞いて、その知恵は人語を解する程度の認識だったのだけど、その知恵はもしかしたら人類側を大きく上回っていたりするのだろうか。だとすれば、なんと底知れない国だろう。

「……それで。マザードラゴン殿はなぜ、このような場を設けたのですか？」

　俺は一国の女王と対話するように、なるべく平静を装ってそう尋ねた。

　まあ、聞いてはみたものの……心当たりはある。

　ジーニャが発掘された骨で造ってしまった『メカドラ』だ。星竜連峰側から、同胞の亡なき骸がらを弄ぶなと怒られた場合、我が国としては平謝りするしかない。こうやって実物の竜ドラゴンを初めて見て改めて確信した。この存在を敵に回してはならない。

　竜ドラゴンの亡骸が変化したスカルドラゴンという魔物が、一国を滅ぼしかねないという話もあったっけ。それだけ竜ドラゴンのもともとのポテンシャルが高いということなのだろう。最盛期の帝国ですら星竜連峰には手も足も出なかったというのも納得できる話だ。というか、こんな存在に対して喧けん嘩かをふっかけるなんてどれだけ無謀だったんだって話だ。

　背中に冷や汗を流していると、マザードラゴンがうっすらと微笑ほほえんだように見えた。

『そのことについては、なにも言うことはありません』

「っ!?　（心を読まれた!?）」

『ここは私と貴方の意識をシンクロさせた空間だと言いました。言葉を発さずとも、貴方には私の声が聞こえているはずです』

「……（……思うだけで伝わる、ということですか？）」

　敢あえて言葉にせず心の中で思ってみると、マザードラゴンはコクリと頷いた。

　なんてこったい。肝胆相照らすどころか頭の中まで筒抜けなのか。

　交渉の場としてはこれ以上ないくらい公平だけど、自分も相手に噓うそを吐つけないということでもある、いや、もしかしてマザードラゴンともなると、心で噓を吐くこともできるのだろうか？　そんなことを思っていると、マザードラゴンは首を横に振った。

『それは私にもできません。どんな生き物も心で噓は吐けません』

「そうなんですか？」

『ええ。それと、言葉に出さなくてもいいのですよ？』

「いえ……なにか落ち着かないので言葉にさせてください」

　隠し事もできない空間なのだ。もうストレートに聞いてしまおう。

「『メカドラ』の件について……なにも言うことはないというお話でしたが？」

『すでに魂も抜け、物質的にも骨から石に置き換わっているものの扱いについて、とやかく言うつもりはありません』

「……同胞の骨なのにですか？」

『人もまた祖先の化石を展示したりするでしょう。思うところがないわけではありませんが、それも詮なきことです。すべての生き物は生きて、死に、朽ち果てるものです。動物も、植物も、人も竜ドラゴンも、朽ちれば土へと還かえるだけです。ならば大地を踏みしめ、かつての同胞を足蹴にしていることを嘆く必要があるでしょうか？』

「………」

　ビックリした。信仰の対象となっている存在にもかかわらず、マザードラゴンの口から語られたのはとても現実的な言葉だった。それと、土へと還るという表現が、微生物による分解を指すなら、やはり竜ドラゴンたちの知識は侮れないということになる。

「……『メカドラ』の件でないとしたら、貴女はなぜ、この場を設けたのですか？」

　そう尋ねると、マザードラゴンはわずかに目を細めた。

『懐かしき匂いのする者、エルフリーデンとアミドニアの王、ソーマ・カズヤ殿。貴殿に一度、星竜連峰にお越しいただきたいのです』

「星竜連峰に？」

　マザードラゴンは静かに頷いた。

『近々、星竜連峰では、若き竜ドラゴンたちと「ノートゥン竜騎士王国」の騎士たちとの間に「騎乗契約」を結ぶ儀式が執り行われます。その儀式に参加していただきたいのです』

「え？」

　俺が竜騎士の儀式に参加するのか？……あれ、星竜連峰ってノートゥン竜騎士王国以外とは国交を結んでいないんじゃなかったっけ？　詳しい話を聞こうとしたとき、マザードラゴンの身体が現れたときと同様に光り始めた。眩まぶしさに目を細める。

　その姿がかき消える間際、マザードラゴンはこう言い残した。




　―――貴方に、託したいものがあります。




　◇　◇　◇




　目が覚めると、俺は暗い部屋のベッドの上にいた。

　ボンヤリとした頭で周囲を見回す。まだ夜なのだろう。暗かったけど、窓辺から差し込む月の光で綺き麗れいに整頓された洋風の室内が見えた。

（ここは……そうか。リーシアの部屋だ）

　昨夜は……というか、ここ最近は、よほど仕事が忙しくないかぎり、俺はリーシアの部屋で寝起きしていた。もちろん……その……イチャイチャするためだ。

　横を見れば、案の定、リーシアの寝顔があった。政務室だと翌日が慌ただしいし、俺の部屋だと半分は人形工房、残り半分は婚約者たちとの団だん欒らんの場でもあるため気が引けて、結果として毎晩、リーシアの部屋に通わせてもらっているわけだ。

「うぅん……」

　隣で仰あお向むけに寝ていた裸のリーシアが、頭をもたげたかと思うと横向きになった。

　そしてゆっくりと目を開けると、眠い目をこすりながら俺のほうを見た。

「んんん……ソーマ？」

「ごめん。起こしたか？」

「……ううん。いいけど、どうかしたの？」

「あー……なんだか凄すごい夢を見ちゃったんで……」

「夢？」

　そんなときだった。




　―――オォォォォォォォォォォォォォォォ……




　いきなり、そんな音が聞こえてきた。まるでサイレンのような、あるいは生き物の遠とお吠ぼえのような不思議な音だ。その音はだいぶ遠くから聞こえているようで、大音量なのだろうけど耳障りではなかった。深夜に眠っている者たちを起こすこともないだろう。実際に聞いたことはないけど、クジラの歌声というものをイメージさせた。

　俺はシャツを羽織り、ズボンを穿はいてベッドから出ると、月明かりが差し込む窓辺に立った。すると、大きな影が上空を北西の方角へと飛び去っていくのが見えた。

「珍しい。あれはマザードラゴンの遊覧飛行よ」

　裸身に毛布を巻いただけのリーシアが隣に立ってそう言った。

「遊覧飛行？」

「私も実際に見たのは初めてよ。マザードラゴンはごく稀まれに、夜に大陸中の空を飛ぶときがあるんだって。なにかするわけじゃないんだけど、母竜信仰では、マザードラゴンの遊覧飛行を見られた人には、幸運が訪れると言われているわ」

「幸運……ねぇ」
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　リーシアは偶然だと思っているみたいだけど、さっきの夢のことを考えると……。

（夢だけど、夢じゃなかった……ってことか）

　またぞろなにか起きそうな予感に、俺は小さく溜ため息いきを吐いた。




　◇　◇　◇




　―――翌日




　昨夜の出来事が気になりつつも、いつもどおりに政務室で仕事をしていると、なにやら疲れた表情をした宰相のハクヤが入ってきた。

「どうしたんだ？　酷ひどく疲れてるみたいだな」

　ハクヤは歩み寄ってくると、思い詰めたような顔をして言った。

「陛下……しばらく、王城を離れてはいただけませんか？」

「……はい？」

　王城を離れるって……城から出てけってことか？　俺、一応、王様なんだけど？

「下克上か？　べつにハクヤになら王位を譲ってもいいけど？」

「なにをバカなことを言っているのです。いりませんよ、そんなもの」

「そんなものって、お前なぁ……」

「いいから聞いてください。さきごろ、陛下と姫様たちとの『婚礼の儀』の日程を公表しましたよね？」

　ハクヤにそう尋ねられ、俺はコクリと頷うなずいた。

　先日、いまだに王位を預かっているだけで正式には即位していない俺が、第十四代国王として即位するために行う『戴冠の儀』と、リーシアたちとの『婚礼の儀』を、今年の年末に同時に行う旨を発表したばかりだった。これは大きなイベントは一気にやってしまったほうが、国庫的にも負担が軽くてすむとの判断からだ。

　しかし、そのことによって問題が起きているのだとハクヤは言った。

「いま王城には、陛下と婚姻関係を結びたい貴族たちや、東方諸国連合に所属している中小国家の王からの、縁談の申し込みが殺到しているのです。婚礼の儀の前に、滑り込みたいという思惑なのでしょう」

「駆け込み婚約者になろうってことか。断れないのか？」

「できますが……『断られるにしても、せめて一度、お会いしてからお返事をいただきたい』と言われてしまうと、断りづらい家柄ばかりなのです。このところ、王城に持ち込まれる縁談の量は増加傾向にあるので、担当部署はパンク寸前です」

「……俺の縁談ってそんなに多いのか？」

「いえ、陛下のものだけではありません。陛下のそばにいて、将来を有望視されている独身者のもとには、それぞれ、かなりの数の縁談が持ち込まれているんです」

　国王に嫁げないなら、せめて将来有望な直臣のもとに嫁ごうってわけか。王家の一員になるよりは、ハードルも低いだろうしな。まったく……貴族とはそういうものだ、って言われればそうなんだろうけど……ホント、よくやるよ。

「ちなみに家臣で一番人気なのはポンチョ殿です」

　ポンチョ？　それはまた意外だな。

「イケメン近この衛え騎士団長のルドウィンじゃないのか？」

「たしかにルドウィン殿の人気も凄いですが、アークス家もまた大家なので、縁談の申し込みは貴族・騎士階級に限られています。その点、ポンチョ殿は家格も低く、市井の商家などからも縁談が来ております。また、ルドウィン殿は高たか嶺ねの花でも、ポンチョ殿なら簡単に籠絡できるのでは、と思った女性も多いようです」

「……舐なめられてるなぁ」

　ポンチョに縁談が集まっているのには、もちろん彼自身の人気もあるだろう。

　まん丸お腹なかの太っちょ男性ではあるけど、気はやさしくて気配り上手な好青年だ。なにより作る料理が美う味まい。また食料問題を解決に導き、アミドニア地方では半ば食の神様のように崇あがめられていることを考えれば、嫁になりたいと思う女性も多いはずだ。

　一方で、ポンチョの押しに弱そうな性格も、放送番組などで知られてしまっている。少しでも自分の容姿に自信がある女性なら、勢いで押し切れると思ってしまうのも無理はないだろう。実際、ポンチョもそういったアプローチをかわすのは苦手そうだし。

　う～ん……功臣であるポンチョがモテモテなのは喜ばしいことだけど、これからも活躍して欲しい人材である以上、あんまり変な女性に引っ掛かって欲しくないな。

「対策は立ててあるのか？」

「はい。すでにセリィナ殿にポンチョ殿の補佐を頼んであります。お見合いのときにも立ち会い、野心だけで婚約しようとする女性は退けるようにと」

　ああ……それなら心配ないか。

　セリィナがポンチョの補佐に付いていてくれるなら大丈夫だろう。

　セリィナは性格には若干難があるけど、とんでもなく瀟しよう洒しやな美人さんだ。彼女が隣にいれば、ちょっとばかり自分の容姿に自信があって、簡単に籠絡できると踏んでいた女性たちもすごすごと引き下がることだろう。

　以前からポンチョの補佐を頼むことが多かったけど、セリィナは、

『私が殿方のために尽力しているのですから、もっとしっかりして欲しいものです。それはそうと頑張っているのですから、またご馳ち走そうしてください』

　とか愚痴を言いながら、彼の作る料理目当てではあるものの、積極的にポンチョの世話を焼いているようだった。食べるのも作るのも大好きなポンチョと、俺とポンチョで開発している地球産ジャンクフードの擒とりこになってしまったセリィナ。

　セリィナ自身は可愛かわいい女の子へのＳっ気をこじらせているせいで無自覚っぽいけど、すっかり餌付けされている気がする。気弱でほっとけない感じの男性と、強気で世話焼きの女性なので、馬も合ってるみたいだしな…………って、あれ？

「セリィナはポンチョの縁談に立ち会ってるんだよな？」

「ええ。ポンチョ殿の隣に立つ彼女の容姿を見て、即座に辞退する女性も多いとか」

「それって……セリィナが無自覚にポンチョを〝囲って〟ないか？」

「………」

　………………。

　俺たちは主従揃そろって気まずい顔を見合わせることになった。

　……うん、この件に関しては放っておいたほうがよさそうだ。横から口を挟むのも野暮というものだろう。とりあえず話を変えることにした。

「オホン……というか、ルドウィンやポンチョだけの話じゃないだろう。ハクヤにも相当な数の縁談が舞い込んでいるんじゃないか？」

　ハクヤは端整な顔立ちをしているし、俺の側近中の側近でもある。世の女性や貴族たちが放っておくとは思えない。するとハクヤは苦虫を嚙かみ潰したような顔になった。

「私は……いまはまだ、妻を持つ気にはなれません」

「女性に興味がないわけじゃないだろ？　結婚は面倒とか考えてるくちか？」

「いいえ。いつかは妻子を持ちたいとは思っていますが、その相手は自分自身の目で見極めて選びたいと思っています。誰かに押し付けられての結婚は……」

「……それを俺に言うか？」

　俺とリーシアの場合、バリバリ押し付けられた婚約だぞ。アイーシャとジュナさんだって、最初はそれぞれに立場や思惑があって俺に接近してきたわけだし、ロロアにいたっては公国民を護まもるために国ごと嫁ぎに来た。普通な出会いなど一つもなかった。

　そう指摘するとハクヤは珍しく慌てたように頭を下げた。

「申し訳ありません。陛下の婚約を悪く言ったつもりはなく……」

「いいよ。俺のいた世界ではハクヤの考えのほうが主流だったくらいだ」

　日本では一般的だった両性間の合意による自由な恋愛結婚。

　封建社会から抜け出せていないこの世界では、身分が高くなるほど、その『自由』が利かなくなる。とくに貴族・騎士階級以上の結婚は、家と家との繫つながりという意味合いが大きいしな。ルドウィンとジーニャ、ハルとカエデみたいに、家同士の付き合いがある場合もあるけど、それは稀な事例だ。大抵の場合、階級や身分が上になればなるほど、家の思惑によって縁組みが為なされるのだろう。

　もっとも、逆に俺みたいに突き抜けた権力を持っていれば、どうとでもなってしまう問題ではある。ジュナさんとの婚約のときにも案としてあったけど、貴族の養子にしてもらうなどすれば、家格や身分差などは調整できてしまう。

　ハクヤにしてもこの国の宰相であるのだから、そういった手段をとることもできる。だからこの場合は、ハクヤ自身の結婚観の問題ということになってくるだろう。

　まぁ、俺に言えることはだ。始まりがどうだったとしても恋愛は恋愛だ。いまはもうリーシアたちとは、離れることなど考えられないくらい絆きずなは深まっている。

「押し付けられて始まる恋愛もあったぞ？」

　俺にいきなり惚のろ気けられて、ハクヤは面食らってから小さく笑った。

「……そうですね。陛下たちを見ていると、それもいいかと思えてきます」

「それでも、いまはまだ誰も娶めとる気になれない？」

「申し訳ありません」

　んー……まあ、理想の女性が現れるまで待ちたいというのならそれもアリか。もしかしてすでにそういう人物がいて、片思い中だったりするのかもしれないしな。

「でも、国王として言わせてもらうと、いざというときのために後継者の育成はしておいてもらいたいね。ハクヤだって、なるべく早く楽隠居がしたいだろ？」

「そうですね。どこかのタイミングで弟子をとろうかと思います」

「ああ、弟子って手もあるのか。そういえばハクヤって、トモエちゃんに勉強を教えてるんだっけ？」

　我が愛すべき義妹のトモエちゃんだけど、最近ではよくハクヤのところに読み書きや計算、この国の歴史なんかを学びに行っているそうだ。熱心な生徒に対してハクヤも熱心に指導しているんだとか。するとハクヤは珍しく苦笑いを浮かべて言った。

「『義あ兄に様さま、義ね姉え様さまのお役に立てるような人になりたい』という熱意に負けました。要領がいいほうではありませんが熱心ですので、いずれはひとかどの人物となるかもしれません。もっとも、義妹いもうと様さまにはこの重責を継がせたくはありませんが……」

「なんかすでに師匠バカになってないか？」

「冷静に評価しての意見です」

　ふ～ん……まあハクヤなりにちゃんと考えているのならばいいか。

「って、あれ？　どっからこの話になったんだっけ？」

「陛下との縁組みを望む貴族が押し寄せているという話からです。そんなわけですので、陛下にはしばらく城を出ていて欲しいのです。陛下が城に不在ならば『顔見せだけでも』という貴族たちの要望も断りやすいので」

　ああ、俺がいなければ顔見せしたくてもできないってわけか。そうやってのらりくらりとかわして、この波が収まるのを待とうという算段なのだろう。

「でも、その間の政務はどうするんだ？」

「幸い、いまは吃きつ緊きんの課題もなく国も安定しております。普通の政務でしたらあの『こうぼうあーむ』とかいう気味の悪い装置を使えば問題ないでしょう？」

「気味の悪いって言うなよ。まあ……そうだな」

　ジーニャに開発させた「人の手型マニピュレーター『コーボー・アーム１号』」。

　実際に人の手のように動かせるこの『コーボー・アーム１号』を、マネキンに取り付けることによって、俺は離れた場所からでも政務を行うことができるようになった。見た目が不気味なので部屋を訪れる官僚や侍中には不評だけど、とても便利な代物だ。

　たしかにアレがあれば、俺が城内に留とどまっている必要もないか。

「で、城を出てどうしろっていうんだ？」

「そうですね。面会を求める貴族たちをシャットアウトしやすく、かつ警護しやすい閉鎖的な環境ということで、『王立士官学校』か『王立アカデミー』のほうに、短期入学していただこうかと考えていたのですが……」

　そう言うと、ハクヤは一通の書状を差し出してきた。

「このような物が届きました以上、外遊に出ていただこうかと思います」

「外遊？」

　尋ねながら書状を見ると、封ふう蠟ろうの部分に竜ドラゴンの刻印があった。ハクヤは頭を下げた。

「僭せん越えつながら、先に中身を拝見させていただきました。星竜連峰からの、『契約の儀』への招待状にございます」

「それはまた……マザードラゴン殿も仕事が早いなぁ」

「？　なんのことです？」

　疑問顔のハクヤに、俺は昨日の夜の出来事を話して聞かせた。夢の中でマザードラゴンと対話したことを聞いたハクヤは、珍しくテンション高めの顔をしていた。

「それは、なんとも名誉なことではないですか」

「テンション高いな。ハクヤって母竜信仰なのか？」

「あー、いえ……たしかに私の家は聖母竜マザードラゴンを信仰していましたが、私自身はそこまで信仰心に厚くはありません」

「じゃあ、なんでそこまでテンションが上がっているんだ？」

　そう尋ねると、ハクヤはやれやれといった感じに肩をすくめた。

「星竜連峰が国交を結んでいるのはノートゥン竜騎士王国だけですが、ごく稀まれに、個人をマザードラゴンが招いて特別に竜ドラゴンとの騎乗契約を結ばせる場合があるようです。聞くところによれば、この国の初代国王陛下も、招かれて竜ドラゴンと契約していたとか」

　ああ、俺と同じように異世界から召喚された勇者だっていう初代様か。

　様々な種族を束ねて『エルフリーデン王国』を建国したり、竜ドラゴンと契約していたりと、俺とは違ってずいぶん勇者らしい活躍をしていたんだな。エクセルならそのころのことも知っているだろうし、一度、彼の事績をゆっくり聞いてみたいものだ。

「まあ珍しいことではあるんだろうけど、取り立てて騒ぎ立てるようなことか？」

「陛下と初代陛下には共通点があります。異世界から召喚された勇者であることです。だから陛下に、初代陛下の面影を重ねてみる者もおります。ここで初代陛下と同じように竜ドラゴンと契約できたとすれば、陛下と初代陛下を同一視する者はさらに増えるでしょう。国民が陛下をさらに敬うようになれば、国家はますます安定します」

「初代様の権威を借りるわけか。……過剰期待になりそうで嫌だな」

「それくらいは我慢してください。陛下は『国王』としての働きはなされてますが、召喚された『勇者』という看板は腐らせています。聖女様が居られる帝国や正教皇国に威厳で負けないためにも、ここで一つ箔はくが欲しいと思っていたところです」

「言いたいことはわかるけど……あまり期待はするなよ？　竜ドラゴンと契約を結ぶと決まったわけじゃないんだ。もしかしたら来賓として呼ばれただけかもしれないんだし」

　ハクヤには釘くぎを刺しておいて、俺は頰ほお杖づえをつきながら考えた。とりあえず星竜連峰に行くというのは決定事項として……となると次は、誰を連れて行くかだな。







「……というわけで、星竜連峰に行くことになった」

　数時間後。俺は会議室に仲間たちを集めてそう告げた。

　ここにいるのは俺とリーシア、アイーシャ、ジュナさん、ロロアの婚約者四人に、宰相のハクヤ、近この衛え騎士団長のルドウィン、財務大臣コルベール、義妹のトモエちゃん、それとセリィナ、カルラの侍従メイド組の全部で十一人だった。

「国外に出るんでしょ？　大丈夫なの？」

　リーシアが心配そうに聞いてきたので、俺はコクリと頷うなずいた。

「道中では黒猫部隊に陰から護衛してもらう。さすがに星竜連峰の領土にまでは入れないけどな。まあ星竜連峰内に入ってしまえば、悪さをする者もいないだろう。それに星竜連峰内へも数名の供を連れて行くことを許可されている。ハクヤ、何名までだっけ？」

「五名まで、と書状にありました」

　ハクヤの答えに頷くと、みんなに向かって言った。

「そんなわけで五名ほど連れて行きたい。お忍びなので目立ちたくはないけど、なにぶん国外のことだし、なにが起きるかもわからない。だからなるべく武芸が達者なほうがいいだろう。アイーシャには絶対に付いてきて欲しい」

「はっ。陛下の身は、我が身に代えてもお守りいたします」

「それはダメだ。すでにアイーシャは将来の第二正妃候補として国民に認識されている。護ってもらわなきゃいけない立場でこんなこと言うのもおかしいけど、我が身に代えてもとか言わずにちゃんと自分自身も護ってくれ」

「は、はい！　承知しました！」

　アイーシャがコクコクと頷いた。今度はリーシアのほうを見た。

「逆に、今回連れて行けないのはリーシアだ」

「……理由を聞かせてもらえる？」

　リーシアは不満そうな目をしながら聞いてきた。表情はあまり納得していない様子だったけど、まずはこちらの意見を聞いてくれるようだ。

「俺がこの国のトップなら、リーシアはナンバー２だ。この外遊には一月程度を見積もっている。それだけの間、トップとナンバー２が国を空けるわけにはいかないだろう。命の危険はないだろうけど、なにかのはずみに帰還が遅れることも考えられる。そういった場合に、俺の代わりに国を取り仕切れる人物を残しておく必要がある」

「……そうね。残念だけど……納得したわ」

　リーシアは溜ため息いきを吐つきながら言った。頼りになる女の子だし、連れて行きたいのはやまやまなんだけどね。リーシアは気持ちを切り替えるように胸に手を当てた。

「留守は任せて。そのかわり、あまり無茶なことはしないでよ？」

「ああ。頼りにしてる」

　リーシアに納得してもらい、今度はジュナさんのほうを見た。

「武術も諜ちよう報ほう活動もできるジュナさんには、是非来て欲しかったけど、あまり長い間、教育番組を休むわけにはいきませんよね？」

「……そうですね。残念ですが」

「はいはーい！　うち！　うち、行きたいわ！」

「だ、ダメですよ、姫様！」

　ロロアが両手を挙げてピョンピョン跳びはねてアピールしたけど、すぐにコルベールに羽交い締めにされていた。

「ただでさえ、いろんな事業に手を広げているんですから、姫様には各種経理を手伝っていただきませんと！　それにジュナ殿の教育番組にも出演しているでしょう！」

　コルベールにそう指摘されて、ロロアはガックリと肩を落とした。

「うぅ……うちもダーリンと旅行、行きたかったなぁ」

「外遊な。旅行はいずれ、家族みんなで行こう」

「絶対やで、ダーリン！」

　俺は残ったメンバーの中から、カルラのほうを見た。

「カルラ。お前にも俺の護衛を頼みたい」

「わ、私ですか？」

「この中で武勇があって手が空いている者となるとカルラが適任だろう」

「しょ、承知しました！　ご主人！」

「カルラ。ソーマのこと、お願いね」

　カルラのもとにリーシアが歩み寄りそっとその手をとった。カルラは手を離すと一歩後ろに下がり、リーシアに向かってビシッと敬礼した。

「任せてくれリーシア。ご主人には傷一つ負わせないと誓おう！」

　親友同士のやりとりを横目に見ながら、俺は全員に向かって言った。

「あとは、ここにはいないが、国防軍からハルバートとカエデを連れて行こうと思う。ハルの武勇は折り紙付きだし気心も知れてる。カエデも強力な魔導士だからな。とりあえずはこの四人を供として連れて行こうと思う。各自そのつもりで……」

「あ、あのっ、義あ兄に様さま」

　話をまとめようとしたとき、トモエちゃんが怖おず怖ずと、それでいてハッキリと聞こえる声で手を挙げた。

「トモエちゃん？　どうしたんだい？」

「わ、私も、連れて行ってください！」

「「「　えぇっ!?　」」」

　みんなが一斉に驚きの声を上げた。引っ込み思案で、王城の中では大人たちの邪魔にならないようにと振る舞っていたトモエちゃんが、突然みせたアグレッシブさ。

　驚いていなかったのは彼女の師匠をしているハクヤぐらいだった。

「えっと……外国なんだよ？　危険があるかもしれないし……」

「わ、私、もっといろんな世界を見たいんです！　王城の中だけじゃなく、もっといろんな物を見て、いつか義あ兄に様さま、義ね姉え様さまたちを支えられる人になりたいんです！」

　グッと両拳を握って訴えるトモエちゃん。俺たちに保護されてきたトモエちゃんが、俺たちを支えられるようになりたいと言い出した。トモエちゃんはいま十一歳。男だったらまだまだバカをやってる時期だけど、女の子ならそろそろ多感な時期だ。

　その変化が家族としては嬉うれしくもあり不安でもある。

「陛下……よろしければ、義妹いもうと様さまをお連れください」

　俺が言葉を失っていると、ハクヤがそんなことを言い出した。

「この時期に、彼女の世界を広げることは、彼女の成長に繫つながると判断します」

「そりゃあ、俺のいた世界でも『可愛かわいい子には旅をさせよ』って言うけどさぁ」

　どうしたもんかと腕を組んで考えていると、「お願いです義あ兄に様さま……」とトモエちゃんに潤んだ目で見つめられた。一昔前のチワワのＣＭを思い出すような、そんな可愛らしい瞳でのお願いに俺は頭を悩ませた。一応、武力面では問題ない。アイーシャやハルバートたちがいれば、大抵の事態には対応できるだろう。

（でもなぁ……危険があるかもしれないしなぁ……）

　兄としての心配と、兄として妹分の願いを叶かなえてあげたい思いがせめぎ合う。二分くらい悩んだあとで……結局、トモエちゃんの真剣な眼まな差ざしに負けて白旗を揚げた。

「わかった……俺は許可しよう。だけど、連れて行くのはトモコさん（トモエちゃんの実母）の了承をとってからだ。了承がとれないかぎり、トモエちゃんを連れて行くことはできない。そして、このことについて、俺たちは一切口利きはしない。ちゃんとトモエちゃん自身の責任で、お母さんを説得すること。それでもいいかい？」

「はい！」

　トモエちゃんは元気よく頷いた。このあとにトモエちゃんとトモコさんの間でどんなやりとりがあったかはしらない。ただ最後はトモエちゃんが説得しきったようだった。

　あとでトモエちゃんと一緒に現れたトモコさんは、内心では心配だろうに、

「陛下。娘をよろしくお願いします」

　……と言って、毅き然ぜんとした態度で頭を下げてきた。この親にしてこの子あり、ってことなのだろう。もちろん良い意味で。さて、旅の道連れは決まった。




　それじゃあ行こう。竜ドラゴンの国『星竜連峰』へ。







あとがき







　現国五巻をお買い上げいただきありがとうございます。世代的に思い入れのある戦隊ヒーローはジュウレンジャーのどぜう丸です。獣奏剣欲しかった……。

　さて、この巻からネット上では『王国改造記』と名前を変えて、新章スタートといった感じになっています。これからサブキャラが充実していき、サブキャラメインの話も増えてきて群像劇化していくことになります。やたらと登場キャラが多くてイラストの冬さんにはキャラデザでご苦労をおかけしますが、今度ともよろしくお願いします。

　ちょうどネット上でここら辺の話を書いていた頃に、イラストレーターの佐々みづか様から支援絵をいただいたり、トウフちゃんさんという方からは凄すごい本格的な地図をいただいたりしました。いろんな人に読まれているということを自覚しましたね。毎回誤字脱字や矛盾点を指摘してくださる方もいますし、皆様、本当にありがとうございます。

　さてさて次巻予告。星竜連峰へと旅立つことになるソーマですが、この物語的には珍しいボーイ・ミーツ・ガールなお話になります。黒いあの娘も登場します。

　……群像編どうしようかな。上う手まい収録の仕方を考えなくてはいけませんね。

　それではいつも素敵な絵をありがとうございます冬ゆき様、担当様、デザイナー様、校正様、そしてこの本を手に取ってくださった皆様方に感謝を。以上、どぜう丸でした。
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